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＜参考＞

１．国際勧告との関係

　本標準は、1995 年に改版された ITU-T 勧告 Q.1214、Q.1215、Q.1218、Q.1290 をベースとし、地域網－

サービス提供網間のＩＮ（ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄﾈｯﾄﾜｰｸ）インタフェースを定めたものである。

２．上記国際勧告等に対する追加項目等

2.1　オプション選択項目

　な　し

2.2　ナショナルマター項目

　な　し

2.3　その他

 (1) 　本標準は、上記ＩＴＵ－Ｔ勧告に対して、以下の原則により、削除を表している。

　(a) 　ＩＴＵ－Ｔで規定しているが、本標準では規定しない章節については、目次及び本文中に章節番

号及び章節のタイトルのみを示し、＃で表示している。

　(b) 　ＩＴＵ－Ｔで規定しているが、本標準では規定しない章節内の記述については、特に削除を示す

表示をつけることなく、削除している。

 (2) 　本標準は、上記ＩＴＵ－Ｔ勧告に対して、本標準の目次レベルにおいて、以下の項目を削除してい

る。

(a) 　Q.1214 に対する削除項目

2.4 節　サービス管理

4.2.2.6 節　トリガの型とトリガ優先性

4.2.4.2 節　サービス論理インスタンス相互動作の考慮事項

5 章　サービス独立ビルディングブロック（ＳＩＢ）のステージ２記述

6.4.2.1 節　サービスフィルタ活性化（Activate Service Filtering）

6.4.2.4 節　情報分析完了（Analysed Information）

6.4.2.5 節　情報分析（Analyse Information）

6.4.2.6 節　課金適用（Apply Charging）

6.4.2.7 節　課金適用報告（Apply Charging Report）

6.4.2.8 節　アシスト指示要求（Assist Request Instructions）

6.4.2.9 節　呼ギャップ（Call Gap）

6.4.2.10 節　呼情報報告（Call Information Report）

6.4.2.11 節　呼情報要求（Call Information Request）

6.4.2.12 節　呼情報要求取消（Cancel Call Information Request）

6.4.2.13 節　状態報告要求取消（Cancel Status Report Request）

6.4.2.14 節　情報収集完了（Collected Information）

6.4.2.15 節　情報収集（Collect Information）

6.4.2.17 節　リソース接続（Connect To Resource）

6.4.2.18 節　継続（Continue）

6.4.2.19 節　順方向接続切断（Disconnect Forward Connection）

6.4.2.21 節　課金イベント通知（Event Notification Charging）

6.4.2.23 節　課金情報供給（Furnish Charging Information）
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6.4.2.24 節　網内呼保留（Hold Call In Network）

6.4.2.26 節　網起動呼生成（Initiate Call Attempt）

6.4.2.27 節　発側－応答（O_Answer）

6.4.2.28 節　発側－着信者話中（O_Called_Party_Busy）

6.4.2.29 節　発側－切断（O_Disconnect）

6.4.2.30 節　発側－通信中信号（O_MidCall）

6.4.2.31 節　発側－無応答（O_No_Answer）

6.4.2.32 節　発呼分析完了（Origination Attempt Authorized）

6.4.2.34 節　課金イベント通知要求（Request Notification Charging Event）

6.4.2.36 節　状態報告要求（Request Status Report）

6.4.2.37 節　タイマ再設定（Reset Timer）

6.4.2.38 節　ルート選択失敗（Route Select Failure）

6.4.2.39 節　ファシリティ選択（Select Facility）

6.4.2.40 節　ルート選択（Select Route）

6.4.2.41 節　課金情報送出（Send Charging Information）

6.4.2.42 節　サービスフィルタ応答（Service Filtering Response）

6.4.2.43 節　状態報告（Status Report）

6.4.2.44 節　着側－応答（T_Answer）

6.4.2.45 節　着側－話中（T_Busy）

6.4.2.46 節　着側－切断（T_Disconnect）

6.4.2.47 節　着呼分析完了（Term Attempt Authorized）

6.4.2.48 節　着側－通信中信号（T_MidCall）

6.4.2.49 節　着側－無応答（T_No_Answer）

6.4.3 節　高度通話者処理

6.4.4.1 節　情報分析完了（Analysed Information）

6.4.4.2 節　情報収集完了（Collected Information）

6.4.4.3 節　発側－応答（O_Answer）

6.4.4.4 節　発側－着信者話中（O_Called Party Busy）

6.4.4.5 節　発側－切断（O_Disconnect）

6.4.4.6 節　発側－無応答（O_NoAnswer）

6.4.4.7 節　発呼分析完了（Origination Attempt Authorized）

6.4.4.8 節　ルート選択失敗（Route Select Failure）

6.4.4.9 節　着側－応答（T_Answer）

6.4.4.10 節　着側－話中（T_Busy）

6.4.4.11 節　着側－切断（T_Disconnect）

6.4.4.12 節　着呼分析完了（Term Attempt Authorized）

6.4.4.13 節　着側－無応答（T_NoAnswer）

6.5 節　ＳＣＦ－ＳＲＦ相互関係

6.6 節　ＳＣＦ－ＳＤＦ相互関係

6.7 節　フローと関連するＳＩＢのまとめ

付録Ⅰ　能力セット１に対して今後の検討課題とされた分散機能プレーンの側面
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(b) Q.1215 に対する削除項目

5.3.2 節　ＡＤ－ＳＳＰインタフェース

5.3.3 節　ＩＰ－ＳＳＰインタフェース

5.3.4 節　ＳＮ－ＳＳＰインタフェース

5.3.5 節　ＳＣＰ－ＩＰインタフェース

5.3.6 節　ＡＤ－ＩＰインタフェース

5.3.7 節　ＳＣＰ－ＳＤＰインタフェース

(c) Q.1218 に対する削除項目

2.2 節　ＳＣＦ／ＳＤＦインタフェース

3.1.1.6 節　アシスト／ハンドオフＳＳＦ　ＦＳＭ

3.1.3 節　ＳＲＦ応用エンティティ手順

3.1.4 節　ＳＤＦ応用エンティティ手順

3.2.1.1 節　属性エラー（Attribute error）

3.2.1.2 節　取消完了（Canceled）

3.2.1.3 節　取消失敗（CancelFailed）

3.2.1.5 節　不適切な発信者応答（ImproperCallerResponse）

3.2.1.8 節　名称エラー（Name Error）

3.2.1.10 節　要求情報エラー（RequestedInfoError）

3.2.1.11 節　サービスエラー（Service error）

3.2.1.12 節　セキュリティエラー（Security error）

3.2.1.19 節　未知のレグＩＤ（UnknownLegID）

3.2.1.20 節　未知のリソース（UnknownResource）

3.2.1.21 節　更新エラー（Update error）

3.2.2.2 節　TSRF（タイマ）の満了

3.3.1 節　サービスフィルタ活性化（ActivateServiceFiltering）手順

3.3.3 節　エントリ追加（AddEntry）手順

3.3.4 節　情報分析完了（AnalyzedInformation）手順

3.3.5 節　情報分析（AnalyzeInformation）手順

3.3.6 節　課金適用（ApplyCharging）手順

3.3.7 節　課金適用報告（ApplyChargingReport）手順

3.3.8 節　アシスト指示要求（AssistRequestInstructions）手順

3.3.9 節　結合（Bind）手順

3.3.10 節　呼ギャップ（CallGap）手順

3.3.11 節　呼情報報告（CallInformationReport）手順

3.3.12 節　呼情報要求（CallInformationRequest）手順

3.3.13 節　取消（Cancel）手順

3.3.14 節　情報収集完了（CollectedInformation）手順

3.3.15 節　情報収集（CollectInformation）手順

3.3.17 節　リソース接続（ConnectToResource）手順

3.3.18 節　継続（Continue）手順

3.3.21 節　課金イベント通知（EventNotificationCharging）手順

3.3.23 節　課金情報提供（FurnishChargingInformation）手順

3.3.24 節　網内呼保留（HoldCallInNetwork）手順
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3.3.26 節　網起動呼生成（InitiateCallAttempt）手順

3.3.27 節　エントリ更新（ModifyEntry）手順

3.3.28 節　発側－応答（OAnswer）手順

3.3.29 節　発側－切断（ODisconnect）手順

3.3.30 節　発側－無応答（ONoAnswer）手順

3.3.31 節　発呼分析完了（OriginationAttemptAuthorized）手順

3.3.32 節　アナウンス送出（PlayAnnouncement）手順

3.3.33 節　ユーザ情報収集（PromptAndCollectUserInformation）手順

3.3.35 節　エントリ削除（RemoveEntry）手順

3.3.36 節　現状態報告要求（RequestCurrentStatusReport）手順

3.3.37 節　初回状態一致報告要求（RequestFirstStatusMatchReport）手順

3.3.38 節　課金イベント通知要求（RequestNotificationChargingEvent）手順

3.3.40 節　タイマ再設定（ResetTimer）手順

3.3.41 節　ルート選択失敗（RouteSelectFailure）手順

3.3.42 節　探索（Search）手順

3.3.43 節　ファシリティ選択（SelectFacility）手順

3.3.44 節　ルート選択（SelectRoute）手順

3.3.45 節　課金情報送出（SendChargingInformation）手順

3.3.46 節　サービスフィルタ応答（ServiceFilteringResponse）手順

3.3.47 節　特殊リソース報告（SpecializedResourceReport）手順

3.3.48 節　状態報告（StatusReport）手順

3.3.49 節　着側－応答（TAnswer）手順

3.3.50 節　着側－話中（TBusy）手順

3.3.51 節　着側－切断（TDisconnect）手順

3.3.52 節　着呼分析完了（TermAttemptAuthorized）手順

3.3.53 節　着側－無応答（TNoAnswer）手順

3.3.54 節　結合解除（Unbind）手順

3.3.55 節　全状態変化報告要求（RequestEveryStatusChangeReport）手順

3.4.1.3 節　ＳＣＦから／へのＳＲＦメッセージ

付属資料Ｂ　ＳＣＳＭ及びＳＤＳＭの記述

付録Ⅰ　サービスデータモデリング

付録Ⅱ　能力セット１に対して今後の検討課題とされた

インテリジェントネットワークインタフェースの側面

　付録Ⅲ　拡張ＡＳＮ．１コーディング

　本標準は、地域網－サービス提供網間のＩＮ（ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄﾈｯﾄﾜｰｸ）インタフェースを標準化する

ために必要な部分のみに関する規定であり、上記項目に関しては、不必要であるため、本標準の

範囲外とした。

 (3) 　本標準は、上記ＩＴＵ－Ｔ勧告に対して、地域網－サービス提供網間のＩＮ（ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄﾈｯﾄﾜｰｸ）イ

ンタフェースを標準化するために必要な部分（ＩＮの一般的概念を含むＩＴＵ－Ｔ勧告能力セット１

からのダウンストリーム)及びＴＴＣ特有追加部分の記述から構成される。ＴＴＣ特有追加部分につい

ては、本文中において、＊で表示する。
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 (4) 　本標準は、上記ＩＴＵ－Ｔ勧告からのダウンストリーム部分の図表番号の付与方法について、ＩＴ

Ｕ－Ｔ勧告にて付与されている図番号、表番号を、本標準各編の編番号－章番号の配下に、そのまま

流用することとしている。次に図表番号付与方法の例を示す。

ＩＴＵ－Ｔ

勧告

図表番号

付与方法

付与例 ＴＴＣ標準 図表番号

付与方法

付与例

Q.1214

Annex A

Annex B

章番号－

章内通番

FIGURE 4-3/

Q.1214

FIGURE A.2

FIGURE B-5

第２編

付属資料 A

付属資料Ｂ

編番号－ITU

付与番号

図 2-4-3/JT Q1218-b*

(ITU-T Q.1214)

付図 2-A-2/JT-Q1218-b

(ITU-T Q.1214)

付図 2-B-5/JT-Q1218-b

(ITU-T Q.1214)

Q.1215 通番 TABLE 2/

Q.1215

第３編 編番号－章

番号－ITU

付与番号

表 3-5-2/JT-Q-1218-b*

(ITU-T Q.1215)

Q.1218

Annex A

通番 FIGURE 8/

Q.1218

FIGURE A.3

第４編

付属資料Ａ

編番号－章

番号－ITU

付与番号

図 4-0-8/JT-Q1218-b

(ITU-T Q.1218)

付図 4-A-3/JT-Q1218-b*

(ITU-T Q.1218)

Q.1290 図表無し 第５編 図表無し

2.4　原勧告と章立ての構成比較表

　上記国際勧告との章立ての構成の相違を下表に示す。

　第１編　サービス記述

ＴＴＣ標準 ＩＴＵ－Ｔ勧告 備　考

１章　総論 －－－－ 追加

２章　基本的考え方 －－－－ 追加

３章　信号網接続機能の定義 －－－－ 追加
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　第２編　分散機能プレーン　（Q.1214　対応）

ＴＴＣ標準 ＩＴＵ－Ｔ勧告 備　考

１章　概要 １章　概要 部分削除／部分変更

２章　能力セット１でのＩＮ分散

機能プレーンの範囲

２章　能力セット１でのＩＮ分散

機能プレーンの範囲

部分削除／部分変更

３章　能力セット１の網間分散機

能モデル

３章　能力セット１の分散機能モ

デル

部分削除／部分変更

４章　呼／サービス論理処理モデ

ルの機能エンティティ

４章　呼／サービス論理処理モデ

ルの機能エンティティ

部分削除／部分変更

－－－－

５章　サービス独立ビルディング

ブロック（ＳＩＢ）のステー

ジ２記述

５章　各サービス機能の機能アー

キテクチャへのマッピング

－－－－ 　追加

６章　ＦＥ間の相互関係 ６章　ＦＥ間の相互関係 部分削除／部分変更

付属資料　Ａ　ＳＳＦ／ＳＣＦ相

互関係シナリオ

付属資料　Ａ 部分削除／部分変更

付属資料　Ｂ　ＢＣＳＭ　ＳＤＬ

図

付属資料　Ｂ 部分削除／部分変更

付録　Ⅰ　信号網接続の基本手順

の補足説明

－－－－ 　追加

－－－－ 付録　Ⅰ

　第３編　物理プレーン　（Q.1215　対応）

ＴＴＣ標準 ＩＴＵ－Ｔ勧告 備考

１章　概要 １章　概要 部分削除／部分変更

２章　要求条件と仮定 ２章　要求条件と仮定 部分削除／部分変更

３章　物理エンティティ（ＰＥ） ３章　物理エンティティ（ＰＥ） 部分削除／部分変更

４章　マッピングの要求条件 ４章　マッピングの要求条件 部分削除／部分変更

５章　分散機能プレーンの物理プ

レーンへのマッピング

５章　分散機能プレーンの物理プ

レーンへのマッピング

部分削除／部分変更
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　第４編　信号網接続用プロトコル　（Q.1218　対応）

ＴＴＣ標準 ＩＴＵ－Ｔ標準 備考

０章　概説 ０章　概説 部分削除／部分変更

１章　ＳＡＣ／ＭＡＣＦ規則 １章　ＳＡＣ／ＭＡＣＦ規則 部分削除／部分変更

２章　ＩＮ能力セット１アプリ

ケーションプロトコルの抽

象構文

２章　ＩＮ能力セット１アプリ

ケーションプロトコルの抽

象構文

部分削除／部分変更

３章　手順 ３章　手順 部分削除／部分変更

付属資料　Ａ　ＩＮＡＰのＳＤＬ

図

付属資料　Ａ 部分削除／部分変更

－－－－ 付属資料　Ｂ

－－－－ 付録　Ｉ

－－－－ 付録　Ⅱ

－－－－ 付録　Ⅲ

付録　Ⅳ　優先度の実現方法 －－－－

　第５編　ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄﾈｯﾄﾜｰｸ定義で使われた用語の用語解説　（Ｑ．１２９０　対応）

ＴＴＣ標準 ＩＴＵ－Ｔ標準 備考

１章　概要 １章　概要 部分削除／部分変更

２章　用語と定義 ２章　用語と定義 部分削除／部分変更

付属資料　Ａ　略語 付属資料　Ａ　略語 部分削除／部分変更

３．改版の履歴

版　　数 制　定　日 改　版　内　容

第１版 　１９９７年　４月２３日 　制　定
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４．工業所有権 

本標準に関わる「工業所有権の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧にな

れます。 

 

５．その他 

 (1)  参照している歓告、標準等 

ＴＴＣ標準： JT-Q711（１版）、 

JT-Q739（１版）、 
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第１編　サービス記述

１．総論

1.1　目的

　本編は信号網接続に関するサービス記述について規定する。

　本編は信号網接続によるサービスの網間に関わる内容のみ記述する。

　信号網接続によるサービスは、適切な網能力の組合せにより提供される。したがって、サービス提供者

により、網間で提供する能力が変化する可能性がある。

1.2　本標準の範囲

　本標準は、以下の範囲で規定している。

(1) 　網間における、信号網接続によるサービスを規定する。

(2) 　網内の動作については、本標準の範囲外である。

(3) 　課金についての事項は取り扱わない。

1.3　定義及び用語

　下記に信号網接続によるサービスに関する用語を示す。

1.3.1　信号網接続

　サービス連携の形態として、網間での回線非対応の信号による接続。

1.3.2　サービス機能

　網間における信号網接続によるサービスで要求される機能。

1.3.3　網Ａ

　信号網接続によるサービスの起動を通知し、信号網接続により網Ｂと連携してサービスを提供する網を

示す。本標準においては、地域網を指す。

1.3.4　網Ｂ

　網Ａからの信号網接続によるサービスの起動通知を契機に、信号網接続により網Ａと連携してサービス

を提供する網を示す。本標準においては、サービス提供網を指す。

２．基本的考え方

2.1　信号網接続によるサービスの展開シナリオ

　信号網接続によるサービスは、ある程度長期的な展望の基に実現されることが望ましく、マーケットニー

ズの展開や技術の高度化により大きく影響され、段階的な過程を辿ると想定する。

信号網接続によるサービスの発展は、基本的な提供形態から始まり、より高度化したシナリオに進むもの

と想定する。

　以下に信号網接続によるサービス提供形態の標準化シナリオを示す。

2.1.1　信号網接続によるサービス提供形態１：単一の網のサービス制御機能（ＳＣＦ）から呼を制御する

形態

　このシナリオでは、利用できる網の能力の限界から信号網接続によるサービスを利用して加入者へ提供

されるサービスのレベルが制限される。
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　このシナリオでは、単一の網のサービス交換機能が、必要に応じて他の網のサービス制御機能に対して

照会を行う機能を提供する。

2.1.2　信号網接続によるサービス提供形態２：複数の網のサービス制御機能（ＳＣＦ）から呼を制御する

形態

　提供形態２の範囲については今後の検討課題である。

３．信号網接続機能の定義

3.1　網間に要求されるサービス機能

　サービス機能は、信号網接続によるサービスを実現するために要求される機能であり、以下の 8 つの機

能を定義する。

(1) 　番号翻訳機能

　このサービス機能は、網Ａからの問い合わせに対し、網Ｂがダイヤルされた番号から着信番号を

展開し、網Ａに通知することを可能とする。なお、網Ａが番号翻訳機能を起動するトリガ条件は、

事業者間での協議において決定される。

(2) 　イベント通知機能

　このサービス機能は、網Ｂからのイベントの通知に関する指示に基づき、網Ａが網Ｂから通知を

要求されているイベントを検出したときに、そのイベントを網Ｂに通知することを可能とする。

(3) 　再接続機能

　このサービス機能は、網Ｂの指示によりルーティングされた呼に対し、その呼が着信先の状態に

より接続できない場合、当該呼を新たな着信先へ接続することを可能とする。

　なお、１つの呼に対する本機能の回数、網Ｂから指定される再接続が必要な事象は、事前に事業

者間での協議において決定される。

(a) 　話中時再接続

　網Ａで、着側話中を検出した場合における再接続。

　なお、網Ａで着側話中と判断する条件は、事前に事業者間での協議において決定される。

(b) 　無応答時再接続

　網Ａで、着側無応答を検出した場合における再接続。網Ａが無応答と認識するタイマ値は、接

続先毎に網Ｂから指定できる。

　なお、タイマの起動条件とタイマ値の範囲は、事前に事業者間での協議において決定される。

(c) 　網Ｂからのユーザ相互動作終了後再接続

　網Ｂでのユーザ相互動作の終了を網Ａで検出した場合における再接続。

　なお、網Ａで網Ｂからのユーザ相互動作が終了したことを判断する条件は、事前に事業者間で

の協議において決定される。
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(4) 　網Ｂからの応答時発着同時ユーザ相互動作機能（本標準では未盛込み）

　このサービス機能は、網 B からの指示に基づく網 A での呼設定処理において、着信者からの応答

の検出を網 B に通知するとともに、発信者側の通話回線と着信者側の通話回線とを分離し、それぞ

れの回線を網 B 内の特殊リソースに暫定接続すること、および発着のユーザ相互動作が終了した際

に暫定接続を解除し、網 A で分離した発信者側の通話回線と着信者側の通話回線とを再接続するこ

とを可能とする。

(5) 　網Ｂからのユーザ相互動作のための、網Ｂへの暫定接続機能

　本機能は、網Ｂ内の特殊リソースを用いてユーザ相互動作を行うために、網Ｂ（内のサービス制

御機能）が網Ａ（内のサービス交換機能）に対して暫定接続を指示し、その指示に基づき網Ａから

網Ｂに回線を接続することを可能とする。

(6) 　網 A と網 B 間の網間ハンドオフ機能

　このサービス機能は、網 B のサービス制御機能が網 A のサービス交換機能に対して網 B への中継

接続を指示するのと同時に、その制御関係を解除し、それ以降の呼制御は網 B に閉じて実施するこ

とを可能とする。

(7) 　対話継続の確認機能（ActivityTest 相当）

　網 B が、網 A との対話が正常に確立されていることを確認するため、また、長時間保留呼を検出

した場合、その対話に対応する呼が確かに網 A に存在するのか否かを確認する機能。網 B は網 A へ

対話が継続して存在しているかを問い合わせる機能を持ち、網 A はその問い合わせに対して応答す

る機能を持つ。

　なお、問い合わせの起動契機は事業者間個別協議とする。

(8) 　網 A、網 B のサービス交換機能の同時制御機能

　このサービス機能は、網 B のサービス制御機能が網 A のサービス交換機能に対して網 B への中継

接続を指示するのと同時に、その制御関係を維持したまま、それ以降の呼制御を網 B 内において実

施することも可能とする。
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第 2 編　分散機能プレーン（Distributed Functional Plane）
　本標準において、「能力セット１」とは、本標準第 1 編 2.1.1 節に記述されている「信号網接続によるサー

ビス提供形態１」の形態により、同編 3 節に記述される機能をサポートするために必要な能力であり、そ

の仕様は、

(1) 　ＩＮの一般的概念を含むＩＴＵ－Ｔ勧告能力セット１からのダウンストリーム

(2) 　ＴＴＣ特有追加部分の記述

から構成される。

１．概要

　ＤＦＰの一般的概念は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．１２０４第 1 章に記述されている。

２．能力セット１でのＩＮ分散機能プレーンの範囲

　ＩＮ網間能力セット１（ＣＳ－１）でのＩＮ分散機能プレーン（ＤＦＰ）アーキテクチャの範囲は、要

求される能力セット１サービスのサービス要求によってもたらされ、かつ発展可能なネットワーク技術の

基礎能力に制約される。要求された能力セット１サービスをサポートするために要求される機能の範囲は、

以下を提供する機能を含む。

－　呼／サービス処理へのエンドユーザアクセス

－　サービスの起動と制御

－　サービス制御に伴うエンドユーザ相互動作

これらの機能の適用範囲は、以下のように示されている。

2.1　エンドユーザアクセス

　能力セット１の呼／サービス処理へのエンドユーザアクセスは、以下のようなアクセス形態を経由して

提供される。（注：このことは、私設網あるいは移動体網からのアクセスをサポートするための、これら

のインタフェースの利用を妨げない）

－　アナログ加入者線インタフェース

－　ＩＳＤＮ　ＢＲＩとＰＲＩ

－　従来のトランクとＮｏ．７信号方式インタフェース

2.2　サービスの起動と制御

　能力セット１の呼／サービスの処理は、現在の呼処理基盤である既設のデジタル交換機の上に形成され

る。よって、能力セット１の呼／サービスの処理は基本的な二者間の呼を処理する既存の呼制御機能の一

般的なモデルを使ってなされ、これにＩＮサービス論理の起動と管理のためにサービス交換機能が追加さ

れる。ＩＮサービス論理はいったん起動されると、サービスデータ機能と結合した、サービス制御機能の

制御下で実行される。分散した呼／サービス処理の手段により、既存の呼制御機能は呼処理リソースの制

御に加えて、呼の整合性の最終的な責任を保持する。以下の呼／サービス処理の制約が、能力セット１に

適用される。

a)　呼制御とサービス交換機能は密接に結びついているので、ＳＳＦとＣＣＦ間の相互関係は能力セット

１では標準化されていない。

b)　呼は、ディレクトリ番号や、ディレクトリ番号と伝達能力の組み合わせによりアドレス可能な網の外

側にいる２人かそれ以上のエンドユーザ間、あるいは１人かそれ以上のエンドユーザと網の間に存在

する。

＊

＊

＊

＊

＊
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c)　呼は、エンドユーザか、又はエンドユーザに代わる網内のＳＣＦによって生成される。呼を補完する

ために、ＩＮ交換機能によりサービスを提供されるエンドユーザ、又はエンドユーザに代わる網によっ

てＩＮサービス論理が起動される。

d)　呼は、複数の交換機にまたがって存在するかも知れない。その場合、各交換機では呼の一部のみ制御

できる。－　呼処理は交換機間で機能的に分割されている。中継交換機のようなＩＮ交換機上で起動

される呼のＩＮサービス論理は、各ＩＮ交換機毎に独立に管理される。

e)　既存の交換機は、基本的な二者間の呼を生成、保持する呼処理動作を統制する、２つの機能的に分離

した呼処理論理のセットを持つかのように見ることができる。この機能分割は、呼の発側と着側の間

で提供される。この機能分割は、ＩＮ交換機でも持つべきである。これにより、呼の発側（すなわち

発信者）で起動されたＩＮサービス論理は、呼の着側（すなわち着信者）で起動されたＩＮサービス

論理とは独立に管理されることが可能となる。

f)　あるエンドユーザに対して、ＩＮでサポートされる複数のサービス論理インスタンスの同時動作を許

容することが望まれる。更に、網内における非ＩＮサービス論理が引き続き存在することも認めてい

る。能力セット１のサービスフィーチャ論理インスタンスメカニズムを、以下に示す。

－　あるサービス要求に対して、どのサービス論理を起動するか決定する。このメカニズムは、ＩＮ

サポートあるいは非ＩＮサポートサービス論理のどちらが適切であるかを選択し、又この特定のサー

ビス要求に対して、その他のサービス論理の起動を制限する。

－　ＩＮサポート、非ＩＮサポートサービス論理インスタンスの同時動作を規制する。

－　能力セット１サービス処理で、ＩＮサポートサービス論理インスタンスの同時動作はシングルエ

ンド、シングルポイント制御に従うことを保証する。

g)　能力セット１の分散処理方式と複雑さを増した呼／サービス処理では、呼を適切な動作で終了させた

り、エンドユーザに対して適切な処理を可能とする、障害検出と回復のメカニズムが要求される。

2.3　エンドユーザ相互動作

　情報送受信のための網とエンドユーザの相互動作は、ユーザ相互動作のための機能を特殊リソースで補っ

たサービス交換リソースと呼制御リソースによって行われる。これらの特殊リソースは、サービス制御機

能に制御され、呼制御機能とサービス交換機能を通じてエンドユーザと接続される。

2.4　サービス管理

３．能力セット１の網間分散機能モデル

3.1　図の説明

　図 2-3-1/JT-Q1218-b は、能力セット１のＩＮ　ＤＦＰモデルを規定している。この図は、能力セット１に

適用可能な機能エンティティとの相互関係を描写している。この図は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．１２０４　2 章

に記述されている一般的なＩＮ　ＤＦＰモデルのサブセットである。機能エンティティ、相互関係、及び

図の全体的な説明は、 ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．１２０４　2.1 節に含まれている。

＃



ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ - 6 -

ＣＣＡＦ 呼制御エージェント機能（Call control agent function）

ＣＣＦ 呼制御機能（Call control function）

ＳＣＦ サービス制御機能（Service control function）

ＳＲＦ 特殊リソース機能（Specialized resource function）

ＳＳＦ サービス交換機能（Service switching function）

ＳＤＦ サービスデータ機能 (Service data function)

注１：　網ＢのＳＣＦと網ＡのＳＲＦの相互関係は、網ＡのＳＳＦ／ＣＣＦを介してのみ確立される。

注２：　ＣＣＡＦとＣＣＦの定義は、対応するＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．７１のＩＳＤＮの定義に基づいている

が、ＩＮでの利用のために変更されるかもしれない。

図２－３－１／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ＊　能力セット１のＩＮ分散機能プレーンモデル

3.2　ＩＮ機能モデル

　3.1 節で述べているように、能力セット１のＩＮ　ＤＦＰは一般的なＩＮ－ＤＦＰのサブセットである。

特に、

　－　ＣＣＡＦ、ＣＣＦ、ＳＳＦ、ＳＣＦ、ＳＤＦ、及びＳＲＦ機能エンティティのみ含まれている。

　－　図中に示されている、ＩＮサービスの実行に関連した相互関係のみ述べられている。

3.3　ＩＮサービスの実行に関連する機能エンティティの定義

　ＣＣＡＦ：　ＣＣＡＦは、ユーザへアクセスを提供する呼制御エージェント（ＣＣＡ）機能である。こ

れはユーザと網の呼制御機能間のインタフェースで、以下のような特徴を持つ。

a)　呼やサービスのインスタンスを要求に従って確立、保持、変更及び解放するために、ユーザと相互動

作するユーザアクセスを提供する。

b)　呼やサービスのインスタンスを確立、操作及び解放するために、サービス要求（例えば呼設定、転

送、保留等）を使用して、呼制御機能（ＣＣＦ）のサービス提供能力にアクセスする。

＊

ＣＣＦ

ＳＲＦ ＳＣＦ

ＳＳＦ

ＳＳＦ

ＣＣＦＣＣＡＦ ＣＣＦ ＣＣＡＦ

ＳＤＦ

網Ｂ

網Ａ
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c)　ＣＣＦから呼又はサービスに関連する指示を受け取り、要求に従ってユーザにそれを中継する。

d)　この機能エンティティで認識された呼／サービス状態情報を保持する。

ＣＣＦ：　ＣＣＦは、呼／サービスの処理や制御を提供する網内の呼制御（ＣＣ）機能で、以下のような

特徴を持つ。

a)　ＣＣＡＦから”要求された”呼／コネクションを確立、操作及び解放する。

b)　特定の呼、かつ／またはコネクションインスタンス（ＳＳＦの要求による場合がある）に伴うＣＣＡ

Ｆ機能エンティティどうしを関連づける能力を提供する。

c)　１つの呼で使用されるＣＣＡＦ機能エンティティ間の相互関係を管理する（例えば、呼かつ／または

コネクションインスタンスの全体を監視する）。

d)　ＩＮ機能にアクセスするトリガメカニズムを提供する（例えば、ＳＳＦへイベントを受け渡す）。

ＳＳＦ：　ＳＳＦは、ＣＣＦに関連してＣＣＦとサービス制御機能（ＳＣＦ）間の相互動作に必要な機能

セットを提供するサービス交換（ＳＳ）機能で、以下のような特徴を持つ。

a)　サービス制御トリガを認識して、 ＳＣＦと相互動作するためにＣＣＦの論理を拡張する。

b)　ＣＣＦとＳＣＦ間の信号管理を行う。

c)　ＳＣＦの制御下で、ＩＮで提供されるサービス使用の要求を処理するため、要求されたように（ＣＣ

Ｆ内の）呼／コネクション処理機能を変更する。

ＳＣＦ：　ＳＣＦは、ＩＮ提供サービスやカスタマイズされたサービスの要求を処理するために、呼制御

機能に指示する機能である。ＳＣＦは付加論理にアクセスしたり、呼／サービス論理インスタンスの処理

に要求される情報（サービス又はユーザデータ）を獲得するために、他の機能エンティティと互いに相互

動作する事もできる。ＳＣＦは、以下のような特徴を持つ。

a)　サービス交換機能／呼制御機能、特殊リソース機能（ＳＲＦ）、及びサービスデータ機能（ＳＤＦ）

エンティティとインタフェースを持ち、相互動作する。

b)　ＩＮで提供するサービス仕様の処理に要求される、論理と処理能力を含む。

ＳＤＦ：　ＳＤＦは、ＩＮが提供するサービスの実行において、ＳＣＦより実時間でアクセスされるカス

タマと網のデータを含むものである｡要求により、複数のＳＣＦとインタフェースを持ち、相互動作する。

（注）ＳＤＦは、ＩＮ が提供するサービスの、提供及び運用に直接関連するデータを含む。従って、ク

レジット情報のような第三者が提供するデータへのアクセスは提供しても、包含する必要はない。

ＳＲＦ：　ＳＲＦは、（例えば、数字受信、アナウンス送出等）ＩＮが提供するサービスの実行のために

要求された特殊リソースを提供する。これは、以下のような特徴を持つ。

a)　ＳＣＦやＳＳＦ（及びＣＣＦ）とインタフェースを持ち、相互動作する。

b)　ユーザからの情報を受信／送信したり変換する論理と処理能力を含むかもしれない。

c)　ＣＣＦと同様、特殊リソースへのベアラコネクションを管理するための機能を含む事もできる。
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４．呼／サービス論理処理モデルの機能エンティティ

4.1　概要

　ＩＮの呼／サービス論理処理は、ＳＳＦ／ＣＣＦにおける呼／コネクションの処理、ＳＣＦにおけるサー

ビス論理の実行、及びＳＲＦでサポートされるリソースの利用をそれぞれ包含する。本節では、呼とサー

ビス論理処理のモデル化によって、このＩＮ呼／サービス論理処理を定義する。

－　呼のモデルは、サービスとベンダ／インプリメントに非依存なＳＳＦとＣＣＦにおける、ＩＮの呼

／コネクション処理の抽象概念とサービス概要を提供する。この抽象概念は、サービス論理の実行中

にＳＣＦがＳＳＦと相互動作できるように、ＳＳＦ／ＣＣＦ動作とＳＣＦへのリソースの外観図を提

供する。

－　サービス論理処理のモデルは、ＳＣＦがアクセスできるＳＲＦの動作とリソースの抽象的概念だけ

でなく、このサービス論理の実行をサポートするのに必要なＳＣＦの動作とリソースの抽象概念を提

供する。

　このモデルは、ＳＳＦ／ＣＣＦ、ＳＣＦ、及びＳＲＦの動作とリソースの外観図のみを提供するため、

ベンダに対して機能エンティティモデルコンポーネントと１対１で対応するような機能エンティティを、

製品に組み込む義務を示唆しているわけではない。

　本節でのモデルは、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．１２０４第 3 章で記述されているモデルの目的、仮定、及びアー

キテクチャに基づいており、ＩＮ能力セット１での適用として、その付属資料で示すツールを利用してい

る。

4.2　ＳＳＦ／ＣＣＦモデル

4.2.1　概要

　ＳＳＦ／ＣＣＦモデルは図 2-4-1/JT-Q1218-b に示されている。この図は、発信者あるいは着信者に関連す

る、シングルエンドサービス論理インスタンスのためのＳＳＦ／ＣＣＦモデルを示している。このモデル

の目的は、 ＳＳＦ／ＣＣＦに関する呼のモデルの枠組みを提供することである。

　以下に示すＳＳＦ／ＣＣＦモデルの側面は、基本呼管理（ＢＣＭ）、ＩＮ交換管理（ＩＮ－ＳＭ）、フィー

チャ相互動作管理（ＦＩＭ）／呼管理（ＣＭ）、ＢＣＭのＩＮ－ＳＭへの相互関係、ＢＣＭとＩＮ－ＳＭ

のＦＩＭ／ＣＭへの相互関係、及びＳＳＦ／ＣＣＦの機能分割を含む。更に詳しくは以降の節で提供され

る。

a)　ＢＣＭ　－　ＢＣＭは機能エンティティではない。ＢＣＭは、ユーザへの通信路の確立や、それらの

相互接続を行う基本呼／コネクション制御を組み込んだ、交換機の部分的な抽象概念を提供する。これ

は、ＩＮサービス論理インスタンスの起動につながる、または動作中のＩＮサービス論理インスタンス

へ通知すべき基本呼／コネクション制御イベントを検出する。又、ＢＣＭは基本呼／コネクション制御

をサポートするのに必要なＣＣＦ／ＳＳＦリソースを管理する。

ＢＣＭは、ＢＣＳＭとＤＰ処理も実行する。

ＤＰ処理は、以下で記述されているＦＩＭ／ＣＭと相互動作する、ＢＣＭのエンティティである。

b)　ＩＮ－ＳＭ　－　ＩＮサービスフィーチャをユーザに提供中に、ＳＣＦと相互動作する、ＳＳＦ内の

エンティティである。これは、ＳＳＦ／ＣＣＦの呼／コネクション処理動作の外観図や、ＳＳＦ／Ｃ

ＣＦの能力とリソースへのアクセスをＳＣＦに提供する。これは又、動作中のＩＮサービス論理イン

スタンスへ報告すべきＩＮの呼／コネクション処理イベントを検出する。更にＩＮ－ＳＭは、ＩＮサー

ビス論理インスタンスをサポートするのに必要なＳＳＦリソースを管理する。ＩＮ－ＳＭは、以下に

示すＦＩＭ／ＣＭと相互動作する。
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c)　ＦＩＭ／ＣＭ　－　単一呼において、非ＩＮサービス論理インスタンスとＩＮサービス論理インスタ

ンスといった、複数の同時インスタンスをサポートするためのメカニズムを提供する、ＳＳＦ内のエン

ティティである。特に、ＦＩＭ／ＣＭは複数のＩＮ、非ＩＮサービス論理インスタンスの起動を防止す

ることもできる。ＦＩＭ／ＣＭは、単一呼に関して、ＳＳＦ内部に対して統一された呼／サービス処理

の外観図を提供するために、ＢＣＭやＩＮ－ＳＭとこれらの相互動作メカニズムを統合する。

d)　ＢＣＭのＩＮ－ＳＭとの相互関係　－　ＢＣＭとＩＮ－ＳＭ間の相互動作を取り巻くＦＩＭ／ＣＭを

通した相互関係である。この相互動作に関連した情報フローは、外からは見えず、ＩＮ能力セット１

でも標準化されない。しかしながら、基本呼／コネクション処理とＩＮ呼／コネクション処理がどの

ように相互動作するかを示すためには、この事項の理解が必要である。

e)　ＢＣＭとＩＮ－ＳＭのＦＩＭ／ＣＭとの相互関係　－　 ＢＣＭとＦＩＭ／ＣＭ間、及びＩＮ－ＳＭ

とＦＩＭ／ＣＭ間の相互動作を取り巻く相互関係である。この相互動作に関連した情報フローは、外か

らは見えず、ＩＮ能力セット１でも標準化されない。しかしながら、ＢＣＭ、ＩＮ－ＳＭ、及びＦＩＭ

／ＣＭ を統一するためには、この事項の理解が必要である。

f)　ＳＳＦ／ＣＣＦの機能分割　－　ＩＮ能力セット１のサービス論理インスタンスの相互動作の処理手

段を提供する、ＳＳＦ／ＣＣＦ内の処理とリソースの機能分割のことである。この機能分割は、同じ呼

の着信者に関連するシングルエンドサービス論理インスタンスから、発信者に関連するシングルエンド

サービス論理インスタンスを分離するため機能する。ＩＮ能力セット１の範囲の中では、分割されたＳ

ＳＦ発側処理とＳＳＦ着側処理間のサービスフィーチャ相互動作を処理する機能はＳＳＦにはない。

　図 2-4-1/JT-Q1218-b に示すその他の外観は、ＩＮ能力セット１では規定されていないが、存在するものと

仮定してある。

4.2.2　基本呼管理（ＢＣＭ）

　ＢＣＭの簡潔な説明は、4.2.1 節で与えられている。以下に説明されるＢＣＭの特定の項目には、基本呼

状態モデル（ＢＣＳＭ）、ＩＮサービス論理インスタンスを起動させる基本呼／コネクションイベント、

及び動作中のＩＮサービス論理インスタンスへ報告すべき基本呼／コネクションイベントが含まれる。こ

れらの項目の詳細は、以下に示される。

4.2.2.1　ＢＣＳＭ

　本標準では、ＢＣＳＭは、ユーザへの通信路の生成及び保守に要求されるＣＣＦ動作の高度なモデルを

提供する。このように、ＢＣＳＭはＣＣＦの基本呼／コネクション動作の１つのセットとみなされ、どの

ようにこれらの動作が基本呼／コネクションの処理（すなわち、ユーザのための通信路の生成や保守）と

相互に結合されるかを示している。

　ＢＣＳＭの多くの側面は、ＩＮサービス論理インスタンスに対して対外的には見えない。しかしながら、

ＩＮ－ＳＭとＦＩＭ／ＣＭに反映されるＢＣＳＭの側面は、ＩＮサービス論理インスタンスから見ること

ができる。ＢＣＳＭのこれらの側面だけが、標準化の対象である。このように、ＢＣＳＭは本来、どのＢ

ＣＳＭの側面がＩＮサービス論理インスタンスに見えるか、又どのレベルの抽象概念と粒度が適当かを判

断するために分析されうる、ＣＣＦ動作の表現を提供する解釈ツールである。
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　ＢＣＳＭは、ＩＮサービス論理インスタンスが基本呼／コネクション制御能力と相互動作することを許

可された時、基本呼／コネクション処理のポイントと認識する。特にＢＣＳＭは、ＩＮサービス論理イン

スタンスを起動させる、又は動作中のＩＮサービス論理インスタンスへ報告すべき、基本呼／コネクショ

ンイベントを記述する枠組みを提供する。また、これらのイベントが検出された呼／コネクション処理の

ポイント、及び制御の転送が起こりえる基本呼／コネクション処理のポイントを記述するための枠組みも

提供する。

　図 2-4-2/JT-Q1218-b に、呼のポイント（ＰＩＣ）、検出ポイント（ＤＰ）、遷移、及びイベントを含む、

ＢＣＳＭの記述が定義されているコンポーネントを示す。ＰＩＣは、ＩＮサービス論理インスタンスに意

味のある、１つ又はそれ以上の基本呼／コネクション状態に関連するＣＣＦ動作を示す。ＤＰは、制御の

転送が起こりうる基本呼／コネクション処理のポイントを示す。遷移は、例えばあるＰＩＣから他のＰＩ

Ｃへの、基本呼／コネクション処理の正常フローを示す。イベントは、ＰＩＣへ、又はＰＩＣからの遷移

を起こす。



- 11 - ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ

基本呼リソース

データ管理

ＩＮローカルリソース

データ

非ＩＮフィーチャ管理

ＳＣＦ　　ＳＬＰＩ　Ａ

ＳＣＦアクセス管理ＳＳＦ

ＩＮ交換管理

ＩＮ交換状態モデル

インスタンス

＜ＩＮ－ＳＳＭ＞

＜ＩＮ－ＳＳＭイベント＞

＜リソース制御＞

フィーチャ相互動作／呼管理

ＣＣＦＣＣＡＦ

ＳＲＦ

＜ＤＰ処理＞

＜基本呼イベント＞

＜基本呼トリガ＞

＜ＢＣＳＭ＞

基本呼管理

ベアラ制御基本呼リソースデータ

ＣＣＦ

＜情報フロー＞

機能グループ／

エンティティ

管理されるデータ

機能グループ

本標準ではモデルのみを規定し、機能内容は規定しない

＜ＸＸＸ＞　認識される項目

ベンダ特有となりうる

相互動作

図２－４－１／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ＊　ＳＳＦ／ＳＣＦモデル　－

(ITU-T Q.1214) 発信者に関するシングルエンドＳＬＰＩ

ＩＮローカルリソース

データ管理

BCM
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　ＩＮ能力セット１のＢＣＳＭは、基本的な二者間の呼の既存の交換処理をモデル化すべきであり、図 2-

4-1/JT-Q1218-b で反映されている発側と着側間の機能分割を反映すべきである。加えて、ＢＣＳＭの中でＣ

ＣＡＦ機能が明確にモデル化されていないが、ＩＮ能力セット１でサポートされる個々のアクセス形態に

は、信号イベントとＢＣＳＭイベント間のマッピングが必要である。

　ＢＣＳＭは一般的なものなので、実際のアクセス形態に適用されないイベントを記述するかもしれない。

どのように各アクセス形態をＢＣＳＭに適用するかの、記述と理解が重要である。

4.2.2.2　ＩＮ能力セット１のＢＣＳＭの説明

　本節で記述するＩＮ能力セット１のＢＣＳＭは、ＩＮ能力セット１に適用できるよう見直されたＩＴＵ

－Ｔ勧告Ｑ．１２０４付属資料ＡのＢＣＳＭ全体に基づいている。

　図 2-4-3/JT-Q1218-b に描かれているように、呼の発側の機能分割が示される。この図は、ＳＳＦ／ＣＣＦ

の中の機能分割されたＢＣＭで管理される、発側ＢＣＳＭを示している。この説明は、ＩＮサービス論理

インスタンスに可視的な、ＢＣＳＭの外観図、及びＳＳＦ／ＣＣＦとＳＣＦ間の情報フローの本質を認識

する開始点である。（6 章を参照）

図２－４－２／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ　ＢＣＳＭ　コンポーネント

(ITU-T Q.1214)

ＰＩＣｉ

ＤＰａ

ＰＩＣｊ

ＤＰｂ

遷移

イベントｍ

イベントｎ

遷移に関連した

イベント
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　以下の説明では、ＰＩＣはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１の概要的な呼状態と密接に関連している。これは、

ＰＩＣとＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１の呼状態間の関係の詳細で正式な定義は意図せず、ＰＩＣを理解する

際に使用する参照点のみを意図している。そのため、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１の呼状態が、以下で考慮

されていない状態を通過する可能性が多分にある。

　ＰＩＣを何回か通過する場合、１つの呼セッションの間に提供されるサービス間での独立を可能とする

ために、発（制御側）ユーザが解放するまでその呼に関するデータセットを保持し、呼処理がＰＩＣを通

過する時にソフトウェアリソースが一貫した状態に戻ると保証することが、それぞれのＰＩＣで必要であ

る。

　各ＰＩＣに、もし可能ならば保持されなければならないＢＣＳＭ情報の初期リストが与えられる。全て

のＰＩＣで利用可能な情報は、発側ＢＣＳＭの記述の最初に与えられている。

トリガ検出ポイントでＳＣＦに送信される情報は、ここで記述される情報のサブセットである。

他の情報はＰＩＣでの処理に使用されないか、下位の呼処理のためのみに使用され、このＰＩＣで利用可

能かもしれない。

　発側ＢＣＳＭでは、「発側」が発側ＤＰ名の前に必ず付与される。

　参照を容易にするため、各ＰＩＣの入出イベントで示される遷移に関連するＤＰをＰＩＣの記述にあわ

せて挙げている。

4.2.2.2.1　ＩＮ能力セット１の発側ＢＣＳＭ

　発側ＢＣＳＭは、発信者と関連するＢＣＳＭに対応する。（図 2-4-3/JT-Q1218-b 参照）

　以下の情報が、発側ＢＣＳＭの全てのＰＩＣで利用可能である。

－　サービスキー(Service Key)　－　本標準第５編参照。

－　その他呼情報(MiscCallInfo)　－　ＤＰ種別(要求)とＤＰ割当（加入者回線、または局ごと）のシーケ

ンスである。

－　発ユーザ種別（Calling Party Category）　－　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６２　発ユーザ種別信号情報参

照。

－　端末種別（Terminal Type）　－　本標準第５編参照。ＳＣＦは、使用する最も適切なユーザ相互動

作の形式（例えばインバンドアナウンス）を決定するためにこれを使用する。この情報は、発側の加

入者線交換機でのみ得られる。

－　ＩＳＤＮアクセス関連情報（ISDN Access Related Information）　－　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６２　ア

クセス転送パラメータ参照。

　発側ＢＣＳＭの各ＰＩＣの説明は、以下に記述される。

　１．発側－空き＆発呼分析(O_Null_&_Authorize_Origination_Attempt)

入イベント：

　以前の呼の切断や解放（ＤＰ９：発側－切断(O_Disconnect)、ＤＰ１０：発側－途中放棄(O_Abandoned）、

又は完了したＳＳＦ／ＣＣＦによる例外のデフォルト処理。

＊

＊

＊
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機能：

－　インタフェース（加入者線／トランク）が空きである（呼が存在しない、呼番号が存在しない、等）。

呼は監視状態にある。

－　発呼を望む発信者から通知があった時（例えば、オフフック、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１「呼設定」

（SETUP）メッセージ、ＩＳＤＮユーザ部「アドレス」（IAM）メッセージ）、その話者の持つ機能

（例えば、伝達能力、回線制限）に伴う発呼の権利／能力を検証する。発側リソースが異なれば（例

えば加入者線とトランク）実行される許可種別が変わるかもしれない。

利用可能な情報：

　発呼イベントを検出した後、 ＳＳＦ／ＣＣＦは記載されている制限内で、発側に関連する以下の情報が

利用可能であると想定される。もしＳＳＦ／ＣＣＦが発呼を認めないと判断すれば、許可失敗の理由も又

通知される。

－　伝達能力（Bearer Capability）　－　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６２　ユーザ・サービス情報と、ＴＴＣ

標準ＪＴ－Ｑ９３１　伝達能力情報要素を参照。

－　発番号（Calling Party Number）　－　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６２　発番号信号情報参照。この情報は、

非ＩＳＤＮ加入者線のＳＳＦ／ＣＣＦで利用可能であり、Ｎｏ．７信号方式トランクでも利用可能で

あるが、旧式な信号をサポートするトランクからは利用できない。ＤＳＳ１インタフェースでは、「呼

設定」（SETUP）メッセージで提供される情報や、発呼者に割り付けられたデフォルト番号によって

決定される。（以下のＩＳＤＮ呼設定情報参照）

－　サービスプロファイル識別子（ＳＰＩＤ：Service Profile Identifier）　－　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３

２付属資料Ａ参照。もしこのＳＳＦ／ＣＣＦ上のＢＲＩインタフェースによって発信者が提供される

なら、この情報はＳＳＦ／ＣＣＦで利用されるかもしれない。

－　着番号（Called Party Number）　－　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６２　着番号信号情報参照。順方向で、

着信者の識別に使用される。トランクか、ＩＳＤＮ加入者線でのみ利用可能である。

－　契約者番号（Contractor Number）　－　本標準第５編参照。この情報は、非ＩＳＤＮ加入者線のため

のＳＳＦ／ＣＣＦか、又はＳＳＦ／ＣＣＦによって提供されるＩＳＤＮインタフェース、及びＮｏ．

７信号方式をサポートするトランクで利用可能だが、旧式な信号をサポートするトランクからは利用

できない。

－　ＩＳＤＮ呼設定フィーチャ関連情報　－　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１参照。ＳＳＦ／ＣＣＦは、Ｄ

ＳＳ１インタフェースからの「呼設定」（SETUP）メッセージを受信し、この「呼設定」（SETUP）

メッセージは以下の情報を含むことができる。

－　伝達能力（Bearer Capability）　－　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１　伝達能力情報要素参照。

－　経過識別子（Progress Indicator）　－　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１　経過識別子情報要素参照。

－　キーパッドファシリティ（Keypad Facility）　－　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１　キーパッドファシリ

ティ情報要素参照。この情報要素は、着番号、又は着サブアドレスを含むような「呼設定」（SETUP）

メッセージには期待されない。

－　フィーチャアクティベーション（Feature activation）　－　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３２　フィーチャ

アクティベーション情報要素参照。

－　発番号（Calling Party Number）　－　 ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１　発番号情報要素参照。

－　着番号（Called Party Number）　－　 ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１　着番号情報要素参照。

　着番号情報要素は、一括手順送信を使用し、キーパッド情報要素が存在しないときに送信される。

着番号情報要素の中の、番号種別と番号計画識別子フィールドが”不定（unknown）”に設定されると

き、ＳＳＦ／ＣＣＦは、キーパッド情報要素で受信した数字列情報として扱う。
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－　発サブアドレス（Calling party subaddress）と着サブアドレス（Called party subaddress）　－　 ＴＴ

Ｃ標準ＪＴ－Ｑ９３１　発サブアドレス情報要素と着サブアドレス情報要素参照。

－　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３２に定義されているその他の情報。ＩＳＤＮ付加サービスの制御のための

一般的手順を持たせることができる。これには、ＳＣＦにとって重要な情報もあるかもしれない。

－　ＩＳＤＮユーザ部ＩＡＭフィーチャ関連情報。ＩＡＭは、以下の情報を含むことができる。（ＴＴＣ

標準ＪＴ－Ｑ７６２、同Ｑ７６３参照）

－　接続特性表示（Nature of connection indicators）　－　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３　接続特性表示パラ

メータ参照。

－　順方向呼表示（Forward call indicators）　－　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３　順方向呼表示パラメータ

参照。発信者のアクセスがＩＳＤＮ又は非ＩＳＤＮのどちらであるかを認識し、エンド・エンドの

Ｎｏ．７信号方式をサポートするコネクションが要求されているかどうかの指示を与える。

－　ユーザ・サービス情報（User service information）　－　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６２　ユーザ・サー

ビス情報パラメータ参照。このパラメータはＩＮ能力セット１の目的のために、音声、３．１kHz オー

ディオ、非制限デジタル情報（６４kbit/s）、あるいは非制限デジタル情報のような回線モードの呼を

定義する。

－　着番号（Called Party Number）　－　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６２　着番号パラメータ参照。

－　発番号（Calling Party Number）　－　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６２　発番号パラメータ参照。

－　汎用番号（Generic Number）　－　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６２　汎用番号パラメータ参照。ＩＡＭ中

に、汎用番号パラメータがあってもよい。

－　契約者番号（Contractor Number）　－　本標準第５編参照。

－　ＩＡＭに含まれるかもしれないその他のパラメータ。これらのパラメータは、コネクション内の他

の交換機によって提供されるフィーチャ（例えば順方向に進む呼に関連する情報）により含まれるか

もしれない。これには、ＳＣＦにとって重要な情報があるかもしれない。

－　呼で既に起動されている交換機ベースのフィーチャに関連する任意の情報も利用可能である。

出イベント：

－　発呼の生成の要求と（例えば、オフフック、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１「呼設定」（SETUP）メッ

セージ、ＩＳＤＮユーザ部「アドレス」（IAM）メッセージ）、確認された発呼を生成する権利／能

力（ＤＰ１：発呼分析完了）の指示。

－　以下の例外出イベントが、ＰＩＣ１に適用可能である。もし呼がＰＩＣ１処理中にこれらの例外と

遭遇した場合、これらはＤＰと一致しないため、このＰＩＣでは例外イベントを見ることができない。

　発信者が切断すると、発側－途中放棄が起こる。例えば、このイベントは以下の１つからもたらさ

れる。

－　ＳＳＦ／ＣＣＦは、フッキング検出タイマにより、非ＩＳＤＮ加入者線でサービス提供される発

信者からのオンフック指示を受信する。

－　ＳＳＦ／ＣＣＦは、ＤＳＳ１インタフェースによってサービス提供される発信者から、呼を解放

するメッセージを受信する。

－　ＳＳＦ／ＣＣＦは、旧式なトランクから切断指示を受信する。

－　ＳＳＦが、Ｎｏ．７信号方式トランクから「解放」（RELEASE）メッセージを受信する。

－　拒否された発呼生成の権利／能力（例外）

該当するＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１の呼状態：０．空
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２．情報収集(Collect_Information)

入イベント：

　発呼を要求（例えば、オフフック、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１「呼設定」（SETUP）メッセージ、ＩＳ

ＤＮユーザ部「アドレス」（IAM）メッセージ）、及び検証された発呼に対する権利／能力の表示（ＤＰ

１：発呼分析完了(Origination_Attempt_Authorized)）。

機能：

－　最初の情報パッケージ／ダイヤル番号（例えば、サービスコード、プレフィックス、ダイヤルされ

たアドレス番号）は、発側から収集される。情報は、収集完了を決定するため番号計画に従って検査

される。一括手順信号方式が使用される場合（例えば、一括手順信号を使用するＩＳＤＮユーザ、入

側Ｎｏ．７信号方式トランク）なら、これ以上の動作は要求されない。

利用可能な情報：

　ＳＳＦ／ＣＣＦが情報収集の完了を決定した後、ＳＳＦ／ＣＣＦは呼の発側部に関連した以下の利用可

能な情報を持つことが想定される。

－　契約者番号（Contractor Number）、発番号（Calling Party Number）、伝達能力（Bearer Capability）、

サービスプロファイル識別子（Service Profile Identifier）、他のフィーチャ関連情報　－　この情報は、

ＰＩＣ１で定義された条件に基づき各アクセス種別に利用可能である。

－　収集情報（Collected Information）は、以下に記述されている。

　非ＩＳＤＮ加入者線やＤＳＳ１インタフェースからの収集情報は、以下の１つもしくはそれ以上か

らなる。

－　フィーチャアクティベーション（Feature activation）　－　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３２　フィーチャ

アクティベーション情報要素参照。あるフィーチャアクティベータを受信した後に有効なＣＤＰが

決定するならば、番号計画に従って、引き続き番号が収集されるべきである。あるフィーチャアク

ティベータを受信した後で有効なＣＤＰが決定したならば、可変長の数字が収集されるべきであり、

引き続き、フィーチャアクティベーション識別子と収集情報が知らされる。

－　プレフィックス（Prefix）　－　本標準第５編参照。

－　事業者アクセスコード（Carrier Access Code）　－　本標準第５編参照。発信者は、事業者アクセ

スコード（ＣＡＣ）（例えば、この呼で使用するための１０ＸＸＸや１０１ＸＸＸＸ）をダイヤル

してもよい。

－　収集アドレス情報（Collected Address Information）　－　本標準第５編参照。番号計画毎に利用可

能。

－　番号計画表示（Numbering Plan Indicator）　－　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６２　番号計画表示信号情

報参照。

－　収集数字（Collected Digits）　－　本標準第５編参照。決まったフィーチャアクティベーション、

あるいはＣＤＰでアクセスコードがダイヤル化された後、有効な番号計画が決まれば、通常の桁間

タイミングを用いて可変長の番号が収集されるべきである。この場合、これらの収集数字もこの時

に知らされる。
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　旧式なトランクインタフェースから収集された情報は、以下の１つもしくはそれ以上の情報からなる。

－　契約者番号（Contractor Number）　－　本標準第５編参照。これは、発側トランク（網運用者特有）

でＭＦ信号が使用されるとき、旧式トランクからのみ知らされる。この場合、契約者番号は分割発

呼パルス出力の第２段階で提供される。

－　収集アドレス情報（Collected Address Information）　－　非ＩＳＤＮ加入者線、又はＤＳＳ１イン

タフェースでは、上記のように定義される。

－　番号計画表示（Numbering Plan Indicator）　－　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６２　番号計画表示信号情

報参照。受信した情報は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｅ．１６４に準拠していることが期待される。

－　プレフィックス（Prefix）　－　非ＩＳＤＮ加入者線、又はＤＳＳ１インタフェースでは、上記の

ように定義される。

Ｎｏ．７信号方式トランクインタフェースからは、収集情報はＩＳＤＮユーザ部着番号及びＩＳＤＮユー

ザ部ＩＡＭフィーチャ関連情報の内容として、上記に記述されている他のフィーチャ関連情報から提供さ

れる情報からなる。

出イベント：

－　発信者からの完全な初期情報パッケージ／ダイヤル番号が有効。（このイベントは、一括手順信号

の場合、既に提供されている。この場合は本ＰＩＣでの留保時間はない）

－　以下の例外出イベントが、ＰＩＣ２に適用可能である。

収集タイムアウト、情報収集失敗、無効情報、及び発側－途中放棄。

－　収集タイムアウトイベントは、通常の桁間タイマ満了までに、呼の処理に充分な情報がＳＳＦ／

ＣＣＦによって受信されなかったとき検出される。Ｎｏ．７信号方式トランクでのこのイベントは、

呼の処理に必要な情報を含まないＩＡＭに相当する。この場合、これらはタイミング（タイミング

はＩＳＵＰ分割発呼送信に関連するかもしれない）に関係しないかもしれない。（例外）

－　情報収集失敗イベントは、交換機リソースの不足（例えば、ディジットレシーバが利用可能でな

い）から、ＳＳＦ／ＣＣＦが情報収集を実行できないとき検出される。（例外）

－　例えば、受信した情報が有効な番号計画に反するなど、発信者から受信した情報が利用可能でな

い時、無効情報イベントが生じる。（例外）

－　ＰＩＣ１で記述されている発側－途中放棄。この場合、相当するＤＰでイベントを認識すること

ができる。（発側－途中放棄(O_Abandoned)ＤＰ）

コメント：

　ダイヤル終了を決定するため、番号分析が要求される。しかしこの分析は、ＰＩＣ３（情報分析）で起

動する残りの番号分析から分割できるようモデル化されてもよいと想定できる。これらは、インプリメン

トを制限することを意図するものではない。しかし、交換機は閉域番号計画のために記述された分割可能

な外観図を、外部に提供すべきである。（注１）

　ＩＳＤＮ一括発呼の場合、発呼分析完了(Origination_Attempt_Authorized)検出ポイント（ＤＰ１）で「呼

設定」（SETUP）メッセージを受信することで、ＢＣＳＭはＰＩＣ２の処理をせずにＰＩＣ２を素通りし

て、情報収集完了(Collected_Information)検出ポイント（ＤＰ２）に遷移する。発信者から初期情報のパッケー

ジ／番号を受信したとき、ＢＣＳＭはＤＰ２へ遷移することに注意すること。－これは、呼処理の継続に

充分な情報を受信したときに生じる（例えば、ＩＳＤＮの場合のＭＦパルスの分割発呼送信の様な時）。

具体的には、ＤＰ２がトリガ検出ポイント－要求（ＴＤＰ－Ｒ）として設定されている時に各数字を順番

に受信する場合において、ＴＤＰ判断基準に遭遇したかどうかを判断するのに充分な情報が受信された時、

ＳＳＦは最初のＤＰ要求（すなわちイニシャルＤＰ情報フロー）をＳＣＦへ送出する。ＢＣＳＭ処理は中

断されるが、更に数字を収集する。いつ十分な情報が利用可能かを判断するのは網運用者特有である。（注

２）
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注１：この分割された外観図は、ＤＰ２（情報収集完了（Collected_Informatoin））やＤＰ３（情報分析完

了（Analysed_Information））のような異なるＤＰのサポート、及びＳＣＦへ、ＴＤＰやＥＤＰに対応

する情報フローを分類することで提供される。

注２：ある網では、ＣＣＦ／ＳＳＦがいつ着番号情報が完了したかを判断できないかもしれない。従って

そのような網では、 着番号情報が完了する前にＤＰ２に対するＴＤＰ判断基準に遭遇するかもしれな

い。

該当するＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１の呼状態：１．発呼および２．分割発呼（オプション）

３．情報分析(Analyse_Information)

入イベント：

　発信者からの完結した初期情報パッケージ／ダイヤル番号が有効である。

機能：

　ルーチングアドレスと呼種別（例えば、加入者線交換機の呼、中継交換機の呼、国際交換機の呼）

を決定する番号計画に従って、解析かつ／または翻訳される情報。

　このＰＩＣの処理の結果の１つは、ルーチングアドレスの決定である。

1)　着番号のみ（着番号はＳＳＦにより提供される）

利用可能な情報：

　ＳＳＦ／ＣＣＦが情報を解析したと判断した後、 ＳＳＦ／ＣＣＦは呼の発側に関連する、以下の利用可

能な情報を持つことが想定される。

－　契約者番号（Contractor Number）、発番号（Calling Party Number）、伝達能力（Bearer Capability）、

サービスプロファイル識別子（Service Profile Identifier）、及び他のフィーチャ関連情報。この情報は、

ＰＩＣ１で定義された条件下の各アクセス種別に利用可能である。

－　収集情報の分析結果は以下に記述されている。

非ＩＳＤＮ加入者線やＤＳＳ１インタフェースからの情報は、以下の１つもしくはそれ以上からなる。

－　着番号（Called Party Number）　－　番号計画毎による

－　番号計画表示（Numbering Plan Indicator）　－　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６２　番号計画表示信号

情報参照

－　収集情報（Collected Information）　－　 フィーチャアクティベーション（Feature Activation）、

プレフィックス（Prefix）、事業者アクセスコード（Carrier Access Code）、収集アドレス情報／番

号（Collected Address Information / Digits）

旧式又はＮｏ．７信号方式トランクインタフェースからの情報は、以下の１つもしくはそれ以上か

らなる。

－　契約者番号（Contractor Number）　－　ＰＩＣ１（Ｎｏ．７信号方式トランクの時）で定義され

ている。

－　着番号（Called Party Number）と番号計画表示（Numbering Plan Indicator）（上記の非ＩＳＤ

Ｎ加入者線やＤＳＳ１インタフェースで定義されている）

－　収集情報（Collected Information）　－　ＰＩＣ２で記述されている、収集アドレス情報（Collected

Address Information）、プレフィックス（Prefix）。
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出イベント：

－　ルーチングアドレスとアドレス種別が有効（ＤＰ３：情報分析完了（Analysed_Information））

－　以下の例外出イベントが、ＰＩＣ３に適用可能である。

発側－途中放棄と無効情報

－　ＰＩＣ１に記述されている発側－途中放棄イベント。この場合、相当するＤＰによりイベントを

認識することができる。（発側－途中放棄（O_Abandoned）ＤＰ）

－　無効情報イベント（例えば、誤った番号）。（例外）

コメント：

　ルーチングアドレスは、このような場合でも、最終物理ルートが既に決定してしまった事を意味してい

るわけではない（例えば、代表回線群がまだ検索されていない、まだディレクトリ番号が物理ポートアド

レスに変換されていない）。

該当するＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１の呼状態：該当なし

４．ルート選択＆呼出中(Routing_&_Alerting)

（次の一般的に考えられるＢＣＳＭ　ＰＩＣ類を全て包含する。ルート選択、呼設定承認、呼の接続、及

び発側－呼出中）

入イベント：

－　ルーチングアドレスが有効（ＤＰ３：情報分析完了(Analysed_Information)）

機能：

－　ルーチングアドレスが翻訳される。次のルートが選択される。これは、ディレクトリ番号の物理ポー

トアドレスへの変換等を含むかもしれない。リソースグループ（例えば、代表回線群、トランクグルー

プ）の中にある個々の回線リソースは選択されない。単一の（グループでない）リソースが選択され

る場合もある（例えば、アナログ加入者線インタフェースの場合）。

－　この呼の発呼者に与えられた権利を認証する（例えば、ビジネスグループ制限、課金制限、ルート

規制）。実行される認証の種別は、一般的に発側リソース種別（例えば、加入者線対トランク）に依

存している。

－　呼は、着側で処理される。呼設定の継続処理（例えば、リンギング、可聴音送出）が行われる。 着

信者が呼に応答したという着側からの表示を待つ。

利用可能な情報：

　ＳＳＦ／ＣＣＦがルートの選択を決定した後、呼設定が許可され（着側へ）送信される。ＳＳＦ／ＣＣ

Ｆは記載されている制限内で、以下の情報が利用できると想定される。

－　契約者番号（Contractor Number）、発番号（Calling Party Number）、伝達能力（Bearer Capability）、

サービスプロファイル識別子（Service Profile Identifier）、及び他のフィーチャ関連情報　－　この情

報は、ＰＩＣ１で定義された条件下の各アクセス種別に利用可能である。

－　分析結果（Analysis Results）　－　ＰＩＣ３の記述を参照。

－　ルーチング情報（Routing Information）：ある呼に対して指定された１つ以上のルート（ＳＣＦか、

ＳＳＦ／ＣＣＦに記憶された情報部によって指定される）があるとき、ＳＳＦ／ＣＣＦはこの呼に対

してどのルートが試行され、次にどちらのルートを選択するかを記憶している。
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出イベント：

－　呼が着信者によって受け付けられ、応答されたことを示す着側からの表示（例えば、着信者のオフ

フック、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１「応答」（CONNECT）メッセージ受信、ＩＳＤＮユーザ部「応答」

（ANM）メッセージ受信）。（ＤＰ７：発側－応答(O_Answer)）

－　ルート話中イベントが検出されるのは以下の場合である。

1)　ルート閉塞を示す着側話中イベントの表示

2)　ルート閉塞を示す呼拒否イベント（加入者線交換機以外の交換機で、ルート閉塞を検出した場合に

受信）を、呼の着側部から受信した時。

－　以下の例外出イベントが、ＰＩＣ４で適用可能である。

ルート選択失敗、発側－着信者話中、発側－無応答、及び発側－途中放棄

－　ルート選択失敗イベントは、全てのルートが塞がっているという通知をＳＳＦ／ＣＣＦが受信し

たとき生じる。このイベント（例えば、適切な空きルートがない）は、ルート選択失敗へ導かれる。

－　発側－着信者話中イベントは、ユーザ話中（すなわち、網が決定するユーザ話中）を規定してい

る着側話中イベントの通知を呼の着側部から受信したとき起動される。

　このイベントは、ユーザ話中（すなわち、網が決定するユーザ話中）を規定している呼拒否イベ

ントの通知を呼の着側から受信したときも生じる。このイベントは、発側－着信者話中

(O_Called_Party_Busy)ＤＰへ到達する。

－　発側－無応答イベントは、発信者が着側からの応答通知を規定時間内に受信しない場合に生じる。

このイベントは、発側－無応答(O_No_Answer)ＤＰへ到達する。このイベントは、ＳＳＦ／ＣＣＦが

呼の着側からの無応答表示を受信しなかった時も生じる。

　発側－無応答イベントは、ＩＮのイベントである。これは、発側－無応答トリガが割り付けられ、

検出される場合、あるいはＢＣＳＭイベント報告要求オペレーションにより要求される場合にのみ

生じる。

－　発側－途中放棄イベントはＰＩＣ１に記述されている。この場合、相当ＤＰでイベントを認識す

ることができる。（発側－途中放棄(O_Abandoned)ＤＰ）

－　この呼を生成する発信者の権利が拒否される（例えば、ビジネスグループ制限の不一致や、発側加

入者線が市外発信を規制されている）。（例外）

該当するＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１の呼状態：４．呼出通知

５．発側－通信中(O_Active)

入イベント：

　着信者が呼を受け付け、応答した旨の着側からの通知（ＤＰ７：発側－応答(O_Answer)）

機能：

発信者と着信者間のコネクションを確立する。課金データのメッセージが収集されているかもしれない。

呼は監視状態にある。
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利用可能な情報：

　ＳＳＦ／ＣＣＦが、着側から呼の応答が完了したという通知をいったん受信すると、ＳＳＦ／ＣＣＦは、

記述してある制限内で以下の情報が利用可能であると想定される。

－　ＰＩＣ４と同等の情報

－　フィーチャアクティベーション（Feature Activation）　－　発信者からのサービスあるいはフィーチャ

要求（例えば、ＤＴＭＦ信号、フッキング、ＩＳＤＮフィーチャアクティベータ、ＴＴＣ標準ＪＴ－

Ｑ９３２　「保留」（HOLD）あるいは「保留解除」（RETRIEVE）メッセージ）

出イベント：

－　発信者から受信されたサービス／サービスフィーチャ要求（例えば、ＤＴＭＦ信号、フッキング、

ＩＳＤＮフィーチャアクティベータ、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３２　「保留」（HOLD）あるいは「保留

解除」（RETRIEVE）メッセージ）。（ＤＰ８：発側－通信中信号（O_Mid_Call））

－　発信者、あるいは着信者から受信した切断通知（例えば、オンフック、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１

「切断」（DISCONNECT）メッセージ、Ｎｏ．７信号方式「切断」（REL）メッセージ）。（ＤＰ９：

発側－切断（O_Exception））

－　コネクション失敗が生じた時（例外）

コメント：

－　着信者が切断したとしても、切断タイミングの満了前であれば再接続する。この場合、呼は発側－

通信中ＰＩＣに留まる。

－　切断タイミングを適用するとき、切断表示と処理が非同期である。切断処理とタイミングは、ＤＳ

Ｓ１インタフェースの発呼とアナログ加入者線インタフェースの発呼の場合とでは異なる。

該当するＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１の呼状態：１０．通信中

該当するＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１の切断への呼状態：１１．切断要求、１２．切断通知、１９．解

放要求

６．発側－例外(O_Exception)

入イベント：

（上記の各ＰＩＣで記述されている）例外条件と遭遇した。

機能：

　例外条件のデフォルト処理が提供される。これは以下に示すように、リソースが不適切に割り付けられ

たままにならないことを保証するのに必要な、一般的な動作を包含する。

－　ＳＳＦとＳＣＦ間になんらかの相互関係が存在する場合、相互関係を終了して、全ての留保中の呼

処理指示を完結できないことを通知（注１）するために、ＳＣＦにエラー情報フローを送信する。（例

えば、付属資料Ｂ参照）

－　ＳＳＦ／ＣＣＦは、新たな呼に対して加入者線、トランク及び他のリソースが利用できるように、

ＳＳＦ／ＣＣＦ内のリソースの解放を確実に行うため、各ベンダが個々に持つ特有手順を利用すべき

である。

注１：これは、相互関係を終了して（すなわちＴＣトランザクションを終了する）、全ての留保中

のオペレーションを完結できないことを通知するために、アボートプロトコル手順を介して物理プ

レーンで処理されるべきである。
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利用可能な情報：

例外状態が発生したことをＳＳＦ／ＣＣＦがいったん決定すると、ＳＳＦ／ＣＣＦには、ＰＩＣ内で例

外が発生した時と同様の利用可能な情報を備えていると想定される。

出イベント：

ＳＳＦ／ＣＣＦによる例外状態のデフォルト処理が完了する。（発側－空き＆発呼分析

(O_Null_&_Authorize_Origination_Attempt)ＰＩＣに遷移）



- 23 - ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ

図２－４－３／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ＊　能力セット１の発側ＢＣＳＭ

(ITU-T Q.1214)

１．発側－空き＆発呼分析

O_Null & Authorize Origination_Attempt

６．発側－例外

O_Exception

４．ルート選択＆呼出中

Routing & Alerting

２．情報収集

Collect_Info.

１１１１

３．情報分析

Analyse_Info.

２２２２

３３３３

５．発側－通信中

O_Active

７７７７

９９９９

８８８８

４４４４

５５５５

６６６６

１０１０１０１０
発側－途中放棄

O_Abandon

発呼分析完了

Orig . Attempt_Authorized

情報収集完了

Collected_Info .

情報分析完了

Analysed_Info .

発側－切断

O_Disconnect

発側－通信中信号

O_Mid_Call

発側－応答

O_Answer

発側－無応答

O_No_Answer

発側－着信者話中

O_Called_Party_Busy

ルート選択失敗

Route_Select_Failure

凡例：

：遷移 ：ＴＤＰ－Ｒとして適用

：呼のポイント ：ＥＤＰ－Ｒとして適用

　（ＰＩＣ）

：非適用ＤＰ ：ＥＤＰ－Ｎとして適用
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4.2.2.2.2　ＩＮ能力セット１の着側ＢＣＳＭ

4.2.2.2.3　ＩＮ能力セット１呼モデルにおけるＢＣＳＭ再開ポイントとＩＮ遷移

Ａ．ＩＮ能力セット１に対する再開ポイントと基本呼を越えるＩＮ遷移

　表 2-4-1/JT-Q1218-b は、ＩＮ能力セット１発側呼モデルに対する再開ポイントへの可能な遷移を列挙した

ものである。

表２－４－１／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ＊　基本呼を越えるＩＮ遷移－発側呼モデル

(ITU-T Q.1214)

遷移元検出ポイント 遷移先再開ポイント

　発呼分析完了

　(Origination_Attempt_Authorized) ＤＰ

　情報分析(Analyse_Information) ＰＩＣ

　情報分析完了(Analysed_Information) ＤＰ 　情報分析(Analyse_Information) ＰＩＣ

　発側－着信者話中(O_Called_Party_Busy) ＤＰ 　情報分析(Analyse_Information) ＰＩＣ

　発側－無応答(O_No_Answer) ＤＰ 　情報分析(Analyse_Information) ＰＩＣ

Ｂ．ＩＮ能力セット１に対する全ての遷移のセット

　表 2-4-3/JT-Q1218-b と図 2-4-5/JT-Q1218-b は、ＩＮ能力セット１発側呼モデルに対する可能な遷移の完全

なセットを記述したものである。

表２－４－３／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ（１／２）＊　ＩＮ能力セット１発側呼モデルに対する

(ITU-T Q.1214) 遷移の完全なセット

遷移元 遷移先

発呼分析完了

(Origination_Attempt_Authorized) ＤＰ

　情報収集(Collect_Information) ＰＩＣ

　情報分析(Analyse_Information) ＰＩＣ

　情報分析完了(Analysed_Information) ＤＰ 　情報分析(Analyse_Information) ＰＩＣ

　ルート選択＆呼出中(Routing_&_Alerting) ＰＩＣ

　発側－着信者話中(O_Called_Party_Busy) ＤＰ 　発側－例外(O_Exception)

　情報分析(Analyse_Information) ＰＩＣ

　発側－無応答(O_No_Answer) ＤＰ 　発側－例外(O_Exception)

　情報分析(Analyse_Information) ＰＩＣ

　発側－応答(O_Answer) ＤＰ 　発側－通信中(O_Active) ＰＩＣ

　発側－切断(O_Disconnect) ＤＰ 　発側－空き＆発呼分析(O_Null_&_

　　Authorize_Origination_Attempt) ＰＩＣ

　発側－途中放棄(O_Abandoned) ＤＰ 　発側－空き＆発呼分析(O_Null_&_

　　Authorize_Origination_Attempt) ＰＩＣ

　表 2-4-3/JT-Q1218-b と図 2-4-5/JT-Q1218-b は、ＩＮ能力セット１発側呼モデルに対する可能な遷移の完全

なセットを記述したものである。
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表２－４－３／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ（２／２）＊　ＩＮ能力セット１発側呼モデルに対する

(ITU-T Q.1214) 遷移の完全なセット

遷移元 遷移先

発側－空き＆発呼分析(O_Null_&_Authorize_

Origination_Attempt) ＰＩＣ

発呼分析完了(Origination_Attempt_

Authorized) ＤＰ

情報収集(Collect_Information) ＰＩＣ 発側－例外(O_Exception)

発側－途中放棄(O_Abandoned) ＤＰ

情報分析(Analyse_Information) ＰＩＣ 発側－例外(O_Exception)

発側－途中放棄(O_Abandoned) ＤＰ

情報分析完了(Analysed_Information) ＤＰ

ルート選択＆呼出中

(Routing_&_Alerting)ＰＩＣ

発側－着信者話中(O_Called_Party_Busy) ＤＰ

発側－無応答(O_No_Answer) ＤＰ

発側－応答(O_Answer) ＤＰ

発側－途中放棄(O_Abandoned) ＤＰ

発側－例外(O_Exception)

発側－通信中(O_Active) ＰＩＣ 発側－切断(O_Disconnect) ＤＰ

発側－例外(O_Exception)

発側－例外(O_Exception) 発側－空き＆発呼分析(O_Null_&_

Authorize_Origination_Attempt)ＰＩＣ
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図２－４－５／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ＊　能力セット１発側呼モデルに対する遷移の完全なセット

(ITU-T Q.1214)

発側－例外(O_Exception)

発呼分析完了(Origination_

Attempt_Authorized) ＤＰ

情報収集(Collect_Information)

情報分析(Analyse_Information)

ルート選択＆呼出中

(Routing_&_Alerting)

発側－途中放棄

(O_Abandoned)ＤＰ

収集タイムアウト

(collect_timeout)

無効情報

(invalid_information)

情報分析完了(Analysed_

発側－通信中(O_Active)

サービス不許可

(authorization_failure)

発側－着信者話中

(O_Called_Party_Busy)ＤＰ

発側－無応答(O_No_Answer)

ＤＰ

発側－接続失敗

(o_connection_failure)

発側－応答(O_Answer) ＤＰ

発側－切断

(O_Disconnect)ＤＰ

基本呼遷移

基本呼を越えるＩＮ遷移

再開ポイント

検出ポイント（本標準で

非適用のものは、網掛け

で示す）

ルート選択失敗(Route_
Select_Failure) ＤＰ

情報収集完了(Collected_

Information) ＤＰ

発側－通信中信号(O_Mid_Call) ＤＰ

Information) ＤＰ

発側－空き＆発呼分析(O_Null_&

_Authorize_Origination_Attempt)
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4.2.2.3　ＩＮ能力セット１呼モデルにおけるＢＣＳＭ通知

4.2.2.3.1　ユーザ・発側ＢＣＳＭ加入者線信号通知

　定義：以下の通知は、発信者のとる可能な動作に対する網の認識とともに、網のとる動作に対する発信

者の認識の表現を含んでいる。これらの通知は、ユーザ（すなわち発信者）と呼を発信している加入者線

交換機の間のものである。これらは、ユーザ（発側呼モデル）の動作が発側呼モデル（ユーザ）にいかに

して影響を与えるのかについての定義を含む。これらの通知は、加入者線信号（例：ＤＳＳ１、アナログ）

およびその他の使用可能な情報から導かれる。図 2-4-7/JT-1218-b はこれらの通知を示している。

通知：

(1) 　呼設定を開始するという通知が、ユーザから発側ＢＣＳＭに送られる。

（例：「呼設定」（SETUP））

(2) 　網が発呼出来ないことを示す通知が、発側ＢＣＳＭからユーザに送られる。

（例：「解放完了」（RELEASE COMPLETE））

(3) 　発呼通知を確認応答したという通知が、発側ＢＣＳＭからユーザに送られる。

（例：「呼設定確認」（SETUP ACKNOWLEDGE））

(4) 　ユーザが呼（ダイヤリング）情報を発側ＢＣＳＭに送る。

（例：「付加情報」（INFORMATION））

(5) 　呼情報の送信を終了させるための通知が、発側ＢＣＳＭからユーザに送られる。

（例：「呼設定受付」（CALL PROCEEDING））

(6) 　呼情報の送信終了時に、通知がユーザから発側ＢＣＳＭに送られる。

(7) 　ユーザは、呼が他の通信環境もしくは他網にルーチングされたことを通知される。

（例：「経過表示」（PROGRESS））

(8) 　着信者が呼び出されている時に、通知が、発側ＢＣＳＭからユーザに送られる。

（例：「呼出」（ALERTING））

(9) 　呼が受け付けられた時に、通知が、発側ＢＣＳＭからユーザに送られる。

(10) ユーザは呼が受け付けられたことを確認応答する。

(11) 発側ＢＣＳＭは、着信者が話中状態のため呼を受け付けることが出来ないという通知を、ユーザ

に送る。

(12) 発側ＢＣＳＭは、着信者が無応答状態のため呼を受け付けることが出来ないという通知を、ユー

ザに送る。

(13) 呼を終了するというユーザからの通知が、発側ＢＣＳＭにより受け取られる。

(14) 発側ＢＣＳＭは、呼が切断されたことをユーザに表示する。

(15) ユーザは、呼が切断されたことを発側ＢＣＳＭに対して確認応答する。
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図２－４－７／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ＊　能力セット１ＢＣＳＭに対するユーザ

(ITU-T Q.1214) ・発側ＢＣＳＭ加入者線信号通知

注－　図 2-4-7/JT-Q1218-b において、ＤＰ上で終端するものとして示されている通知は、交換機によっ

て受け取られるのであり、ＩＮ　ＤＰ処理の一部ではない。

発側－例外
(O_Exception)

発側－空き＆発呼分析(O_Null_&
_Authorize_Origination_Attempt)

発呼分析完了(Origination_

Attempt_Authorized) ＤＰ

情報収集(Collect_Information)

情報分析(Analyse_Information)

ルート選択＆呼出中

(Routing_&_Alerting)

発側－途中放棄

(O_Abandoned)ＤＰ

収集タイムアウト

(collect_timeout)

無効情報

(invalid_information)

情報分析完了(Analysed_
Information)ＤＰ

発側－通信中(O_Active)

サービス不許可

(authorization_failure)
発側－着信者話中
(O_Called_Party_Busy)ＤＰ

発側－無応答(O_No_Answer) ＤＰ

発側－接続失敗

(o_connection_failure)

発側－応答(O_Answer) ＤＰ

(1)
(2)
(3)

(4)

(5)

(6)

発側－切断

(O_Disconnect)ＤＰ

 (9)
(10)
(15)

基本呼遷移

加入者線信号通知

検出ポイント（本標準で非適

用のものは、網掛けで示す）

情報収集完了(Collected_
Information) ＤＰ

発側－通信中信号

(O_Mid_Call) ＤＰ

(13)

ルート選択失敗

(Route_Select_Failure) ＤＰ

(7)
(8)

(12)

(14)

(11)
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4.2.2.3.2　着側ＢＣＳＭ・ユーザ加入者線信号通知

4.2.2.3.3　加入者線交換機内ＢＣＳＭ通知

4.2.2.4　ＢＣＳＭ検出ポイント

　基本呼と接続のイベントのなかであるものはＩＮサービス論理インスタンスに見えてもよい。ＤＰは、

これらのイベントが検出される呼処理中のポイントである。ＢＣＳＭに対するＤＰは 4.2.2.2 節で規定され

ている。

　ＤＰに遭遇したことをＩＮサービス論理インスタンスに対して通知し、場合によってはそれ以降の呼処

理に対してＩＮサービス論理インスタンスが関与することを許すために、ＤＰは設定されうる。もしＤＰ

が設定されていなければ、ＳＳＦ／ＣＣＦはＳＣＦを巻き込むことなしに呼処理を継続する。ＤＰは、以

下の４つの属性で特徴付けられる。

a)　設定解除メカニズム　－　ＤＰの設定をするメカニズム。ＤＰは静的にもしくは動的に設定できる。

ＤＰは、ＳＳＦにより静的に設定される。静的に設定されたＤＰは、ＳＳＦにより明示的に解除され

るまで存続する。ＤＰは、呼対応ＩＮサービス制御相互関係のコンテクストの中で、ＳＣＦにより動

的に設定される。以下のＤＰ解除規則が適用される。

－　設定されたＥＤＰに遭遇した場合は、それは解除される。

－　関連レグの解放を生じるＥＤＰに遭遇した場合は、そのレグに関する全ＥＤＰが解除される。

－　呼が解放された場合は、その呼に関する全ＥＤＰが解除される。

b)　判断基準　－　ＤＰを設定する条件に加えて、ＳＣＦに対してＤＰに遭遇したことを通知するために

満たされるべき条件。（4.2.2.5 節参照）

c)　相互関係　－　設定されたＤＰに遭遇し、ＤＰ判断基準が満たされた場合、ＳＳＦは相互関係を介し

て情報フローを提供してよい。

i)　この相互関係が、呼／サービス論理処理の目的のためのＳＳＦ／ＣＣＦとＳＣＦの間のものである

場合、これはＩＮサービス相互関係とみなされる。この相互関係には二つの種類がある。

－　ＳＣＦが相互関係を介して呼処理に関与できる場合は、制御相互関係

－　ＳＣＦが相互関係を介して呼処理に関与できない場合は、監視相互関係

ＩＮサービス相互関係に関しては、ＤＰに遭遇した時にＳＳＦからＳＣＦに対して与えられる情報

フローは、制御関係を開始するか、または既存の制御関係のコンテクスト内にいるか、または既存の

監視関係のコンテクスト内にいるかのいずれかとなりうる。

d)　呼処理中断　－　設定されたＤＰに遭遇し、ＩＮサービス制御相互関係に対するＤＰ判断基準が満た

された場合、ＳＣＦが以降の呼制御に関与することを許すためにＳＳＦは呼処理を中断してよい。呼

が中断された場合、ＳＳＦはＳＣＦに対して指示を要求する情報フローを送り応答を待つ。呼が中断

されない場合、ＳＳＦはＳＣＦに対してＤＰに遭遇したことを通知する情報フローを送り、応答を待

たない。この属性は、ＤＰを設定するのと同じメカニズムで設定される。

　以上の属性に基づき、ＩＮ能力セット１に対しては３種類のＤＰが規定される。そのＤＰの型は

1)　トリガ検出ポイント－要求 (TDP-R)

2)　イベント検出ポイント－要求 (EDP-R)

3)　イベント検出ポイント－通知 (EDP-N)

である。

　上記ＤＰの型は、表 2-4-5/JT-Q1218-b に示すＤＰ属性値で定義される。

　ＢＣＳＭ　ＤＰは、これらのＤＰの型のどれでもよい。各ＤＰの型に対するＤＰ処理は、図 2-4-10/JT-

Q1218-b に示され、4.2.2.7 節で記述されている。

＃

＃
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表２－４－５／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ＊　ＢＣＳＭ　ＤＰの型

(ITU-T Q.1214)

ＤＰの型 設定

メカニズム

判断基準 ＩＮサービス

相互関係

中断 サービスフィーチャ例

TDP-R 静的 ＤＰ特有 制御相互関係を開始す

る

あり 全部

EDP-R 動的 なし 既存の制御相互関係の

コンテクスト内

あり 呼分配、呼再ルーチン

グ分配

EDP-N 動的 なし 既存の制御もしくは監

視相互関係のコンテク

スト内

なし あらゆるサービス

フィーチャに対する課

金、呼のロギング、呼

の待ち合わせ

4.2.2.5　ＤＰ判断基準

　4.2.2.3 節で述べたように、ＤＰ判断基準とは、ＳＣＦに対してＤＰに遭遇したことを通知するために満

たされるべき条件のことである。これらの判断基準は、効果の範囲の観点から以下に規定されるように、

ＤＰに割り当てられる。

－　加入者線毎の判断基準

　この型の判断基準は、各加入者線に適用される。例えば、ユーザＡが発呼する場合、ＳＣＦ処理が

起動される。この判断基準は、ユーザＡに対して特有であるといえる。

－　局毎の判断基準

　この型の判断基準は局全体に適用される。交換システムで生成されたあらゆる呼がこの判断基準に

従う。例えば、登録済みフリーフォン番号にアクセスする呼はどれも検出され、ＳＣＦ処理が起動さ

れる。

　以下の判断基準が、ある与えられたＤＰに対して適用可能な、ＩＮ能力セット１に対するＤＰ判断基準

である。

－　トリガ割当済み（他の判断基準に無条件／条件付き）

－　特定数字列

　上に列挙したＤＰ判断基準に関しては、これらＤＰ判断基準はＴＤＰにのみ適用されることに注意すべ

きである。イベント検出ポイント（ＥＤＰ）に対するＤＰ判断基準は、ＢＣＳＭイベント報告要求(Request

Report BCSM Event)情報フローにより提示される。さらに、ある与えられたＤＰに対しては、１つもしくは

それ以上のＤＰが適用できることに注意すべきである。

　ある与えられたＴＤＰに対して適用可能な、ＩＮ能力セット１に対するＤＰ判断基準は、以下のように

定義される。

1)　トリガ割当済み（注）（他の判断基準に無条件／条件付き）　－　加入者線毎もしくは局毎に割り

当てられたＴＤＰの設定／解除状態の表示

注－　あるＤＰが常に条件付きになることはありうる。
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　トリガ割当済み判断基準は、単独に、あるいはＴＤＰに対する他の判断基準と共に用いられる。

あるＴＤＰにおいて、トリガ割当済み判断基準が無条件の場合は、これは単独で用いられる。（Ｔ

ＤＰに遭遇したことをＳＣＦに通知する前に、そのＴＤＰでは他のＤＰ判断条件は満たされる必要

はない。）あるＴＤＰにおいて、トリガ割当済み判断基準が条件付きの場合は、これはそのＴＤＰ

における他の判断基準との組み合わせで用いられる。（ＴＤＰに遭遇したことをＳＣＦに通知する

前に、組み合わせ中の他の全てのＤＰが、満たされる必要がある。）全てのＤＰに適用される。（全

ＤＰがＴＤＰとして提供できる。）

2)　特定数字列　－　可変長の番号が収集されなければならない番号計画において、収集された数字列

に対して一致すべき数字列。これは、０個もしくはそれ以上の桁数の数字列となりうる（例：「オ

フフック遅延」で検出）。数字列は、番号計画の構造に整合していなければならず、管理可能でな

ければならない。例えば、網提供者はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｅ．１６４番号計画もしくは他の適切な番号

計画の構造に整合する桁数Ｎに対して、最初のＮ桁を規定する。

　収集された数字列は、一括手順送信を用いるＩＳＤＮインタフェースによりサービスを受ける話

者に対しては、ＤＰ１において使用可能である。収集された数字列は（十分な桁数の数字が収集さ

れたか決定することを除いては）、ＰＩＣ３まで分析されないため、この判断基準は、ＤＰ３から

１０に対して適用できる。本標準ではＤＰ３にのみ適用することとする。

－　収集された数字列は、Ｎｏ．７信号方式トランクに対するＩＳＵＰ信号を通じてＤＰ１で使用

可能である。

　ＴＤＰに対するＤＰ判断基準の割り当ては、そのＴＤＰで使用できる情報に依存し、ＴＤＰで使用でき

る情報は 4.2.2.2 節に記述されている。

　以下の表は、ＤＰ１と３についてのＤＰ判断基準の適用性を示している。

　表の項目は、

・加入者毎

・局毎

のどちらでもよい。

表２－４－６／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ＊

(ITU-T Q.1214)

ＤＰ

ＤＰ判断基準 １ ３

　特定数字列（注） － ○

　トリガ割当済み ○ ○

○：適用可能 －：適用不可

注－特定の桁数の受信数字の分析を必要とするトリガ。分析は、受信数字の全桁もしくは受信情報の最初

の桁から数えてあらかじめ定義された桁数分の数字に基づき行われる。
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　検出ポイントに対して、判断基準に「○」印がつけられている場合は、同検出ポイントに設定された条

件付きＴＤＰが、ＴＤＰに遭遇したことをＳＣＦに通知する前に表に列挙された判断基準が満たされるこ

とを必要としうることを示す。例えば、ＤＰ３における条件付きＴＤＰは、ＴＤＰに遭遇したことをＳＣ

Ｆが通知される前に、特定数字列判断基準を必要とするかもしれない。

　トリガ項目は、ＤＰ判断基準の単一のセットおよび、判断基準が満たされたかどうかの決定とトリガを

いかに処理するかの決定のためにＳＳＦ／ＣＣＦが用いる付随情報、として定義される。トリガ項目は、

トリガの型、ＤＰ判断基準、ＳＣＦルーチング情報からなりたつ。トリガ項目は、管理処理によりユーザ

に割り当てられる。ＳＳＦは、メッセージを編集して適切なＳＣＦアプリケーションに対して配送するた

めに、ＳＣＦルーチング情報を用いるべきである。ＳＳＦは、ＳＣＦに向けてルーチングするために、既

存のＭＴＰ／ＳＣＣＰ機能を用いてもよい。

4.2.2.6　トリガの型とトリガ優先性

4.2.2.7　ＤＰ処理

　ＤＰ処理は、以下を含む。

－　ＤＰ判断基準が満たされたかどうかの決定（4.2.2.5 節および本節参照）

－　ＩＮおよび非ＩＮサービス論理の新しいインスタンスを起動するときのサービス論理インスタンス

相互動作の扱い（本節参照）

－　および、１つもしくはそれ以上のＳＣＦに対して送る情報フローの形成（本節および 5 章と 6 章の

イニシャルＤＰ(Initial DP)とＢＣＳＭイベント報告(Event Report BCSM)情報フロー参照）

＃
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図２－４－１０／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ＊　各ＤＰの型に対するＤＰ処理

(ITU-T Q.1214)

ＤＰ　　検出ポイント

ＴＤＰ　トリガ検出ポイント

ＥＤＰ　イベント検出ポイント

Ｒ／Ｎ　要求／通知

ＰＩＣ　呼のポイント

注－本例においては、指示応答とＥＤＰに対する要求は一緒に示されている。これらは独立の情報フ

ローであり、必ずしも全ての場合において一緒に送られるのではない。

基本呼処理機能

（ＢＣＳＭ　ＰＩＣ）

ＤＰ

ＤＰ

ＤＰ

再開

ＤＰ ＴＤＰ－Ｒ

ＢＣＳＭ　ＰＩＣ

指示応答と

ＥＤＰ－Ｒ

の要求(注)

　指示の実行と

ＥＤＰ－Ｒの設定ＩＮＩＴ－ＰＩＣ

ＤＰ

ＤＰ ＥＤＰ－Ｒ

イベント

指示要求

指示応答と

ＥＤＰ－Ｎ

の要求(注)

　指示の実行と

ＥＤＰ－Ｎの設定

ＢＣＳＭ　ＰＩＣ

ＩＮＩＴ－ＰＩＣ

ＤＰ

ＤＰ

再開

ＥＤＰ－Ｎ

イベント

通知

トリガ

指示要求

ＤＰ処理

トリガ

判断基準

　　ＦＩＭ

－トラヒック管理

－フィーチャ

　相互動作

－メッセージ形成

サービス

論理

ＤＰ未設定

ＤＰ－Ｒ

設定

ＤＰ－Ｒ

設定あり

ＤＰ－Ｎ

設定

ＤＰ－Ｎ

設定あり

ＣＣＦ ＳＳＦ ＳＣＦ

ＢＣＭ
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　ＤＰは、同一の呼に対してＴＤＰかつ／またはＥＤＰとして設定されうるので、シングルポイント制御

を保証するために、ＢＣＭは、ＤＰ判断基準処理の間、以下の一連の規則を適用すべきである。

規則１：いかなるＤＰにおいても、特定のトリガ条件は、サービス論理プログラムインスタンス（Ｓ

ＬＰＩ）を一度にはひとつだけ起動できる。

規則２：いかなるＤＰにおいても、通知（ＥＤＰ－Ｎ）の処理は要求（ＥＤＰ－ＲとＴＤＰ－Ｒ）の

処理よりも優先順位が高い。いくつかの通知が存在する場合は、全ての通知が処理された時

にＥＤＰ－ＲとＴＤＰ－Ｒが処理される。

　規則は、優先順位の高いものから順に並べてある。以上は、図 2-4-11/JT-Q1218-b に示してある。

　制御相互関係は、呼に対して、１つ以上のＥＤＰ－Ｒが設定されている限り存続する。設定されたＥＤ

Ｐ－Ｒがもはやない場合や、呼が切断された場合は、制御相互関係は終了する。制御相互関係の間は、Ｅ

ＤＰはＳＣＦにより動的に解除され得ることもあり、またＥＤＰに遭遇してＳＣＦに報告すると同時に、

または呼が切断されたときに、ＳＳＦによって解除される。

　制御相互関係は、設定されたＥＤＰ－Ｒがもはやなく、１つ以上のＥＤＰ－Ｎが設定されている場合に、

監視相互関係に変化する。設定されたＥＤＰ－Ｎがもはやない場合や、呼が切断された場合は、監視相互

関係は終了する。監視相互関係のある間は、ＥＤＰ－Ｎは、ＥＤＰに遭遇してＳＣＦに報告すると同時に、

または呼が切断されたときに、ＳＳＦによって解除される。

　上記規則の帰結として、シングルポイント制御を保証するために、ＢＣＭはＴＤＰ／ＥＤＰ処理のいく

つかの組み合わせをサポートすべきである（「処理」用語については、付属資料 A 参照）。これらの組み

合わせは、生じてはならない４つの誤った組み合わせと共に以下の表に規定される。
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図２－４－１１／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ＊　検出ポイント処理

(ITU-T Q.1214)
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表２－４－８／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ＊

(ITU-T Q.1214)

シナリオ ＴＤＰの型 ＥＤＰの型 既存の相互関係 処理

 1 未設定 未設定 任意 継続

 2 ＴＤＰ－Ｒ 未設定 なし ＤＰ要求起動

 3.a ＴＤＰ－Ｒ 未設定 制御 継続（ＴＤＰを無視）

 3.b ＴＤＰ－Ｒ 未設定 監視 ＤＰ要求起動

 5.a 未設定 ＥＤＰ－Ｒ 制御 もし１つ以上の設定済みＥＤＰが残って

いれば引き続きＤＰ要求、もし最後の設

定済みＥＤＰであればＤＰ要求の終了

 5.b 未設定 ＥＤＰ－Ｒ 監視 誤りのケース　－　継続（ＥＤＰを無視）

 6 未設定 ＥＤＰ－Ｎ 制御か監視 もし１つ以上の設定済みＥＤＰが残って

いれば引き続きＤＰ通知、もし最後の設

定済みＥＤＰであればＤＰ通知の終了

 7 未設定 ＥＤＰ－Ｒ／Ｎ なし 誤りのケース　－　継続（ＥＤＰを無視）

 11.a ＴＤＰ－Ｒ ＥＤＰ－Ｎ 制御 処理ａとｂ：

ａ）ＥＤＰについては、引き続きＤＰ通知

　　シナリオ６のように処理

ｂ）ＴＤＰを無視

 11.b ＴＤＰ－Ｒ ＥＤＰ－Ｎ 監視 処理ａとｂ

ａ）ＥＤＰは、シナリオ６のように処理

ｂ）ＴＤＰは、ＤＰ要求起動

　　シナリオ３ｂのように処理

 12 ＴＤＰ－Ｒ ＥＤＰ－Ｒ／Ｎ なし 誤りのケース　－　ＥＤＰを無視し、

ＴＤＰをシナリオ２のように処理

 13.a ＴＤＰ－Ｒ ＥＤＰ－Ｒ 制御 ＥＤＰをシナリオ５ａのように処理。

もし本ＥＤＰが前に確立された制御相互

関係の最後のものであるならば、ＴＤＰ

を後で処理する。

それ以外の場合はＴＤＰを無視する。

 13.b ＴＤＰ－Ｒ ＥＤＰ－Ｒ 監視 誤りのケース　－　ＥＤＰを無視し、

ＴＤＰをシナリオ３．ｂのように処理

ａ

ＳＳＦ

ＳＣＦＳＣＦ

ｂ

ＥＤＰ ＴＤＰ
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4.2.3　ＩＮ交換管理（ＩＮ－ＳＭ）

　ＩＮ－ＳＭの簡単な説明は 4.2 節に書かれている。ＩＮ－ＳＭは、ＩＮ呼／コネクション状態の見地から

ＳＳＦ／ＣＣＦ　ＩＮ呼／コネクション処理を説明するＩＮ交換状態モデル（ＩＮ－ＳＳＭ）を中心とし

ている。オブジェクト指向技術がＩＮ－ＳＳＭを説明するのに用いられ、付属資料Ｂ／ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．

１２０４で概要を示されている概念や原則を基にしている。

　次の節で説明されているＩＮ－ＳＭについては、ＩＮ－ＳＳＭや起動中のＩＮサービス論理インスタン

スへ報告され得るＩＮ－ＳＳＭイベントやＳＳＦリソース制御を含む。これらのハイレベルな説明がなさ

れる。

4.2.3.1　ＩＮ交換状態モデル（ＩＮ－ＳＳＭ）

　ＩＮ－ＳＳＭは、ＩＮ呼／コネクション状態の見地からＳＳＦ／ＣＣＦ　ＩＮ呼／コネクション処理を

オブジェクト指向有限状態機構の説明を行う。ＩＮ－ＳＳＭは、外観の範囲やＳＣＦへ提供するＳＳＦ／

ＣＣＦ動作の制御を説明する枠組みを提供する。ＩＮ－ＳＳＭがどの程度ＳＣＦにとって可視的であるか

は、ＳＳＦ／ＣＣＦとＳＣＦとの間のＩＮ能力セット１で示される情報フローで定義されている。この枠

組みは、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．１２１１で示されるＩＮ能力セット１の範囲と一致しているにもかかわらず、

ＩＮ－ＳＳＭによって示される能力全てが 6 章で定義される情報フローや情報要素でサポートされる訳で

はない。

　ＩＮ呼／コネクション状態は、ＳＣＦに対して可視的なＳＳＦ／ＣＣＦオブジェクトのセットを定義し

ているＩＮ－ＳＳＭの観点から説明され得る。ＩＮ－ＳＳＭインスタンスそれぞれは、ＳＣＦに対して制

限的に開放される範囲とＳＳＦ／ＣＣＦ　ＩＮ呼／コネクション処理への影響力を提供する。この制限的

に開放される範囲は、ＩＮ－ＳＳＭを構成するオブジェクトによって定義される。これらのオブジェクト

は、ＳＣＦにとってアクセス可能なＳＳＦ／ＣＣＦリソースを抽象化したものである。

　ＩＮ－ＳＳＭの様々なタイプが存在し得、それぞれのタイプはそれを構成するオブジェクトによって定

義される。例えば、あるコネクション制御ＩＮ－ＳＳＭは、交換や伝送リソースを抽象化したオブジェク

トを含むかもしれない。ＩＮ－ＳＳＭの他のタイプが他のタイプのリソースにアクセスするために存在す

るかもしれないが、この節では焦点をそのようなコネクション制御ＩＮ－ＳＳＭに当てる。

　また、ある特定のＩＮ－ＳＳＭタイプの様々なサブタイプも存在し得、そのサブタイプそれぞれはＩＮ

－ＳＳＭタイプに含まれるオブジェクトのサブセットや、オブジェクトの使用に際しての制限やオブジェ

クト全てのセットで定義されている。ＩＮ－ＳＳＭサブタイプが定義されている特定のＩＮ能力セットと

連携することが予想される。

　ＩＮコネクション制御を要求するＩＮサービス論理インスタンスが呼び出されたとき、あるコネクショ

ン制御ＩＮ－ＳＳＭインスタンスが生成される。ＤＰ判断基準を満たしたＢＣＳＭにおけるＴＤＰに遭遇

した結果により生成されるか、または、ＴＤＰに遭遇しＳＣＦと独立に始まるかのどちらかである。ＳＣ

ＦがＳＳＦに対して、ＩＮサービス論理インスタンスが完了したときか、または、ＩＮ－ＳＳＭが終了さ

れるべきときであるという情報を通知したときに、あるコネクション制御インスタンスは終了される。Ｓ

ＳＦもまた、ＩＮ－ＳＳＭ終了を開始できる。（例：エラーか、異常条件の間）
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　図 2-4-12/JT-Q1218-b に、コネクション制御ＩＮ－ＳＳＭインスタンスの例を示す。図示されているのは、

区別できるオブジェクトの二つのクラス：レグとコネクションポイントである。レグは、ＩＮ－ＳＳＭか

ら見ることのできる、アドレス可能な網エンティティ方向の通信パスを表す。コネクションポイントは、

ＩＮ－ＳＳＭから見られるようにレグ間の相互接続を表し、レグ間で情報が流れることを可能にする。通

信パスを確立し、レグ間の接続を保持する主要な処理は、一つあるいは、それ以上のＢＣＳＭによってモ

デル化された基本呼処理であることに注意すること。コネクション制御ＩＮ－ＳＳＭオブジェクトが、コ

ネクション情報（例：レグの関係やお互いのコネクションポイントの関係）と、呼処理情報（例：ＢＳＣ

Ｍイベントと基本呼関連情報）の両方を反映するように、それらは、コネクションや呼処理に影響を与え

るＩＮサービス論理のインスタンスによって用いられ得る。

図２－４－１２／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ　コネクション制御ＩＮ－ＳＳＭインスタンス

(ITU-T Q.1214)

　これらのオブジェクトの属性と互いの関係とが、コネクション状態とＩＮ－ＳＳＭによって表されるサ

ポートする基本呼処理とを説明する。ＳＣＦはＳＳＦ機能を起動し得る。ＳＳＦ機能は、これらのオブジェ

クト（例：属性や相互関係の変更、それによるコネクション状態とサポートしている基本呼処理の変更）

を操作する。この状態情報は、情報フローと情報要素（例：ＥＤＰ－Ｒ情報フローとそれに関係する情報

要素）を介してＳＣＦに提供される。ＩＮ能力セット１での許容される状態変化は、基本呼処理（ 6 章の

関係する情報フロー個々）とレグ操作に関係するＳＣＦ－ＳＳＦ情報フローの意味的な説明に反映される。

受動レグ

制御レグ

IN-SSM インスタンス
コネクションポイント

非接続レグ

接続されたレグ
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　あるＩＮ－ＳＳＭにおけるオブジェクトは、そのＩＮ－ＳＳＭタイプによって定義されたあるＳＣＦ－

ＳＳＦ相互動作のコンテクストの内部で制御される。そのように、それらオブジェクトは、そのＩＮ－Ｓ

ＳＭにとって内部的に考慮される。しかしながら、あるオブジェクトの操作は、そのＩＮ－ＳＳＭとその

ＳＳＦの外部で重要になり得る。特に、レグの操作は、ＩＮ－ＳＳＭのコンテクストの内部のみで制御さ

れるにもかかわらず、ＩＮ－ＳＳＭの境界を越えて重要である。この理由は、レグがＳＳＦ／ＳＣＦの直

接制御を越えた交換や伝送リソースでサポートしているかもしれないあるアドレス可能エンティティへの

パスを表わしているからである。このように、レグ操作と交換と伝送リソースに関連するシグナリングと

の間の関係は、レグ操作に関連するＳＣＦ－ＳＳＦ情報フローの意味的記述の一部として認識しなければ

ならない。

　コネクション制御ＩＮ－ＳＳＭに関連する他のオブジェクトは、トーンやアナウンスのような特殊リソー

スの抽象である。これらのオブジェクトは、（リソース管理ＩＮ－ＳＳＭのような、他のＩＮ－ＳＳＭタ

イプでのコンテクストにおいて現れるかもしれないにも関わらず）、ＩＮ能力セット１でのコネクション

制御ＩＮ－ＳＳＭでは明示されない。しかしながら、それらは、コネクション制御ＩＮ－ＳＳＭオブジェ

クト（例：レグを介して情報をユーザに送信・受信する機能）を操作するＳＳＦ機能を介したコネクショ

ン制御ＩＮ－ＳＳＭの内部で暗示的に使われるかもしれない。それに加えて、それらの使用は、特殊リソー

ス（ＳＲＦでサポートされるかもしれないような）を提供するある外部エンティティへのパスを表すレグ

の出現としてのコネクション制御ＩＮ－ＳＳＭで反映されるかもしれない。他のオブジェクトクラスは、

他のＩＮ能力セット１で定義された情報フロー／情報要素によって暗示されているにも関わらず、ＩＮ能

力セット１では明確にモデル化されていない。

　ＩＮ能力セット１でのコネクション制御ＩＮ－ＳＳＭオブジェクトで表されるＳＳＦ／ＣＣＦ呼処理の

特性は以下で説明される。これらの特性はＩＮ－ＳＳＭオブジェクトに関連する属性と機能を意味し、Ｉ

Ｎ能力セット１で定義される呼処理情報フロー／情報要素に反映される。

a)　ＩＮ能力セット１コネクション制御ＩＮ－ＳＳＭはＳＣＦに、 ＳＳＦ／ＣＣＦの機能的に分離した

部分により管理される呼の分離した部分の抽象的な外観を提供する。このある呼の分離部分は、ハー

フコールまたは呼セグメントと呼ばれる。（図 2-4-13/JT-Q1218-b 参照）

この用語は物理的リソース（例：レグとコネクションポイントで表されたコネクションと伝送リソー

ス）や（図 2-4-1/JT-Q1218-b に対する）呼の分離された部分に含まれる処理（例：ＢＣＳＭでモデル化

された基本呼処理）を示すために使用される。

ＳＣＦは、呼セグメントに直接アクセスを行うのではなく、ＩＮ能力セット１コネクション制御Ｉ

Ｎ－ＳＳＭにより提供される呼セグメントの抽象的に表現されたものにアクセスを行う。ＩＮ能力セッ

ト１では、ＩＮ能力セット１コネクション制御ＩＮ－ＳＳＭを介したアクセスは、ある一つの二者間

呼セグメントに制限される。（図 2-4-13/JT-Q1218-b 参照）
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注：本標準では、着側呼セグメントは対象外

図２－４－１３／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ　ＳＳＦ／ＣＣＦ間二者通話における呼セグメント

(ITU-T Q.1214)

b)　あるＩＮ能力セット１コネクション制御ＩＮ－ＳＳＭは、あるＳＣＦに単一の二者間呼セグメントの

抽象的な外観を提供する。コネクション制御ＩＮ－ＳＳＭは、そのＳＣＦに必要な呼セグメントのプ

ロパティ（例：コネクションや呼処理）を表し、ＳＣＦによって操作され得るオブジェクト（即ち、

仮想リソース）に関しての見地からこれらのプロパティを記述する。コネクション制御では、これら

のオブジェクトは、レグとコネクションポイントを含む。

－　あるレグは、制御レグとして指定されたり、また、受動レグとして指定されたりされ得る。Ｉ

Ｎ能力セット１については、制御レグはアクセスインタフェース（例：発側呼セグメントにおけ

る加入者線または入トランク）を表すレグである。それは、エンドユーザシグナリングの結果（例：

着信者ビジー）として、またはエンドユーザのために、ＩＮサービス論理インスタンスにより起

動されるレグである。コネクション制御ＩＮ－ＳＳＭには一つの制御レグしかない。制御レグに

よってサポートされたあるエンドユーザから、受動レグによってサポートされたエンドユーザに、

制御を移行することはＩＮ能力セット１では実行できない。

－　ＩＮ能力セット１では、制御レグが加入者線またはトランクインタフェースを表す。ＩＮ能力

セット１では、これらの二つのタイプの制御レグがどのようにＳＣＦから操作されるかというこ

とには制限があるかもしれない。

－　ＩＮ能力セット１コネクション制御ＩＮ－ＳＳＭにおいて、レグは、一意に識別される。

＊

呼ｾｸﾞﾒﾝﾄ 呼ｾｸﾞﾒﾝﾄ

機能的分離

ＳＳＦ／ＣＣＦ

ＩＮ－ＳＳＭ（呼セグメントの抽象的外観）

呼ｾｸﾞﾒﾝﾄ呼ｾｸﾞﾒﾝﾄ

ＳＣＦ

ＳＳＦ／ＣＣＦ

注 注
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－　以下のことが可能であるべきである。

・レグに関連する基本呼処理のフローへ関与すること。（例：シグナリングイベントを生成し、

そのイベントに対し適切な基本呼処理を続けること。）

・発呼または着呼により、ＩＮ能力セット１コネクション制御ＩＮ－ＳＳＭへ受動レグを加える

こと。

・呼の解放により、（一つまたはそれ以上の）レグを削除すること。

・レグ間の接続の作成または切断すること。（例：結合または分割）

・同一ＩＮ能力セット１コネクション制御ＩＮ－ＳＳＭ内で、あるコネクションポイントから他

へレグを移動すること。（例：あるコネクションポイントからレグを分割し、それを他へ接続

すること。）

ＩＮ能力セット１では、あるレグを、あるＩＮ能力セット１コネクション制御ＩＮ－ＳＳＭから

他へ移動することは実行できないかもしれない。

－　コネクションポイントは、ある二つのレグ間を結合する機能である。ＩＮ能力セット１では、

コネクションポイントは、等価ベアラサービスによってサポートされたレグを相互接続し、回線

モード／音声と回線モード／３．１kHz オーディオベアラサービス間でのインタワーキングをサ

ポートする。

　呼セグメントの概念は、シングルエンドサービスフィーチャとシングルポイント制御の定義がいかに分

散機能プレーンに適用できるかということを説明するのに用いることができる。

　ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．１２１１の 3.1 節で説明されているようにシングルエンドサービスフィーチャは、以

下の見地から説明される。

－　呼に関するサービスフィーチャを実現するサービス論理インスタンスの制御の範囲

－　同一呼での、他のシングルエンドサービス論理インスタンスに関するサービス論理インスタンスの

相互動作

　シングルエンドサービス論理インスタンスの制御の範囲は、制御相互関係を介してＳＣＦにアクセス可

能なＳＳＦ／ＣＣＦにおける分離されたハーフコール（即ち、呼セグメント）に制限される。これを二者

間呼に対して図示したのが、図 2-4-15/JT-Q1218-b であり、お互いの呼セグメントが関係するＢＣＳＭを示

す。

　これらのシナリオ全ては、発側ＢＣＳＭとそれを補完する着側ＢＣＳＭとの間の機能的分離によって、

ハーフコールはそれらを補完するハーフコールと切り放すことができるという仮定に基づいている。

　シングルエンドサービス論理インスタンスは、ただ、ＳＳＦ／ＣＣＦで切り放されたハーフコール（ま

たは関連ハーフコール）の処理に直接影響するだけである。そのほかのハーフコールは、あるハーフコー

ルからほかのハーフコールへの情報伝搬（即ち、発側着側ＢＣＳＭ間、または異なるＳＳＦ／ＣＣＦでの

ＢＣＳＭ間）を介して間接的に影響するだけである。このように、複数のシングルエンドサービス論理イ

ンスタンス（ハーフコール当たり一つ）は、それぞれはハーフコール間の通信によって他の呼から切り放

されている単一の呼で同時に動作するかもしれない。異なるＳＳＦ／ＣＣＦにおけるＢＣＳＭ間の通信は、

現存の交換機間のシグナリングと同一であると想定している。

　分散機能プレーンへ適用するシングルポイント制御は、以下の通りである。

a)　ＳＳＦ／ＣＣＦにおける、ある切り放されたハーフコールは、ただ、同時には、一つのＳＣＦのみか

ら影響され得る。

b)　一つのＳＣＦが、ＳＳＦ／ＣＣＦにおける切り放されたハーフコールに影響を与えている間、以下の

ことが可能であるかもしれない。
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－　ＳＳＦ／ＣＣＦから同一のＳＣＦまたは異なるＳＣＦへＤＰ報告情報フローを送信する。

－　制御ＳＣＦとＳＳＦ／ＣＣＦ間の制御関係を終了、または制御相互関係から監視相互関係へ変

更させる。そして、ＳＳＦ／ＣＣＦと他のＳＣＦ間の制御相互関係を始める。

4.2.3.2　ＩＮ－ＳＳＭ　ＥＤＰ

　ある特定のＩＮ－ＳＳＭイベントが、既に起動されていた動作中のＩＮサービス論理インスタンスに報

告され得る。これらのイベントは、ＩＮ－ＳＳＭ　ＥＤＰとして呼ばれる。例えば、特定のＩＮ－ＳＳＭ

機能の成功完了または失敗のようなイベントは、報告される必要があるかもしれない。ＩＮ－ＳＳＭ　Ｅ

ＤＰの検出は、付加的なＩＮサービス論理インスタンスの起動には必ずしも至らない。 ＩＮ能力セット１

では、 確認要求するＳＣＦからのそれら情報フローに対し、 ＩＮ－ＳＳＭ　ＥＤＰは、ＳＳＦ／ＣＣＦ

によって暗黙に操作される。

注：着側ＢＣＳＭは制御対象としない。

図２－４－１５／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ　二者間呼のシングルエンド制御

(ITU-T Q.1214)

4.2.3.3　ＳＳＦリソース制御

　ＩＮ呼／サービス処理を遂行するに必要なローカルとリモートの特殊リソースは、ＳＳＦ／ＣＣＦにとっ

てアクセス可能である。コネクション制御ＩＮ－ＳＳＭに関する特殊リソースは、以上に説明した。ＩＮ

能力セット１では明示的に特殊リソースを表すオブジェクトは、 ＩＮ能力セット１で定義された他の情報

フロー／情報要素によって、それらは暗示されるにもかかわらず、明示的にモデル化されない。

＊

A

ＳＳＦ／ＣＣＦ

B

ＳＣＦ

制御相互関係

［IN SSM で代表される発呼セグメントへのアクセスを提供する

（図 2-4-12/JT-Q1218-b 参照）］

着側

ＢＣＳＭ

発側

ＢＣＳＭ

ＳＳＦ／ＣＣＦ

発呼セグメントでの

ＢＣＳＭ

注

発側

ＢＣＳＭ

着側

ＢＣＳＭ

注
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4.2.4　フィーチャ相互動作管理（ＦＩＭ）／呼管理（ＣＭ）

　ＦＩＭの簡潔な説明は、4.2.1 節で行われる。以下に説明される特定のＦＩＭについては、ＦＩＭ／ＣＭ

機能と、サービス論理インスタンス相互動作の観点を含んでいる。これらのハイレベルな説明は、以下で

行う。

4.2.4.1　ＦＩＭ／ＣＭ機能

　4.2.3.1 節で説明したように、ＩＮ能力セット１接続制御ＩＮ－ＳＳＭは、あるＳＣＦに、一つの二者間

呼セグメントまたは、関連するペアの呼セグメントの抽象的外観を提供する。ＳＣＦは、複数のＢＣＳＭ

によってサポートされる複数の通信パスとコネクションを制御する。これら様々な呼セグメントの要素の

管理全てが、ＣＭ機能によって提供される。ＣＭはＢＣＭとＩＮ－ＳＭと相互動作して、

a)　複数のＢＣＳＭ間のあるＩＮ能力セット１コネクション制御ＩＮ－ＳＳＭに対するイベント報告の調

整（例：フッキングやＤＴＭＦの＃または＊ＸＸのような同一イベントが同時に複数のＢＳＣＭで検出

されたイベント報告、または、一方からはフッキング、他方からは切断のような、異なるイベントが同

時に複数のＢＣＳＭで検出されたイベント報告）

b)　あるＩＮ能力セット１コネクション制御ＩＮ－ＳＳＭに対する複数のＢＣＳＭ間のＢＣＳＭ処理の中

断と再開の調整（例：ＢＣＭが以降にどのように処理を行うかの指示を必要とするあるイベントをＢＣ

ＳＭで検出したとき、そのＩＮ能力セット１コネクション制御ＩＮ－ＳＳＭに対する全てのＢＣＳＭ処

理は中断される必要があるかもしれない。）

c)　ＩＮ能力セット１コネクション制御ＩＮ－ＳＳＭに対する規則の適用とその制限（例：いつそしてい

かにＳＣＦがレグを操作できるか、二つの呼セグメントペアを関連づけるか、関連する呼セグメントを

結合させるかという規則や制限。）

　ＦＩＭ機能を以下に説明する。

d)　ＦＩＭは、あるＤＰにおいてどのサービス論理インスタンスが起動されるべきかを決定するサービス

論理インスタンス選択メカニズムを提供する。このメカニズムは、適切なＩＮサービス論理インスタン

スか、非ＩＮサービス論理インスタンスかを選択すべきであり、そして、ＩＮ能力セット１に対しては、

その特定のＤＰで、他のサービス論理インスタンスを起動しないようにするかもしれない。（4.2.4.3 節

参照）

e)　ＦＩＭは、同時にＩＮと非ＩＮサービス論理インスタンスの実行を常には許容しないかもしれない。

この制限を実現する静的と動的との両方のメカニズムがある。静的メカニズムは、サービス管理機能

（例：サービス提供機能を介して）を含むかもしれない。動的メカニズムはより複雑なＦＩＭ能力を含

むかもしれない。ＩＮ能力セット１に対しては、最も簡単なメカニズムが実装されるべきである。

f)　同一呼セグメント内で動作している異なるＳＣＦから起動しているサービス論理インスタンスがあっ

た場合、そのサービス論理インスタンスの相互動作は、簡単で制限されたそれらサービス論理インスタ

ンスの相互動作をサポートするメカニズムをＦＩＭは提供すべきである。（4.2.4.3 節参照）

4.2.4.2　サービス論理インスタンス相互動作の考慮事項

4.2.4.3　ＦＩＭメカニズム

　ＩＮ能力セット１に対するＦＩＭメカニズムには、優先制御メカニズムと排他制御メカニズムとを含む。

優先制御メカニズムはＩＮと非ＩＮのサービス論理インスタンスの呼び出しを管理する。排他制御メカニ

ズムは、既存のＩＮサービス論理インスタンスがまだ起動中であるとき、新たなＩＮサービス論理インス

タンスを呼び出すことを管理する。これらのメカニズムは、以下に説明する。

＃
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a)優先制御

　前提は、ＤＰはＴＤＰとＥＤＰの両方で設定されるかもしれないということと、あるＤＰは複数の

判断基準で設定されるかもしれなく、その複数の判断基準それぞれは、ＩＮサービス論理の異なるイ

ンスタンスの起動に対するものである。これらの前提は、2 章で明らかにしたＩＮ能力セット１の制約

に従うものであり、ＤＰ判断基準を処理する際に用いられるべき優先制御の一連の規則の基盤を形成

する。これらの規則を以下に示す。

i)　設定されたＤＰに対する判断基準を処理する際の、ＤＰ－Ｒ以前のＤＰ－Ｎに対す処理判断基準

ii)　ＤＰ－ＮまたはＤＰ－Ｒに対する判断基準を処理する際の、ＴＤＰ以前のＥＤＰに対する処理

判断基準

iii)　ＥＤＰまたはＴＤＰに対する判断基準を処理する際の、ＩＮサービス論理と、非ＩＮサービス

論理に対する規則を処理する判断基準で、その規則は、ＩＮと非ＩＮサービス論理にサービスの

優先順位に基づいた処理を可能にさせるものである。

iv)　ＩＮまたは非ＩＮサービス論理に対する判断基準を処理する際の、管理上の手順を通じて設定

された優先順位に基づく処理判断基準

これら規則の適用により、以下の順番の処理順がつけられるかもしれない。そして、それぞれのレベ

ルでの複数のサービス論理インスタンスの優先順位に従う。

－ＩＮサービス論理インスタンスに対するＥＤＰ－Ｎ

　ある制御または監視相互関係が既存のあるＩＮサービス論理インスタンスに対するＳＣＦとと

もに存在する。ＤＰで検出されたイベントは既存の相互関係のコンテクストでＳＣＦに報告され、

そして次のＤＰ判断基準が直ちに処理される。ＳＣＦからは応答はない。

－非ＩＮサービス論理インスタンスに対するＥＤＰ－Ｎ

　ＥＤＰはＳＳＦ／ＣＣＦの中で既存の非ＩＮサービス論理インスタンスに対して存在する。そ

のＤＰで検出されたイベントは非ＩＮ　ＦＭに報告され、そして次のＤＰ判断基準が直ちに処理

される。非ＩＮ　ＦＭからの応答はない。

－ＩＮサービス論理インスタンスに対するＥＤＰ－Ｒ

　既存のＩＮサービス論理インスタンスに対してＳＣＦとの制御相互関係が存在する。ＤＰで検

出されたイベントは既存の制御相互関係のコンテクストに従ってＳＣＦに報告される。呼処理は

中断され、ＳＣＦからの応答を待つ。

－非ＩＮサービス論理インスタンスに対するＥＤＰ－Ｒ

　ＥＤＰは既存のＳＳＦ／ＣＣＦ内の非ＩＮサービス論理インスタンスに対して存在する。ＤＰ

で検出されたイベントは非ＩＮ　ＦＭに報告される。呼処理は中断され、非ＩＮ　ＦＭからの応

答を待つ。

－ＩＮサービス論理インスタンスに対するＴＤＰ－Ｒ

　ＳＣＦとの制御相互関係は存在しない。ＤＰで検出されたイベントは新しい制御相互関係を介

してＳＣＦに報告される。呼処理は中断され、ＳＣＦからの応答を待つ。

－非ＩＮサービス論理インスタンスに対するＴＤＰ－Ｒ

　ＴＤＰがＳＳＦ／ＣＣＦ内の非ＩＮサービス論理インスタンスのために存在する。ＤＰで検出

されたイベントは非ＩＮ　ＦＭに報告される。呼処理は中断され、非ＩＮ　ＦＭからの応答を待

つ。
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　応答を待ち、そして呼処理が中断されたポイント（即ち、判断基準が遭遇し、そしてイベントが報

告されたＤＰ）から継続されるべきであるということを応答が示すケースに対しては、それから残っ

ているＤＰ判断基準が処理されるべきである。もし、応答が新しい呼のポイントで呼処理を継続すべ

きであることを示す場合には、中断のポイントでいかなるＤＰ判断基準が残っていようとも、その場

合、その残ったＤＰ判断基準は処理されない。

b)排他制御

　既存のＩＮサービス論理インスタンスが既に起動中であるとき、新しいＩＮサービス論理インスタ

ンスの排他制御を管理する明示的なメカニズムはＩＮ能力セット１には存在しない。しかしながら、

ＩＮ能力セット１に対する暗黙的な排他制御メカニズムは存在する。それは同時には、ただ一つのＩ

Ｎサービス論理インスタンスだけが同一呼セグメントを制御する（即ち、ＳＳＦ／ＣＣＦへ応答を送

信する）規則である。これらの規則が同時に複数のＩＮサービス論理インスタンスが同一の呼セグメ

ントを制御することを排除しているが、他のＩＮサービス論理インスタンスから制御されているある

呼セグメント内で検出されたイベントの報告を複数のＩＮサービス論理インスタンスが受信すること

を排除してはいない。加えて、上記 4.2.4.3 節 a)でサービス論理インスタンスに対するＤＰ判断基準を

処理するための優先規則を説明している。これらの規則により、より低い優先レベルのサービス論理

インスタンスは起動されないかもしれず、以前のサービス論理インスタンスの性質に依存しているこ

とを明らかにしている。これは、同一ＤＰでの複数のサービス論理インスタンスに対するＤＰ判断基

準がこの排他制御を実現させるように順位づけられ得ることを意味する。

4.2.5　ＳＳＦ／ＣＣＦモデルコンポーネントの相互関係

4.2.5.1　概要

　4.2.1 節に主要なＳＳＦ／ＣＣＦモデルのコンポーネント間の相互関係について記述する。主要な相互関

係とは、（ＳＣＦアクセス機能を介した）ＳＣＦとＩＮ－ＳＭ間、ＩＮ－ＳＭとＦＩＭ／ＣＭ間、及びＦ

ＩＭ／ＣＭとＢＣＭ間のことである。ＳＣＦとＩＮ－ＳＭ間の相互関係は、ＳＳＦ／ＣＣＦ外部にあり、

標準化の対象である。この相互関係の定義は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．１２０１の 3 章に記述する方法論に従

う。他の相互関係は、ＳＳＦ／ＣＣＦ内部にあり、標準の対象ではない。これら後者の相互関係は、説明

の目的のためだけにあり、ＳＣＦ／ＣＣＦモデルのより深い理解や記述に役立つと考える。

　これら相互関係の全ては、コンポーネント間の情報フローによって記述される。ＳＳＦ／ＣＣＦモデル

の情報フローを図 2-4-18/JT-Q1218-b に記述する。これは、図 2-4-1/JT-Q1218-b の半分の相互関係を示して

いるにすぎない。これら情報フローを以下に記述する。
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図２－４－１８／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ　ＳＳＦ／ＣＣＦモデル情報フロー

(ITU-T Q.1214)

a)ＳＣＦとＩＮ－ＳＭ間の相互関係

－ＳＳＦ情報フロー

　6 章に記述されるように、イベントが検出される呼／コネクションインスタンスの現状状態に加え、

呼／コネクション処理イベントを報告する、ＩＮ－ＳＭからＳＣＦへの（ＳＳＦにおけるＳＣＦア

クセス管理を介した）情報

－ＳＣＦ情報フロー

　6 章に記述される機能種別を起動する、呼／サービスインスタンスの状態の操作を要求する（ＳＳ

ＦのＳＣＦアクセス管理を介した）、ＳＣＦからＩＮ－ＳＭへの情報

b)ＩＮ－ＳＭとＦＩＭ／ＣＭ間の相互関係

－ＩＮイベント指示

　呼処理中イベント、イベントが検出された呼の現状状態、及びＩＮサービス論理の新しいインス

タンスまたは存在する起動中のインスタンスにより扱われるべきイベントかどうかを報告する、 Ｆ

ＩＭ／ＣＭからＩＮ－ＳＭへの情報

－ＩＮ制御要求

　ＳＣＦから要求される呼／サービス処理機能を指示するＩＮ－ＳＭからＦＩＭ／ＣＭへの情報

c)ＦＩＭ／ＣＭとＢＣＭ間の相互関係

－ＢＣＭイベント指示

　ＢＣＳＭイベント及びイベントが検出されたＢＣＳＭの現状状態を報告する、ＢＣＭからＦＩＭ

／ＣＭへの情報

ＳＳＦ／ＣＣＦ

ＩＮ交換管理

（ＩＮ－ＳＭ）

ＩＮｲﾍﾞﾝﾄ指示 非 IN ｲﾍﾞﾝﾄ指示

ﾌｨｰﾁｬ相互動作管理/呼管理

（ＦＩＭ／ＣＭ）

非ＩＮフィーチャ管理

非 IN制御要求
ＢＣＭｲﾍﾞﾝﾄ指示

基本呼管理（ＢＣＭ）

ＳＣＦ

ＩＮ制御要求

ＢＣＭ制御要求

ＳＳＦ情報フロー ＳＣＦ情報フロー
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－ＢＣＭ制御要求

　呼／サービス処理に影響する一つあるいは複数のＢＣＳＭの操作を要求する、 ＦＩＭ／ＣＭから

ＢＣＭへの情報

d)ＦＩＭ／ＣＭと非ＩＮ　フィーチャ管理（非ＩＮ　ＦＭ）間の相互関係

－非ＩＮイベント指示

　ＦＩＭ／ＣＭから非ＩＮ　ＦＭへの情報

－非ＩＮ制御要求

　非ＩＮ　ＦＭからＦＩＭ／ＣＭへの情報

　これら情報フローの使用を、以下の節で説明する。

4.2.5.2　モデル動作の典型的シーケンス

　本節では、主要なモデルコンポーネントの役割と相互関係を説明するＳＳＦ／ＣＣＦモデルでの、典型

的な一連の動作について記述する。この記述はなんらかの特定のインプリメントを示したり、あるいは、

反映したりすることを意図しているのではない。このシナリオは、ユーザへＩＮサービスフィーチャを提

供するために新しいＩＮ－ＳＳＭのインスタンスが起動されるときの例を示す。このシナリオの始めでは、

ＩＮサービス論理インスタンスは動作していない、あるいは、非ＩＮサービス論理インスタンスが動作し

ており、ＳＣＦ及びＳＳＦ／ＣＣＦの相互関係は存在しない。

1.　ユーザは、呼の起動を要求するためにＣＣＡＦをとおしてＳＳＦ／ＣＣＦと相互動作する。ＢＣＭは、

ユーザのこの呼の確立、保持を要求する基本呼制御機能を示すＢＣＳＭを生成する。

2.　ユーザの呼起動中に、ユーザの呼と対応するＢＣＳＭでイベントが検出される。ＢＣＳＭ処理は、Ｄ

Ｐで中断する。

3.　イベントが報告されなければならないかどうかを決めるため、ＢＣＭはＢＣＳＭ内のＤＰでイベント

を処理する。（例えば、ＤＰが設定されていて、判断基準に合うかどうかを決定する。）そうであれ

ば、イベントが検出された時点のＢＣＳＭ状態に従って、 ＦＩＭ／ＣＭへイベントを報告するＢＣＳ

Ｍイベント指示を送出する。ＢＣＭがどのように処理し続けるのかという指示を必要とするならば、

ＢＣＳＭ処理は指示を受信するまでＤＰで留まる。そうでなければ、ＢＣＭは通常のＢＣＳＭ処理を

継続する。従って、三つのシナリオが有り得る。

－　ＢＣＭはイベント報告されるべきではないと判断する。則ち、ＢＣＳＭ処理継続（例えば、ＴＤ

Ｐが設定されていない）である。

－　ＢＣＭはイベントが報告されるべきだが、後続の指示は必要ないと判断する。則ち、ＢＣＳＭ処

理継続（例えば、ＥＤＰ－Ｎが設定される）である。

－　ＢＣＭはイベントが報告されるべきであり、また、後続の指示が必要である（例えば、設定され

たＴＤＰ－Ｒ）と判断する。つまりＢＣＳＭ処理は中断のまま留まり、ＢＣＭは受信側の指示の前

に次のイベントの検出を継続することができる。（これらの引き続き検出したイベントの操作は、

この例では記述しない。）

4.　ＦＩＭ／ＣＭは、ＩＮサービス論理インスタンスにより処理されるべきイベントであるか、あるいは、

非ＩＮサービス論理インスタンスにより処理されるべきイベントであるかを決定するためのＢＣＭイ

ベント指示を受信、処理する。さらに、イベントが、サービス論理インスタンスの新しいインスタン

スにより処理されるか、あるいは、存在する起動中のインスタンスにより処理されるかを判断する。

5.a　ＢＣＭイベントがＩＮサービス論理の新しいインスタンスにより処理されるべきだと仮定した場合、

ＦＩＭ／ＣＭは、イベントと、それが検出されたＢＣＳＭ状態と、ＩＮサービス論理の新しいインス

タンスが起動されるべきであるということとを報告するＩＮイベント指示をＩＮ－ＳＭへ送出する。

ステップ６へとぶ。
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5.b　ＢＣＭイベントが非ＩＮサービス論理の新しいインスタンスにより処理されるべきだと仮定した場

合、 ＦＩＭ／ＣＭは、非ＩＮ　ＦＭへのイベント、それが検出されたＢＣＳＭ状態、及び、非ＩＮサー

ビス論理の新しいインスタンスが起動されるべきであるという指示を報告する非ＩＮイベント指示を

送出する。非ＩＮ　ＦＭが非ＩＮイベントを受信し、処理し、適切な非ＩＮサービス論理インスタン

スを起動する。サービスフィーチャを認識するために必要なＦＩＭ／ＣＭへ非ＩＮ制御要求を送出す

ることで、非ＩＮ　ＦＭは、非ＩＮサービス論理インスタンスを実行する。（たとえあるとしても、

このような非ＩＮサービス論理インスタンスの後続する情報フローの操作をこの例では記述しない。）

6.　ＩＮ－ＳＭは、ＩＮイベント指示を受信し、処理する。ＩＮサービス論理インスタンスの新しいイン

スタンスを起動すべきだと与えられることで、ＩＮ－ＳＭは、ＳＣＦ内のサービス論理プログラム（Ｓ

ＬＰ）にアクセス可能なように、ユーザの呼やコネクションの状態を表すためのＩＮ－ＳＳＭの新し

いインスタンスを生成する（例えば、ＢＣＳＭイベントと関連する情報により、さらに、レグとコネ

クションポイントのようなオブジェクトにより）。そして、ＩＮ－ＳＳＭの現状状態の外観を提供す

るＳＳＦ情報フローを（ＳＣＦアクセス管理を介して）ＳＣＦへ送出する。

7.　ＳＣＦは、ＳＳＦ情報フローを受信、処理する。ＩＮサービス論理の新しいインスタンスを起動すべ

きだと与えられることで、ＳＣＦは要求されるサービスフィーチャを実現するＳＬＰインスタンス（Ｓ

ＬＰＩ）を起動する。ＳＬＰＩにはＩＮ－ＳＳＭの現状状態が提供される。そして、サービスフィー

チャを実現するのに適切なようにＩＮ－ＳＳＭの状態を操作するようＩＮ－ＦＭに要求するため、Ｓ

ＣＦ情報フローをＳＳＦへ送出する。ＳＣＦ情報フローは、ＳＬＰＩに報告すべき一連のイベントを

も指示する。（即ち、この特定のサービス論理インスタンスのために設定されるべき一連のＢＣＳＭ

及びＩＮ－ＳＳＭ　ＥＤＰを指示する。）

8.　ＩＮ－ＳＭは、（ＳＣＦアクセス管理を介して）ＳＣＦ情報フローを受信し、要求されたＩＮ－ＳＳ

Ｍの状態を操作するような処理を行う。そのためにＩＮ－ＳＳＭはＣＭへのＩＮ制御要求を生成する。

さらに、（もしあるとすれば）この要求で指示されるＩＮ－ＳＳＭイベントのため、ＩＮ－ＳＳＭが

監視される。

9.　ＦＩＭ／ＣＭは、ＩＮ制御要求を受信、処理し、さらに、他の起動中のサービス論理インスタンスに

基づいて有効であるかどうかを判断する。そして、実行すべき機能、及び、監視すべきＢＣＳＭを通

知するためにＢＣＭ制御要求をＢＣＭへ送出する。

10.　ＢＣＭは、ＢＣＭ制御要求を受信、処理し、さらに、要求を満足するためＢＣＳＭを操作する。Ｂ

ＣＳＭを操作する際に、適切なベアラ制御及びリソース制御機能を実行する。また、ＢＣＭは、（も

しあるとすれば）ＢＣＭ制御要求で指示されるＢＣＳＭイベントのため、ＢＣＳＭを監視する。中断

されていた場合、ＢＣＳＭ処理はここで再開される。

11.　ＢＣＭはＢＣＳＭ内のＢＣＳＭイベントを検出したとき、 ＦＩＭ／ＣＭへのＢＣＳＭイベント指示

を送出するため、ステップ３を繰り返す。

12.　ＦＩＭ／ＣＭは、イベントをどう処理するか決定するためにステップ４を繰り返す。この場合は、

起動中のＩＮサービス論理インスタンスのためのイベントである。イベントが既存のＩＮサービス論

理インスタンスに対するものだと示しているＩＮイベント指示をＩＮ－ＳＭへ送出する。

13.　ＩＮ－ＳＭは、以下に示す違いがあるが、ステップ６のようにＩＮイベント指示を受信、処理する。

イベントが、現存するＩＮ－ＳＳＭインスタンスにより指示された現存するＩＮサービス論理のイン

スタンスに対するものだと与えることで、ユーザの接続状態を反映するために存在するＩＮ－ＳＳＭ

の状態を更新したり、ＳＳＦ情報フローでイベントや現状のＩＮ－ＳＳＭ状態をＳＣＦに報告する。

新しいＩＮ－ＳＳＭインスタンスの生成はない。
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14.　ＳＣＦは、以下に示す違いがあるが、ステップ７のようにＳＳＦ情報フローを受信、処理する。既

存のＳＬＰＩでサポートされＩＮサービス論理の既存インスタンスに対するものだとすることで、既

存のＳＬＰＩへＳＳＦ情報フローの内容を受け渡す。ＳＬＰの新しいインスタンスは起動しない。そ

して、ＳＬＰＩは、ＩＮ－ＳＳＭの状態の操作をＩＮ－ＳＭに要求するＳＣＦ情報フローをＳＳＦへ

送出するため、また、もしあるならば、関連する次の一連のＥＤＰを指示するＳＣＦ情報フローを送

出するためステップ７の動作を繰り返す。

15.　ステップ８から１４はＩＮサービス論理インスタンスが終了するまで繰り返される。ＩＮサービス

論理インスタンスは、ＳＬＰＩがＥＤＰにもはや必要でないとき、あるいは、ＳＳＦ／ＣＣＦ処理が

どのＥＤＰにも遭遇できないポイントまで進んでしまったとき終了する。

4.2.6　ＳＣＦに対するＳＳＦ／ＣＣＦの相互関係

　この節では、ＩＮ　能力セット１のＩＮ－ＳＳＭコネクション制御によりサポートされる呼関連相互関

係のみを記述する。

a)　ＳＳＦ／ＣＣＦは複数のＳＣＦとの呼関連相互関係を保有することができ、また、ＳＣＦは複数のＳ

ＳＦ／ＣＣＦとの呼関連相互関係を保有することができる。それぞれの相互関係は、１対１相互関係

として扱われる。

b)　ＳＳＦ／ＣＣＦが相互関係を起動するとき、ＴＤＰが検出されたＩＮ－ＳＳＭ状態を報告する。ＳＳ

Ｆ／ＣＣＦとＳＣＦとの間の情報フローに含まれる状態情報は、ＩＮ　能力セット１の詳細なＤＦＰ

モデルの分析に基づいた情報フローに含まれる情報要素によって定義される。

c)　一旦、ＳＳＦ／ＣＣＦとＳＣＦとの間で制御相互関係が確立されたならば、ＳＣＦは後続のイベント

を監視し、報告するようにＳＳＦ／ＣＣＦに要求したり（即ち、ＥＤＰ設定）、報告を要求したり、

また、監視を停止したり（ＥＤＰ解除）することができる。

　付属資料ＡにＳＳＦ／ＣＣＦとＳＣＦとの間の相互関係について示す。一般的用語と、正常時並びに異

常時での制御及び監視シナリオを記述する。

4.3　特殊リソース機能（ＳＲＦ）モデル

4.3.1　概要

　ＳＲＦのモデルを図 2-4-19/JT-Q1218-b に示す。このモデルの目的はＳＲＦを考慮した特殊リソース機能

についての枠組みを提供することである。

　ＳＲＦは 4.3.4 節に示すように様々な特殊リソースを提供する。しかし、どんな場合でも、他の機能エン

ティティからの要求により起動され、自ら起動することはない。

　呼／サービス処理のため、ＳＲＦはＳＳＦ／ＣＣＦ及びＳＣＦ間との論理相互関係を保有する。ＳＣＦ

は、ＳＳＦ／ＣＣＦとＳＲＦとの間のコネクションを制御し、ＳＲＦへ指示を送出する。

　ＳＳＦへの応答を送出する処理の一部として、ＳＣＦは発信者あるいは着信者とのダイアログが必要な

場合がある。これは、例えば、番号収集シーケンスという形を取りうる。

　ＩＮ　能力セット１でのＳＣＦは、ＳＳＦ／ＣＣＦとＳＲＦとの間のパスを設定したあと、ユーザとの

ダイアログを開始するようＳＲＦに指示する。ＳＲＦ－ユーザ間のダイアログは、ＳＲＦがアナウンスを

送出できるようにしたり、場合によっては、番号を収集できるようにする。番号の収集が完了したならば、

ＳＲＦはＳＣＦに収集した番号を受け渡す。

　収集した番号をＳＣＦへ報告するために、ＳＲＦから情報の入力を促されているユーザは、例えばＭＦ

トーンなどを入力する。ＳＣＦ内のサービス論理がもうリソースを必要としなくなった場合には、ＳＣＦ

はＳＲＦとの接続を解放するようＳＳＦ／ＣＣＦに要求し、次いで、ＳＲＦのリソースは解放される。
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4.3.2　ＳＲＦコンポーネント

　前節に定義される機能をＦＥＡＭが提供するために、ＳＲＦは図 2-4-19/JT-Q1218-b に示すような以下の

機能を含んでいる。

機能エンティティアクセス管理（ＦＥＡＭ）

　ＦＥＡＭは、ＳＲＦがメッセージにより他の機能エンティティと情報を交換するために必要な以下の機

能を提供する。

－　確実なメッセージ転送を提供する。

－　順序を保ったメッセージの転送を保証する。

－　メッセージ要求と対応する応答を関連づける。

－　複数のメッセージを相互に関連づける。

－　ＯＳＩ構造及び原則に従う。

ＳＲＦリソース管理

（ＳＲＦ　ＲＭ）

リソース
（4.3.4 節 参照）

機能エンティティアクセス管理
（ＦＥＡＭ）

ＳＳＦ／ＣＣＦ ＳＣＦ ユーザ

図２－４－１９／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ＊　ＳＲＦモデル

(ITU-T Q.1214)

ＳＲＦリソース管理（ＳＲＦ　ＲＭ）

　ＳＲＦ　ＲＭは、ＳＲＦ内で保有しているリソースを管理するために必要な機能を提供する。これは、

リソース捕捉やビジー／空き／閉塞などのリソース状態管理、及び、リソース動作を制御する能力を含ん

でいる。

リソース

　ＳＲＦは、4.3.4 節に挙げられた様々なリソースを保有する。
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4.3.3　ＳＲＦ及び他エンティティとの相互関係

　ＳＲＦは以下に記述するようなＳＳＦ／ＣＣＦ、ＳＣＦ、ユーザとの相互関係を持つ。

ＳＳＦ／ＣＣＦ

　ＳＲＦは特殊リソースへのコネクション制御のため、ＳＳＦ／ＣＣＦと相互関係を持つ。能力セット１

では、この相互関係はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．１２１１に記述されるインタフェースによりサポートされる。

　ＳＲＦが特殊リソースへのベアラコネクションを管理するためＣＣＦに類似した機能を含んでもよいが、

呼モデルは規定されていない。

ＳＣＦ

　ＳＣＦはＳＳＦ／ＣＣＦへコネクション制御情報を送出する。ＩＮ能力セット１では、この相互関係は

本標準第４編で定義されるインタフェースプロトコルによりサポートされる。

　ＳＲＦとＳＳＦ／ＣＣＦとの間のコネクションは、ＳＣＦから受信した制御情報に従ってＳＳＦ／ＣＣ

Ｆから起動される。次いで、ＳＣＦはリソース操作のためＳＲＦへ指示を送出する。

ユーザ

　音声チャネル、ＩＳＤＮベアラチャネル、あるいは、Ｎｏ．７信号方式トランクコネクション等を通じ

て、ＳＲＦはユーザと情報交換する関係を保有している。このユーザチャネルに関する要求条件は、ＳＲ

Ｆとのコネクションによって影響されない。

4.3.4　ＳＲＦ管理オブジェクト

　ＳＲＦが管理する特殊リソースを以下に示す。

－　ＤＴＭＦレシーバ

－　トーンジェネレータ

－　アナウンス

　以下の二つのオブジェクトがＩＮ能力セット１でサポートされ、以下のように定義される。

1)　ＤＴＭＦレシーバ

　本リソースはリンクしたリソースからＤＴＭＦを受信し、標準化された信号入力として認識する。

2)　トーンジェネレータ／アナウンス

　本リソースは特定のリソースへインチャネル情報を提供する。

4.4　サービス制御機能(SCF)モデル

4.4.1　概要

　ＳＣＦのモデルを図 2-4-20/JT-Q1218-b に示す。このモデルの目的は、ＳＣＦに関するサービス論理処理

についての枠組みを提供することである。

　サービス制御機能（ＳＣＦ）の主要な機能は、サービス論理処理プログラム（ＳＬＰ）の形で提供され

るサービス論理の実行であり、従って、サービス論理選択／相互動作管理、機能エンティティアクセス管

理、ＳＬＰ供給管理などの、ＳＬＰ実行をサポートする機能も含む。
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4.4.2　ＳＣＦコンポーネント

4.4.2.1　概要

　上記で定義される機能を実現するための、ＳＣＦモデルが図 2-4-20/JT-Q1218-b に示される。これは、Ｓ

ＣＦの概念的モデルを示しているのであって、ＳＣＦの実際のインプリメントを示す意図はないことに注

意すること。

　ＳＣＦプラットホームは、適切なサービス処理を提供するためにサービス論理処理プログラム（ＳＬＰ）

が動作するサービス論理実行環境（ＳＬＥＥ）を提供する。ＳＬＰはＳＬＥＥにより起動されるサービス

アプリケーションプログラムであり、ＳＬＥＥの制御下でサービス処理を実現するために使用される。複

数のＳＬＰの同時の起動や実行もまた、ＳＬＥＥによって管理される。

　図 2-4-20/JT-Q1218-b に示す各々のエンティティは、以下の節で記述する。

ＳＣＦ

ＳＬＰ  ライブラリ

ＳＬＰ管理 サービス論理実行環境（ＳＬＥＥ）

機能ﾙｰﾁﾝﾗｲﾌﾞﾗﾘ
サービス論理実行管理（ＳＬＥＭ）

機能ﾙｰﾁﾝ
管理 機能ﾙｰﾁﾝ

サービス論
理処理ﾌﾟﾛ

サービス ｸﾞﾗﾑｲﾝｽﾀﾝｽ
論理選択/ (SLPI) サービスデータ
相互動作
管理

オブジェクト

(SLSIM)

ＳＣＦ ディレクトリ
データ
アクセス

ﾘｿｰｽ管理 管理 ＩＮネットワーク
ワイドリソース
データ

機能エンティティアクセス管理（ＦＥＡＭ）

ＳＳＦ ＳＲＦ

図２－４－２０／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ＊　ＳＣＦモデル

(ITU-T Q.1214)



- 53 - ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ

4.4.2.2　サービス論理実行管理 （ＳＬＥＭ）

4.4.2.2.1　概要

　ＳＬＥＭは、サービス論理実行動作の全体を操作し、制御する機能である。ＳＬＥＭは、サービス論理

処理プログラムインスタンス（ＳＬＰＩ）、サービス論理選択／相互動作管理、及び、リソース管理を含

む。また、ＳＣＦデータアクセス管理、及び、ＳＬＰＩ実行をサポートする機能エンティティアクセス管

理と相互動作する。これらの側面に加え、ＳＬＥＭには以下の機能が必要である。

－　ＳＬＰＩを実行し、ＳＬＰＩと関連する一時データ（則ち、ＳＬＰＩ状態情報のように、ＳＬＰＩ

がある間にだけ存在する情報）を保持する。

－　ＳＬＰＩ実行をサポートし、機能的ルーチンを実行する。

－　ＳＣＦデータアクセス管理を介してＳＣＦデータへのＳＬＰＩアクセスを管理する。（4.4.2.3 節参

照）

－　機能エンティティアクセス管理を介してＳＬＰＩと他の機能エンティティ内のエンティティとの間

の情報の交換を管理する。（4.4.2.5 節参照）

4.4.2.2.2　サービス論理選択／相互動作管理（ＳＬＳＩＭ）

　ＳＬＳＩＭは、実行すべきＳＬＰを選択し、同じＳＣＦ内の複数ＳＬＰの同時の実行及び／あるいは実

行順序を制御する。

機能的の一部として、ＳＬＳＩＭは一つの呼で同時に動作する、同じＳＣＦにおける複数ＳＬＰＩ間の相

互動作を管理することによって、サービス相互動作を管理する手段を提供する。

　ＳＬＰ選択は、以下の応答としてＳＬＳＩＭを介して実行される。

－　他の機能エンティティからの外部イベント

－　内部的に認識される状態の発生（例えば、日時、あるいは、他の内部イベント）

－　他のＳＬＰの実行を要求するＳＬＰＩを介した機能ルーチンの実行

　さらに、ＳＬＳＩＭは選択されたＳＬＰの実行を起動し、このＳＬＰ選択から起動するまでの間

の排他制御や優先制御を提供する。

－　排他制御は、現在実行中のＳＬＰＩと矛盾するＳＬＰＩを起動することを防ぐ。

－　優先制御は、同じ選択基準に適合した一連のＳＬＰからあるＳＬＰを選択するための仕組みを提

供する。

4.4.2.2.3　サービス論理処理プログラムインスタンス（ＳＬＰＩ）

　サービス論理処理プログラム（ＳＬＰ）は、ＳＬＥＥにより起動され、サービス処理を実現するために

使用されるサービスアプリケーションプログラムである。これは、実行されたとき、サービス実行のフロー

を制御する論理構成と、実行されたとき、サービス実行に必要な網リソースとデータにアクセスするため

のＳＣＦ内の機能ルーチンを起動するステートメントを含んでいる。ＳＬＰが選択され、起動されると、

それはサービス論理プログラムインスタンス（ＳＬＰＩ）と呼ばれる。ＳＬＰと違い、対応するＳＬＰＩ

は、サービス実行のフローを実際に制御し、ＳＣＦ機能ルーチンを起動する動的なエンティティである。

　機能ルーチンは、サービス実行をサポートするために網内で実行されるべき、一連の機能エンティティ

動作を引き起こすために、ＳＬＰＩにより起動されるＳＣＦ内の機能である。機能ルーチンは、サービス

非依存であるとみなされる。機能ルーチンの潜在的カテゴリは、4.4.3 節に記述する。
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4.4.2.2.4　リソース管理

　リソース管理は、ローカルＳＣＦリソースの割当を制御する機能を提供し、ＳＬＰＩ実行をサポートす

るために網リソースへのアクセスを提供する。このリソース管理は、以下の機能を含む。

－　ローカルＳＣＦリソースを識別し、位置を特定する。

－　ＳＣＦデータアクセス管理とＩＮネットワークワイドリソースデータとを介した網リソースを識別

し、位置を特定する。（4.4.2.3.3 節参照）

－　特定のＳＬＰＩに要求された一つあるいは複数のローカルＳＣＦリソースを識別する。

－　特定のＳＬＰＩにもはや必要とされない一つあるいは複数のＳＣＦリソースを解放する。

－　ＳＬＰＩが使用する網リソースの予約や解放を行うため、機能エンティティアクセス管理を介して、

他の機能エンティティと相互動作する。

　ＳＲＦ選択はいつでもＳＬＥＭリソース管理により実行されるのではないこと、ある場合、例えばアシ

スト手順で使用されている時、選択はＳＳＦにより実行されることに注意すること。

4.4.2.3　ＳＣＦデータアクセス管理

4.4.2.3.1　概要

　ＳＣＦデータアクセス管理は、ＳＣＦ内で共用する、持続情報（則ち、ＳＬＰＩの存在期間に関係なく

持続する情報）の蓄積、管理及びアクセスを提供するために必要とされる機能を提供する。ＳＣＦデータ

アクセス管理はＳＬＰＩへこの機能を提供するため、ＳＬＥＭと相互動作する。

　図 2-4-20/JT-Q1218-b にＳＣＦデータを含む二つの構造を示す。これらは、以下のものである。

－　サービスデータオブジェクトディレクトリ

－　ＩＮネットワークワイドリソースデータ

これらは、以下の節に記述する。

4.4.2.3.2　サービスデータオブジェクトディレクトリ

　図 2-4-20/JT-Q1218-b にサービスデータオブジェクトディレクトリを示す。これは、特定のデータオブジェ

クトにアクセスするための、適切なＳＣＦの位置を示す手段を提供する。

　ＳＣＦデータアクセス管理は、ＳＬＥＭ（さらに、そのＳＬＰＩ）に対して透過的な方法で、網内のサー

ビスデータオブジェクトの位置を特定するために、サービスデータオブジェクトディレクトリを使用する。

このように、ＳＬＥＭ（さらに、そのＳＬＰＩ）は、網内のサービスデータオブジェクトを全体的かつ一

様に見ることができる。

4.4.2.3.3　ＩＮネットワークワイドリソースデータ

　このデータは、ＳＬＰＩがアクセスすることのできる網内のリソースの配置や能力についての情報を格

納している構造をとっている。この構造は、適切な能力を持つ特定のリソースへのアクセスのため、適切

な機能エンティティ（例えば、ＳＲＦ）の位置を示すための手段を提供する。

　ＳＬＥＭリソース管理は、ネットワークリソースデータにアクセスするため、ＳＣＦデータアクセス管

理と相互動作する。ＳＬＥＭリソース管理は、ＳＬＰＩに対して透過的な方法での網リソースとのアクセ

スをＳＬＰＩに提供する。このように、ＳＬＰＩは、網内のリソースを全体的かつ一様に見ることができ

る。
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4.4.2.4　機能ルーチン管理

　機能ルーチン管理は、機能エンティティアクセス管理を介した機能ルーチンライブラリへの、機能ルー

チンの受信及び分配に使用される。また、このエンティティは、特定の機能ルーチンの追加、削除、及び

一時的使用停止を管理する。

　機能ルーチンライブラリは、実際の機能ルーチンが存在するエンティティである。

4.4.2.5　機能エンティティアクセス管理（ＦＥＡＭ）

　機能エンティティアクセス管理は、メッセージを介して他の機能エンティティと情報交換するために、

ＳＬＥＭにより必要とされる機能を提供する。このメッセージ処理機能は以下の通りである。

－　ＳＬＰＩに対し、透過的である。

－　確実なメッセージ転送を提供する。

－　順序を保ったメッセージ転送を保証する。

－　メッセージ要求と対応する応答を関連づける。

－　複数のメッセージを相互に関連づける。

－　ＯＳＩ構造及び原則に従う。

4.4.2.6　ＳＬＰ管理

　ＳＬＰ管理は、他のエンティティからのＳＬＰの受信及び分配機能を管理する。従って、ＳＬＰ管理は、

機能エンティティアクセス管理（ＦＥＡＭ）と相互動作する。さらに、このエンティティは、特定のＳＬ

Ｐの追加、削除、及び一時的使用停止を管理する。

4.4.3　機能ルーチンカテゴリ

　以下の機能ルーチンのカテゴリは、ＳＬＰＩへアクセス可能なＳＣＦ機能を記述するための枠組みとし

て示す。

ＳＬＰＩ管理機能ルーチン

－　ＳＬＰＩの初期設定及び終了のための機能ルーチン

－　他のＳＬＰを起動する機能ルーチン

ＳＬＰＩ通信機能ルーチン

－　ＳＬＰＩ間の通信をサポートする機能ルーチン

タイマ管理機能ルーチン

－　現在の日時を得る機能ルーチン

－　ＳＣＦ内の非同期タイマを管理する機能ルーチン

－　ある決められた期間、ＳＬＰの起動を防ぐ機能ルーチン

データ管理インタフェース機能ルーチン

－　ＳＣＦデータアクセス管理を介して、ＳＣＦデータ（即ち、サービスデータオブジェクトディレク

トリ、及び、ＩＮネットワークワイドリソースデータ）及びネットワークデータに全体的かつ一様に

アクセスし操作する機能ルーチン
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非同期イベント処理機能ルーチン

－　非同期イベント（例えば、他の機能エンティティより報告されるイベント、ＳＬＰＩ実行エラーイ

ベント、また、ＳＣＦ内部イベント）への応答として適切な機能を実行する機能ルーチン

－　サービス実行の終了及び関連するリソースの初期設定のための機能ルーチン

接続管理機能ルーチン

－　ＳＳＦ内でＩＮフィーチャ管理との相互動作を介して、レグやコネクションポイントを操作する機

能ルーチン

特殊リソース管理機能ルーチン

－　（ＳＲＦと相互動作する）ＳＬＥＭリソース管理を介して全体的かつ一様に特殊網リソースにアク

セスし、使用する機能ルーチン

ＯＡＭ機能ルーチン

－　ＯＡＭ動作への要求に応答し、また、ＯＡＭ関連情報（例えば、データ収集、トラヒック管理、エ

ラー処理、課金）を収集する機能ルーチン

５．各サービス機能の機能アーキテクチャへのマッピング

5.1　機能モデル

5.1.1　信号網接続能力セット１の機能モデル

　本標準で対象とする機能モデルの型を図 2-5-1/JT-Q1218-b に示す。

　本節では上記の機能エンティティＦＥ１、ＦＥ４及び相互関係 r3 に対する情報フロー（ＩＦ）を定義す

る。本節で記述される手順は、本標準の情報フローを特定のサービスに適用する場合の各情報フローの利

用方法を規定している。

5.1.2　機能エンティティの表記

　図 2-5-1/JT-Q1218-b における機能エンティティ（ＦＥ）は以下に示す能力を持つ。

ＦＥ１：網ＡのＳＳＦ（以下ではＳＳＦと記述）

ＦＥ４：網ＢのＳＣＦ（以下ではＳＣＦと記述）

　ＳＳＦ－ＳＣＦ間の相互関係を相互関係 r3 で示す。

図２－５－１／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ　信号網接続における機能モデル

＊

網Ａ 網Ｂ

 FE1

ＳＳＦ ＳＣＦ

r3 FE4
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5.2　信号網接続能力セット１の情報フロー

5.2.1　概要

　本節では信号網接続の対象となるサービス機能を提供するための情報フローについて記述する。サービ

ス機能を以下に示す。

－　番号翻訳機能

－　イベント報告機能

－　再接続機能

－　ユーザ相互動作機能

－　網間ハンドオフ機能

－　網Ａ、網ＢのＳＳＦの同時制御

　また、サービス機能から派生する機能とは別に、以下の機能に相当する情報フローも含んでいる。

－　呼解放機能

－　活性化試験機能

　各サービス機能と情報フローとの対応付けを以下に示す。

番号翻訳機能: イニシャルＤＰ(Initial DP)、接続(Connect)

イベント報告機能: ＢＣＳＭイベント報告要求(Request Report BCSM Event)、

ＢＣＳＭイベント報告(Event Report BCSM)

再接続機能: ＢＣＳＭイベント報告要求(Request Report BCSM Event)、

ＢＣＳＭイベント報告(Event Report BCSM)、接続(Connect)

ユーザ相互動作機能: 暫定接続確立(Establish Temporary Connection)、

順方向接続切断(Disconnect Forward Connection)

網間ハンドオフ機能: 接続(Connect)

網Ａ、網ＢのＳＳＦの同時制御機能：

ＢＣＳＭイベント報告要求(Request Report BCSM Event)、

接続(Connect)、ＢＣＳＭイベント報告(Event Report BCSM)

呼解放機能: 呼解放(Release Call)

活性化試験機能: 活性化試験(Activity Test)、

活性化試験応答(Activity Test Response)

5.2.2　信号網接続の基本手順

　本節では各サービス機能毎の手順について記述する。

5.2.2.1　番号翻訳機能に関わる手順

5.2.2.1.1　概要

　発呼の後、網Ａが接続情報を網Ｂに問合せる手順は以下の通りである。

　ＳＳＦは検出したトリガ条件に応じてＳＣＦに加入者の接続条件を照会する。ＳＣＦは必要な加入者条

件等を参照し、適切な接続情報をＳＳＦに応答として返送する。
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5.2.2.1.2　情報フローダイヤグラム

図２－５－２／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ　番号翻訳機能に関わる手順

5.2.2.2　イベント報告機能に関わる手順

5.2.2.2.1　概要

　ＳＣＦがサービス論理からイベント報告を必要とする場合、ＳＳＦに対してイベント報告の要求を行う。

ＳＳＦは指定されたイベントを検出した際にそのイベントをただちにＳＣＦへ報告する。

5.2.2.2.2　情報フローダイヤグラム

図２－５－３／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ　イベント報告機能に関わる手順

5.2.2.3　再接続機能に関わる手順

5.2.2.3.1　概要

　ＳＣＦはサービス論理から接続先話中時／無応答時の再接続先をＳＳＦに指定することができる。この

場合、ＳＣＦはＳＳＦに対し着側話中／無応答イベントの報告を事前に要求している。ＳＳＦは該当イベ

ントをＳＣＦに報告し、ＳＣＦはこれを受けて再接続先をＳＳＦに通知する。

網Ａ  網Ｂ

ＳＳＦ ＳＣＦ

r3

イニシャルＤＰ(Initial DP)

接続(Connect)

ＳＳＦ ＳＣＦ

r3

網Ａ 網Ｂ

ＢＣＳＭイベント報告(Event Report BCSM)

ＢＣＳＭイベント報告要求(Request Report BCSM Event)
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5.2.2.3.2　情報フローダイヤグラム

図２－５－４／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ　再接続機能に関わる手順

5.2.2.4　ユーザ相互動作機能に関わる手順

5.2.2.4.1　概要

　ＳＣＦは、サービスアシスト手順により網Ｂの特殊リソースを用いてユーザ相互動作するため、ＳＳＦ

に対して網Ｂと暫定的に接続するよう要求する。

　ユーザ相互動作が終了すると、ＳＣＦはＳＳＦへ網Ｂとの暫定接続を切断するよう要求し、網Ｂのリソー

スは解放される。

5.2.2.4.2　情報フローダイヤグラム

(注)　アシスト中の網Ｂの動作（ユーザ相互動作）は本標準の対象外

図２－５－５／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ　ユーザ相互動作機能に関わる手順（アシスト）

ＳＳＦ ＳＣＦ

r3

網Ａ  網Ｂ

ＢＣＳＭイベント報告(Event Report BCSM)

ＢＣＳＭイベント報告要求(Request Report BCSM Event)

接続(Connect)

ＳＳＦ ＳＣＦ

r3

網Ａ 網Ｂ

順方向接続切断(Disconnect Forward Connection)

暫定接続確立(Establish Temporary Connection)

ア　シ　ス　ト　中　　(注)
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5.2.2.5　呼解放機能に関わる手順

5.2.2.5.1　概要

　ＳＣＦは呼のあらゆる段階で、呼の解放をＳＳＦに指示することがある。ＳＳＦはこれを受けて、その

呼に関わるすべてのベアラ接続及び接続リソースを解放する。

5.2.2.5.2　情報フローダイヤグラム

図２－５－６／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ　呼解放機能に関わる手順

5.2.2.6　活性化試験機能に関わる手順

5.2.2.6.1　概要

　ＳＣＦはＳＳＦとの相互関係が継続して確立しているか否かをＳＳＦへ確認する。相互関係が確立して

いる場合、ＳＳＦはＳＣＦに応答を返送する。応答が無い場合、ＳＣＦはＳＳＦとの相互関係が障害中で

あると認識する。

5.2.2.6.2　情報フローダイヤグラム

図２－５－７／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ　活性化試験機能に関わる手順

 ＳＳＦ ＳＣＦ

r3

網Ａ 網Ｂ

 呼解放(Release Call)

 ＳＳＦ  ＳＣＦ

r3

網Ａ 網Ｂ

 活性化試験応答(Activity Test Response)

活性化試験(Activity Test)
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5.2.2.7　網間ハンドオフ機能に関わる手順

5.2.2.7.1　概要

　ＳＣＦはＳＳＦに対して、網Ｂへの中継接続を指示するのと同時に、ＳＣＦ－ＳＳＦ間の制御相互関係

を解除することを要求する。ＳＳＦは網Ｂとの接続の確立を要求し、それ以降の呼制御は網Ｂに閉じて実

施する。

5.2.2.7.2　情報フローダイヤグラム

(注１)　相関ＩＤとＳＣＦ　ＩＤを含む

(注２)　網間ハンドオフ中の網Ｂの動作は本標準の対象外

図２－５－８／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ　網間ハンドオフ機能に関わる手順

5.2.2.8　網Ａ、網ＢのＳＳＦの同時制御機能に関わる手順

5.2.2.8.1　概要

　ＳＣＦはＳＳＦに対して、ＤＰ処理を要求する一方で、網Ｂへの接続を指示する。ＳＳＦはＳＣＦとの

制御相互関係を保持しながら網Ｂとの接続を確立し、網ＢのＳＳＦはＳＣＦとの制御相互関係を確立する。

網ＢのＳＣＦは網ＡのＳＳＦと網ＢのＳＳＦを同時に制御する。

　網ＡのＳＳＦは当該イベントを検出すると網ＢのＳＣＦへそのイベントを報告する。

 ＳＳＦ  ＳＣＦ

r3

網Ａ 網Ｂ

接続(Connect) （注１）

網　間　ハ　ン　ド　オ　フ　中　(注２)
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5.2.2.8.2  情報フローダイヤグラム

(注１)　相関ＩＤとＳＣＦ　ＩＤを含む

(注２)　網Ｂ内の動作は本標準の対象外

図２－５－９／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ　網Ａ、網ＢのＳＳＦの同時制御機能に関わる手順

６．ＦＥ間の相互関係

6.1　概要

　本章では、本標準第４編に定義された抽象構文と一貫した形式で、ＦＥからＦＥのインタフェース上へ

の情報フロー（ＩＦ）のマッピングを提供する。

　関連するＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．１２０４の 4.1 節は、ＦＥ間の相互関係のアーキテクチャの側面を記述して

いる。

6.2　相互関係

　能力セット１では、情報フローは次のような相互関係に対して定義される。

ＳＣＦ－ＳＳＦ（Ｄ）

　括弧内の文字はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．１２１１に定義された対応する機能インタフェ－スを示す。

　情報フローは、ＳＳＦとＳＲＦ間にも発生するが、これらはＩＮベースのサービスフィーチャの実行に

関連しないため、能力セット１では定義しないことに注意。

 ＳＳＦ  ＳＣＦ
r3

網Ａ 網Ｂ

 接続(Connect)　（注１）

網 B 内 ＳＣＦ－ＳＳＦ 間 制 御 相 互 関 係 確 立、

および同時制御中　（注２）

BCSM イベント報告要求(Request Report BCSM Event)

ＢＣＳＭイベント報告(Event Report BCSM)
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　各相互関係に対しては、以下の情報が与えられる。

i)　相互関係が確立、終了されうる条件

ii）相互関係に関与する二つのエンティティ間の、アルファベット順の情報フロー

　各情報フローに関しては、次のような項目が示されている。

a.　情報フローの名前

b.　関係しているＦＥの相互関係（例、ＳＳＦからＳＣＦ，あるいはＳＣＦからＳＳＦ）

c.　情報フローにおける各情報要素（ＩＥ）の名前。各ＩＥについて、それがＩＦに含めなければなら

ない必須（Ｍ）であるか、あるいはＩＥが省略されうることを示すオプション（Ｏ）であるかを示す。

もしそのＩＥがオプションであれば、オプションとなる詳細な条件とデフォルト値が与えられる。

d.　各ＩＥの記述。信号プロトコルにおけるパラメータへのマッピングは本標準第４編２章で与えられ

る。

e.　ＩＦと対応するＦＥモデル間のマッピング。これは、該当ＩＦが送信あるいは受信される前（事前

条件）と後（事後条件）の条件の形で記述される。二者間呼セグメントへのマッピングのみが記述さ

れていることに注意すること。能力セット１のＩＦは呼セグメント内の単一話者に限定されているに

も係わらず、二者間呼セグメントに適用されるかもしれない。

6.3　ＦＥ間の情報フロー

　二つのＦＥ間の情報フローは、要求／応答のペアもしくは要求だけのいずれかからなる。情報フローは、

物理プレーンにある対応する物理エンティティ間の信号メッセージとは１対１にマッピングされないかも

しれないことに注意。

　必要があれば、ＳＣＦはＦＥ間の複数の情報フローを協調させる。協調が必要な情報フローの順序につ

いてふれている。

　二つのＦＥ間のＩＦの完全なセットは、これらのＦＥ間の相互関係を定義する。

　必要なところには、他の情報フローの作用を取り消すための特定の情報フローが定められている。

　本章と５章において、エラー条件に関連するＩＦは記述されていないことに注意。

6.4　ＳＣＦ－ＳＳＦ相互関係

6.4.1　概要

　ＳＣＦとＳＳＦ間の相互関係は、ＳＳＦが送信したＳＣＦへの指示要求の結果確立されるか、もしくは

ＳＣＦの呼の開始要求、または非呼関連要求により確立される。

　ＳＣＦとＳＳＦ間の相互関係は、通常ＳＣＦの要求で終了する。ＳＳＦもまた、相互関係を終了させる

かもしれない。（例えばエラーの場合）

　能力セット１では、１つのＳＣＦが複数のＳＳＦと同時に複数の相互関係を持つことができる。１つの

ＳＳＦは、与えられた呼に対して、同時に１つのＳＣＦとのみ相互関係を持つことができる。これは監視

相互関係ではなく、制御相互関係を示すことに注意。

　ＳＳＦはＳＣＦから呼関連のＩＥを受信した時、それを対応する呼情報の代わりに用い、他の呼情報は

全て保持する。これは、全ての呼処理関連メッセージに適用される。
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6.4.2　ＳＣＦとＳＳＦ間の情報フロー

6.4.2.1　サービスフィルタ活性化 (Activate Service Filtering)

6.4.2.2　活性化試験 (Activity Test)

a.　ＦＥ相互関係：ＳＣＦからＳＳＦ

b.　概要

　このＩＦは、ＳＣＦとＳＳＦ間の相互関係が継続して存在しているかどうか確認するのに用いる。相互

関係がまだ存在している場合は、ＳＳＦは活性化試験応答 (Activity Test Response)で応答する。応答がない

場合、ＳＣＦはＳＳＦに何らかの障害があったと想定し、適切な動作をとる。

c.　情報要素

呼ＩＤ(Call ID) （Ｍ）

d.　ＩＥ記述

呼ＩＤ(Call ID)

　このＩＥは、ＳＣＦとＳＳＦ間の相互関係の特定インスタンスを示す。ＩＮ能力セット１の物理プ

レーンでは、これはＴＣトランザクションＩＤにマッピングされる。

e.　ＦＥモデルへのマッピング

　５章信号網接続能力セット１の情報フローの活性化試験機能に関わる手順を参照のこと。

6.4.2.3　活性化試験応答 (Activity Test Response)

a.　ＦＥ相互関係：ＳＳＦからＳＣＦ

b.　概要

　このＩＦは、活性化試験 (Activity Test)ＩＦへの応答である。

c.　情報要素

呼ＩＤ(Call ID) （Ｍ）

d.　ＩＥ記述

呼ＩＤ(Call ID)

　以前に定義した通り。

e.　ＦＥモデルへのマッピング

　５章信号網接続能力セット１の情報フローの活性化試験機能に関わる手順を参照のこと。

＃

＊

＊

＊

＊
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6.4.2.4　情報分析完了 (Analysed Information)

6.4.2.5　情報分析 (Analyse Information)

6.4.2.6　課金適用 (Apply Charging)

6.4.2.7　課金適用報告 (Apply Charging Report)

6.4.2.8　アシスト指示要求 (Assist Request Instructions)

6.4.2.9　呼ギャップ (Call Gap)

6.4.2.10　呼情報報告 (Call Information Report)

6.4.2.11　呼情報要求 (Call Information Request)

6.4.2.12　呼情報要求取消 (Cancel Call Information Request)

6.4.2.13　状態報告要求取消 (Cancel Status Report Request)

6.4.2.14　情報収集完了 (Collected Information)

6.4.2.15　情報収集 (Collect Information)

6.4.2.16　接続 (Connect)

a.　ＦＥ相互関係：ＳＣＦからＳＳＦ

b.　概要

　このＩＦは、既存の呼設定フェーズにおいて決定した着信先への呼を生成するため、または呼を他の着

信先へ転送するために使用される。

c.　情報要素

呼ＩＤ (Call ID) （Ｍ）

ルーチング対地アドレス (Destination Routing Address) （Ｍ）

相関ＩＤ (Correlation ID) （Ｏ）

ＳＣＦ ＩＤ (SCF ID) （Ｏ）

付加発番号 (Additional Calling Party Number) （Ｏ）

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＊

＊
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d.　ＩＥ記述

呼ＩＤ (Call ID)

　以前に定義した通り。

ルーチング対地アドレス (Destination Routing Address)

　このＩＥは、ルーチング可能なアドレスを示す。

相関ＩＤ (Correlation ID)

　このＩＥは、接続 (Connect)がハンドオフ手順のコンテクストで使用されている場合に使用される。相関

ＩＤ (Correlation ID)は、呼がハンドオフされる先のＳＳＦによりＳＣＦに渡される。

ＳＣＦ ＩＤ (SCF ID)

　このＩＥは、接続 (Connect)がハンドオフ手順のコンテクストで使用されている場合に使用される。

　これによって、呼がハンドオフされる先のＳＳＦが、どのＳＣＦにアシスト指示すべきか、識別可能と

なる。

発付加番号 (Additional Calling Party Number)

　このＩＥは、発信した回線の契約番号以外の番号（付加サービスなどで網運用者と合意している番号）

を示す。（例えば、ＶＰＮ内線番号）

e.　ＦＥモデルへのマッピング

　この情報フローは、二者間呼セグメント用の発側ＢＣＳＭにおける通信中ＰＩＣの前にのみ適用する。

ＳＣＦ事前条件： (1)　ＳＣＦとＳＳＦ間に制御相互関係が存在する。

(2)　ＳＬＰＩは、接続(Connect)ＩＦをＳＣＦが送出するべきと決定済である。

ＳＣＦ事後条件： (1)　ＳＬＰＩ実行は続行してもよい。

ＳＳＦ事前条件： (1)　発呼手順が起動されている。

(2)　基本呼処理がＤＰで中断されている。

(3)　呼は応答前である。

(4)　着信先情報とオプションの呼設定情報はＳＣＦによって提供される。

ＳＳＦ事後条件： (1)　ＳＳＦは、呼を特定の着信先へルーチングまたは転送するため、呼処理動

作を実行する。

(2)　ＤＰ３、５、７、１０または例外に遭遇する。

6.4.2.17　リソース接続 (Connect to Resource)

6.4.2.18　継続 (Continue)

＊

＊

＃

＃

＊

＊
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6.4.2.19　順方向接続切断 (Disconnect Forward Connection)

a.　ＦＥ相互関係：ＳＣＦからＳＳＦ

b.　概要

　このＩＦは、アシスト手順が適用されている一対のＳＳＦのうち、アシストを行っていないＳＳＦに送

出される。これは、起動ＳＳＦとアシストＳＳＦ間、およびアシストＳＳＦと関連するＳＲＦ間のコネク

ションを切断するために使用される。（これらは、暫定接続確立 (Establish  Temporary Connection) 情報フ

ローを用いて適切に設定されたものである。）

c.　情報要素

呼ＩＤ (Call ID) （Ｍ）

d.　ＩＥ記述

　以前に定義した通り。

e.　ＦＥモデルとのマッピング

　ＳＣＦは、二者間呼セグメントにおいて、ＳＳＦがサービスアシストを終了するために、この情報フロー

を送出する。

　５章信号網接続能力セット１の情報フローのアナウンス送出に関わる手順を参照のこと。

6.4.2.20　暫定接続確立 (Establish Temporary Connection)

a.　ＦＥ相互関係：ＳＣＦからＳＳＦ

b.　概要

　このＩＦは、サービスアシスト手順の一部として、起動ＳＳＦとアシストＳＳＦ間のコネクションを生

成するために使用される。

c.　情報要素

呼ＩＤ (Call ID) （Ｍ）

アシストＳＳＦ／ＳＲＦルーチングアドレス (Assisting SSF/SRF Routing Address) （Ｍ）

相関ＩＤ (Correlation ID) （Ｏ）

レグＩＤ (Leg ID) （Ｏ）

ＳＣＦ ＩＤ (SCF ID) （Ｏ）

d.　ＩＥ記述

アシストＳＳＦ／ＳＲＦルーチングアドレス (Assisting SSF/SRF Routing Address)

　このＩＥは、相関ＩＤ (Correlation ID)とＳＣＦ ＩＤ (SCF ID)が独立に指定されない限り、相関ＩＤ

(Correlation ID)とＳＣＦ ＩＤ (SCF ID)を含むことができる。

＊
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相関ＩＤ (Correlation ID)

　このＩＥは、相関ＩＤ (Correlation ID)がアシストＳＳＦ／ＳＲＦルーチングアドレス (Assisting SSF/SRF

Routing Address)に設定されていない場合にのみ使用される。相関ＩＤ (Correlation ID)は、アシストＳＳＦ

によりＳＣＦに渡される。

レグＩＤ (Leg ID)

　このＩＥは、網Ｂ内のＳＲＦと話者がユーザ相互動作するときに、接続すべき話者を示す。

ＳＣＦ ＩＤ (SCF ID)

　このＩＥは、ＳＣＦ ＩＤ (SCF ID)がアシストＳＳＦ／ＳＲＦルーチングアドレス (Assisting SSF/SRF

Routing Address)に設定されていない場合にのみ使用される。これによって、アシストＳＳＦがどのＳＣＦ

にアシスト指示要求 (Assist Request Instructions)を送信すべきか、識別可能となる。

e.　ＦＥモデルとのマッピング

　ＳＣＦは、二者間呼セグメントにおいて、ＳＳＦがサービスアシストを起動するために、この情報フロー

を送出する。

　５章信号網接続能力セット１の情報フローのアナウンス送出に関わる手順を参照のこと。

6.4.2.21　課金イベント通知 (Event Notification Charging)

6.4.2.22　ＢＣＳＭイベント報告 (Event Report BCSM)

a.　ＦＥ相互関係：ＳＳＦからＳＣＦ

b.　概要

　このＩＦは、事前にＳＣＦのＢＣＳＭイベント報告要求 (Request Report BCSM Event)ＩＦにより要求さ

れていた呼関連イベント（例えば、話中や無応答のようなＢＣＳＭイベント）をＳＣＦに通知するために

使用される。

c.　情報要素

呼ＩＤ (Call ID) （Ｍ）

ＢＣＳＭイベント種別 (Event Type BCSM) （Ｍ）

その他呼情報 (Misc Call Info) （Ｏ）

ＢＣＳＭイベント特有情報 (Event Specific Information BCSM) （Ｏ）

レグＩＤ (Leg ID) （Ｏ）

d.　ＩＥ記述

ＢＣＳＭイベント種別 (Event Type BCSM)

　このＩＥは、特定のＢＣＳＭ ＤＰを示す。（例えば、発呼分析完了）

＊

＊

＃
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その他呼情報 (Misc Call Info)

　このＩＥは、イニシャルＤＰ(Initial DP)ＩＦで定義されているものと同様である。

ＢＣＳＭイベント特有情報 (Event Specific Information BCSM)

　このＩＥは、イベントに特有の呼関連情報を含んでいる。（例えば、ＥＤＰ特有情報）

レグＩＤ (Leg ID)

　このＩＥは、呼の話者を識別するために使用する。特定の話者に特有のイベントを報告するために、二

者通話で必要である。（例えば、ある話者または他方からの切断の監視）レグＩＤが提供されない場合は、

デフォルト値として話者Ａを想定する。

e.　ＦＥモデルへのマッピング

　ＳＳＦは、二者間呼セグメント用のＢＣＳＭにおいてＥＤＰを検出すると、ＳＣＦにこの情報フローを

送出する。

ＳＳＦ事前条件： (1)　発呼手順が起動されている。

(2)　ＥＤＰとして設定されたＤＰでイべントを検出した。

ＳＳＦ事後条件： (1)　ＥＤＰ－Ｒの検出時には、基本呼処理はＤＰで中断され、制御相互関係

が継続する。

(2)　ＥＤＰ－Ｎの検出により、基本呼処理は進行する。ＥＤＰ－Ｒが設定さ

れていない場合で、かつ１つ以上のＥＤＰ－Ｎが設定されている場合、制

御相互関係は継続しない。

ＳＣＦ事前状態： (1)　ＳＬＰＩが起動されている。

(2)　ＢＣＳＭイベント報告要求 (Request Report BCSM Event)ＩＦが、ＳＬＰ

Ｉの要求で送信されていて、ＳＬＰＩはＳＳＦからのイベント報告を待っ

ている。

ＳＣＦ事後状態： (1)　報告待ち状態のＳＬＰＩが処理を続行できる。

(2)　ＥＤＰ－Ｒに対して、ＳＳＦ指示が準備中である。

6.4.2.23　課金情報供給 (Furnish Charging Information)

6.4.2.24　網内呼保留 (Hold Call In Network)

6.4.2.25　イニシャルＤＰ (Initial DP)

a.　ＦＥ相互関係：ＳＳＦからＳＣＦ

b.　概要

　このＩＦは、ＢＣＳＭ内の任意のＤＰでトリガが検出されたとき、ＳＣＦからの指示を要求するために、

ＳＳＦによって生成される。

＃

＃
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c.　情報要素

呼ＩＤ (Call ID) （Ｍ）

サービスキー (Service Key) （Ｏ）

ダイヤル番号 (Dialed Digits) （Ｏ）

発番号 (Calling Party Number) （Ｏ）

発ユーザ種別 (Calling Party’s Category) （Ｏ）

その他呼情報 (Misc Call Info) （Ｏ）

端末種別 (Terminal Type) （Ｏ）

発サブアドレス (Calling Party Sub Address) （Ｏ）

順方向呼表示 (Forward Call Indicators) （Ｏ）

伝達能力 (Bearer Capability) （Ｏ）

ＢＣＳＭイベント種別 (Event Type BCSM) （Ｏ）

契約者番号(Contractor Number) （Ｏ）

料金区域情報(Charge Area Information) （Ｏ）

d.　ＩＥ記述

　前述の定義に次を追加する。

サービスキー (Service Key)

　このＩＥは、ＳＣＦ内の正しいアプリケーション／ＳＬＰを指定するために、使用される。（ＳＣＰア

ドレスではない）

　（注）例えば、ＳＣＦに直接サービスを通知するか、またはサービスを決定するためにどの他のパラメー

タ（例えば、ダイヤル番号、発信者識別）を調べるべきかをＳＣＦに通知する。このＩＥは、各ＳＳＰに

おいて、必要なトリガ基準に対し、データがすべて設定されていなければならない。この値は網運用者に

よって制御および定義されるべきである。

ダイヤル番号 (Dialed Digits)

　このＩＥは、（ＳＳＦが発加入者線交換機の場合は）発信者からＳＳＦが受信する実際の番号、または

（その他の場合は）呼を処理している前段のＳＳＦからＳＳＦが受信する実際の番号を含む。

発ユーザ種別 (Calling Party’s Category)

　このＩＥは、発信者の種別（例えば、オペレータ、公衆電話、通常の加入者）を示す。

その他呼情報 (Misc Call Info)

　このＩＥは、ＤＰ種別（要求）とＤＰ割当（加入者回線、または局ごと）のシーケンスである。ＤＰ種

別とＤＰ割当は、網運用者オプションである。

端末種別 (Terminal Type)

　このＩＥは、ＳＣＦに対して端末の種別（例えば、ＤＴＭＦホン、ＩＳＤＮ端末）を示す。ＳＣＦはこ

の情報を使用して、最も適当なユーザ相互動作の形式（例えば、インバンドアナウンス）を決定する。こ

の情報がない場合は、「不定」が送出されることがある。端末種別 (Terminal Type)の「オプション」は、

ＳＳＦがこの情報を入手できる場合に、このＩＥが適用されることを示す。

＊

＊
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発サブアドレス (Calling Party Sub Address)

　このＩＥは、（利用可能ならば）発信者のサブアドレス情報を含む。

順方向呼表示 (Forward Call Indicators)

　このＩＥは、呼が国内呼または国際呼として扱われなければならないことを示す。これは、網アクセス

の信号能力、前段の網コネクション、および後段の網コネクションの望ましい信号能力も示す。網アクセ

ス能力は、端末種別を表示しない。例えば、ＩＳＰＢＸは、ＩＳＤＮアクセス種別を持つが、ＩＳＰＢＸ

の配下にあるエンドユーザ端末は、ＩＳＤＮまたは非ＩＳＤＮであるかもしれない。

伝達能力 (Bearer Capability)

　このＩＥは、ユーザに対する伝達能力コネクションの種別を示す。このＩＥは、ＳＳＦが加入者線交換

機にある場合は、ＤＳＳ１伝達能力パラメータの値を含み、ＳＳＦが中継交換機にある場合は、ＩＳＵＰ

ユーザサービス情報パラメータの値を含む。このＩＥは、ＤＳＳ１伝達能力パラメータ、またはＩＳＵＰ

ユーザサービス情報パラメータがＳＳＰで利用可能の場合は、「イニシャルＤＰ (Initial DP)」オペレーショ

ンに含まれなければならない。

ＢＣＳＭイベント種別 (Event Type BCSM)

　このＩＥは、「イニシャルＤＰ (Initial DP)」オペレーション起動のもととなる、設定されたＢＣＳＭ検

出ポイントのイベントを示す。

契約者番号(Contractor Number)

　網が管理する契約者の番号を示す。標準ＪＴ－Ｑ７６２「契約者番号」信号情報と同じ。

料金区域情報(Charge Area Information)

　発信者の料金区域を示す。標準ＪＴ－Ｑ７６２「料金区域情報」信号情報と同じ。

e.　ＦＥモデルへのマッピング

　ＳＳＦは、二者間呼セグメント用のＢＣＳＭにおいてＤＰを検出すると、ＳＣＦにこの情報フローを送

出する。

ＳＳＦ事前条件： (1)　発呼手順が起動されている。

(2)　ＤＰにてイベントが検出された。

(3)　ＤＰ基準が合致した。

(4)　ＴＤＰ－Ｒの検出時には、呼セグメントに影響を及ぼす既存の制御相互関係が

ない。

ＳＳＦ事後条件： (1)　ＴＤＰ－Ｒの検出により、基本呼処理はＤＰで中断され、制御相互関係が確立

されている。

ＳＣＦ事前条件： なし。

ＳＣＦ事後条件： (1)　ＳＬＰＩが起動された。

(2)　ＴＤＰ－ＲまたはＥＤＰ－Ｒに対して、ＳＳＦ指示が準備中である。

＊

＊

＊

＊
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6.4.2.26　網起動呼生成 (Initiate Call Attempt)

6.4.2.27　発側－応答 (O_Answer)

6.4.2.28　発側－着信者話中 (O_Called_Party_Busy)

6.4.2.29　発側―切断（O_Disconnet）

6.4.2.30　発側―通信中信号（O_MidCall）

6.4.2.31　発側―無応答（O_No_Answer）

6.4.2.32　発呼分析完了（Origination Attempt Authorized）

6.4.2.33　呼解放（Release Call）

a.　ＦＥ相互関係：ＳＣＦからＳＳＦ

b.　概要

　このＩＦは、呼の任意の状態で現存の呼を終了させるために使用する。

c.　情報要素

呼ＩＤ(Call ID) （Ｍ）

理由表示(Cause) （Ｍ）

d.　ＩＥ記述

　前述の定義に、次を追加する。

理由表示(Cause)

　このＩＥは、使用する解放方法を定義するために使用される。省略された場合は、通常切断のデフォル

ト値が想定される。

注：（ＢＣＳＭ相互動作とは別の）いくつかの取扱方法がこのＩＦとともに実行できる（例えば、ユーザ

相互動作や課金）。例としては、着側の取扱方法として、特定のトーンの送出がある。

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃
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e.　ＦＥモデルへのマッピング

　このＩＦは、二者間呼セグメント用の発側、または着側呼処理の任意の状態で適用する。

ＳＣＦ事前条件： (1)　ＳＬＰＩが起動されている。

(2)　ＳＣＦとＳＳＦ間に制御相互関係が存在する。

(3)　ＳＬＰＩは、ＳＣＦが呼解放(Release Call)ＩＦを送出すべきと決定済みである。

ＳＣＦ事後条件： (1)　ＳＬＰＩ実行は続行してもよい。

ＳＳＦ事前条件： (1)　呼手順がﾞ起動されている。

ＳＳＦ事後条件： (1)　呼セグメントの中の発側ＢＣＳＭはＰＩＣ１へ遷移する。

(2)　呼セグメントは開放されている。

6.4.2.34　課金イベント通知要求（Request Notification Charging Event）

6.4.2.35　ＢＣＳＭイベント報告要求（Request Report BCSM Event）

a.　ＦＥ相互関係：ＳＣＦからＳＳＦ

b.　概要

　このＩＦは、ＳＳＦに呼関連イベント（例えば、話中や無応答のようなＢＣＳＭイベント）を監視し、

イベントが検出された時（ＢＣＳＭイベント報告（Event Report BCSM）ＩＦを参照）、ＳＣＦに通知を送

り返すように要求するために使用される。

c.　情報要素

呼ＩＤ(Call ID) （Ｍ）

ＢＣＳＭイベント表(BCSM Event List) （Ｍ）

d.　ＩＥ記述

　前述の定義に、次を追加する。

ＢＣＳＭイベント表(BCSM Event List)

　このＩＥの構成は、下記サブＩＥの１つまたは２つ以上の組み合わせを含む表である。

イベント種別(Event Type) （Ｍ）

監視モード(Monitor Mode) （Ｍ）

レグＩＤ(Leg ID) （Ｏ）

ＤＰ特有判断基準(DP Specific Criteria) （Ｏ）

　イベント種別(Event Type)は，特定のＢＣＳＭのＤＰ（例えば、収集情報完了 、発側―着信者話中）を

示す。このＩＦは、発側ＢＣＳＭで、ＢＣＳＭイベントを要求するためにのみ使用できる点に注意のこ

と。

＃
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　監視モード(Monitor Mode)は、イベントが検出された時、呼処理を中断すべきか、および如何にしてイ

ベントを報告するかを指定する。 このサブＩＥの値は、中断、通知し継続または透過である。中断（即

ち、呼処理への割り込み）は、ＳＳＦがＳＣＦにイベントを通知し、イベントの処理や信号の伝達を行

わず、ＳＣＦの指示を待つことを意味する（例えば、ＢＣＳＭイベントをＥＤＰ－Ｒとして取り扱う場

合）。通知し継続（即ち、イベントの写し通知）は、ＳＳＦがＳＣＦにイベントを通知し、ＳＣＦの指

示を待たずにイベントや信号の処理を継続することを意味する（例えば、ＢＣＳＭイベントをＥＤＰ―

Ｎとして取り扱う場合）。透過は、ＳＳＦがＳＣＦにイベントを通知しないことを意味する。この値は

前に要求されたイベントの監視を終了するために使用される（例えば、ＥＤＰの解除の場合）。前に要

求されたイベントは透過の監視モードにより終了されるまで、またはＢＣＳＭイベントの場合は、呼の

終わりまで監視される。

　レグＩＤ(Leg ID)は、二者間（あるいはそれ以上）呼において、特定の通話者の特有なイベントの監視

のために必要とされる（例えば、ある通話者、または他の通話者からの切断を監視する場合）。レグＩ

Ｄ(Leg ID)が提供されない場合は、デフォルト値が想定される。

　ＤＰ特有判断基準(DP Specific Criteria)は、設定されるべきＥＤＰに対する特有情報を示す。これはアプ

リケーションタイマを指定する。

　アプリケーションタイマ(Application Timer)は、イベント種別が「無応答」の時だけ使用される。こ

れは、ＳＳＦが無応答イベントを報告する前に応答信号を監視すべき時間を指定するために使用され

る。このタイマの値は、発側加入者線交換機に設定される場合を除いて、網の無応答タイマより短く

しなければならない。このタイマが満了すると、ＳＳＦは、着信者の応答との衝突を回避するために、

着信者への順方向接続を切断しＳＣＦに通知する。

e.　ＦＥモデルへのマッピング

　このＩＦは、呼セグメント、ＢＣＳＭに適用する。これは、発側ＢＣＳＭについて、呼処理の如何なる

状態でも適用できる。

ＳＣＦ事前条件： (1)　ＳＬＰＩは起動されている。

(2)　ＳＣＦとＳＳＦの間に制御相互関係が存在する。

(3)　ＳＬＰＩは、ＳＣＦがＢＣＳＭイベント報告要求(Request Report BCSM Event)

ＩＦを送出すべきと決定済みである。

ＳＣＦ事後条件： (1)　監視モードが中断、または通知し継続である場合は、ＳＬＰＩはＳＳＦから

のイベント通知を待っている。

(2)　ＳＬＰＩの実行は続行してもよい。

ＳＳＦ事前条件： (1)　発呼手順が起動されている。

ＳＳＦ事後条件： (1)　指定ＥＤＰが指定通りに、設定または解除される。

(2)　全ＥＤＰ－Ｒが解除された場合は、相互関係は非制御相互関係となる。

(3)　基本呼処理がＤＰで中断されると、ＳＳＦはＳＣＦからの指示を待つ。
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6.4.2.36　状態報告要求（Request Status Report）

6.4.2.37　タイマ再設定（Reset Timer）

6.4.2.38　ルート選択失敗（Route Select Failure）

6.4.2.39　ファシリティ選択（Select Facility）

6.4.2.40　ルート選択（Select Route）

6.4.2.41　課金情報送出（Send Charging Information）

6.4.2.42　サービスフィルタ応答（Service Filtering Response）

6.4.2.43　状態報告（Status Report)

6.4.2.44　着側―応答（T_Answer）

6.4.2.45　着側―話中（T_Busy）

6.4.2.46　着側―切断（T_Disconnect）

6.4.2.47　着呼分析完了（Term Attempt Authorized）

6.4.2.48　着側―通信中信号（T_MidCall）

6.4.2.49　着側―無応答（T_No_Answer）

6.4.3　高度通話者処理

6.4.4　ＳＳＦ／ＣＣＦからＳＣＦへの情報フローの情報要素割当規則

　表 2-6-1/JT-Q1218-b に、各トリガから起動されるイニシャルＤＰ(Initial DP)ＩＦに含まれる情報要素につ

いて示す。

＃

＊

＊

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃
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表２―６－１／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ＊　各トリガから起動される

イニシャルＤＰ(Initial DP)ＩＦに含まれる情報要素

トリガ 情報要素

発呼分析完了

ＤＰ１

サービスキー（Service Key）

発番号(Calling Party Number)

発ユーザ種別(Calling Party Category)

その他呼情報(Misc Call Info)

端末種別(Terminal Type)

発サブアドレス(Calling Party Sub Address)

ＢＣＳＭイベント種別(Event type BCSM)

情報分析完了

ＤＰ３

サービスキー(Service Key)

ダイヤル番号(Dialed Number)

発番号(Calling Party Number)

発ユーザ種別(Calling Partys Category)

その他呼情報(Misc Call Info)

端末種別(Terminal Type)

発サブアドレス(Calling Party Sub Address)

順方向呼表示(Forward Call Indicators)

ベアラ能力(Bearer Capability)

ＢＣＳＭイベント種別(Event type BCSM)

契約者番号(Contractor Number)

料金区域情報(Charge Area Information)

6.4.4.1　情報分析完了（Analysed Information）

6.4.4.2　情報収集完了（Collected Information）

6.4.4.3　発側―応答（O_Answer）

6.4.4.4　発側―着信者話中（O_Called Party Busy）

6.4.4.5　発側―切断（O_Disconnect）

6.4.4.6　発側―無応答（O_No Answer）

6.4.4.7　発呼分析完了（Origination Attempt Authorized）

6.4.4.8　ルート選択失敗（Route Select Failure）

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃
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6.4.4.9　着側―応答（T_Answer）

6.4.4.10　着側―話中（T_Busy）

6.4.4.11　着側―切断（T_Disconnect）

6.4.4.12　着呼分析完了（Term Attempt Authorized）

6.4.4.13　着側―無応答（T_No Answer）

6.5　ＳＣＦ－ＳＲＦ相互関係

6.6　ＳＣＦ－ＳＤＦ相互関係

6.7　フローと関連するＳＩＢのまとめ

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃
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付属資料　Ａ

ＳＳＦ／ＳＣＦ相互関係シナリオ

（この付属資料は標準の不可欠な一部である）

　この付属資料はＳＳＦ／ＣＣＦとＳＣＦとの間のインテリジェントネットワークサービス制御相互関係

の性質を示すものである。ここでは一般的な用語と、正常時ならびに異常時の両方での考えられる制御お

よび監視シナリオを説明している。なお、情報フローに関する用語については理解を助けるためだけに掲

載されていることに注意のこと。相互関係が「制御」状態であるか、「監視」状態であるかは情報フロー

タイプによって決められるのではなく、むしろ、ＳＣＦから返されるＤＰの設定メッセージを検証し、か

つ設定されたＤＰタイプを検証することでＳＳＰが判定する。

a)　用語

　起動情報フローとはＳＳＦとＳＣＦの間で「制御ウインドウ」を開くものである。

　制御移管情報フローとはＳＳＦとＳＣＦの間で「制御ウインドウ」を閉じ、「監視ウインドウ」を開く

情報フローである。

　継続情報フローとはＳＳＦとＳＣＦの間の「制御ウインドウ」もしくは「監視ウインドウ」が開かれて

いる間に送られる情報フローである。

　終了情報フローとはＳＳＦとＳＣＦの間の「制御ウインドウ」を閉じるが「監視ウインドウ」は開かな

い情報フロー、もしくは「監視ウインドウ」を閉じる情報フローである。

　一方向情報フローとはＳＳＦとＳＣＦの間で送受されて「制御ウインドウ」もしくは「監視ウインドウ」

を開く情報フロー。この場合、一方向情報フローが送られたらすぐにウインドウは閉じられる。

　これらの用語は付図 2-A-1/JT-Q1218-b に示される。
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監視もしくは制御ウインドウ

起動情報フロー

継続情報フロー

制御移管情報フロー

継続情報フロー

終了情報フロー

一方向情報フロー

制御ウインドウ

監視ウインドウ

付図２－Ａ－１／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ　一般的な情報フロー用語

(ITU-T Q.1214)

b)　正常なＳＳＦ情報フロー

　ＤＰ通知情報フローはＳＳＦからＳＣＦに対してＤＰイベントを「報告」モードで報告する。

－ＴＤＰ－Ｎについては一方向情報フローのみ。（注）ＴＤＰ－Ｎは本標準の対象外である。

－ＥＤＰ－Ｎについては継続情報フローもしくは終了情報フローのみ。

　ＤＰ要求情報フローはＳＳＦからＳＣＦに対して「応答要求」モードでＤＰイベントの報告を行い、指

示を要求する。

－ＴＤＰ－Ｒについては起動情報フローのみ。

－ＥＤＰ－Ｒについては継続情報フローのみ。

c)　正常なＳＣＦ情報フロー

　即時指示情報フローはＳＣＦからＳＳＦにＤＰ要求情報フローの応答として即時に送られる。

－これは制御移管情報フロー、継続情報フロー、終了情報フローのどれかである。

　後続指示情報フローはＳＣＦからＳＳＦに対して即時指示情報フローに引き続いて送られる。

－これは制御移管情報フロー、継続情報フロー、終了情報フローのどれかである。

　非同期指示情報フローはＳＣＦからＳＳＦに対してＤＰ要求情報フローとは独立して送られる。

＊
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－　ＳＣＦが起動し、制御する呼については起動情報フローのみである。

－　以前の指示を取り消すためのものであれば、これは制御移管情報フローか継続情報フローか終了

情報フローである。

－　このほかのＳＣＦ起動による指示については、起動情報フロー、制御移管情報フロー、継続情報

フロー、終了情報フロー、一方向情報フローのどれかである。

d)　正常シナリオ

　以下に正常シナリオを a)項から c)項の用語を用いて図解する。

シナリオ　1)

付図２－Ａ－２／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ（１／１２）　ＳＳＦ／ＣＣＦ－ＳＣＦ　相互関係シナリオ

(ITU-T Q.1214)

　（注）ＴＤＰ－Ｎは本標準の対象外である。

シナリオ　2)

付図２－Ａ－２／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ　（２／１２）　ＳＳＦ／ＣＣＦ－ＳＣＦ　相互関係シナリオ

(ITU-T Q.1214)

＊

SCF

監視ウインドウ一方向情報フロー
DP通知

TDP-N

SSF

SCF

制御ウインドウ

起動情報フロー

終了情報フロー

DP要求

即時指示

TDP-R

SSF
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シナリオ　3)

SSF SCF

TDP-R

起動情報フロー
DP要求

即時指示

継続情報フローEDP-R

即時指示
制御移管情報フロー

DP要求

&EDP-R設定

&EDP-N 設定

EDP-N
DP通知

終了情報フロー

制御ウインドウ

監視ウインドウ

付図２－Ａ－２／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ　（３／１２）　ＳＳＦ／ＣＣＦ－ＳＣＦ　相互関係シナリオ

(ITU-T Q.1214)

シナリオ　4)

SSF SCF

TDP-R

起動情報フロー

DP要求

即時指示

継続情報フロー

EDP-N(A)
&EDP  A & B設定

EDP-R(B)

終了情報フロー

DP 通知

DP 要求

即時指示

制御ウインドウ

付図２－Ａ－２／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ　（４／１２）　ＳＳＦ／ＣＣＦ－ＳＣＦ　相互関係シナリオ

(ITU-T Q.1214)
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シナリオ　5)

SSF SCF

起動情報フロー
非同期指示

継続情報フロー

EDP-R

&EDP設定

終了情報フロー

DP要求

即時指示

（例　ホスト起動呼）

制御ウインドウ

付図２－Ａ－２／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ　（５／１２）　ＳＳＦ／ＣＣＦ－ＳＣＦ　相互関係シナリオ

(ITU-T Q.1214)

シナリオ　6)

SSF SCF

一方向情報フロー
非同期指示

起動情報フロー

TDP-R

終了情報フロー

DP要求

即時指示

（例　ホスト起動呼）

１～４，７の
ケースのどれ
にもあり得る 制御ウインドウ

付図２－Ａ－２／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ　（６／１２）　ＳＳＦ／ＣＣＦ－ＳＣＦ　相互関係シナリオ

(ITU-T Q.1214)
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シナリオ　7)

SSF SCF

TDP-R

起動情報フロー
イベント要求

DP指示
継続情報フロー

&EDP-N設定

EDP-N

終了情報フロー
DP通知

後続指示
制御移管情報フロー

制御ウインドウ

監視ウインドウ

付図２－Ａ－２／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ　（７／１２）　ＳＳＦ／ＣＣＦ－ＳＣＦ　相互関係シナリオ

(ITU-T Q.1214)

e)　異常情報フロー

　エラー情報フローはＳＳＦとＳＣＦ間でそれ以前に受信した情報フローのエラーや応答タイムアウトを

報告するために送受される。

－これは継続情報フローまたは終了情報フローでありうる。

（注）この情報フローは分散機能プレーンにおいては明確に区別されない。しかし、本標準第４編に

おいて個々のオペレーションについて記述されているように、物理プレーンのプロトコルでは区

別されている（例：ＴＣのリターンエラーまたはアボート）。

f)　異常制御シナリオ

　以下に異常制御シナリオを a)項から c)項、ならびに e)項の用語を用いて図解する。

シナリオ　1)

SSF SCF

TDP-R/EDP-R

起動／継続情報フロー
DP要求

エラー
終了情報フロー

制御ウインドウ

付図２－Ａ－２／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ　（８／１２）　ＳＳＦ／ＣＣＦ－ＳＣＦ　相互関係シナリオ

(ITU-T Q.1214)
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シナリオ　2)

SSF SCF

TDP-R/EDP-R

起動／継続情報フロー
DP要求

エラー
終了情報フロー

継続情報フロー
即時指示

制御ウインドウ

付図２－Ａ－２／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ　（９／１２）　ＳＳＦ／ＣＣＦ－ＳＣＦ　相互関係シナリオ

(ITU-T Q.1214)

シナリオ　3)

SSF SCF

TDP-R/EDP-R

起動／継続情報フロー
DP要求

エラー
終了情報フロー

タイムアウト 制御ウインドウ

付図２－Ａ－２／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ　（１０／１２）　ＳＳＦ／ＣＣＦ－ＳＣＦ　相互関係シナリオ

(ITU-T Q.1214)
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シナリオ　4)

SSF SCF

TDP-R/EDP-R

起動／継続情報フロー
DP要求

エラー 終了情報フロー

継続情報フロー

即時指示

後続指示 制御ウインドウ

付図２－Ａ－２／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ　（１１／１２）　ＳＳＦ／ＣＣＦ－ＳＣＦ　相互関係シナリオ

(ITU-T Q.1214)

シナリオ　5)

SSF SCF

起動情報フロー
非同期指示

終了情報フロー

SCF起動呼

エラー
制御ウインドウ

付図２－Ａ－２／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ　（１２／１２）　ＳＳＦ／ＣＣＦ－ＳＣＦ　相互関係シナリオ

(ITU-T Q.1214)
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付属資料　Ｂ

ＢＣＳＭ　ＳＤＬ図

（この付属資料は標準の不可欠な一部である）

　4.2.2.2 節のＢＣＳＭ記述はハイレベルな概観的な図と文章で構成されている。ＢＣＳＭの理解を助ける

ために、この付属資料の付図 2-B-5/JT-Q1218-b から付図 2-B-6/JT-Q1218-b に示したＳＤＬ図は、図と文章

による記述情報を１つにまとめた形で図版により表現している。これは図解情報であり、4.2.2.2 節と併せ

て解釈されるべきものである。基本的な機能モデルのＳＤＬ図が付図 2-B-1 と付図 2-B-3 に示されているが、

これは図 2-3-1/JT-Q1218-b および 4.2.2.2 節を基にしている。ＳＳＦ　ＤＰ処理のＳＤＬ図は図 2-4-11/JT-

Q1218-b に示されており、この付属資料には含まれていない。

　ここでのＳＤＬ図は 4.2.2.2 節から次のように作成されている。

－　ＤＰはＳＤＬ状態に直にマッピングしており、ＣＣＦ処理がＳＳＦからの指示を待って中断する

呼／コネクション処理ポイントを表している。

－　ＤＰ状態に続く入力はＳＳＦ処理からの内部入力か、ユーザによる途中放棄または切断入力のど

ちらかである。

－　ＰＩＣはＳＤＬ状態遷移、つまり、一連の動作としてモデル化している。しかしながら、ＰＩＣ

動作の文章記述によれば、ＰＩＣは（例えば）発側ＢＣＳＭからの応答を待ち合わせなければなら

ないとされており、この状態はＳＤＬ図の中で明示的にモデル化してある。簡易化のために、いく

つかのＩＴＵ－Ｔ勧告 Q.71（１９９３）またはＩＴＵ－Ｔ勧告 Q.931（１９８８）による状態をま

とめて一つにしているところがあるかもしれないが、基本的には対応する Q.71 および Q.931 の状態

が使われている。 ＩＴＵ－Ｔ勧告 Q.71 ならびにＩＴＵ－Ｔ勧告 Q.931 に基づいた状態はＩＮのサー

ビス論理が起動されうる呼／コネクション処理ポイントでは無い。

－　ＩＴＵ－Ｔ勧告 Q.71 またはＩＴＵ－Ｔ勧告 Q.931 に基づいた状態に続く入力は、例えば網からの

応答のように、ＩＮの機能であるＳＳＦ論理の範囲外のイベントに限られている。

－　ＰＩＣでは異なった処理結果がある。例えば、成功時のＤＰと不成功時の例外処理など。この要

求条件に対してはＳＤＬにおける判定処理を用いてモデル化している。

－　4.2.2.2.3 節で許されている再開点とＩＮ状態遷移についての情報も含まれている。

－　4.2.2.3 節に記述されているような、ユーザと網との間での通知の詳しい記述は盛り込んでいない。

ＢＣＳＭ処理のシーケンスに関わる通知については含まれている。
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　ＳＤＬへの詳細化の第一段階が付図 2-B-1/JT-Q1218-b に示されている。これは拡張されたＢＣＳＭの概

略図であり、図 2-4-3/JT-Q1218-b に対応するものである。この図では、ＤＰとＰＩＣが別のエンティティで

あることを示すために、ＤＰとＰＩＣは分離している。ＩＴＵ－Ｔ勧告 Q.71 ならびにＩＴＵ－Ｔ勧告 Q.931

ベースの状態も含まれているが、ＩＮサービス論理に対しては異なる状態であることを示すために、ＤＰ

の状態とは区別して描かれている。ＤＰとＰＩＣを分離したことにより、シーケンスをモデル化している

図中の線が、ＳＤＬのイベントか（ＤＰもしくはＩＴＵ－Ｔ勧告 Q.71／Q.931 状態から出ている線）、処

理動作の結果か（ＰＩＣから出ている線）区別して正確に示されている。

　より詳細なＳＤＬ化への途中段階のものが付図 2-B-3/JT-Q1218-b のＳＤＬ（一部分）に示されている。

この図では、各状態で許容されているＳＤＬイベントを示すための入力シンボルと、ＰＩＣからの処理結

果をモデル化した判定シンボルを追加している。

　付図 2-B-4/JT-Q1218-b は用いられているＳＤＬシンボルを説明している。付図 2-B-5/JT-Q1218-b はＩＮ

機能モデルのＳＤＬ表現が描かれている。付図 2-B-6/JT-Q1218-b は発側ＢＣＳＭの処理図である。

　本付属資料付図 2-B-1～B-6/JT-Q1218-b に示される網掛け部は本標準では適用されないことを示す。 ＊
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空き

PIC 1

DP 1

PIC 2

DP 2

PIC 3

DP 3

PIC 4

DP 7

着信側からの
応答待ち

DP 4

DP 5

DP 6

PIC 5

通信中

DP 8

DP 9

PIC 6
DP 10

呼のポイント

検出ポイント

Q.71 または Q.931
状態

キー

（本標準で非適用のも
のは、網掛けで示す）

付図２－Ｂ－１／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ　＊　詳細化された発側ＢＣＳＭ

(ITU-T Q.1214)
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空き

ＰＩＣ１

結果

ＰＩＣ６

例外

ＤＰ１

続行

ＰＩＣ２ＤＰ１０

結果

Ａ

Ａ

例外

発呼要求

プロセス　発側ＢＣＳＭ概略

ＳＳＦより

継続指示

発呼者

途中放棄

ＳＳＦより

継続指示

続行

空き

空き ＤＰ２

付図２－Ｂ－３／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ　＊　発側ＢＣＳＭの概要ＳＤＬの一部

(ITU-T Q.1214) （本標準で非適用のものは網掛けで示す）
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ブロック

プロセス

スタート

状態および次の状態

入力

セーブ

出力

判定

コネクタ

テキスト

コメント

付図２－Ｂ－４／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ　ＳＤＬシンボルセットの説明

(ITU-T Q.1214)
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システム　ＢＣＳＭ

／＊
ＢＣＳＭとＣＣＦ／ＳＳＦ相互関係について
注目した分散機能プレーンにおけるＩＮ機
能モデル
＊／

FE1 /* CCAF,

話者Ａ側 */

IN　/* SCF,
SDF, SRF */

FE2B /* SSF */

FE2A /* CCF */ FE3 /* CCF */

C7

C8

C5

C6

C3

C4

C1

C2

C9 C10

C11 C12

付図２－Ｂ－５／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ （ページ１／３）　ＢＣＳＭとＣＣＦ／ＳＳＦ相互関係につい

(ITU-T Q.1214) て注目した分散機能プレーンにおけるＩＮ

機能モデルのＳＤＬ表現
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ブロック　ＦＥ２Ａ　／＊　ＣＣＦ　＊／

発側ＢＣＳＭ

Ｃ３

Ｃ４

Ｃ５

Ｃ６

Ｓ１

Ｓ２

Ｓ３／５

Ｓ４／６

Ｓ７ Ｓ８

Ｃ９ Ｃ１０

／＊

能力セット１においては制御ＢＣＳＭのみがＳ７

／Ｓ８のルートでＳＳＦと相互動作する。
4.2.2.2節参照
＊／

付図２－Ｂ－５／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ （ページ２／３）　＊　発側ＢＣＳＭを示すための

(ITU-T Q.1214) ＣＣＦブロックの展開図



- 93 - ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ

／＊
この処理の詳細については図 2-4-11
/JT-Q1218-b参照
＊／

ブロック　ＦＥ２Ｂ　／＊　ＳＳＦ　＊／

ＳＳＦ　ＤＰ処理

Ｓ９

Ｓ１０

Ｓ１１

Ｓ１２

Ｃ９

Ｃ１０

Ｃ１１

Ｃ１２

付図２－Ｂ－５／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ （ページ３／３）　ＳＳＦブロックの展開図

(ITU-T Q.1214)
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プロセス　発側ＢＣＳＭ

／＊

発側ＢＣＳＭについては 4.2.2.2節参照

ＩＴＵ－Ｔ勧告 Q.71の用語を方向指示のために使用している．
Ｂ　逆方向（話者Ａ方向）
Ｆ　順方向（話者Ｂ方向）
＊／

SETUP req.ind
／＊　ＣＣＡＦ
より　＊／

一括手順

Ａ

発呼分析

成功

例外処理

Q.71 に従って呼
解放

PIC6

ＳＳＦに
DP1_digit_der

tected

空き

Q.71: digit by digit

sendingの場合，Originating

Screeningを行う

Q.71:理由判定

BCSM:ＰＩＣ６の

開始

ページ　１（１１）

Yes

ページ４

YesNo

ＣＣＦはＳＳＦに検出
ポイントに遭遇したこ
とを通知
ＳＳＦはＤＰ処理を行う

ＤＰ　発呼分析完了
（Origination

Attempt_Authorized）

ＳＳＦ応答待ち

Q.931 状態：空
Q.71 状態：IDLE

ＢＣＳＭ：空き状態はＰＩＣ１の一部

発呼受付（Outgoing call attempt）

ＢＣＳＭ：ＰＩＣ１処理の開始

NO

DP1_dig_by_dig

空き

付図２－Ｂ－６／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ （ページ１／１１）　発側ＢＣＳＭのＳＤＬ

(ITU-T Q.1214)
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プロセス　発側ＢＣＳＭ

　処理継続

／＊ＳＳＦより＊／

DP1_dig_by_dig

Wait_for_
Digits

Q.71 の状態

ページ　２（１１）

ＣＣＡＦへの Q.71 信号で
アドレス情報を求める

ＤＰ：発呼分析完了
　（Origination_Attempt_Authorized）
この状態はページ９と１０にも現れる

ＣＣＡＦへ確認応答

／＊req.ind.＊／

Wait_for_Digits

ADDL_ADDR
／＊ＣＣＡＦから
の req.ind＊／

ADDL_END
／＊ＣＣＡＦから
の req.ind＊／

アドレス情
報ＯＫ

アドレス情
報ＯＫ

ＰＩＣ
６

発 呼 可

ADDL_ADDR,
ADDR_END

／＊ＣＣＡＦ＊／

ページ１

No No

Yes Yes

No

Yes

ＰＩＣ２の開始
次のケースが含まれる
　ＤＰが設定されていない
　新データで置き換え

ＰＩＣ
３Ａ

付図２－Ｂ－６／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ （ページ２／１１）　＊　発側ＢＣＳＭのＳＤＬ

(ITU-T Q.1214)
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プロセス　発側ＢＣＳＭ

ＤＰ３
／＊情報分析完了

（Analysed_Information）
＊／

ページ　３（１１）

数字不足

No

Yes
No

Yes

ルーチングアドレ
スを決定するため

に情報分析

成功

ＳＳＦに
ＤＰ３　検出

Wait_for_
More_Digits

ADDL_ADDR,
ADDL_END

／＊ＣＣＡＦから＊／

数字蓄積

ＰＩＣ
３Ａ

ＰＩＣ
６

ＰＩＣ３の開始

ＰＩＣ
３Ａ

付図２－Ｂ－６／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ （ページ３／１１）　＊　発側ＢＣＳＭのＳＤＬ

(ITU-T Q.1214)
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プロセス　発側ＢＣＳＭ ページ　４（１１）

／＊
一括手順の場合
＊／ Ａ

発呼分析

成功

ＰＩＣ
６ ＳＳＦに

ＤＰ１ 検出
／＊ 一括手順 ＊／

ＤＰ１

処理継続

／＊ ＳＳＦより ＊／

Q.71: Originating
Screening,  Process
Attempt

発呼分析完了
（Origination
_Attempt_Authorized）

ＤＰ１状態はページ９と

１０にも現れる

Yes

No

ページ１

ＰＩＣ
３

付図２－Ｂ－６／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ （ページ４／１１）　＊　発側ＢＣＳＭのＳＤＬ

(ITU-T Q.1214)
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プロセス　発側ＢＣＳＭ ページ　５（１１）

／＊
一括手順の場合
＊／

ルーチングアドレ
スを決定するため

に情報分析

成功

ＰＩＣ
６

ＳＳＦに
ＤＰ３　検出

ＤＰ３
/* 情報分析完了
（Analyzed_Information）
 */

Yes

No

ページ１

ＰＩＣ
３

ＰＩＣ３の開始

付図２－Ｂ－６／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ （ページ５／１１）　＊　発側ＢＣＳＭのＳＤＬ

(ITU-T Q.1214)
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プロセス　発側ＢＣＳＭ ページ　６（１１）

ページ１

ルーチングアドレ
スと呼種別を判定

する

ルートビ
ジー

Wait_for_
terminating_
end_response

ＤＰ３状態は
ページ９と１０
にも現れる

No

ＤＰ３

／＊ 情報分析完了

(Analysed_Information)

＊／

処理継続

／＊ ＳＳＦより ＊／

ＰＩＣ
４

ＰＩＣ４の
開始

ＰＩＣ
６

Ａ話者の呼設
定権限確認

成功 ＰＩＣ
６

次のケースが含まれる
　トリガが設定され

ていない
新データで置き換え

Yes

No ページ１

Yes

付図２－Ｂ－６／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ （ページ６／１１）　＊　発側ＢＣＳＭのＳＤＬ

(ITU-T Q.1214)
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ＤＰ７検出

ＤＰ７

プロセス　発側ＢＣＳＭ ページ　７（１１）

Wait_for_
terminating_
end_response

ＰＩＣ４の一部
状態はページ１０にも現
れる

ＳＳＦへ ＳＳＦへ
ＤＰ６検出

ＣＣＡＦへ

呼出中報告
ＳＳＦへ
ＤＰ５検出

／＊発側－応答
(O_Answer) ＊／

Ｂユーザ応答 Ｂユーザ無応答 Ｂユーザ呼出中 Ｂユーザ話中

ＤＰ６
／＊発側－無応答
(O_No_Answer)＊／

Wait_for_
terminating_
end_response

ＤＰ５
／＊ 発側－着信者話中
(O_Called_Party_Busy)
＊／

処理継続 処理継続

接続完了

／＊ＰＩＣ５開始＊／

CCAFにSETUP
resp.conf

課金開始

呼の監視

通信中

処理継続

ＰＩＣ
６

／＊
ＤＰ５とＤＰ６の状態はページ９と１０にも現れる
ＤＰ７の状態はページ１１にも現れる
＊／

ページ１ ページ１ ＰＩＣ
６

／＊ＳＳＦから＊／／＊ＳＳＦから＊／／＊ＳＳＦから＊／

付図２－Ｂ－６／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ （ページ７／１１）　＊　発側ＢＣＳＭのＳＤＬ

(ITU-T Q.1214)
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プロセス　発側ＢＣＳＭ ページ　８（１１）

通信中
通信中状態はページ11に
も現れる

接続失敗
／＊網から＊／

ＰＩＣ
６

ページ１

付図２－Ｂ－６／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ （ページ８／１１）　＊　発側ＢＣＳＭのＳＤＬ

(ITU-T Q.1214)
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プロセス　発側ＢＣＳＭ ページ　９（１１）

これらの状態は他のペー
ジに現れる

ＰＩＣ３
へ遷移

ＰＩＣ４
へ遷移

ＰＩＣ１
へ遷移

ＰＩＣ
３

ＰＩＣ
４

呼解放

空き

ページ５

ページ６

／＊
この処理は次のケースの共通的なものである．
ＤＰ１および DP1_dig_by_dig　　－　発呼分析完了(Origination_Attempt_Authorized)
ＤＰ３　－　情報分析完了(Analyzed_Information)
ＤＰ５　－　発側－着信者話中(O_Called_Party_Busy)
ＤＰ６　－　発側－無応答(O_No_Answer)
ＤＰ９　－　発側－切断(O_Disconnect) (着信者切断のみ）

ＳＣＦがＳＳＦへ異なるＰＩＣからの再開処理を指示することで、以下のような制御処理
フローがとられる可能性がある。　4.2.2.2.3 節、基暴呼を越えるＩＮ遷移を参照。
＊／

ＤＰ１，DP1_dig_by_dig
ＤＰ３，ＤＰ５
ＤＰ６，ＤＰ９Ｂ

付図２－Ｂ－６／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ （ページ９／１１）　＊　発側ＢＣＳＭのＳＤＬ

(ITU-T Q.1214)
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プロセス　発側ＢＣＳＭ ページ　１０（１１）

DISCONNECT
／＊CCAFからの
req.ind ＊／

処理継続

／＊ＳＳＦより＊／

空き

ＤＰ１０

／＊
話者Ａが途中放棄した場合の処理動作
＊／

ＳＳＦに

ＤＰ１０検出

ＤＰ１０

発ユーザ切断によ
る通常解放処理

／＊
ＤＰ１，DP1_dig_by_dig
ＤＰ３，Wait_for_digits
ＤＰ５，ＤＰ６
Waiting_for_terminating_end_response
これらの状態は他のページに現れる
＊／

／＊発側－途中放棄
(O_Abandon) ＊／

／＊発側－途中放棄
(O_Abandon) ＊／

付図２－Ｂ－６／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ （ページ１０／１１）　＊　発側ＢＣＳＭのＳＤＬ

(ITU-T Q.1214)
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プロセス　発側ＢＣＳＭ ページ　１１（１１）

ＤＰ７

通信中

DISCONNECT
／＊CCAFからの
req.ind＊／

話者Ｂ切断

空き

ＤＰ９Ａ

／＊
話者Ａと話者Ｂの切断シーケ
ンス．応答後で，非同期のケース
＊／

ＳＳＦにＤＰ９検出
／＊レグは話者Ａ＊／

話者Ｂ起動によ
る解放

話者Ｂ切断 処理継続

／＊ＳＳＦから＊／

話者Ａ起動によ

る解放

空き

ＳＳＦにＤＰ９検出
／＊レグは話者Ｂ＊／

ＤＰ９Ｂ
／＊発側－切断
(O_Disconnect)＊／

DISCONNECT
処理継続

これらの状態は他の

ページに現れる

この状態での他の入力は

ページ９を参照
／＊発側－切断
(O_Disconnect)＊／

／＊ＳＳＦから＊／
／＊CCAFからの
req.ind＊／

付図２－Ｂ－６／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ （ページ１１／１１）　＊　発側ＢＣＳＭのＳＤＬ

(ITU-T Q.1214)
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第２編　付録　Ｉ

信号網接続の基本手順の補足説明

１．概要

　本付録は 5.2.2 節に記述されている各サービス毎の信号網接続の基本手順の内、以下の３つの手順につい

て理解を助けるために、本標準の範囲外である機能エンティティ間の情報フローを含めた手順の例を記述

したものである。

－　ユーザ相互動作機能に関わる手順

－　網Ａと網Ｂ間の網間ハンドオフ機能に関わる手順

－　網Ａ、網Ｂのサービス交換機能の同時制御機能に関わる手順

２．機能モデル

　本付録で対象とする機能モデルを付図 2-I-1/JT-Q1218-b に示す。

　本付録では機能エンティティＦＥ１、ＦＥ２、ＦＥ３、ＦＥ４及び相互関係 r3，r6 に対する情報フロー

（ＩＦ）と相互関係 r2 に関するベアラ接続制御信号を用いて手順を記述する。このうちＦＥ２、ＦＥ３及

び相互関係 r6, 網Ｂ内 r3 に対する情報フロー（ＩＦ）と相互関係 r2 に関するベアラ接続制御信号及び相互

関係 r5 に関するベアラ接続制御信号と情報フローは本標準の対象外であることに注意すること。

付図 2-I-1/JT-Q1218-b における機能エンティティ（ＦＥ）は以下に示す能力を持つ。

ＦＥ１：網ＡのＳＳＦ／ＣＣＦ（網ＡのＳＳＦを以下ではＳＳＦと記述）

ＦＥ２：網ＢのＳＳＦ／ＣＣＦ

ＦＥ３：網ＢのＳＲＦ（以下ＳＲＦと記述）

ＦＥ４：網ＢのＳＣＦ（以下ＳＣＦと記述）

　ＳＳＦ－ＳＣＦ間の相互関係を相互関係 r3 で、網ＡのＣＣＦ－網ＢのＣＣＦ間の相互関係を相互関係 r2

で、ＳＣＦ－ＳＲＦ間の相互関係を相互関係 r6 で示す。

付図２－Ｉ－１／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ　信号網接続における機能モデル

網Ｂ

FE3

網Ａ

 FE1

SCF

r3

FE4

SSF

CCF

SSF

CCF
r2

SRF
r3

r6

FE2

r5

＊
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３．情報フロー

3.1　ユーザ相互動作機能に関わる手順の補足説明

3.1.1　概要

　ＳＣＦは、サービスアシスト手順により網Ｂの特殊リソースを用いてユーザ相互動作するため、網Ａの

ＳＳＦに対して、網Ｂと暫定的に接続するよう要求する暫定接続確立(Establish Temporary Connection)ＩＦ

を送出する。このＩＦには、暫定接続要求元のＳＣＦを識別するＳＣＦ　ＩＤ、及び相関ＩＤ　ＩＥが含

まれており、網ＡのＳＳＦ／ＣＣＦはこれらを含めたＩＡＭメッセージにより、網ＢのＳＳＦ／ＣＣＦと

接続を行う。

　網ＢのＳＳＦはＳＣＦ　ＩＤにより識別されるＳＣＦと相互関係を確立するために、アシスト指示要求

(Assist Request Instruction)ＩＦを送出し、相関ＩＤ　ＩＥを通知する。網ＢのＳＣＦは網ＡのＳＳＦとの相

互関係と網ＢのＳＳＦとの相互関係を関連づけ、網ＢのＳＲＦとの接続を確立してユーザ相互動作する。

　ユーザ相互動作が終了すると、ＳＣＦは網ＡのＳＳＦへ網Ｂとの暫定接続を切断するよう要求し、網Ｂ

の特殊リソースは解放される。

　網Ｂ内での手順は本標準の対象外であり、付図に示している網Ｂ内の処理は一例である。また、相互関

係 r5 に関するベアラ接続制御信号及び情報フローについては、本手順例では省略している。

3.1.2　情報フローダイヤグラム

ACM

ANM

暫定接続確立（Establish Temporary Connection）　[SCF ID，相関 ID]

イニシャルＤＰ（Initial DP）

IAM [SCF ID，相関 ID]

ＳＣＦ

網Ａ 網Ｂ

ＳＳＦ／

ＣＣＦ
ＳＳＦ／

（ＳＲＦ）
ＣＣＦ

アシスト指示要求（Assist Request Instruction） [相関 ID]

r3,r6
r3
r2

リソース接続（Connect To Resource）

アナウンス送出／ユーザ情報収集（Play

Announcement / Prompt And Collect  User

　Information）

ユーザ相互動作

特殊リソース報告／　収集ユーザ情報

（Specialized Resource Report / Collected

　User Information）

順方向接続切断（Disconnect Forward Connection）

REL

付図 ２－Ｉ－２／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ　ユーザ相互動作機能に関わる手順の例
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3.2　網Ａと網Ｂの網間ハンドオフ手順に関わる手順の補足説明

3.2.1　概要

　ＳＣＦは、網ＡのＳＳＦに対して、網Ｂの中継接続を指示するのと同時に、網ＡのＳＳＦ－ＳＣＦ間の

制御相互関係を解除することを要求する。この接続(Connect)ＩＦには網間ハンドオフ要求元のＳＣＦを識

別するＳＣＦ　ＩＤ、及び相関ＩＤ　ＩＥが含まれており、網ＡのＳＳＦは網ＢのＳＣＦとの相互関係を

解除し、これらを含めたＩＡＭメッセージにより、網ＢのＳＳＦ／ＣＣＦと接続を行う。

　網ＢのＳＳＦはＳＣＦ　ＩＤにより識別されるＳＣＦと相互関係を確立するために、アシスト指示要求

(Assist Request Instruction)ＩＦを送出し、相関ＩＤ　ＩＥを通知する。ＳＣＦは相関ＩＤ　ＩＥにより解除

した網Ａとの相互関係に関連づけ、これ以降の呼制御は網Ｂに閉じて実施することができる。

　網Ｂ内での手順は本標準の対象外であり、付図に示している網Ｂ内の処理は一例である。

3.2.2　情報フローダイアグラム

接続（Connect） [SCF ID，相関 ID]

IAM [SCF ID，相関 ID]

ＳＣＦ

網Ａ 網Ｂ

ＳＳＦ／

ＣＣＦ ＳＳＦ／

ＣＣＦ

アシスト指示要求（Assist Request Instruction） [相関 ID]

r3
r3
r2

網間ハンドオフ中

付図 ２－Ｉ－３／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ　網Ａと網Ｂ間の網間ハンドオフ機能に関わる手順の例

3.3　網Ａ、網Ｂのサービス交換機能の同時制御機能に関わる手順

3.3.1　概要

　ＳＣＦは網ＡのＳＳＦに対して、ＤＰ処理を要求する一方で、網Ｂへの接続を指示する。この接続(Connect)

ＩＦには、要求元のＳＣＦを識別するＳＣＦ　ＩＤ、及び相関ＩＤ　ＩＥが含まれており、網ＡのＳＳＦ

／ＣＣＦはこれらを含めたＩＡＭメッセージにより、網ＢのＳＳＦ／ＣＣＦと接続を行う。

　網ＢのＳＳＦはＳＣＦ　ＩＤにより識別されるＳＣＦと相互関係を確立するために、アシスト指示要求

(Assist Request Instruction)ＩＦを送出し、相関ＩＤ　ＩＥを通知する。網ＢのＳＣＦは網ＡのＳＳＦとの相

互関係と網ＢのＳＳＦとの相互関係を関連づける。網ＢのＳＣＦは網ＡのＳＳＦとの相互関係と網ＢのＳ

ＳＦとの相互関係を保持しながら、両者を同時に制御する。

　付図に示す例では、網ＡのＳＳＦは当該イベントを検出するとＳＣＦへそのイベントを報告する。

　また、ＳＣＦから網ＡのＳＳＦに対してＢＣＳＭイベント報告要求(Request Report BCSM Event)及び接続

(Connect)ＩＦを送出するケースもありうる。

　網Ｂ内での手順は本標準の対象外であり、付図に示している網Ｂ内の処理は一例である。
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3.3.2　情報フローダイアグラム

イニシャルＤＰ（Initial DP）

IAM [SCF ID，相関 ID]

ＳＣＦ

網Ａ 網Ｂ

ＳＳＦ／

ＣＣＦ ＳＳＦ／

ＣＣＦ

アシスト指示要求（Assist Request Instruction） [相関 ID]

r3

r3

r2

ＢＣＳＭイベント報告要求（Request Report BCSM Event）

接続（Connect） [SCF ID, 相関 ID]

ＢＣＳＭイベント報告（Event Report BCSM）

同時制御中

付図 ２－Ｉ－４／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ　網Ａ、網Ｂのサービス交換機能の同時制御機能に

関わる手順の例
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第３編　物理プレーン

　本標準において、「能力セット１」とは、本標準第１編２．２．１節に記述されている「信号網接続に

よるサービス提供形態１」の形態により、同編３節に記述される機能をサポートするために必要な能力で

あり、その仕様は、

(1) 　ＩＮの一般的概念を含むＩＴＵ－Ｔ勧告能力セット１からのダウンストリーム

(2) 　ＴＴＣ特有追加部分の記述

から構成される。

　これまでの検討経過により、トランザクション機能（ＴＣ）とトランザクション機能応用部（ＴＣＡＰ）

という用語は同じ位置付けで使用されている。

１．概要

　この標準は、能力セット１でのＩＮアーキテクチャの物理プレーンを記述する。一般的なＩＮ物理プレー

ンの情報はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．１２０５に含まれている。

　ＩＮ概念モデルの物理プレーンは、異なる物理エンティティとこれらのエンティティ間のインタフェー

スを識別する。

　物理プレーンアーキテクチャはＩＮ概念モデルと一致すべきである。ＩＮ概念モデルは以下の主要な目

的を満たすＩＮアーキテクチャを設計するために使われうる道具である。

－　サービスインプリメンテーション非依存

－　網インプリメンテーション非依存

－　ベンダ及び技術非依存

　物理プレーンアーキテクチャを開発するときに、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．１３０ステージ３のサービス記述

方法（ノードの機能的な仕様とノード間プロトコルの詳細な記述を含む）を使用してもよい。

２．要求条件と仮定

2.1　要求条件

　物理プレーンアーキテクチャの鍵となる要求条件は以下の通りである。

－　能力セット１の分散機能プレーンにおける機能エンティティを、能力セット１の物理エンティティ

上に配置することができる。

－　１つあるいはそれ以上の機能エンティティを、同じ物理エンティティ上に配置してもよい。

－　１つの機能エンティティを２つの物理エンティティ間に分割することはできない。

（すなわち、機能エンティティは１つの物理エンティティ内に完全に配置される。）

－　機能エンティティの二重のインスタンスを、同一の物理エンティティではなく、異なる物理エン

ティティに配置することができる。

－　物理アーキテクチャを形成するため、物理エンティティをまとめることができる。

－　物理エンティティは標準のインタフェースを提供してもよい。

－　機能エンティティのマッピングと標準のインタフェースにもとづいた物理エンティティを、ベン

ダが開発できなければならない。

－　完成された技術と利用できるようになった新技術を、ベンダがサポートできなければならない。

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊
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2.2　仮定

　物理プレーンアーキテクチャの開発のために以下の仮定がなされる。

－　ＩＮ概念モデルがＩＮ物理アーキテクチャを開発する道具として使われる。

－　現存の及び新しい技術を、物理エンティティを開発するために使うことができる。

－　分散機能プレーンの機能エンティティと物理プレーンの標準インタフェースの仕様が、ネットワー

クベンダ非依存とサービス非依存を可能にするであろう。

－　能力セット１では、サービスのサポートのために、十分な数のインタフェースが認められるであ

ろう。サービス生成とＯＡＭ機能は含まれないであろう。

３．物理エンティティ（ＰＥ）

　この節は、信号網接続による能力セット１をサポートするためのＰＥの選択を記述する。その選択は、

能力セット１をサポートするための他のどんなＩＮ ＰＥのアプリケーションを除外もしくは禁止するもの

ではない。

a)　サービス交換局（ＳＳＰ）

　ユーザに網へのアクセスを提供し（ＳＳＰが加入者線交換機の場合）、必要な交換機能を実行す

ることに加え、ＳＳＰはＩＮ能力のセットへのアクセスを可能にする。ＳＳＰはＩＮベースサービ

スへの要求を検出するための検出能力を含む。それはまた、サービス制御機能（ＳＣＦ）を含むサー

ビス制御局（ＳＣＰ）のような他のＰＥと通信する能力や、他のＰＥからの命令に応答する能力を

含む。機能上、ＳＳＰは呼制御機能（ＣＣＦ）、サービス交換機能（ＳＳＦ）、そして、ＳＳＰが

加入者線交換機であれば、呼制御エージェント機能（ＣＣＡＦ）を含む。それはまた、オプション

で特殊リソース機能（ＳＲＦ）を含むかもしれない。

b)　網アクセス局（ＮＡＰ）

c)　サービス制御局（ＳＣＰ）

　ＳＣＰは、ＩＮベースサービスを提供するために使用されるサービス論理プログラム（ＳＬＰ）

とデータを含む。ＳＣＰは信号網によってＳＳＰに接続される。サービスの信頼性を改善し、ＳＣ

Ｐ間で分担する負荷を少なくするために、複数のＳＣＰが同一のＳＬＰとデータを含むかもしれな

い。機能上、ＳＣＰはサービス制御機能（ＳＣＦ）とサービスデータ機能（ＳＤＦ）を含む。ＳＣ

Ｐはまた、ＳＳＰの中継機能を経由してＩＰに接続することもできる。

d)　アジャンクト（ＡＤ）

e)　インテリジェントペリフェラル（ＩＰ）

　ＩＰはカスタマイズされ結合された音声アナウンスや音声認識、ＤＴＭＦディジット収集のよう

なリソースを提供し、ユーザをこれらのリソースに接続するための交換マトリクスを含む。ＩＰは

ユーザと網との間の柔軟な情報相互動作をサポートする。機能上、ＩＰは特殊リソース機能（ＳＲ

Ｆ）を含む。ＩＰは直接１つあるいはそれ以上のＳＳＰに、そして／あるいは信号網に接続される

かもしれない。

＃

＃
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　ＳＣＰは、サービスの要求が検出されたところから、ＳＳＰに接続されているＩＰ内にあるリソー

スへユーザを接続するように、ＳＳＰに要求することができる。ＳＣＰはまた、別のＳＳＰに接続

されているＩＰ内にあるリソースへユーザを接続するように、ＳＳＰに要求することもできる。

f)　サービスノード（ＳＮ）

g)　サービス交換制御局（ＳＳＣＰ）

h)　サービスデータ局（ＳＤＰ）

４．マッピングの要求条件

－　2.1 に挙げられる物理プレーンアーキテクチャ要求条件が満たされるべきである。

－　機能エンティティは、認められたベンチマーク能力セット１サービスをサポートするように、物

理エンティティに配置されるべきである。

－　機能エンティティの物理エンティティへのマッピングは、現存の物理エンティティでの効率的な

インプリメンテーションを可能にしなければならない。

－　機能エンティティの物理エンティティへのマッピングは、サービスに依存しないインタフェース

経由での網機能間の標準的な通信を考慮に入れなければならない。

５．分散機能プレーンの物理プレーンへのマッピング

5.1　機能エンティティの物理エンティティへのマッピング

　この節は、能力セット１での機能エンティティの物理エンティティへのマッピングを提供し、ＰＥ間の

参照点を記述する。そうすることで、能力セット１での機能の適切な分散が確認され、標準に適した機能

インタフェースが強調される。この節で述べられているＰＥは説明が目的であり、能力セット１で可能な

機能のマッピングのみを意味しているわけではない。

　この節はいくつかのＰＥで作成される柔軟な物理アーキテクチャを記述する。それぞれのＰＥは、それ

のＩＮ機能を定義する、１つあるいはそれ以上の機能エンティティを含む。図３－５－１／ＪＴ－Ｑ１２

１８－ｂに示される物理アーキテクチャに含まれるＰＥは、サービス交換局（ＳＳＰ）、サービス制御局

（ＳＣＰ）、インテリジェントペリフェラル（ＩＰ）である。

　物理エンティティにマッピングされる機能エンティティの典型的なシナリオは、表３－５－１／ＪＴ－

Ｑ１２１８－ｂに示される。

＃

＃

＃
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表３－５－１／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ　＊　ＦＥのＰＥへのマッピングの典型的なシナリオ

(ITU-T Q.1215)

PEs FEs

SCF SSF/CCF SDF SRF

SSP - C - O

SCP C - C -

IP - - - C

 C 必須

 O オプション

 - 不可

　ＰＥとなる機能エンティティの、表に示されていない他の組合せを禁止すべきであるという意図はない。

　上記のマッピングは図３－５－１／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂに示される。それぞれのＰＥはそれに配置さ

れるいくつかの機能エンティティを持つ。図の実線はＰＥ間に存在する通話パスを示し、点線はＩＮベー

スサービスのためのアプリケーションレイヤメッセージを運ぶことができる信号パスを示す。
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物理エンティティ（ＰＥ）

ＩＰ インテリジェントペリフェラル

ＳＳＰ サービス交換局

ＳＣＰ サービス制御局

機能エンティティ（ＦＥ）

ＣＣＦ 呼制御機能

ＣＣＡＦ 呼制御エージェント機能

ＳＣＦ サービス制御機能

ＳＤＦ サービスデータ機能

ＳＲＦ 特殊リソース機能

ＳＳＦ サービス交換機能

図３－５－１／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ　＊　物理アーキテクチャのためのシナリオ

(ITU-T Q.1215)

インタフェース：

　ＳＣＰ－ＳＳＰ

Ｎｏ．７信号方式網

ＳＳＰ

ＳＳＦＣＣＦ

ＳＲＦ

ＣＣＡＦ

ＩＰ

ＳＲＦ

ＩＰ

ＳＲＦ

Ｎｏ．７信号方式網

網Ｂ

網Ａ

通話

信号

オプションのＦＥ

ＳＳＰ

ＳＳＦＣＣＦ

ＳＲＦ

ＣＣＡＦ

ＳＣＦ

ＳＣＰ

ＳＤＦ
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5.2　ＦＥ－ＦＥ相互関係のＰＥ－ＰＥ相互関係へのマッピング

　能力セット１の範囲に入るＦＥ－ＦＥインタフェースは、

1)　ＳＳＦ－ＳＣＦ

である。

　ＰＥ－ＰＥインタフェースへのマッピングは表３－５－２／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂで提供される。

　表３－５－２／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂは本標準によって包含されるかもしれないすべての可能なＰＥ－

ＰＥ相互関係の完全なリストということではない。

表３－５－２／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ　＊　ＰＥ－ＰＥ関係へのＦＥ－ＦＥ関係

(ITU-T Q.1215)

ＦＥ－ＦＥ ＰＥ－ＰＥ

ＳＳＦ－ＳＣＦ ＳＳＰ－ＳＣＰ

5.3　下位プロトコルプラットフォームの選択

　この節は、能力セット 1での物理アーキテクチャの要素間の候補インタフェースを記述する。インタフェー

スは以下のものが確認されている。

－　ＳＣＰ－ＳＳＰ

　ＩＮベースサービスによって要求されるアプリケーションレイヤメッセージを運ぶためのこれらの候補

インタフェースのために、現存の下位レイヤプロトコルが提案されている。したがって、能力セット１で

の標準化努力の焦点はアプリケーションレイヤプロトコルにある。アプリケーションレイヤでは、アプリ

ケーションレイヤメッセージが異なった符号化あるいはフォーマットがされても、異なるインタフェース

が運ぶメッセージは意味上、同じ内容を表すべきである。例えば、ＳＳＰ内のＳＳＦとＳＣＰ内のＳＣＦ

との間のメッセージは、同じ情報を含むべきである。次の節は、これらのインタフェースでの利用のため

に提案されたいくつかのプロトコルを示す。

5.3.1　ＳＣＰ－ＳＳＰインタフェース

　ＳＣＰとＳＳＰ間のインタフェースのために提案された下位プロトコルプラットフォームは、Ｎｏ．７

信号方式の信号接続制御部（ＳＣＣＰ）／メッセージ転送部（ＭＴＰ）上のトランザクション機能（ＴＣ）

である。

5.3.2　ＡＤ－ＳＳＰインタフェース

5.3.3　ＩＰ－ＳＳＰインタフェース

5.3.4　ＳＮ－ＳＳＰインタフェース

5.3.5　ＳＣＰ－ＩＰインタフェース

＃

＃

＃

＃
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5.3.6　ＡＤ－ＩＰインタフェース

5.3.7　ＳＣＰ－ＳＤＰインタフェース

5.3.8　ユーザインタフェース

　ユーザはＩＮ能力を利用する、ＩＮに対する外部のエンティティである。ＩＮユーザは様々なＩＮサー

ビス能力を起動するために、以下に記述するアクセスインタフェースを使用する。例えば、ユーザは呼の

ルーチングに影響を与えたり、網からの情報を送受したり、呼を遮ったり、サービスパラメータを更新し

たりできる。ユーザは現存の網インタフェースによってサービスされる。

　ＩＮが現存のサービスと能力をサポートし続けるべきであることを確実にするのは重要である。加えて、

以下に記述されるそれぞれのインタフェース技術による現状の制限は、ＩＮベースサービスを配置すると

きに考慮されなければならない。例えば、発信者の情報は与えられたインタフェースで利用可能かもしれ

ないし、そうでないかもしれない。それゆえ、ＳＣＦに提供されるかもしれないし、されないかもしれな

い。

　エンドユーザはアナログインタフェース信号方式あるいはＩＳＤＮアクセス信号方式の取り決めを使用

する。ＩＮのユーザ－網相互動作は、後のＩＮ動作を決定するオフフックあるいはＤＴＭＦディジット信

号方式のような契機の提供を含む。

　アウトバンド（例えば、Ｄチャネル）信号方式は、潜在的なＩＮベースサービスにアクセスするための

付加的な能力をＩＳＤＮユーザに提供する。発呼するとき、ＩＳＤＮユーザは呼に関連するベアラ能力を

識別する。ＩＮサービス論理は呼の扱い方法（例えば、ルート方法）を決定するために、この情報を使う

ことができる。

＃

＃
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第４編　信号網接続用プロトコル

0　概説

　本標準において、「能力セット１」とは、本標準第１編 2.2.1 節に記述されている「信号網接続によるサー

ビス提供形態１」の形態により、同編３節に記述される機能をサポートするために必要な能力であり、そ

の仕様は、

（１）ＩＮの一般的概念を含むＩＴＵ－Ｔ勧告能力セット１からのダウンストリーム

（１）ＴＴＣ特有追加部分の記述

から構成される。

　これまでの検討経過により、ＴＣとトランザクション機能応用部（ＴＣＡＰ）という用語は同じ位置付

けで使用されている。

　本編は、信号網接続によるサービス提供形態１をサポートするのに必要なＩＮＡＰを定義する。ＩＮＡ

Ｐは、ＩＮ機能モデルで定義されているように、次の三つの機能エンティティ（ＦＥ）の相互作用をサポー

トする。

－　サービス交換機能 (SSF)

－　サービス制御機能 (SCF)

－　特殊リソース機能 (SRF)

　本編の範囲は、サービス総合デジタル網（ＩＳＤＮ）と公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）両方のＩＮＡＰを

さらに発展させることにある。

　網運用者とインプリメンタのために、信号網接続による能力セット１で規定するインタフェース（ＳＣ

Ｆ－ＳＳＦとＳＣＦ－ＳＲＦ）に異機種間のインタワークを保証する。

　本編は、既存ＩＳＤＮ／ＰＳＴＮにＩＮを早期導入するためのものなので、ＩＮとＩＳＤＮ／ＰＳＴＮ

とのサービス相互動作の問題を解決するのに、単純な解のみを想定している。

0.1　標準参考文献

　次のＩＴＵ－Ｔ勧告と他の参考文献は、本編を通して参照される、本編または本編の付録の規定を制定

する規定を含む。本編を採用する時に、示した参考文献の版は有効であったことを示す。この中の参考文

献により合併した全ての勧告と他の資料が将来の改訂版の問題になることを考え、この標準の全てのユー

ザーへの通知であるが、団体または、ＳＧ１１以外のスタディグループの将来の決定による参考文献の変

更は、この標準の修正された規定として自動的に適用されることはない。

－　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ５００　ディレクトリの基本アーキテクチャ（ITU-T 勧告Ｘ .500(1993) |

ISO/IEC 9594-1:1993、Information technology - Open Systems Interconnection　 - The Directory :Overview

of Concepts, Models and Services .）

－　 ITU-T 勧 告  X.501  (1993) | ISO/IEC 9594-2:1993, Information technology - Open Systems

Interconnection -The Directory: The Models .

－　ITU-T 勧告 X.509　(1993) | ISO/IEC 9594-8, Information technology　- Open Systems Interconnection -

The Directory: Authentication Framework.

－　ITU-T 勧告 X.511 (1993) | ISO/IEC 9594-3:1993, Information technology - Open Systems Interconnection

-The Directory: Abstract Service Definition.

－　ITU-T 勧告 X.518 (1993) | ISO/IEC 9594-4:1993, Information technology - Open Systems Interconnection

-Distributed Procedures.

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊
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－　ITU-T 勧告 X.519 (1993) | ISO/IEC 9594-5:1993, Information technology - Open Systems Interconnection

-The Directory: Protocol Specifications.

－　ITU-T 勧告 X.680 (1994) | ISO/IEC 8824-1:1994, Information technology - Open Systems Interconnection

- Abstract Syntax Notation One (ASN.1):Specification of basic notation.

－　ITU-T 勧告 X.681 (1994) | ISO/IEC 8824-2:1994, Information technology - Open Systems Interconnection

- Abstract Syntax Notation One (ASN.1):Information object specification.

－　ITU-T 勧告 X.682 (1994) | ISO/IEC 8824-3:1994, Information technology - Open Systems Interconnection

- Abstract Syntax Notation One (ASN.1):Constraint specification.

－　ITU-T 勧告 X.683 (1994) | ISO/IEC 8824-4:1994, Information technology - Open Systems Interconnection

- Abstract Syntax Notation One (ASN.1): Parameterization of ASN.1 specifications.

－　ITU-T 勧告 X.690 (1994) | ISO/IEC 8825-1:1994, Information technology - Open Systems Interconnection

- Specification of ASN.1 encoding rules: Basic, Canonical, and Distinguished Encoding Rules.

－　ITU-T 勧告 X.880 (1994) | ISO/IEC 13712-1:1994, Information technology –Remote Operations: Concepts,

model and notation.

－　ITU-T 勧告 X.208 (1988)-Specification of Abstract Syntax Notation One(ASN.1) (9)

－　ITU-T 勧告 X.209 (1988)-Specification of basic encoding rules for Abstract Syntax Notation One (ASN.1)

(9)

－　ITU-T 勧告 X.219 (1988)-Remote operations: Model, notation and service definition (9)

－　ITU-T 勧告 X.229 (1988)-Remote operations: Protocol specification (8)

－　ITU-T 勧告 Q.29(1988)-Causes of noise and ways of reducing noise in telephone exchanges (6)

－　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６２　信号と信号情報の機能概要（ITU-T 勧告 Q.762 (1993) Signalling

System No. 7 - General Function of　Messages and Signals of the ISDN User Part of Signalling System No. 7.）

－　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３　フォーマットおよびコード（ITU-T 勧告Q.763 Signalling System No. 7 -

Formats and Codes of the ISDN User Part of  Signalling System No. 7.）

－　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７７１　トランザクション機能の機能内容（ITU-T 勧告 Q.771 (1993)Signalling

System No. 7 -  Functional Description of Transaction Capabilities）

－　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７７２　トランザクション機能情報要素定義（ITU-T 勧告 Q.772 (1993)

Signalling System No. 7 - .. Transaction capabilities: information elements definitions）

－　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７７３　トランザクション機能のフォーマットと符号化（ITU-T 勧告 Q.773

(1993)  Signalling System No. 7 - .. Transaction capabilities: messages format and codes）

－　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７７４　トランザクション機能手順（ITU-T 勧告 Q.774 (1993)Signalling System

No. 7 - .. Transaction capabilities: procedures）

－　ITU-T 勧告 Q.775 (1993)  Signalling System No.7- Guidelines for using Transaction Capabilities

－　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７１１　信号接続制御部（ＳＣＣＰ）の機能（ITU-T 勧告 Q.711 (1993) Signalling

System No. 7 - .. Signalling Connection Control Part: Service definition）

－　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１ ＩＳＤＮユーザ・網インタフェースレイヤ３仕様（ITU-T 勧告 Q.931.）

－　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３２　ＩＳＤＮ付加サービス制御手順の共通原則（ITU-T 勧告 Q.932(1993)

Digital Subscriber Signalling System No. 1 (DSS 1)－Generic Procedures for the Control of ISDN

Supplementary Services.）

－　ITU-T 勧告 Q.1290: Intelligent Network: Glossary of terms used in the definition of Intelligent Networks.

－　ITU-T 勧告 Q.767 (02/91) - Application of the ISDN user part of CCITT Signalling System No. 7 for

international ISDN interconnections (9)
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－　ITU-T 勧告 Q.1400 (03/93) - Architecture framework for the development of signalling and OA&M

protocols using OSI concepts (9)

0.2　定義方法

　プロトコルの定義を以下の三つの項目に分けることができる。

－　プロトコル用のＳＡＣＦ／ＭＡＣＦ規則の定義（１章）

－　エンティティ間で転送されるオペレーションの定義（２章）

－　各エンティティでとる動作の定義（３章）

　ＳＡＣＦ／ＭＡＣＦ規定は、文章記述で定義されている。オペレーション定義は抽象構文記法１（ＡＳ

Ｎ．１、ＩＴＵ－Ｔ勧告　Ｘ．２０８及びＸ．６８０参照）で示し、動作は状態遷移図で定義される。オ

ペレーションの受信で実行されるそれ以上の動作のガイダンスは本標準の第２編の２章と６章の関連情報

フローから得られる。（情報フローとオペレーション間に関連する 0.6 節を参照。）

　ＩＮＡＰは一つのＲＯＳＥユーザプロトコルである（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１９及びＸ．２２９）。Ｒ

ＯＳＥプロトコルは、ＴＣのコンポーネントサブレイヤ（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７７１からＪＴ－Ｑ７７4 及

びＩＴＵ勧告Ｑ．７７５参照）とＤＳＳ１（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３２）に含まれる。ＲＯＳＥ  ＡＰＤ

Ｕ（アプリケーションプロトコルデータユニット）は、Ｎｏ．７信号方式のトランザクションサブレイヤ

とＤＳＳ１におけるＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１の「登録」（ＲＥＧＩＳＴＥＲ）メッセージ、「ファシリ

ティ」（ＦＡＣＩＬＩＴＹ）メッセージ及び呼制御メッセージで運ばれる。

　（一つのＲＯＳＥユーザとしての）ＩＮＡＰとＲＯＳＥプロトコルは、ＡＳＮ．１を使用することによっ

て明記されている。現行では結果のＰＤＵを符号化する唯一の標準化された方法は、基本符号化規則（Basic

Encoding Rules）である（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２０９参照）。

0.3　物理的シナリオ例

　プロトコルは機能エンティティから物理エンティティ（ＰＥ）への任意のマッピングをサポートする。

これは、網運用者間と製造業者の間でも様々なので、どのように適切にＦＥを配備するかは、網運用者や

設備製造者にまかされている。それ故プロトコルは、最大限の分散を想定して定義される（すなわちＦＥ

毎に１つのＰＥ）。

　この節で描く図は、どのようにＩＮＡＰがＮｏ．７共通線信号網環境でサポートされるかを示す。これ

は、ＩＮＡＰをサポートする網間プロトコルとしてＮｏ．７信号方式だけが使用されることを意味してい

るわけではない。

　各物理シナリオのため、適用される代表的なＳＲＦ制御手順を 3.1.3.5 節に示す。

多くのシナリオ例は、物理エンティティとしてＣＣＦ，ＳＳＦ，ＳＲＦ機能エンティティのサポートを示

している。これらは、図 4-0-3/JT-Q1218-b から図 4-0-5/JT-Q1218-b で説明する。各例は次の特徴で分けられ

ている。

i)ＳＣＦ－ＳＲＦ関係をサポートする方法

ii)ＳＳＦとＳＲＦ間の信号方式のタイプ
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注）１．ＳＣＦとＳＲＦの間の情報のフローは、この（ＲＯＳＥ）エンティティによりサポートされる。

２．中継機能は、ＭＡＣＦかＳＳＰアプリケーションプロセスのどちらかにより提供される。

図４－０－３／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ

(ITU-T Q.1218)

ＳＲＦをサポートするアーキテクチャの例、ケース２

（ＳＳＰに接続されたＩＰのＳＲＦにＳＳＰを経由するＤチャネルを通してＳＣＰによりアクセス

される。）
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図４－０－４／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ

(ITU-T Q.1218)

ＳＲＦをサポートするアーキテクチャの例、ケース３

（ＳＳＰ内のＳＲＦにＳＳＰのＡＰを経由してアクセスされる。）
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注）１．接続制御と同じようにＳＣＦとＳＲＦの間の情報フローは、ＩＳＵＰにより直接サポートされる。

２．中継機能は、ＭＡＣＦかＳＳＰアプリケーションプロセスのどちらかにより提供される。

３．ＲＯＳＥ情報を転送する手段は、ＩＳＵＰが提供する。

４．他の信号方式を使用してもよい。

図４－０－５／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ

(ITU-T Q.1218)

ＳＲＦをサポートするアーキテクチャの例、ケース４

（ＳＳＰに接続されたＩＰのＳＲＦにＳＳＰを経由するＩＳＵＰを通してＳＣＰによりアクセスさ

れる。）
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表 4-0-1/JT-Q1218-b は、各図の特徴の抜粋を要約したもの。

表４－０－１/ＪＴ－Q１２１８－ｂ　＊

(ITU-T Q.1218)

  

SCF-SRF の相互関係をサポートする方法ＳＳＦとＳＲＦ間の信号方式の

タイプ 直接 の TC リンク ＳＳＰ経由の中継

ISUP 注）本形態は、今回の標準対象外 図 4-0-5/JT-Q1218-b d)

DSS 1 注）本形態は、今回の標準対象外 図 4-0-3/JT-Q1218-b b)

インプリメント依存 注）本形態は、今回の標準対象外 図 4-0-4/JT-Q1218-bｃ)

各図に関連する追加情報：

b)図 4-0-3/JT-Q1218-b:IP は、DSS 1 のみよりアクセスできる。IP は、網の外部に存在

　する物理エンティティであってもよい。

c)図 4-0-4/JT-Q1218-b:SSP は、CCF/SSF と SRF の両方をサポートする。SCF による

　SRF の処理は、図 4-0-3/JT-Q1218-b と同じ。

d)図 4-0-5/JT-Q1218-b:IP は、ISUP のみよりアクセスできる。SCF によるＳＲＦの処理

　は図 4-0-3/JT-Q1218-b と同じ。

0.4　ＩＮＡＰプロトコルアーキテクチャ

　この節で使われている用語の多くは、ＩＳＯ　ＩＳ－９５４５で定義されているＯＳＩアプリケーショ

ンレイヤ構造に基づいている。

　ＩＮＡＰプロトコルアーキテクチャは、図 4-0-7/JT-Q1218-b で示している。

　一つの物理エンティティは、他の物理エンティティと単一の相互動作を持つ（ケースａ）かあるいは、

複数の調整された相互動作を持つ（ケースｂ）。

　ケースａにおいてＳＡＣＦは、使用しているＡＳＥ間の調整機能を提供する。それは、ＡＳＥによって

サポートされるオペレーションの（受信プリミティブの順序に基づいた）順序づけを含む。ＳＡＯはＳＡ

ＣＦとのセットが、ＡＳＥ１対のＰＥの間の単一の相互動作上で用いられるべきことを示している。

　ケースｂにおいて、ＭＡＣＦはＳＡＯの間の調整機能を提供し、各ＳＡＯは、リモートＰＥのＳＡＯと

相互動作をする。

　各ＡＳＥは、１つあるいは、それ以上のオペレーションをサポートする。各オペレーションの記述は、

関連するＦＥモデルの動作（本標準の第２編と本編第３章を参照）に結びつけられている。各オペレーショ

ンは、図 4-0-8/JT-Q1218-b で記述されるＯＰＥＲＡＴＩＯＮマクロを用いて規定される。

（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７７０シリーズで定義されているように）アプリケーションコンテクスト（ＡＣ）

ネゴシエーションメカニズムの使用は、通信している２つのエンティティが、それぞれの能力が何である

のか、またインタフェース上で必要とされる能力は何であるかを正確に識別することを許容する。これは、

段階的な信号網接続サービス提供形態の発展を許容するために使用されるべきである。

　特定のアプリケーションコンテクストの表示が、通信している１対のＦＥによってサポートされなけれ

ば、前もってコンテクストを定めておくための何らかのメカニズムが、サポートされなければならない。
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SACF Single association control function　(単一ｱｿｼｴｰｼｮﾝ制御機能)

MACF Multiple association control function　(複数ｱｿｼｴｰｼｮﾝ制御機能)

SAO Single association object　(単一ｱｿｼｴｰｼｮﾝｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ)

ASE Application service element　(応用ｻｰﾋﾞｽ要素)

INAP Intelligent network application protocol

注）ＩＮＡＰはＡＳＥの仕様の集まりである。

図４－０－７／ＪＴ－Q１２１８－ｂ　ＩＮＡＰプロトコルアーキテクチャ

(ITU-T Q.1218)

Multiple co-ordinated
interactions

SAOSAO

Single interaction

SAO

ＭＴＰ

ＳＣＣＰ

ＭＡＣＦ

Application process

ＭＴＰ

ＳＣＣＰ

TC

A
S

E’s

Ｓ
　
Ａ
　
Ｃ
　
Ｆ

Application process

TC

A
S

E’s

Ｓ
　
Ａ
　
Ｃ
　
Ｆ

TC

A
S

E’s

Ｓ
　
Ａ
　
Ｃ
　
Ｆ



ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ - 124 -

INAP user ASE’s

TC ASE

xyz OPERATION
ARGUMENT{Parameter1,Parameter2,...}
RESULT{Parameter1,Parameter2,...}
LINKED{operation3,operation4,...}
Errors{error1,error2,...}

error1 ERROR
PARAMETER{Parameter6,Parameter7,...}
etc.

Operations

Results

Errors

INVOKE
RETURN RESULT
RETURN ERROR
REJECT

BEGIN
CONTINUE
END
ABORT
UNIDIRECTIONAL

to peer

to peer

to peer

Transaction-layer

Component sub-layer

Connectionless SCCP

図４－０－８／ＪＴ－Q１２１８－ｂ　オペレーション記述

(ITU-T Q.1218)

ROSE PDU’s
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0.4.1　ＮＯ．７信号方式のＩＮＡＰ信号輻輳制御

　同じタイプの手順はＩＳＤＮユーザ部信号輻輳制御で定義されるのと同種の手順が適用される。信号輻

輳制御のＩＮＡＰ手順は、（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．７６７　Ｄ．２．１１節で）指定されたＩＳＤＮユーザ

部信号輻輳制御とできる限り整合を取る、すなわちＳＣＣＰからの「輻輳信号局」（signalling point congested）

情報を伴うＮ－ＰＣＳＴＡＴＥ指示プリミティブの受信によりＩＮＡＰは、段階的に影響を及ぼす方面へ

のトラヒック負荷（例えばイニシャルＤＰ（InitialＤＰ））を軽減する。

　上の手順は、単に影響を及ぼす方面のＭＴＰ信号局コードアドレスを使ったトラヒックのみ適用してよ

い。

0.5　ＩＮＡＰアドレッシング

　ＳＣＣＰグローバルタイトルとＭＴＰ信号局コードアドレッシング（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７１０シリー

ズ（信号接続制御部）とＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７００シリーズ（メッセージ転送部）参照）は、それがどの

網にあるにもかかわらず、ＰＤＵがそれらの物理的な宛先（すなわち、正しい信号局コード）に到達する

ことを保証する。

　能力セット１において網間で用いられるＳＳＮは１つである。ＳＳＮ値については、ＴＴＣ標準ＪＴ－

Ｑ７１０シリーズで規定されている。

　上記にかかわらず、ＳＣＣＰによってサポートされるアドレッシング機構が使われてもよい。

0.6　本標準第２編と本編との相互関係

　以下は、情報フローのリストである。これらは、指示される場合を除いて、オペレーションと１対１に

マッピングする。

　本標準

第２編参照 情報フロー オペレーション

6.4.2.2 活性化試験(Activity Test) 活性化試験(Activity Test)

6.4.2.3 活性化試験応答(Activity Test

Response)

活性化試験結果応答

(Return Result from Activity Test)

6.4.2.16 接続(Connect) 接続(Connect)

6.4.2.19 順方向接続切断(Disconnect

Forward Connection)

順方向接続切断

(Disconnect Forward Connection)

6.4.2.20 暫定接続確立(Establish

Temporary Connection)

暫定接続確立

(Establish Temporary Connection)

1.4.2.22 ＢＣＳＭイベント報告(Event Report

BCSM)

ＢＣＳＭイベント報告

(Event Report BCSM）

6.4.2.25 イニシャルＤＰ(Initial DP) イニシャルＤＰ(Initial DP)

6.4.2.33 呼解放(Release Call) 呼解放(Release Call)

6.4.2.35 ＢＣＳＭイベント報告要求

(Request Report BCSM Event)

ＢＣＳＭイベント報告要求

(Request Report BCSM Event)

＊

＊
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0.7　ＩＮＡＰに使用されるコンパチビリティメカニズム

0.7.1　概説

　この節でＩＮＡＰの矛盾のない将来の改版を保証するために用いられるコンパチビリティメカニズムを

明記する。

　本標準におけるオブジェクト識別子の値については暫定値である。

　４つのコンパチビリティの区分けがある。

－ ＩＮＡＰへの将来標準化された版でのマイナー変更

　マイナー変更は、要求されたＩＮサービスに必須でない機能上の変更として定義する。既存機能

の修正に備えて指定機能がより古いか修正された別形のどちらかで実施することを容認する。もし

変更が純粋に追加であればそれが全く実行されないことと、同等のアプリケーションエンティティ

（ＡＥ）が変更に影響されない場合に容認する。マイナー変更のため新しいＡＣを必要としない。

－ ＩＮＡＰへの将来標準化された版でのメジャー変更

　メジャー変更は、要求されたＩＮサービスに必須である機能上の変更として定義する。既存機能

の修正に備えて両アプリケーションエンティティは、指定機能の変更点について共有した知識を持

つ。もし変更が純粋に追加であれば要求されたＩＮサービスは、アプリケーションエンティティの

一つが追加機能をサポートしなければ提供されない。メジャー変更のため新しいＡＣが必要である。

－ ＩＮＡＰへの網特有の変更

　これらの追加は、サービスにとってメジャータイプでもマイナータイプでも良い。新しいＡＣは、

このタイプの変更に対しては定義されない。定義のときにその追加を将来の標準のバージョンで同

一形式に入れることを要求しない。

－ ＩＮＡＰへのＴＴＣ特有の変更

　これらの追加は、サービスにとってメジャータイプでもマイナータイプでも良い。新しいＡＣは、

このタイプの変更に対しては定義されない。定義のときにその追加を将来の標準のバージョンで同

一形式に入れることを要求しない。

0.7.2　ＩＮＡＰコンパチビリティメカニズムの定義

0.7.2.1　ＩＮＡＰへのメジャー追加手順

　メジャー機能変更の導入をサポートするためにプロトコルは、実行される機能に関する２つのアプリケー

ション間の同調を許可する。この同調は複雑化したフォールバック手順を避けるためどちらかのアプリケー

ションエンティティで起動される新機能の前に入る。そのような同時性を達成するために選択した解決は、

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７７３で与えられているＡＣネゴシエイション手順を用いることである。

0.7.2.2　ＩＮＡＰへのマイナー追加手順

　拡張メカニズムマーカは、将来のＩＮＡＰへの標準化されたマイナー追加に用いる。このメカニズムは、

タイプ定義に「拡張マーカ」（extensions marker）を含むことにより異なる拡張を実施する。この拡張はマー

カの後に置かれたオプションフィールドにより表現される。エンティティがマーカの後に存在する認識で

きないパラメータを受け取ったとき、それらは、無視される（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．６８ｘ参照）。

＊

＊

＊

＊

＊
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0.7.2.3　ＩＮＡＰへの網特有追加の包括手順

　このメカニズムは、タイプ定義の最も外側のレベルでＡＳＮ．１のマクロファシリティによるタイプの

フィールドを明示的に宣言する能力に基づく。タイプ定義の最後に置かれた「拡張フィールド」（Extension

Field）を定義することによって動作する。この拡張フィールドは、拡張セットとして定義され、一つの拡

張は任意のタイプを含むことができる。各拡張は、定義された値に関連づけられ、

網運用者特有拡張には正値を EXTENSION 型の値（value）として利用する。各拡張は

着信ノードが認識しない場合そのフィールドを無視すべきかメッセージを捨てるかを定義し、これは前の

節で記述された要求メカニズムの理解と同様である。このメカニズムの定義は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．１４

００を参照のこと。

0.7.2.4　ＩＮＡＰへのＴＴＣ特有追加の包括手順

　このメカニズムは、タイプ定義の最も外側のレベルでＡＳＮ．１のマクロファシリティによるタイプの

フィールドを明示的に宣言する能力に基づく。タイプ定義の最後に置かれた「拡張フィールド」（Extension

Field）を定義することによって動作する。この拡張フィールドは、拡張セットとして定義され、一つの拡

張は任意のタイプを含むことができる。各拡張は、定義された値に関連づけられ、ＴＴＣ特有拡張には、

負値を EXTENSION 型の値（value）として利用する。

　各拡張は着信ノードが認識しない場合そのフィールドを無視すべきかメッセージを捨てるかを定義し、

これは前の節で記述された要求メカニズムの理解と同様である。このメカニズムの定義は、ＩＴＵ－Ｔ勧

告Ｑ．１４００を参照のこと。

１．ＳＡＣＦ／ＭＡＣＦ規則

1.1　ＴＣ　ＡＣの反映

　ＴＣアプリケーションコンテキストネゴシエーション規則は、提案されたＡＣが、受け付けられれば、

最初の逆方向メッセージに反映されることを要求する。

もしそのＡＣが受け付けられなくて、ＴＣユーザが対話を続けようとしなければ、新しい対話を始めるの

に用いる代わりのＡＣを起動側に提供してよい。

　ＴＣ　ＡＣネゴシエーションは、ＳＣＦインタフェースにのみ適用する。

ＴＣ　ＡＣネゴシエーションメカニズムのより詳細な記述については、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７７０シリー

ズを参照のこと。

1.2　オペレーションの直列／並列実行

　オペレーションが順番に実行されるか並列（同時）に実行されるかを区別する必要がある場合がある。

　オペレーションが同時に実行されるべきことを示す方法は、同じメッセージにそれらのオペレーション

を含むことである。この場合オペレーションの一つが、いくつかの他のオペレーションが、ある程度進行

するか完了するまで実行してはいけない場合、送信ＰＥ（通常ＳＣＰ）は２つの分離したメッセージでオ

ペレーションを送ることによってこの制御ができる。

　この方法は、同じメッセージで送信される全てのオペレーションを必ず同時に実行すべきであることは

意味しない。しかし単純にそれが可能な所ではオペレーションを同時に行うべきである。

　上で言及した一般規則と３章で明記したＦＥ特有規則に矛盾がある場合、一般規則に先行してＦＥ特有

規則を用いる。

＊

＊
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２．ＩＮ能力セット１アプリケーションプロトコルの抽象構文

　この章は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２０８とＸ．６８０に定義している抽象構文記法 1（ＡＳＮ．１）を使用

したＩＮ能力セット１アプリケーションプロトコルの抽象構文を規定する。

　定義された抽象構文を適用する符号化規則は、ＡＳＮ．１の基本的な符号化規則で、ＴＴＣ標準ＪＴ－

Ｑ７７３の節 4.1.1 での制限の下、ＩＴＵ勧告Ｘ．２０９の中で定義されている。付加的な符号化規則は、

既存のＩＳＵＰ（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３）とＤＳＳ１（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１）標準の中で使用

されるパラメータから引用される。

　ＩＮＡＰにて使用されるＩＳＵＰ及びＤＳＳ１のパラメータは、パラメータ値のコードだけが、ＩＳＵ

ＰあるいはＤＳＳ１中で定義されるようにコード化されることになる。ＤＳＳ１／ＩＳＵＰのパラメータ

識別子は削除され、ＩＮＡＰパラメータ識別子によって置き換えられる。

　ＴＣコンポーネントへのオペレーションとエラーのマッピングは、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７７３中で定義

される。オペレーションのクラスは、明確に記述されるのではなく、次のＡＳＮ．１オペレーションマク

ロの中で規定される。

クラス１　ＡＳＮ．１オペレーションマクロ定義中に結果とエラーの両方が現れる。

クラス２　ＡＳＮ．１オペレーションマクロ定義中にエラーのみが現れる。

クラス３　ＡＳＮ．１オペレーションマクロ定義中に結果のみが現れる。

クラス４　ＡＳＮ．１オペレーションマクロ定義中に結果もエラーも両方とも現れない。

　これらは、ＩＴＵ勧告Ｘ．２１９とＸ．９３２で規定されるクラス２から５にそれぞれ対応する。

　ＩＮＡＰの抽象構文は、オペレーション、エラー及び付随したデータ型を記述しているいくつかのＡＳ

Ｎ．１モジュールからなる。その値（オペレーションコード、エラーコード）は、別々のモジュールの中

で定義される。

　ＩＮＡＰオペレーションの型定義すべてからなるモジュールは、IN-CS-1-Operations として 2.1.1 節で記

述される。

　ＩＮＡＰエラーの型定義すべてからなるモジュールは、IN-CS-1-Errors として 2.1.2 節で記述される。

　ＩＮＡＰデータ型の型定義すべてからなるモジュールは、IN-CS-1-DataType として 2.1.3 節で記述される。

　ＩＮＡＰのオペレーションコードとエラーコードからなるモジュールは、IN-CS-1-Codes として 2.1.4 節

で記述される。

2.1　ＳＳＦ／ＳＣＦインタフェース

2.1.1　ＩＮ能力セット１オペレーション型

　IN-CS-1-Operations { ccitt administration japan(440) isdn(102) inapl(3) modules(0) cs-1-operations(0)

version1(0) }

-- このモジュールは IN CS-1-Operations の型定義からなる。

DEFINITIONS ::=

BEGIN

IMPORTS

OPERATION

FROM TCAPMessages { ccitt recommendation q 773 modules(0) messages(1) version2(2) }

-- エラー型

ETCFailed,

MissingCustomerRecord,

MissingParameter,
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ParameterOutOfRange,

SystemFailure,

TaskRefused,

UnexpectedComponentSequence,

UnexpectedDataValue,

UnexpectedParameter

FROM IN-CS-1-Errors { ccitt administration japan(440) isdn(102) inapl(3) modules(0) cs-1-errors(1) version1(0) }

-- アーギュメント型

ConnectArg,

EstablishTemporaryConnectionArg,

EventReportBCSMArg,

InitialDPArg,

ReleaseCallArg,

RequestReportBCSMEventArg

FROM IN-CS-1-DataTypes { ccitt administration japan(440) isdn(102) inapl(3) modules(0) cs-1-datatypes(2)

version1(0) };

-- ＩＮ能力セット１オペレーションの型定義は以下に従う

-- ＳＣＦ－ＳＳＦオペレーション

ActivityTest ::= OPERATION

RESULT

-- 方向: SCF -> SSF, タイマ: Tat

-- このオペレーションは、ＳＣＦとＳＳＦ間の相互関係が継続的に存在しているかをチェックするために

-- 使用される。相互関係がまだ存在している場合、ＳＳＦが応答することになる。応答が受信されない場

-- 合ＳＳＣＦは、ＳＳＦで何らかの障害が発生しているものと見なし、適切な処置を取ることになる。

Connect ::= OPERATION

ARGUMENT

ConnectArg

ERRORS {

MissingParameter,

ParameterOutOfRange,

SystemFailure,

TaskRefused,

UnexpectedComponentSequence,

UnexpectedDataValue,

UnexpectedParameter

}
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-- 方向: SCF ->　SSF, タイマ: Tcon

-- このオペレーションは、指定された対地に呼をルーチングあるいは転送する呼処理動作をおこなうよう

-- にＳＳＦに要求するために使用される。そのようにするために、ＳＣＦによって提供された情報に依存

-- して、発呼側からの着情報（例えば、ダイヤル数字）と存在している呼設定情報をＳＳＦが使用するこ

-- ともあるし，使用しない場合もある。

-- 接続(Connect)オペレーションにアドレス情報のみ含まれている時、発ＢＣＳＭ中のＰＩＣ３で呼処理が

-- 再開される。

DisconnectForwardConnection ::= OPERATION

ERRORS {

SystemFailure,

TaskRefused,

UnexpectedComponentSequence

}

-- 方向: SCF ->　SSF, タイマ: Tdfc

-- このオペレーションは、暫定接続やリソースへの接続を切断するために使用される。

-- このオペレーションに関する使用手順の説明は 3 章を参照すること。

EstablishTemporaryConnection ::= OPERATION

ARGUMENT

EstablishTemporaryConnectionArg

ERRORS {

ETCFailed,

MissingParameter,

SystemFailure,

TaskRefused,

UnexpectedComponentSequence,

UnexpectedDataValue,

UnexpectedParameter

}

-- 方向: SCF ->　SSF, タイマ: Tetc

-- このオペレーションはある限定された時間、リソースへのコネクションを生成するために使用される

-- （例えば、アナウンスを流すあるいは、ユーザ情報の収集のためのコネクション生成である）。そのこ

-- とは、アシスト手順を使用することを意味する。

-- このオペレーションに関する使用手順の説明は 3 章を参照すること。

EventReportBCSM ::= OPERATION

ARGUMENT

EventReportBCSMArg

-- 方向: SSF ->　SCF, タイマ: Terb

-- このオペレーションは、ＳＣＦによってＢＣＳＭイベント報告要求（RequestReportBCSMEvent）オペレ

-- ーションの中で以前要求されている呼に関連したイベント（例えば、話中や無応答といったＢＣＳＭイ

-- ベント）をＳＣＦに通知する。
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InitialDP ::= OPERATION

ARGUMENT

InitialDPArg

ERRORS {

MissingCustomerRecord,

MissingParameter,

ParameterOutOfRange,

SystemFailure,

TaskRefused,

UnexpectedComponentSequence,

UnexpectedDataValue,

UnexpectedParameter

}

-- 方向: SSF ->　SCF, タイマ: Tidp

-- このオペレーションは、ＴＤＰを検出した後でサービス要求を通知するために使用される。

ReleaseCall ::= OPERATION

ARGUMENT

ReleaseCallArg

-- 方向: SCF ->　SSF, タイマ: Trc

-- このオペレーションは、呼の中に含まれるすべての話者に対して、呼を終了させるために使用される。

RequestReportBCSMEvent ::= OPERATION

ARGUMENT

RequestReportBCSMEventArg

ERRORS {

MissingParameter,

ParameterOutOfRange,

SystemFailure,

TaskRefused,

UnexpectedComponentSequence,

UnexpectedDataValue,

UnexpectedParameter

}

-- 方向: SCF ->　SSF, タイマ: Trrb

-- このオペレーションは、呼に関するイベント（たとえば、話中あるいは無応答のようなＢＣＳＭイベン

-- ト）の監視とイベントが検出された時ＳＣＦに返送する事をＳＳＦに要求する為に使用される。

-- イベント検出ポイント（ＥＤＰ）処理は、常にＢＣＳＭイベント報告要求（RequestReportBCSMEvent）

-- によって起動され、ＥＤＰはＢＣＳＭイベント報告（EventReportBCSM）によって報告される事が望ま

-- しい。

END
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以下はＩＮＡＰにおけるオペレーション特有タイマに適用する値である。

short: 1 - 10 秒

medium: 1 - 60 秒

long: 1 秒 – 30 分

以下の表は全オペレーションタイマと各タイマ値のリストである。各オペレーションタイマの最終値は網

特有である可能性があり、網運用者によって定義される必要がある。

表４－２－１／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ＊

(ITU-T Q.1218)

オペレーション名 タイマ 範囲

活性化試験(Activity Test) Tat short

接続(Connect) Tcon short

順方向接続切断(Disconnect Forward Connection) Tdfc short

暫定接続確立(Establish TemporaryConnection) Tetc medium

ＢＣＳＭイベント報告(EventReportBCSM) Terb short

イニシャルＤＰ(InitialDP) Tidp short

呼解放(ReleaseCall) Trc short

ＢＣＳＭイベント報告要求(RequestReportBCSMEvent) Trrb short

2.1.2　ＩＮ能力セット１エラー型

IN-CS-1-Errors { ccitt administration japan(440) isdn(102) inapl(3) modules(0) cs-1-errors(1) version1(0) }

-- このモジュールはＩＮ能力セット１のエラーの型定義を含む。

-- CHOICE 型のパラメータは特定のタグ値が付与されている場合、そのタグは自動的に同値の EXPLICIT

-- タグに置き換えられる。

  

DEFINITIONS IMPLICIT TAGS ::=

BEGIN

IMPORTS

ERROR

FROM TCAPMessages { ccitt recommendation q 773 modules(0) messages(1) version2(2) }

InvokeID,

UnavailableNetworkResource

FROM IN-CS-1-DataTypes { ccitt administration japan(440) isdn(102) inapl(3) modules(0) cs-1-datatypes(2)

version1(0) };

-- ＩＮ能力セット１エラーの型定義を以下に示す。

ETCFailed ::= ERROR

-- 暫定接続が失敗した。

MissingCustomerRecord ::= ERROR

-- そのサービス論理処理が SCF になかった。
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MissingParameter ::= ERROR

-- 期待したオプションパラメータが受信されなかった。

ParameterOutOfRange ::= ERROR

-- パラメータが期待されたものでなかった（例 値無し　あるいは、範囲外）。

SystemFailure ::= ERROR

PARAMETER

unavailableNetworkResource UnavailableNetworkResource

-- それを実行する物理エンティティにおけるシステム障害により、そのオペレーションが完了しなかった。

TaskRefused ::= ERROR

PARAMETER ENUMERATED {

generic(0),

unobtainable (1),

congestion(2)

}

-- 要求された処理が通常は実行可能なエンティティがこの時には実行できないかあるいは、その処理の実

-- 行を選択しないようにする。

-- これには、輻輳や例えば接続（CONNECT）オペレーション中で使用されるアドレスが取得不可能であ

-- るというエラー状況も含まれる。

UnexpectedComponentSequence ::= ERROR

-- 誤った順番でコンポーネントを受信した。

UnexpectedDataValue ::= ERROR

-- データ値が期待されない値であった。

UnexpectedParameter ::= ERROR

-- 期待されないパラメータを受信した。

END

2.1.3　ＩＮ　能力セット１データ型

EXTENSION MACRO::=

BEGIN

TYPE NOTATION ::= ExtensionType Criticality

VALUE NOTATION ::= value(INTEGER)

ExtensionType ::= "EXTENSION-SYNTAX" type

Criticality ::= "CRITICALITY" value(CriticalityType)

CriticalityType ::= ENUMERATED {

ignore(0),

abort(1)

}

END

--　解釈不能時は「abort」とする、拡張番号１として識別される BOOLEAN 型の「Some Network Specific

-- Indicator」と名付けた拡張を追加する例である。
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-- 上記マクロを使った定義の例：

--

-- SomeNetworkSpecificIndicator ::= EXTENSION

-- EXTENSION- SYNTAX BOOLEAN

-- CRITICALITY abort

--

-- someNetworkSpecificIndicator SomeNetworkSpecificIndicator ::= 1

--

-- 下に示すモジュールで規定される拡張フィールド(ExtensionField)データ型を使った転送構文の例である。

-- 拡張の値はＴＲＵＥと設定されていることを仮定し、拡張のパラメータは

--   type INTEGER ::= 1,

--   criticality ENUMERATED ::= 1,

--   value [1] EXPLICIT BOOLEAN ::= TRUE

-- のシーケンスとなる。

--

-- さらに、拡張メカニズムマーカは、ＩＮＡＰへの将来のマイナーな追加の識別に使用される。

IN-CS-1-datatypes { ccitt administration japan(440) isdn(102) inapl(3) modules(0)

cs-1-datatypes(2) version1(0) }

-- このモジュールは ＩＮ能力セット１データ型のための型定義を含む。

-- ＣＨＯＩＣＥ型のパラメータは特定のタグ値でタグ付けされ、タグは自動的に同じ値のＥＸＰＬＩＣＩ

-- Ｔタグに置き換えられる。

-- 次のパラメータはベアラプロトコル(すなわちＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１、ケース２とＩＳＵＰ)

-- のパラメータに対応する。

-- 発サブアドレス(CallingPartySubaddress)、着番号 (CalledPartyNumber)、

-- ルーチング対地アドレス(DestinationRoutingAddress)、ダイヤル番号(DialedDigits) 、

-- 発ユーザ種別(CallingPartysCategory)、アシストＳＳＰ－ＩＰルーチングアドレス

-- (AssistingSSPIPRoutingAddress)、解放理由(ReleaseCause) (と他の理由表示パラメータ)、

-- 伝達能力(BearerCapability)、発番号(CallingPartyNumber)、

-- ベアラプロトコル上にパラメータを対応させる手順はＩＮＡＰ－ＩＳＵＰインタワーキング

-- での検討に準じる。

-- 次のＳＳＦパラメータはベアラプロトコル（すなわち、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１、ケース２

-- とＩＳＵＰ）のパラメータに対応しない、従ってこれらのパラメータは交換システムに対して

-- ローカルであると仮定する：

--   レグＩＤ(LegID)、相関ＩＤ(CorrelationID)、アプリケーションタイマ

--   (ApplicationTimers)、端末種別(TerminalType)、その他呼情報(MiscCallInfo)、

--  サービスキー(ServiceKey)。

-- 可能な限り、サービス提供者はこの勧告で規定されるパラメータのうち不定長のものに

-- ついて、それぞれのネットワーク内での最大長を規定すべきである。

-- 網運用者特有または網運用者オプションと記述された部分については、特に説明が無い場合は、

-- 網Ａ、網Ｂそれぞれの網運用者が協議の上で使用方法を決定するものとする。

＊

＊
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DEFINITIONS IMPLICIT TAGS ::=

BEGIN

IMPORTS InvokeIDType

FROM TCAPMessages ccitt recommendation q.773 modules(2) messages(1) version2(2);

-- 以下にＩＮ能力セット１データ型のための型定義を示す。

-- アーギュメントデータ型

-- アーギュメントシーケンス内のパラメータの並びは任意である。

ConnectArg ::= SEQUENCE {

destinationRoutingAddress [0]0 DestinationRoutingAddress,

-- alertingPattern [1]0 AlertingPattern OPTIONAL,

correlationID [2]0 CorrelationID OPTIONAL,

-- cutAndPaste [3]0 CutAndPaste OPTIONAL,

-- forwardingCondition [4]0 ForwardingCondition OPTIONAL,

-- iSDNAccessRelatedInformation [5]0 ISDNAccessRelatedInformation OPTIONAL,

-- originalCalledPartyID [6]0 OriginalCalledPartyID OPTIONAL,

-- routeList [7]0 RouteList OPTIONAL,

scfID [8]0 ScfID OPTIONAL,

-- travellingClassMark [9]0 TravellingClassMark OPTIONAL,

extensions [10] SEQUENCE SIZE(1..numOfExtensions)

[ 0OF] ExtensionField OPTIONAL,

--

-- carrier [11] Carrier OPTIONAL,

-- serviceInteractionIndicators [26] ServiceInteractionIndicators OPTIONAL,

-- callingPartyNumber [27] CallingPartyNumber OPTIONAL,

-- callingPartysCategory [28] CallingPartysCategory OPTIONAL,

-- redirectingPartyID [29] RedirectingPartyID OPTIONAL,

-- redirectionInformation [30] RedirectionInformation OPTIONAL,

-- ...

...

}
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EstablishTemporaryConnectionArg ::= SEQUENCE {

assistingSSPIPRoutingAddress [0]0 AssistingSSPIPRoutingAddress,

correlationID [1]0 CorrelationID OPTIONAL,

legID [2]0 LegID OPTIONAL,

scfID [3]0 ScfID OPTIONAL,

-- extensions [4]0 SEQUENCE SIZE(1..numOfExtensions)

-- OF ExtensionField OPTIONAL,

-- carrier [5]0 Carrier OPTIONAL,

--

-- serviceInteractionIndicators [30] ServiceInteractionIndicators OPTIONAL

-- ...

}

EventReportBCSMArg ::= SEQUENCE {

eventTypeBCSM [0]0 EventTypeBCSM,

-- bcsmEventCorrelationID [1]0 CorrelationID OPTIONAL,

eventSpecificInformationBCSM [2]0 EventSpecificInformationBCSM OPTIONAL,

legID [3]0 LegID OPTIONAL,

miscCallInfo [4]0 MiscCallInfo DEFAULT

{messageType request},

-- extensions [5]0 SEQUENCE SIZE(1..numOfExtensions)

-- [5]0 OF ExtensionField OPTIONAL

-- ...

}

InitialDPArg ::= SEQUENCE {

serviceKey [0]0 ServiceKey OPTIONAL,

dialledDigits [1]0 CalledPartyNumber OPTIONAL,

-- calledPartyNumber [2]0 CalledPartyNumber OPTIONAL,

callingPartyNumber [3]0 CallingPartyNumber OPTIONAL,

-- callingPartyBusinessGroupID [4]0 CallingPartyBusinessGroupID OPTIONAL,

callingPartysCategory [5]0 CallingPartysCategory OPTIONAL,

callingPartySubaddress [6]0 CallingPartySubaddress OPTIONAL,

-- cGEncountered [7]0 CGEncountered OPTIONAL,

-- iPSSPCapabilities [8]0 IPSSPCapabilities OPTIONAL,

-- iPAvailable [9]0 IPAvailable OPTIONAL,

-- locationNumber [10] LocationNumber OPTIONAL,

miscCallInfo [11] MiscCallInfo OPTIONAL,

-- originalCalledPartyID [12] OriginalCalledPartyID OPTIONAL,

-- serviceProfileIdentifier [13] ServiceProfileIdentifier OPTIONAL,

terminalType [14] TerminalType OPTIONAL,

extensions [15] SEQUENCE SIZE(1..numOfExtensions)

OF ExtensionField OPTIONAL,



- 137 - ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ

--

-- triggerType [16] TriggerType OPTIONAL,

-- highLayerCompatibility [23] HighLayerCompatibility OPTIONAL,

-- serviceInteractionIndicators [24] ServiceInteractionIndicators OPTIONAL,

-- additionalCallingPartyNumber [25] AdditionalCallingPartyNumber OPTIONAL,

forwardCallIndicators [26] ForwardCallIndicators OPTIONAL,

bearerCapability [27] BearerCapability OPTIONAL,

eventTypeBCSM [28] EventTypeBCSM OPTIONAL,

-- redirectingPartyID [29] RedirectingPartyID OPTIONAL,

-- redirectionInformation [30] RedirectionInformation OPTIONAL,

-- ...

}

-- その他呼情報(miscCallInfo)のＯＰＴＩＯＮＡＬは、網運用者オプションであることを示す。

-- ダイヤル数字(dialledDigits)、発番号(callingPartyNumber)、発ユーザ種別

-- (callingPartysCategory)のＯＰＴＩＯＮＡＬパラメータが、いつメッセージに含められる

-- かについては、第３章のトリガ検出ポイント処理ルールを参照のこと。

-- 端末種別(terminalType)のＯＰＴＩＯＮＡＬは、たとえＳＳＦがこの情報を持っていても

-- 発側または着側ローカル交換局でのみ適用されることを示す。

ReleaseCallArg ::= Cause

-- １０進数３１のデフォルト値（通常は規定されていない）は適切に符号化するべきである。

RequestReportBCSMEventArg ::= SEQUENCE {

bcsmEvents [0]0 SEQUENCE SIZE(1..numOfBCSMEvents)

OF BCSMEvent,

-- bcsmEventCorrelationID [1]0 CorrelationID OPTIONAL,

-- extensions [2]0 SEQUENCE SIZE(1..numOfExtensions)

-- OF ExtensionField OPTIONAL

-- ...

}

-- 通知のための BCSM 関連イベントを示す。

-- 　共通データ型の定義を以下に示す。

AdditionalCallingPartyNumber ::= Digits

-- 付加的な発番号を示す。符号化にはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３を参照。

ApplicationTimer ::=INTEGER (0..2047)

-- ＳＳＦ内のタイマをセットするため、ＳＣＦにより使用される。タイマは秒単位。

AssistingSSPIPRoutingAddress ::= Digits

-- アシスト手順のためのＳＲＦの目的アドレスを示す。
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BCSMEvent ::= SEQUENCE {

eventTypeBCSM [0]0 EventTypeBCSM,

monitorMode [1]0 MonitorMode,

legID [2]0 LegID OPTIONAL,

dpSpecificCriteria [30] DpSpecificCriteria OPTIONAL

}

-- モニタリングのためのＢＣＳＭイベント情報を示す。

BearerCapability ::= CHOICE {

bearerCap [0]0 OCTET STRING

(SIZE(2..maxBearerCapabilityLength)),

tmr [1]0 OCTET STRING (SIZE(1))

}

-- ユーザへのコネクションの伝達能力の種別を示す。伝達能力(bearerCapability)には、

-- ＤＳＳ１（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１） またはＩＳＵＰユーザサービス情報 （ＴＴＣ標準

-- ＪＴ－Ｑ７６３）符号化のいずれかを使用できる。

-- 通信路要求(tmr)の符号化にはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３ 通信路要求パラメータを参照。

CalledPartyNumber ::= OCTET STRING (SIZE (minCalledPartyNumberLength..

maxCalledPartyNumberLength))

-- 着番号を示す。符号化にはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３を参照。

CallingPartyNumber ::= OCTET STRING (SIZE (minCallingPartyNumberLength..

maxCallingPartyNumberLength))

-- 発番号を示す。符号化にはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３を参照。

CallingPartySubaddress ::= OCTET STRING

-- 発サブアドレスを示す。符号化にはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１を参照。

CallingPartysCategory ::= OCTET STRING (SIZE(1))

-- 発信者のタイプ （例えば オペレータ、公衆電話、普通の加入者電話）を示す。

-- 符号化にはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３を参照。

Cause ::= OCTET STRING (SIZE (minCauseLength..maxCauseLength))

-- インタフェース関連情報の理由表示を示す。符号化のためにはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３

-- 理由表示パラメータを参照。

-- 理由表示と生成源の値を使用するためにはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ８５０を参照。

CorrelationID ::= Digits

-- 前回の操作との相関関係のためＳＣＦにより使用される。このパラメータに関連する手順に

-- 関する記述は第３章を参照。

DestinationRoutingAddress ::= SEQUENCE SIZE(1) OF CalledPartyNumber

-- 着番号を示す。
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Digits ::= OCTET STRING (SIZE (minDigitsLength..maxDigitsLength))

-- アドレスシグナリングディジットを示す。

-- 符号化のためにはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３ 汎用番号と汎用ディジットパラメータを参照。

-- 汎用番号の中の「NumberQualifier」と汎用ディジットの中の

-- 「TypeOfDigits」のサブフィールドのコーディングはＩＮＡＰに無関係である、

-- ＡＳＮ．１タグはパラメータを識別するためには十分である。

-- ＩＳＵＰフォーマットはこれらのサブフィールドを取り除くことは許容しない、従って値は

-- 網運用者特有である。

-- 次のパラメータが汎用番号を使うべきである:

-- アシスト要求指示(AssistRequestInstructions)の相関ＩＤ(CorrelationID)、

-- 暫定接続確立(EstablishTemporaryConnection)のアシストＳＳＰ－ＩＰルーチングアドレス

-- (AssistingSSPIPRoutingAddress)、全ての場合の着番号値(calledAddressValue)、 全ての

-- 場合の発番号値(callingAddressValue)。

-- 次のパラメータが汎用ディジットを使うべきである: 他の全ての相関ＩＤ(CorrelationID)

DpSpecificCriteria ::= CHOICE {

numberOfDigits [0]0 NumberOfDigits,

applicationTimer [1]0 ApplicationTimer

}

-- 全てのディジットが収集された時に、ＳＳＦはＳＣＦにイベントを通知する。

-- ＳＣＦは無応答イベントのためにＳＳＦ内にタイマをセットする。もしユーザが割り当て

-- 時間内に呼に応答しない場合、ＳＳＦはＳＣＦにイベントを通知する。

EventSpecificInformationBCSM ::= CHOICE

-- collectedInfoSpecificInfo [0]0 SEQUENCE {

-- calledPartynumber [0]0 calledPartynumber

-- -- ... --

-- },

-- analyzedInfoSpecificInfo [1]0 SEQUENCE {

-- calledPartynumber [0]0 CalledPartyNumber

-- -- ... --

-- },

-- routeSelectFailureSpecificInfo [2]0 SEQUENCE {

-- failureCause [0]0 Cause OPTIONAL

-- -- ... --

-- },

oCalledPartyBusySpecificInfo [3]0 SEQUENCE {

busyCause [0]0 Cause OPTIONAL

-- ... --

},

oNoAnswerSpecificInfo [4]0 SEQUENCE {

-- no specific info defined --

-- ... --

},

oAnswerSpecificInfo [5]0 SEQUENCE {
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-- no specific info defined --

-- ... --

},

-- oMidCallSpecificInfo [6]0 SEQUENCE {

-- connectTime [0]0 Integer4 OPTIONAL

-- -- ... --

-- },

oDisconnectSpecificInfo [7]0 SEQUENCE {

releaseCause [0]0 Cause OPTIONAL,

connectTime [1]0 Integer4 OPTIONAL

-- ... --

},

-- tBusySpecificInfo [8]0 SEQUENCE {

-- busyCause [0]0 Cause OPTIONAL

-- -- ... --

-- },

-- tNoAnswerSpecificInfo [9]0 SEQUENCE {

-- -- no specific info defined --

-- -- ... --

-- },

-- tAnswerSpecificInfo [10]0 SEQUENCE {

-- -- no specific info defined --

-- -- ... --

-- },

-- tMidCallSpecificInfo [11]0 SEQUENCE {

-- connectTime [0]0 Integer4 OPTIONAL

-- -- ... --

-- },

-- tDisconnectSpecificInfo [12]0 SEQUENCE {

-- releaseCause [0]0 Cause OPTIONAL,

-- connectTime [1]0 Integer4 OPTIONAL

-- -- ... --

-- },

}

-- イベントで特定される呼関連情報を示す。

-- 接続時間(connectTime)は、着信者から応答表示を受信してから発側－切断(ODisconnect)、

-- 発側－例外(OException)イベントでコネクションを解放するまでの間の期間を示す。

-- 接続時間(connectTime)の単位は１００ミリ秒である。
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EventTypeBCSM ::= ENUMERATED {

origAttemptAuthorized(1),

-- collectedInfo(2),

analysedInformation(3),

-- routeSelectFailure(4),

oCalledPartyBusy(5),

oNoAnswer(6),

oAnswer(7),

-- oMidCall(8),

oDisconnect(9),

oAbandon(10),

-- termAttemptAuthorized(12),

-- tBusy(13),

-- tNoAnswer(14),

-- tAnswer(15),

-- tMidCall(16),

-- tDisconnect(17),

-- tAbandon(18)

}

-- ＢＣＳＭデテクションポイントイベントを示す。イベントについての付加情報は本標準

-- 第２編４．２．２．２節を参照。

-- 発呼分析完了(origAttemptAuthorized)、の値はＴＤＰについて使用

-- されることのみが可能である。

ExtensionField ::= SEQUENCE {

type INTEGER,      -- ＥＸＴＥＮＳＩＯＮ型の値を識別する

criticality ENUMERATED {

ignore (0),

abort (1)

} DEFAULT ignore,

value [1]0 ANY DEFINED BY type

}

-- ＡＮＹ には ＥＸＴＥＮＳＩＯＮ型による各拡張データ型定義中の EXTENSION-SYNTAX

--  キーワードに続くデータ型が適用される。

-- このパラメータはアーギュメントデータ型の拡張を示す。その内容は網運用者特有である。

ForwardCallIndicators ::= OCTET STRING (SIZE(2))

-- 順方向呼表示を示す。符号化のためにはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３を参照。

Integer4 ::= INTEGER(0..2147483647)

LegID ::= CHOICE {

sendingSideID [0]0 LegType,

receivingSideID [1]0 LegType,

}

-- １つの呼における特定のパーティへの参照を示す。ＯＰＴＩＯＮＡＬは、片方向のＩＤ

-- 割り当てまたは両方向のＩＤ割り当てを選択して、網運用者が特有に使用することを示す。

＊

＊
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-- レグＩＤ(LegID)がＯＰＴＩＯＮＡＬの場合は以下を表す:

--　－呼の中に１つのパーティのみが存在するとき、このパラメータは必要では無い

-- （あいまいさが存在しないため）

--　－呼の中に１つ以上のパーティが存在するとき、次の代替え手段の一つが適用される:

--　　１．レグＩＤ(LegID)が存在し、どのパーティが関与しているか示している。

--　　２．レグＩＤ(LegID)は存在せず、デフォルト値が仮定される。

-- これらの２つの代替え手段からの選択は網運用者オプションに保たれる。

LegType ::= OCTET STRING (SIZE(1))

leg1 LegType ::= '01'H

leg2 LegType ::= '02'H

MiscCallInfo ::= SEQUENCE {

messageType [0]0 ENUMERATED {

request(0),

notification(1)

},

dpAssignment [1]0 ENUMERATED {

individualLine(0),

groupBased(1),

officeBased(2)

[0]0 }　OPTIONAL

}

-- 検出ポイント関連情報を示す。

MonitorMode  ::= ENUMERATED {

interrupted(0),

notifyAndContinue(1),

transparent(2)

}

-- ＢＣＳＭイベントのコンテキスト内でのこのパラメータの使用は３．３．３９節を参照。

ScfID ::= OCTET STRING (SIZE (minScfIDLength..maxScfIDLength))

--  網Ｂの網運用者により定義される。

--　ＳＣＦ識別子を示す。

ServiceKey ::= Integer4

-- ＳＣＦに適切なサービスロジックを選択させるための情報

TerminalType ::= ENUMERATED {

unknown(0),

dialPulse(1),

dtmf(2),

isdn(3),

-- isdnNoDtmf(4),

spare(16)

}

-- ＳＣＦがＳＲＦに対して指定できる適切な能力種別である端末種別（音声認識、DTMF、表示

-- 能力、その他）。
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-- 現在のシグナリングシステムが端末種別を運ばないため、このパラメータは発側または着側

-- のローカル交換機に対してのみ適用される。

-- 定数範囲の定義を以下に示す。

maxBearerCapabilityLength INTEGER ::= 10 -- ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１

minCalledPartyNumberLength INTEGER ::= 3 -- ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３

maxCalledPartyNumberLength INTEGER ::= 12 -- ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３

minCallingPartyNumberLength INTEGER ::= 2 -- ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３

maxCallingPartyNumberLength INTEGER ::= 12 -- ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３

minCauseLength INTEGER ::= 2 -- ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３

maxCauseLength INTEGER ::= 30

minDigitsLength INTEGER ::= 2 -- ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３

maxDigitsLength INTEGER ::= 13 -- ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３

minScfIDLength INTEGER ::= 1

maxScfIDLength INTEGER ::= 20

numOfBCSMEvents INTEGER ::= 7

numOfExtensions INTEGER ::= 1

-- 以下にＴＴＣ固有の拡張型定義を示す。

ConnectSyntax ::= EXTENSION

EXTENSION-SYNTAX

ConnectExtension

CRITICALITY

ignore (0)

connectSyntax ConnectSyntax ::= -1

-- ＴＴＣ固有の拡張番号の－１を使用。

ConnectExtension ::= SEQUENCE {

additionalCallingPartyNumber　　[0] AdditionalCallingPartyNumber OPTIONAL

}

-- 接続(Connect)オペレーションの拡張(extensions)パラメータの内容を示す。

InitialDPSyntax ::= EXTENSION

EXTENSION-SYNTAX

InitialDPExtension

CRITICALITY

ignore (0)

initialDPSyntax InitialDPSyntax ::= -2

-- ＴＴＣ固有の拡張番号の－２を使用。

＊
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InitialDPExtension ::= SEQUENCE {

ttcContractorNumber [0] TtcContractorNumber OPTIONAL,

ttcChargeAreaInformation [1] TtcChargeAreaInformation OPTIONAL

}

-- イニシャルＤＰ(InitialDP)オペレーションの拡張(extensions)パラメータの内容を示す。

-- 以下にＴＴＣ固有の共通データ型定義を示す。

TtcContractorNumber ::= OCTET STRING (SIZE (minCallingPartyNumberLength..

maxCallingPartyNumberLength))

-- 契約者番号(TtcContractorNumber)を示す。

TtcChargeAreaInformation ::= OCTET STRING (SIZE (minTtcChargeAreaInformationLength

..maxTtcChargeAreaInformationLength))

-- 料金区域情報(TtcChargeAreaInformation)を示す。

-- 以下にＴＴＣ固有の定数範囲の定義を示す。

minTtcChargeAreaInformationLength INTEGER ::= 1  -- ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３

maxTtcChargeAreaInformationLength INTEGER ::= 12

END

＊
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2.1.4　ＩＮ能力セット１アプリケーションプロトコル (オペレーションとエラーコード)

-- このモジュールはＩＮ能力セット１アプリケーションプロトコルのオペレーションとエラーコードの割

-- り当てを含む。

IN-CS-1-Codes { ccitt administration japan(440) isdn(102) inapl(3) modules(0) cs-1-codes(3) version1(0) }

DEFINITIONS ::=

BEGIN

-- ＩＮ能力セット１プロトコルに割り当てられたオペレーションとエラーコードを以下に示す。

IMPORTS

--マクロ

APPLICATION-SERVICE-ELEMENT

FROM Remote-Operations-Notation-Extension

{joint-iso-ccitt remote-operations(4) notation-extension(2)}

-- オペレーション型

ActivityTest,

Connect,

DisconnectForwardConnection,

EstablishTemporaryConnection,

EventReportBCSM,

InitialDP,

ReleaseCall,

RequestReportBCSMEvent

FROM IN-CS-1-Operations { ccitt administration japan(440) isdn(102) inapl(3) modules(0) cs-1-operations(0)

version1(0) }

-- エラー型

ETCFailed,

MissingCustomerRecord,

MissingParameter,

ParameterOutOfRange,

SystemFailure,

TaskRefused,

UnexpectedComponentSequence,

UnexpectedDataValue,

UnexpectedParameter

FROM IN-CS-1-Errors { ccitt administration japan(440) isdn(102) inapl(3) modules(0) cs-1-errors(1) version1(0) };

-- オペレーションはＡＳＥ毎に分類されている。

-- SCF activation ASE

   initialDP InitialDP ::= localValue 0

-- Assist connection establishment ASE

   establishTemporaryConnection EstablishTemporaryConnection ::= localValue 17

-- Generic disconnect resource ASE
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   disconnectForwardConnection DisconnectForwardConnection ::= localValue 18

-- Connect ASE (elementary SSF function)

   connect Connect ::= localValue 20

-- Call handling ASE (elementary SSF function)

   releaseCall ReleaseCall ::= localValue 22

-- BCSM Event handling ASE

   requestReportBCSMEvent RequestReportBCSMEvent ::= localValue 23

   eventReportBCSM EventReportBCSM ::= localValue 24

-- Activity Test ASE

   activityTest ActivityTest ::= localValue 55

-- エラーコード

eTCFailed ETCFailed ::= localValue 3

missingCustomerRecord MissingCustomerRecord ::= localValue 6

missingParameter MissingParameter ::= localValue 7

parameterOutOfRange ParameterOutOfRange ::= localValue 8

systemFailure SystemFailure ::= localValue 11

taskRefused TaskRefused ::= localValue 12

unexpectedComponentSequence UnexpectedComponentSequence ::= localValue 14

unexpectedDataValue UnexpectedDataValue ::= localValue 15

unexpectedParameter UnexpectedParameter ::= localValue 16

-- アプリケーションサービス要素

SCF-activation-ASE::= APPLICATION-SERVICE-ELEMENT

-- 要求側はＳＳＦ

CONSUMER INVOKES {

initialDP

}

-- 供給側はＳＣＦ

SUPPLIER INVOKES

  

Assist-connection-establishment-ASE ::= APPLICATION-SERVICE-ELEMENT

-- 要求側はＳＳＦ

CONSUMER INVOKES

-- 供給側はＳＣＦ

SUPPLIER INVOKES {

establishTemporaryConnection

}
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Generic-disconnect-resource-ASE　::= APPLICATION-SERVICE-ELEMENT

-- 要求側はＳＳＦ

CONSUMER INVOKES

-- 供給側はＳＣＦ

SUPPLIER INVOKES {

disconnectForwardConnection

}

Connect-ASE ::= APPLICATION-SERVICE-ELEMENT

-- 要求側はＳＳＦ

CONSUMER INVOKES

-- 供給側はＳＣＦ

SUPPLIER INVOKES {

connect

}

BCSM-event-handling-ASE ::= APPLICATION-SERVICE-ELEMENT

-- 要求側はＳＳＦ

CONSUMER INVOKES {

eventReportBCSM

}

-- 供給側はＳＣＦ

SUPPLIER INVOKES {

requestReportBCSMEvent

}

Activity-test-ASE ::= APPLICATION-SERVICE-ELEMENT

-- 要求側はＳＳＦ

CONSUMER INVOKES

-- 供給側はＳＣＦ

SUPPLIER INVOKES {

activityTest

}

Call-handling-ASE ::=  APPLICATION-SERVICE-ELEMENT

-- 要求側はＳＳＦ

CONSUMER INVOKES

-- 供給側はＳＣＦ

SUPPLIER INVOKES {

releaseCall

}

END
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2.1.5　アプリケーションコンテクスト

APPLICATION-CONTEXT MACRO::=

BEGIN

TYPE NOTATION ::= Symmetric | InitiatorConsumerOf ResponderConsumerOf | empty

VALUE NOTATION ::= value(VALUE OBJECT IDENTIFIER)

Symmetric ::= "OPERATIONS OF" "{" ASEList "}"

InitiatorConsumerOf ::= "INITIATOR CONSUMER OF " "{" ASEList "}" | empty

ResponderConsumerOf ::= "RESPONDER CONSUMER OF " "{" ASEList "}" | empty

ASEList ::= ASE | ASEList "," ASE

ASE ::= type - shall reference an APPLICATION-SERVICE-ELEMENT type

END

IN-CS1-SSF-to-SCF-Generic-AC APPLICATION-CONTEXT

-- 対話はＳＳＦのイニシャルＤＰ（InitialDP）オペレーションにより開始される。

INITIATOR CONSUMER OF {

SCF-activation-ASE,

Assist-connection-establishment-ASE,

Generic-disconnect-resource-ASE,

Connect-ASE,

Call-handling-ASE,

BCSM-event-handling-ASE,

Activity-test-ASE

}

RESPONDER CONSUMER OF

::= {ccitt administration japan(440) isdn(102) inapl(3) scf-ssf-srf-objects(1) generic-ssf-to-scf(0) version1(0)};

2.2　ＳＣＦ／ＳＤＦインタフェース

3.　手順

3.1　手順とエンティティの定義

3.1.1　ＳＳＦ応用エンティティ手順

3.1.1.1　概要

　この節では、ＳＳＰ－ＳＣＰインタフェースに関連したＳＳＦ応用エンティティ（ＡＥ：Application

Entity）手順を定義する。この手順は共通線信号方式Ｎｏ．７の使用を前提としている。

　これらの手順で明確に記述されていない能力は、ＳＳＰ独自の手法でのインプリメントによりサポート

されうる。この場合、ＳＳＰは２章の内容との整合性をとるものとする。

　ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．７００、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７７１、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．１４００にて定義される

構造にしたがい、ＡＥはＴＣ（トランザクション機能）及びＴＣユーザと呼ばれる１つ以上のＡＳＥを含

む。以下の節では、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７７１で規定されるプリミティブを使用してＴＣとインタフェー

スをとるＴＣユーザＡＳＥを定義する。

＃
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　以下に定義された応用エンティティ手順の解釈が詳細手順やＴＣサービスの使用に関する規則と異なる

場合、3.3 節及び 3.4 節に詳述する記述や規則に従うものとする。

3.1.1.2　モデルとインタフェース

　ＡＥ－ＳＳＦの機能モデルを図 4-3-9/JT-Q1218-b に示す。ＡＳＥは、ＳＣＦと通信するためにＴＣとイン

タフェースし、また交換機システムに対して既に定義されている呼制御機能（ＣＣＦ）や保守機能とイン

タフェースする。本標準の範囲は図 4-3-9/JT-Q1218-b で網かけされた部分に限定される。

　図 4-3-9/JT-Q1218-b のインタフェースは、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７７１で規定されるＴＣユーザのＡＳＥプ

リミティブとＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７１１で規定されるＮ－プリミティブを用いる。ＩＮアプリケーション

プロトコル（ＩＮＡＰ）のオペレーションとパラメータは２章にて定義される。

3.1.1.3　ＳＳＦ  ＦＳＭとＣＣＦ／保守機能間の相互関係

　ＳＳＦ　ＦＳＭとＣＣＦ／保守機能との間のプリミティブインタフェースは内部であり、本標準の対象

ではない。しかし、このインタフェースは本標準第２編の 4.2.2.1 節にて定義されるＢＣＳＭと整合がとら

れるべきである。

　エンドユーザによって呼が生成される場合におけるＢＣＳＭとＳＳＦ　ＦＳＭとの間の相互関係を示す。

－　呼がエンドユーザによって生成され、交換機で処理されるときには、ＢＣＳＭのインスタンスが

生成される。ＢＣＳＭの処理が進むにつれ、検出ポイント（ＤＰ：第２編 4.2 節参照）に遭遇する。

ＤＰがトリガＤＰ（ＴＤＰ）として設定されている場合、ＳＳＦ　ＦＳＭのインスタンスが生成さ

れる。

　ＳＳＦ論理は、以下のように動作しなければならない。

－　ＤＰ判断基準を満足した場合を含め、本標準第２編の 4.2.2.7 節で記述されているＤＰ処理動作を

実行する。

－　ＳＣＦアクセス可能性をチェックする。

－　サービスフィーチャ相互動作を処理する。

　ＳＳＦは少なくとも以下の場合、ＣＣＦへ制御を戻す。

－　トリガ（ＴＤＰ）判断基準の一致がない場合（例えば、処理するのには不十分な情報）、ＳＳＦ

論理はＣＣＦに呼制御を戻す。

－　呼が途中放棄された場合、ＳＳＦ論理はＣＣＦに呼制御を戻し、3.1.1.5 節に記述される処理を続

行する。

－　目的のＳＣＦにアクセスできない場合、ＳＳＦ論理は可能ならば呼のルーチングをＣＣＦに指示

する（例えば、終了アナウンスへのデフォルトルーチング）。

－　呼制御相互関係が存在し、かつＤＰがＥＤＰ－Ｒとして設定されたならば、ＳＳＦはＣＣＦへ呼

の制御を戻す。

　ＳＣＦから受けるオペレーションの実行に関連する管理機能は、ＳＳＦ管理エンティティ（ＳＳＭＥ）

によって実行される。ＳＳＭＥはＳＳＭＥ－制御 (SSME-Control) といくつかのＳＳＭＥ　ＦＳＭインスタ

ンスからなる。ＳＳＭＥ－制御は異なるＳＳＦ　ＦＳＭ、ＳＳＭＥ　ＦＳＭとそれぞれインタフェースを

持ち、機能エンティティアクセス管理（ＦＥＡＭ：Functional Entity Access Manager）ともインタフェースを

持つ。図 4-3-10/JT-Q1218-b にＳＳＦのインタフェースを示す。
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　ＦＥＡＭは以下の事項を含む低レベルのインタフェース保守機能を提供する。

　１）　ＳＣＦとのインタフェースを確立し、保持する。

　２）　ＳＣＦから受けたメッセージをＳＳＭＥ－制御に渡し、また（必要ならば）行列待ちする。

　３）　ＳＳＭＥ－制御から受けたメッセージをフォーマットし、（必要ならば）行列待ちし、ＳＣＦへ

送出する。

　ＳＳＭＥ－制御はＳＳＦ有限状態機構（ＦＳＭ：Finite State Machine）のすべてのインスタンスの代わり

にＳＣＦとのダイアログを保持する。ＳＳＦ　ＦＳＭのインスタンスは呼が生成する度に同時に非同期で

生成する。このため、ＳＳＦ　ＦＳＭの生成、起動、維持の動作を実行する単一のエンティティが必要と

なる。ＳＳＭＥ－制御は特に以下の動作を実行する。

　１．他のＦＥからの入力メッセージを解釈し、それらを対応するＳＳＦ　ＦＳＭイベントに翻訳する。

　２．ＳＳＦ　ＦＳＭの出力を他のＦＥ向けの対応するメッセージに翻訳する。

　３．ＳＳＦでの管理機能・監視機能に関する（呼処理と）非同期の動作をとらえて、ＳＳＭＥ　ＦＳＭ

のインスタンスを生成する。

　ＳＳＭＥ　ＦＳＭの異なるコンテクストは、起動オペレーションのアドレス情報に基づき識別されるか

もしれない。

　ＳＳＦ　ＦＳＭは必要に応じてＢＣＳＭの関連するインスタンスに呼制御指示を渡す。ＳＳＦＦＳＭを

動作中のままにしておくように要求しながら、ＤＰはイベントＤＰとして動的に設定されるかもしれない。

あるポイントでは、ＳＣＦとの更なる相互動作は必要とされなくなり、ＢＣＳＭが必要に応じて呼処理を

継続する一方でＳＳＦ　ＦＳＭは終了させられるかもしれない。ＢＣＳＭ内のより後ろのＴＤＰが同一呼

に対してＳＳＦ　ＦＳＭの新たなインスタンスを生じるかもしれない。

　能力セット１のＩＮサービスフィーチャのシングルエンド制御の特性により、ＳＳＦ　ＦＳＭは機能的

に呼の片側に適応するだけである（例えば２者間通話での発側ＢＣＳＭまたは着側ＢＣＳＭで、両方では

ない）。

3.1.1.4　ＳＳＦ管理エンティティ有限状態機構（ＳＳＭＥ　ＦＳＭ）

　ＳＳＭＥ　ＦＳＭ状態図を図 4-3-11/JT-Q1218-b に示す。

　ＳＳＭＥ　ＦＳＭは個々のＳＳＦ　ＦＳＭから独立している。

　「空き管理（Idle_Management）」状態において、以下のオペレーションがＳＣＦから受信され得る。そ

してＳＳＭＥ　ＦＳＭにより処理されるが、異なる状態への遷移は引き起こさない（遷移ｅｍ４）。

　活性化試験（ActivityTest）

　活性化試験 (ActivityTest) オペレーションは、呼関連トランザクションにのみ適用される。

　他のいかなるオペレーションもＳＳＭＥ　ＦＳＭに影響を与えない。このようなオペレーションを受け

た場合、ＳＳＭＥ－制御は適切なＳＳＦ　ＦＳＭに渡す。

3.1.1.5　ＳＳＦ状態遷移図

　図 4-3-12/JT-Q1218-b にＩＮ呼／要求の処理におけるＳＳＰのＳＳＦ部分の状態図を示す。

　それぞれの状態については後の節で記述することとし、ここでは複数の状態で適用される一般的規則を

記述する。

　１つあるいは複数のＴＣメッセージで受信される１つあるいは一連のコンポーネントは、１つあるいは

複数のオペレーションを含み得る。これらは以下のように処理される。

－　オペレーションは受けた順番に処理する。

－　１つのメッセージ上で単一のオペレーションを受信するか、あるいは複数のオペレーションを受

信するかどうかとは独立に、各オペレーションは状態遷移をもたらす。

＊

＊

＊

＊
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－　ＳＳＦは後続オペレーションを順に調べる。これらのオペレーションを順序的に実行してもＦＳ

Ｍの状態が変わらない限り、ＳＳＦはオペレーション（例えばＢＣＳＭイベント報告要求

（RequestReportBCSMEvent））を実行する。次のオペレーションによって状態遷移が起こる場合は、

現在のオペレーションが実行完了するまで次のオペレーションは蓄積される。他の場合はすべて現

状態以外への遷移を引き起こすイベントを待つ（実行済みオペレーションの完了イベントや外部イ

ベントを受けるイベントなど）。

－　シーケンス中のオペレーションの中の１つの処理でエラーがあった場合、ＳＳＦ　ＦＳＭはエラー

処理（下記参照）を行い、シーケンス中の後続のオペレーションをすべて廃棄する。

－　オぺレーションが理解されないか、コンテクストの範囲外である場合（ＳＳＦ　ＦＳＭで定義さ

れたＳＡＣＦ規則に反する場合など）、相互動作をアボートする。

　どのような状態にあっても、受けたオペレーションにエラーが存在した場合、そのエラーは保守機能に

通知され、ＳＳＦ　ＦＳＭはエラーを含んだオペレーションを受けた時と同じ状態を維持する。オペレー

ションのクラスによっては、適切なコンポーネントを用いてＳＳＦからＳＣＦへエラーが報告されうる。

（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７７４）。
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２)

ＳＣＣＰ

アプリケーションプロセス起動

（呼制御機能、保守機能）

ＡＥＩ

ＳＳＦ

ＳＳＦ　ＦＳＭＳＡＯ

ＭＡＣＦ

ＡＳＥ

ＡＳＥ

ＴＣ

Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｆ

１)

１）ＴＣ－プリミティブ

２）Ｎ－プリミティブ

ＡＥＩ ：応用エンティティ起動 (Application entity invocation)

ＳＳＦ ：サービス交換機能 (Service switching function)

ＦＳＭ ：有限状態機構 (Finite state machine)

ＭＡＣＦ ：複数アソシエーション制御機能 (Multiple association control function)

ＳＡＣＦ ：単一アソシエーション制御機能 (Single association control function)

ＳＡＯ ：単一アソシエーションオブジェクト(Single association object)

注）ＳＳＦ　ＦＳＭは個々の有限状態機構を含む。

図４－３－９／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ　ＳＳＦ　ＡＥの機能モデル

(ITU-T Q.1218)
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ＳＳＭＥ－制御
(SSME-Control)

ＳＳＦ
ＦＳＭ

ＳＳＦ
ＦＳＭ

ＳＳＭＥ
ＦＳＭ

ＳＳＭＥ
ＦＳＭ

ＦＥＡＭ ＳＣＦ

ＳＳＦ

図４－３－１０／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ　＊　ＳＳＦインタフェース

(ITU-T Q.1218)

ｅｍ４

状態ｍａ
空き管理

(Idle Management)

図４－３－１１／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ　ＳＳＭＥ　ＦＳＭ　状態図

(ITU-T Q.1218)
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状態ｆ
監視中

(monitoring)

ｅ１１

ｅ１０

ｅ１６

状態ｅ
暫定接続終了待ち

(waiting for end of
temporary connection)

ｅ７ ｅ８

状態ａ
空き
(Idle)

ｅ９ｅ４ ｅ１２

ｅ２０ ｅ２２

状態ｇ
受信完了通知待ち

(waiting for
Acknowledgement)

ｅ２１

状態ｃ
指示待ち

　(waiting for
　　　instructions)

ｅ１４

注）途中放棄、切断の遷移は示さない。

図４－３－１２／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ　＊　ＳＳＦ有限状態機構図

(ITU-T Q.1218)

　（「空き（Idle）」を除く）任意の状態において、発信者が応答前（即ちＢＣＳＭ上の応答ＤＰ到達前）

に呼を途中放棄した場合、ＳＳＦ  ＦＳＭはＣＣＦに呼を解放することを指示し、呼に割り当てられてい

たすべてのＣＣＦリソースが割り当て解除されることを保証しなければならない。このとき、以下のよう

な処理を続行する。

－　途中放棄ＤＰが設定されていない場合、「空き（Idle）」状態に遷移する。

－　途中放棄ＤＰがＥＤＰ－Ｎとして設定されている場合、ＢＣＳＭイベント報告 (EventReportBCSM)

オペレーションを送出し、「空き（Idle）」状態に遷移する。

　（「空き（Idle）」を除く）任意の状態において、通話者が安定状態（即ちＢＣＳＭ上の応答ＤＰ到達後）

から切断した場合、ＳＳＦ　ＦＳＭはこのイベントを以下のように処理しなければならない。

－　切断ＤＰが特定のレグに設定されていない場合、「空き（Idle）」状態に遷移する。

－　切断ＤＰがＥＤＰ－Ｎとして設定されている場合、ＢＣＳＭイベント報告（EventRep ortBCSM）

オペレーションを送出し、「受信完了通知待ち」状態に遷移する。

　ＳＳＦはアプリケーションタイマＴＳＳＦを持つ。このタイマの目的は、過度の呼の中断時間を避けること

と、ＳＳＦ－ＳＣＦ間のアソシエーションを保護することである。

　タイマＴＳＳＦは以下のような場合に設定される。

－　ＳＳＦがイニシャルＤＰ（Initial DP）、（3.1.1.5.2 節　状態ｃ：「指示待ち（Waiting For Instructions）」

参照）オペレーションを送出するとき。

－　上記以外の任意の状態でＳＳＦが「指示待ち（Waiting For Instruction）」状態（3.1.1.5.2 節参照）

になった場合。

　上記の２つのケースのそれぞれにおいて、ＴＳＳＦはアプリケーションで定義される２つの異なる値をとる

かもしれない。

＊

＊
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　上記のいずれとも異なるオペレーションを受けたとき、または送出したとき、ＳＳＦはＴＳＳＦを最後に使

用した設定値に再設定する。この場合の設定値は上記の３つの場合に関連した値である。指示待ち（Waiting

for Instructions）状態以外ではＴＳＳＦは使用されない。

　ＴＳＳＦが満了した場合、ＳＳＦ　ＦＳＭはＳＣＦとの相互動作をアボートし、「空き（Idle）」状態に遷

移する。ＣＣＦは可能ならＢＣＳＭの処理を進ませる。

　ＳＳＦはアプリケーションタイマＴａｃｋを持つ。本タイマは切断ＥＤＰ通知時のＳＣＦへの送達確認のた

めに設定されるもので、タイマが満了した場合にはＳＣＦには到達しなかったことを認識し、再度切断Ｅ

ＤＰ通知を行う。再度タイマ満了した場合にはＳＳＦ　ＦＳＭはＳＣＦとの相互動作をアボートし、「空

き（Idle）」状態に遷移する。タイマ動作中にＳＣＦからのコンポーネントを伴わないＴＣ－ＥＮＤ指示プ

リミティブを受信した場合には、ＳＳＦは正常にＳＣＦにて受信されたことを認識し、「空き（Idle）」状

態に遷移する。

　ＳＳＦ状態図には以下の遷移（イベント）がある。

ｅ４ ＴＤＰ－Ｒ遭遇（TDP-R encountered）

ｅ７ 暫定接続生成（Temporary connection created）

ｅ８ 暫定接続終了（Temporary connection ended）

ｅ９ 指示待ちからの空き遷移（Idle Return from wait for instruction）

ｅ１０ ＥＤＰ－Ｒ遭遇（EDP-R encountered）

ｅ１１ ルーチング指示受信（Routing instruction received）

ｅ１２ 最後のＥＤＰ－Ｎ遭遇又は呼解放受信

（EDP-N last encountered or ReleaseCall received ）

ｅ１４ 指示待ち状態のまま不変（Waiting For Instruction no change）

ｅ１６ 監視中の状態まま不変（Monitoring state no change）

ｅ１７ （任意の状態からの）途中放棄（SSF FSM には現れない）

（Abandon (from any state)(not shown in the SSF state diagram)）

ｅ１８ （任意の状態からの）切断（SSF FSM には現れない）

（Disconnect(from any state)(not shown in the state diagram）

ｅ１９ あらゆる状態からの非呼関連処理（SSF FSM には現れない）

（Non-Call Associated Treatment from any state (not shown in the SSF state diagram)）

ｅ２０ 切断ＥＤＰ-N 遭遇

ｅ２１ （一度目の Tack タイマ満了にともなう）受信完了通知待ち状態のまま不変

ｅ２２ 受信完了通知待ちからの空き遷移

　ＳＳＦ状態図は以下の状態を含む。

状態ａ　空き（Idle）

状態ｃ　指示待ち（Waiting For Instructions）

状態ｅ　暫定接続終了待ち（Waiting For End Of Temporary Connection）

状態ｆ　監視中（Monitoring）

状態ｇ　受信完了通知待ち　（Waiting For Acknowledgement）

3.1.1.5.1　状態ａ：「空き（Idle）」

　ＳＳＦ　ＦＳＭは下記のような状態のもとで「空き（Idle）」状態となる。

　ＳＳＦ　ＦＳＭは異常状態のためにアボートＴＣプリミティブを受信したとき、または送出したときは

どのような状態からでも「空き（Idle）」状態になる。

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊
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　ＳＳＦ　ＦＳＭは下記の状況で「空き（Idle）」状態になる。

－　3.1.1.5 節で示される条件のもとで、他の任意の状態で呼が途中放棄されたとき、または１人以上

の話者が切断したとき。

－　「指示待ち（Waiting For Instructions）」状態において接続（Connect）または呼処理実行オペレー

ションが処理され、ＥＤＰが設定されていないとき（遷移ｅ９）。

－　アプリケーションタイマＴＳＳＦが以下の状態で満了になったとき。

「指示待ち（Waiting For Instructions）」

－　「指示待ち（Waiting For Instructions）」状態で呼解放（ReleaseCall）オペレーションが処理された

とき（遷移ｅ９）。

－　最後のＥＤＰ－Ｎが「監視中（Monitoring）」状態で検出され、ＥＤＰ－Ｒが設定されていないと

き（遷移ｅ１２）。

－　アプリケーションタイマＴａｃｋが２回満了したとき（遷移ｅ２２）。

－　切断ＥＤＰ－Ｎ通知に対する到達完了通知のためのコンポーネントを伴わないＴＣ－ＥＮＤ指示

プリミティブを受信したとき（遷移ｅ２２）。

　一度「空き（Idle）」状態になれば、ＳＳＦは、ＳＣＦに送出される処理中の応答をすべて破棄する。

　この状態において以下の呼関連イベントが起こる。

－　可能性のあるＩＮ呼／サービス要求に関連して設定されたＴＤＰに遭遇したというＣＣＦからの

指示があったとき、ＳＳＦ　ＦＳＭは以下のように動作する。

－　ＤＰがＴＤＰ－Ｒならば、ＤＰ処理で決められているように、ＳＣＦへイニシャルＤＰ（InitialDP）

を送出し、「指示待ち（Waiting For Instructions）」状態へ遷移する（遷移ｅ４）。

注）ＤＰ処理規則は本標準第２編「ＤＰ処理」の項に記述している。

　ＳＳＦが「空き（Idle）」状態の時にＳＣＦから受ける他のオペレーションはすべてエラーとして扱われ

なければらない。このイベントは保守機能へ通知され、トランザクションはＴＣ（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７

７４）で規定される手順にしたがってアボートされなければならない。

3.1.1.5.2　状態ｃ：「指示待ち（Waiting For Instruction）」

　上記に示すように「空き（Idle）」状態から（遷移ｅ４）、「監視中（Monitoring）」状態からＥＤＰ－

Ｒを検出したとき（遷移ｅ１０）、あるいは「暫定接続終了待ち（Waiting For End Of Temporary Connection）」

状態から暫定接続の切断が生じたとき（遷移ｅ８）本状態へ遷移する。

　この状態では、ＳＳＦ　ＦＳＭはＳＣＦからの指示を待っている。呼処理は中断され、この状態に入っ

たときにはアプリケーションタイマＴＳＳＦが設定されなければならない。

　この状態の間、以下のイベントが起こりうる。

－　ユーザが途中放棄または切断する。これは 3.1.1.5 節に示す一般的規則にしたがって処理されなけ

ればならない。

－　アプリケーションタイマＴＳＳＦが満了した場合、ＳＳＦ　ＦＳＭは「空き（Idle）」状態に移行し、

ＣＣＦは可能ならば呼をルーチングする（例えば終了アナウンスへのデフォルトルーチング等）。

ＴＳＳＦの満了は保守機能に通知されトランザクションはアボートされる。

－　ＳＣＦからオペレーションを受信する。ＳＳＦ　ＦＳＭは以下に記述するように受信したオペレー

ションに基づいて動作する。

　以下のオペレーションがＳＣＦから受信され、ＳＳＦで処理され得るが異なる状態には遷移しない（遷

移ｅ１４）。

ＢＣＳＭイベント報告要求（RequestReportBCSMEvent）
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　以下のオペレーションがＳＣＦから受信され、ＳＳＦで処理され得る。そして「暫定接続終了待ち（Waiting

For End Of Temporary Connection）」状態へ遷移する（遷移ｅ７）。

暫定接続確立（EstablishTemporaryConnection）

　以下のオペレーションがＳＣＦから受信され、ＳＳＦで処理され得る。そして「監視中（Monitoring）」

状態（何らかのＥＤＰが設定されている場合）（遷移ｅ１１）、または「空き（Idle）」状態（遷移ｅ９）

への状態遷移を引き起こす。

接続（Connect）

　ＳＳＦは呼解放（ReleaseCall）オペレーションをＳＣＦから受けることがある。このとき、ＳＳＦ　ＦＳ

Ｍは、ＣＣＦに対し、呼を解放することを指示し、呼に割り当てられたＣＣＦリソースが割り当て解除さ

れることを保証しなければならない。そして以下に示す処理を継続する。

－　ＳＳＦ　ＦＳＭは「空き（Idle）」状態に遷移する。（遷移ｅ９）。

　上記のオペレーションを処理する場合、必要な呼処理情報はすべて呼制御機能（ＣＣＦ）へ提供される。

この状態で受信される他のオペレーションはすべて 3.1.1.5 節で述べる一般的規則に基づいて処理されなけ

ればならない。

3.1.1.5.3　状態ｄ：「ユーザ相互動作終了待ち（Waiting For End Of User Interaction）」

3.1.1.5.4　状態ｅ：「暫定接続終了待ち（Waiting For End Of Temporary Connection）」

　ＳＳＦは「指示待ち（Waiting For Instructions）」状態で「暫定接続確立（EstablishTemporary Connection）」

オペレーションを受けて、「暫定接続終了待ち（Waiting For End Of Temporary Connection）」状態へ遷移す

る（遷移ｅ７）。

　この状態ではＴＳＳＦは使用されない。つまりＴＳＳＦの満了はＳＳＦ　ＦＳＭに対して何の影響ももたらさ

ない。

　呼はアシストＳＳＦ／ＳＲＦにルーチングされ、呼処理はアシスト手順の終了を待っている間、中断さ

れる。この状態の間、以下のイベントが起こりうる。

－　ＣＣＦから順方向接続の切断の通知を受ける。この場合、ＳＳＦは「指示待ち（Waiting For

Instructions）」状態に移行する（遷移ｅ８）。切断は発話者へは転送されない。

－　ユーザが途中放棄する。この場合、3.1.1.5 節の一般的規則に従って処理されなければならない。

－　ＳＣＦは何らかのオペレーションを受信する。ＳＳＦは以下に記述するように受信したオペレー

ションに従って動作する。

　ＳＳＦは順方向接続切断（DisconnectForwardConnection）オペレーションをＳＣＦから受け、この状態で

処理するかも知れない。呼の切断はＳＲＦから受けることもある。どちらの場合でもこの処理はＳＲＦと

の接続の解放を引き起こし、その結果「指示待ち（Waiting For Instructions）」状態に遷移する。切断は他の

話者へは転送されない（遷移ｅ８）。

　この状態で受信される他のオペレーションはすべて 3.1.1.5 節で述べる一般的規則に基づいて処理されな

ければならない。

3.1.1.5.5　状態ｆ：「監視中（Monitoring）」

　１つ以上のＥＤＰが設定されている場合に、接続（Connect）オペレーションを受けたとき、ＳＳＦは「指

示待ち（Waiting For Instructions）」状態から「監視中（Monitoring）」状態に遷移する(遷移ｅ１１)（3.1.1.5

節参照）。

　この状態では、ＴＳＳＦは使用されない。つまりＴＳＳＦの満了はＳＳＦ　ＦＳＭに対して何の影響ももたら

さない。

＃



ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ - 158 -

　この状態において、以下のイベントが起こりうる。

－　ＥＤＰ－ＮはＢＣＳＭイベント報告（EventReportBCSM）オペレーションの送出によってＳＣＦ

に通知されなければならない。１つ以上のＥＤＰが設定がされている場合、ＳＳＦ　ＦＳＭは「監

視中（Monitoring）」のままである（遷移ｅ１６）。ＳＳＦ　ＦＳＭは、設定されたＥＤＰが残って

いない場合、「空き（Idle）」状態に遷移しなければならない（遷移ｅ１２）。

－　ＥＤＰ－ＲはＢＣＳＭイベント報告（EventReportBCSM）オペレーションの送出によってＳＣＦ

に通知されなければならない。ＳＳＦ　ＦＳＭは「指示待ち（Waiting For Instructions）」状態に遷移

しなければならない（遷移ｅ１０）。

－　ＴＣから終了またはアボートプリミティブを受けても呼には何の影響もない。利用可能な情報を

もとに呼は継続または完了される。この場合、ＳＳＦ　ＦＳＭは「空き（Idle）」状態に遷移し（遷

移ｅ１２）、ＳＳＦ  ＦＳＭは呼との関連づけが解除される。

－　ＳＣＦからオペレーションを受信する。ＳＳＦ　ＦＳＭは以下のように記述するように受信した

オペレーションに従って動作する。

－　ユーザが途中放棄または切断した場合、3.1.1.5 節の一般規則に従って、処理されなければならな

い。切断ＥＤＰ－Ｎが検出された場合には、ＳＳＦはＳＣＦにＢＣＳＭイベント報告

(EventReportBCSM）オペレーションを送信しアプリケーションタイマＴａｃｋを設定する（遷移ｅ２

０）。

　この状態で受信される他のオペレーションはすべて 3.1.1.5 節で述べる一般的規則に基づいて処理されな

ければならない。

3.1.1.5.6　状態ｇ：受信完了通知待ち（Waiting for Acknowledgement)

　本状態に遷移する際にはアプリケーションタイマＴａｃｋが設定する。

　この状態において以下のイベントが起こり得る。

－　アプリケーションタイマＴａｃｋが満了する。満了回数によって以下のように処理される。

ｉ）１回目の場合：ＳＣＦへ再度ＢＣＳＭイベント報告（EventReportBCSM)オペレーションを送

信し、アプリケーションタイマＴackを再設定される（遷移ｅ２１）。

ii）２回目の場合：ＳＣＦへはＵ－Ａｂｏｒｔメッセージを送信する（遷移ｅ２２）。

－　ＳＣＦからコンポーネントを伴わない終了メッセージを受信する。切断ＥＤＰ通知のためのＢＣ

ＳＭイベント報告（EventReportBCSM）オペレーションが正常にＳＣＦにて受信された場合には本メッ

セージによりＳＳＦに通知される（遷移ｅ２２）。

3.1.1.6　アシスト／ハンドオフＳＳＦ　ＦＳＭ

3.1.2　ＳＣＦアプリケーションエンティティ手順

3.1.2.1　概要

　この節では、ＳＣＦ－ＳＳＦインタフェースに関するＳＣＦアプリケーションエンティティ（ＡＥ）手

順の定義について記述する。この手順は、ＮＯ．７信号方式の使用に基づく。

　さらに他の能力がインプリメントに依存した方式で、ＳＣＰでサポートされるかもしれない。

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．７００、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７７１及びＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．１４００に定義されてい

るアーキテクチャにもあるように、ＡＥはトランザクション機能（ＴＣ）とＴＣユーザと呼ばれるーつあ

るいは複数のＡＳＥを含む。以下の節では、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７７１で規定するプリミティブを用いて

ＴＣとインタフェースする、ＴＣ－ユーザＡＳＥ及びＳＡＣＦ／ＭＡＣＦ規則を定義する。

＃
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　手順には、定義されたアプリケーションレイヤ構造をサポートする他のメッセージに基づく信号方式が

同等に使用されるかもしれない。本文は決してサービス論埋プログラム（ＳＬＰ）への制限を指示するも

のではない。

　以下の記述に定義するＡＥ手順の解釈が、詳細手順やＴＣサービスの利用規則と異なっている場合は、3.3

節及び 3.4 節に含まれる記述や規則に従わなければならない。

3.1.2.2　モデルとインタフェース

　ＡＥ－ＳＣＦの機能モデルを図 4-3-14/JT-Q1218-b に示す。ＡＳＥはＳＳＦ、ＳＲＦとの通信をサポート

するプロトコルレイヤとインタフェースし、また、サービス論理プログラム及び保守機能とインタフェー

スする。本標準の範囲は図 4-3-14/JT-Q1218-b の網掛け部分に限られる。

　図 4-3-14/JT-Q1218-b で示されるインタフェースは、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７７１［インタフェース（１）］

で定義されるＴＣ－ユーザＡＳＥプリミティブとＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７７１［インタフェース（２）］で

定義されるＮ－プリミティブを使用する。ＩＮＡＰのオペレーションとパラメータは、本標準の２章に定

義される。

3.1.2.3　ＳＣＦ　ＦＳＭとＳＬＰ／保守機能の関係

　ＳＣＦ　ＦＳＭとＳＬＰ／保守機能の間のプリミティブインタフェースは、内部インタフェースであり、

本標準の対象外である。

　ＳＬＰとＳＣＦ　ＦＳＭ間の関係を（呼がエンドユーザから起動された場合について）以下に記述する。

－　ＩＮ呼処理の要求をＳＳＦから受信した場合、ＳＣＦ呼状態モデル（ＳＣＳＭ）のインスタンス

が生成され、適切なＳＬＰが起動される。

　ＳＣＦ　ＦＳＭは要求されたようにＳＳＦ　ＦＳＭとの相互動作を処理し、必要に応じてイベントをＳ

ＬＰに通知する。

　ＳＳＦから受信したオペレーションの実行に関連する管理機能は、ＳＣＦ管理エンティティ（ＳＣＭＥ）

により実行される。ＳＣＭＥはＳＣＭＥ－制御（SCME-Control）と複数のＳＣＭＥ　ＦＳＭのインスタン

スから構成される。ＳＣＭＥ－制御は、異なるＳＣＦ呼状態モデル（ＳＣＳＭ）や機能エンティティアク

セス管理（ＦＥＡＭ）とインタフェースする。図 4-3-15/JT-Q1218-b にＳＣＦ　ＦＳＭ構造を示す。

　以下に、エンティティの機能的な能力よりもオペレーションの正しい順序を定義することを主な目的と

して、ＳＣＦと他の機能エンティティ間インタフェースの手順上の特徴を体系的に記述する。従って、本

記述はＳＣＦ機能能力のサブセットについてのみを示す。

　手順モデルは、ＳＳＦからのそれぞれの問い合わせとＳＣＳＭを関連づける。ＳＣＳＭは、サービス論

理にかわって、ＳＳＦとのダイアログを維持する。

　複数の要求は同時に、非同期的にＳＣＦにより実行される。これは、ＳＣＦ　ＦＳＭオブジェクトの生

成、起動及び維持のタスクを実行する単一のエンティティが必要であることを示している。このエンティ

ティは、ＳＣＦ管理エンティティ－制御（ＳＣＭＥ－制御：SCME-Control）と呼ばれる。上記タスクに加

えて、ＳＣＭＥは、ＳＣＦ　ＦＳＭの全てのインスタンスの代わりに、ＳＳＦとのダイアログを維持する。

特に、ＳＣＭＥ－制御（SCME-Control）は、

１）他のＦＥからの入力メッセージを解釈し、対応ＳＣＳＭイベントへそれらを翻訳する。

２）ＳＣＳＭ出力を他ＦＥへの適切なメッセージに翻訳する。

３）（呼制御と）非同期の動作（そのような動作の１つはフロー制御である）を実行する。

４）ＳＣＦと他のＦＥ間の永続的な相互動作を提供する。

５）ＳＣＦにおける管理と監視機能に関連した（呼処理と）非同期の動作を処理したり、ＳＣＭＥ　Ｆ

ＳＭのインスタンスを生成する。
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　ＳＣＭＥ　ＦＳＭの異なるコンテクストは、起動オペレーションで与えられるアドレス情報に基づいて

区別されるかもしれない。

　最後に、ＦＥＡＭは低レベルのインタフェース機能をＳＣＭＥから解放している。ＦＥＡＭの機能は以

下のものを含む。

１）ＳＳＦとのインタフェースを確立し維持する。

２）ＳＳＦから受信したメッセージをＳＣＭＥに渡し、また（必要ならば）行列待ちする。

３）ＳＣＭＥから受けたメッセージをフォーマットし、（必要ならば）行列待ちし、ＳＳＦへ送出す

る。

3.1.2.4　部分的ＳＣＦ管理エンティティ（ＳＣＭＥ）状態遷移図

　ＳＣＭＥは以下のオペレーションを処理する。

－　活性化試験（ActivityTest）

　活性化試験（ActivityTest）の送出はＳＣＭＥの状態遷移をもたらさない。

　上記に挙げられていないオペレーションはＳＣＭＥ状態に影響しない。これらのオペレーションは関連

したＳＣＳＭに引き渡される。

3.1.2.4.1　状態Ｍ１：「状態報告空き」

3.1.2.4.2　状態Ｍ２：「ＳＳＦ状態報告応答待ち」

3.1.2.4.3　状態Ｍ３：「サービスフィルタ空き」

3.1.2.4.4　状態Ｍ４：「ＳＳＦサービスフィルタ報告待ち」

3.1.2.4.5　リソース制御オブジェクト

＃

＃

＃

＃

＃
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＜3.1.2 節の図＞

ＡＥＩ　　応用エンティティ起動(Application entity invocation)

ＳＣＦ　　サービス制御機能(Service control　function)

ＦＳＭ　　有限状態機構(Finite state machine)

ＭＡＣＦ　複数アソシエーション制御機能(Multiple association control function)

ＳＡＣＦ　単一アソシエーション制御機能(Single association control function)

ＳＡＯ　　単一アソシエーションオブジェクト(Single association object)

１）ＴＣ－プリミティブ又はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３２プリミティブ

２）Ｎ－プリミティブ

注）ＳＣＦ　ＦＳＭはいくつかの有限状態機構を含む。

図４－３－１４／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ　ＳＣＦ　ＡＥの機能モデル

(ITU-T Q.1218)

アプリケーションプロセス起動

（サービス論理プログラム、保守機能）

ＡＥＩ

ＭＡＣＦ

ＳＡＯ ＳＡＯ

ＳＣＦ

ＦＳＭ

サービス実行環境機能
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Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｆ

1)
TTC 標準

JT-Q932

ＡＳＥ

ＴＣ

Ｓ
Ａ
Ｃ

ＡＳＥ

1)

2) 2)

ＳＣＣＰ／その他
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図４－３－１５／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ　ＳＣＦ　ＦＳＭ構造

(ITU-T Q.1218)

3.1.2.5　ＳＣＦ呼状態モデル（ＳＣＳＭ）

　図 4-3-18/JT-Q1218-b は、ＩＮ呼の処理中に、ＳＣＰのＳＣＦ　ＦＳＭ部分についての手順に関する、

ＳＣＳＭの一般状態図を示す。各状態が、以下の一つの節で論じられる。それぞれの状態は、サブ状態で

構成されたいくつかの内部サブＦＳＭをもつかもしれない。

　２つ以上の状態に適用できる一般規則を以下に示す。

　任意の状態において、受信したオペレーションにエラーがあった場合、ＳＬＰと保守機能は通知を受け

る。一般的には、ＳＣＳＭは同じ状態に留まるが、3.3 節に記述されるような特殊な場合には異なるエラー

処理が行われ得る。オペレーションのクラスによって、エラーはＳＳＦまたはＳＲＦへ報告され得る（Ｔ

ＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７７４参照）。

　また、任意の状態において、ＳＣＳＭが、ＳＳＦとのダイアログが終結されたことを通知されたとき、

ＳＣＳＭは、ＳＬＰに通知し、「空き（ Idle ）」状態に戻る。この場合、他の機能と関連するダイアロ

グのために要求されたリソースを含め、この呼に割り当てられた全てのリソースは解放されなければなら

ない。図を簡潔にするため、このような遷移は、図に表記しない。

　１つのオペレーション又は複数のオペレーションを含むであろう、１つ以上のＴＣメッセージで送出さ

れる、１つあるいは一連のコンポーネントの一般的な規則は、3.1.1.5節に規定し、ここでは記述しない。

　網Ｂから網Ａへの暫定接続確立（ EstablishTemporaryConnection ）あるいは相関ＩＤ（ correlation ID）

を伴う接続（ Connect ）の指示に基づき、網ＡのＳＳＦ／ＣＣＦから網ＢのＳＳＦ／ＣＣＦに回線設定が

なされ、その設定が完了したことが網Ｂインプリメントに依存した方法により網ＢのＳＣＦに通知される。

このとき、網ＢのＳＣＦと網ＡのＳＳＦとの間に相互関係が継続される場合には、網ＢのＳＣＦの網Ａへ

の指示時点からある一定時間以内に当該ＳＣＦが回線の確立を認識されることを監視するために、アプリ

ケーションタイマ TASSIST/HAND-OFF が網ＢのＳＣＦにおいて保有される。このタイマは網ＢのＳＣＦから網Ａの

ＳＳＦへの上記指示が行われた時点で設定され、網ＢのＳＣＦが上記のような回線の確立の通知を受けた

ＳＳＦ ＳＲＦ

ＳＣＭＥ

Ｆ Ｓ Ｍ

ＳＣＭＥ

Ｆ Ｓ Ｍ

ＳＣＳＭＳＣＳＭ

ＦＥＡＭ

ＳＣＭＥ―制御

(SCME-Control)

ＳＣＦ

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊



- 163 - ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ

時点で停止される。本タイマが満了した場合、ＳＣＳＭはサービス論理及び保守機能に通知し、ＳＣＳＭ

は「ＳＳＦ指示準備中（ Preparing SSF Instructions ）」状態に遷移する。網ＢのＳＣＦと網ＡのＳＳ

Ｆとの間に相互関係が継続しない場合の扱いは、網Ｂのインプリメント依存である。

　ＳＣＦ－ＳＳＦインタフェースに関する呼制御関連オペレーションは（ＳＣＭＥ関連オペレーションを

除く）、以下のものに分類される。

１）呼処理関連（ Call-processing-related ）オペレーション

２）非呼処理関連（ Non-call-processing-related）オペレーション

　呼処理関連オペレーションは、以下の２つの組に分類される。

－　接続（ Connect ）

　及び

－　順方向接続切断（ DisconnectForwardConnection ）

－　呼解放（ ReleaseCall ）

－　暫定接続確立（ EstablishTemporaryConnection ）

　呼処理に関連したオペレーションである最初の組については、ＳＣＦは、ＳＳＦに対して、一連のＴＣ

メッセージで、または、コンポーネントシーケンスで同じ組の２つのオペレーションを送出することはな

く、一度に、これらのうち一つだけを送出する。最初の組の２つのオペレーションは、ＳＣＳＭにおいて

受信された少なくとも一つのＥＤＰ－Ｒメッセージにより分離されるべきである。同様のことが、暫定接

続確立（ EstablishTemporaryConnection ）に続く最初の組の任意のオペレーションに適用される。

　非呼処理関連オペレーションは、ＳＣＦ－ＳＳＦインタフェースにおける上記以外のオペレーションを

含む（但し、ＳＣＭＥ関連のオペレーションは除く）。サービス論理が並列にオペレーションの送出を必

要とする場合、これらは１つのコンポーネントシーケンスで送出される。

　以下では、それぞれの状態を、その状態からの遷移をもたらすイベントと共に、別々の節に記述する。

出力は、状態よりも小さな長方形の中に表されるが、状態やイベントと違って、番号付けされることはな

い。

3.1.2.5.1　状態１：「空き（ Idle ）」

　以下のイベントがこの状態において考えられる。

－　（Ｅ２）ＳＳＦからの問い合わせ（ Query_form_SSF ）：これは外部イベントであり、以下のオ

ペレーションの一つを受信することで生じる。

－　イニシャルＤＰ（ InitialDP ）

　このイベントは状態２「ＳＳＦ指示準備中（ Preparing SSF Instructions ）」への遷移をもたらす。

3.1.2.5.2　状態２：「ＳＳＦ指示準備中（ Preparing SSF Instructions ）」

　この状態で、ＳＣＦはさらにどう処理するかを決定する。

　以下のイベントがこの状態において考えられる。

－　（ｅ４）処理完了（ Processing_Completed ）：これは内部イベントである。この時、ＳＣＦは、

ＳＳＦへ指示する処理を終了している。このイベントは、ＳＳＦへ送出すべき応答と、状態１「空

き（ Idle ）」への遷移をもたらす。

－　（ｅ５）特殊リソース設備要求（ SR_Facilities_Needed ）：これは、通話者からの付加情報をサー

ビス論理が必要とすることで生じる（内部）イベントである。従って、このとき通話者とＳＲＦ間

の接続が確立される必要がある。このイベントは、状態３「リソースへのルーチング（ Routing to

Resource ）」への遷移をもたらす。

＊

＊

＊
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－　（ｅ６）処理失敗（ Processing_Failure ）：この（内部）イベントは、適切な例外処理および状態

１「空き（ Idle ）」への遷移をもたらす。

注：　本標準では、以降、例外処理については定義しない。しかしながら、例外処理には全ての関

係するリソースの解放や、ＳＳＦへの適切な応答メッセージの送出が含まれることを前提として

いる。

　この状態に関する手順をさらに述べるため、状態は、以下の２つの節に記述されるような２つのサブ状

態へ分けられる（このサブ分割を図 4-3-19/JT-Q1218-bに示す。）。

3.1.2.5.2.1　状態２．１：「ＳＳＦ指示準備中（ Preparing SSF Instructions ）」

　状態２．１「ＳＳＦ指示準備中（ Preparing SSF Instructions ）」は、 特殊リソースが必要であるか

どうか、などが最初に決定される状態である。更にこの状態では、ＥＤＰ－Ｒ関連処理も実行される。

　以下のイベントがこの状態において考えられる。

－　（ｅ２．１）非呼処理指示（ Non-Call_Processing_Instructions ）：これは内部イベントであり、Ｓ

ＳＦへこのようなオペレーションを送出する必要がある時、サービス論理によって引き起こされる。

これは、ＳＳＦへ送出されるべき以下のオペレーションをもたらす。

－　ＢＣＳＭイベント報告要求（ RequestReportBCSMEvent ）

このイベントは、再び状態２．１「ＳＳＦ指示準備中（ Preparing SSF Instructions ）」へ戻る遷

移をもたらす。

－　（ｅ２．２）特殊リソース設備要求（ SR_Facilities_Needed ）：これは内部イベントであり、Ｓ

ＲＦの使用が必要であるときに、サービス論理から生じる。このイベントは、ＳＣＳＭイベント（ｅ

５）へマッピングされる。

－　（ｅ２．３）呼処理指示可能（ Call_Processing_Instruction_Ready(Monitoring not required) ）（監視

要求なし）：これは内部イベントであり、最後の呼処理関連オペレーションが準備されており、設

定されたＥＤＰがない時に、サービス論理により引き起こされるイベントである。これは、ＳＳＦ

へ送出されるべき以下のオペレーションをもたらす。

－　接続（ Connect ）

－　呼解放（ ReleaseCall ）

さらに、以下のオペレーションが上記に挙げられたオペレーションより先立ってＳＳＦへ送出さ

れるかもしれない。

－　（設定されたＥＤＰ全てを解除する）ＢＣＳＭイベント報告要求

（ RequestReportBCSMEvent ( to disarm all armed EDPs )）

これは、ＳＣＳＭイベント（ｅ４）へマッピングされる。

－　（ｅ２．４）呼処理指示可能（ Call_Processing_Instruction_Ready(Monitoring required) ）（監視要

求あり）：これは内部イベントであり、呼処理関連オペレーションが準備され、さらに、呼の監視

が要求される時に（例えば、ＥＤＰが設定された場合）、サービス論理により引き起こされる。こ

れは、ＳＳＦへ送出されるべき以下のオペレーションをもたらす。

－　接続（ Connect ）

さらに、以下のオペレーションが上記に挙げられたオペレーションに先立ってＳＳＦへ送出され

るかもしれない。

－　ＢＣＳＭイベント報告要求（ RequestReportBCSMEvent ）

このイベントは、状態２．３「通知あるいは要求待ち（ Waiting for Notification or Request ）」へ

の遷移をもたらす。
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－　（ｅ２．６）処理失敗（ Processing_Failure ）：これは内部イベントであり、ＳＣＳＭイベント（ｅ

６）処理失敗（ Processing_Failure ）にマッピングされる。

3.1.2.5.2.2　状態２．２：「行列待ちＦＳＭ（ Queuing FSM ）」

3.1.2.5.2.3　状態２．３：「通知あるいは要求待ち（ Waiting for Notification or Request ）」

　この状態では、ＳＣＳＭはＳＳＦからの通知あるいは要求を待ち受けている。

　以下のイベントがこの状態において考えられる。

－　（Ｅ２．７）ＥＤＰ－Ｒ：これは外部イベントであり、以下のオペレーションの受信により生じ

る。

－　（ＥＤＰ－Ｒのための）ＢＣＳＭイベント報告（ EventReportBCSM (for EDP-R) ）

このイベントは、状態２．１「ＳＳＦ指示準備中（ Preparing SSF Instructions）」への遷移をもた

らす。

－　（Ｅ２．８）最後ではないＥＤＰ－Ｎ（ Not_Last_EDP-N ）：これは外部イベントであり、以下

のオペレーションの受信により生じる。

－　（ＥＤＰ－Ｎのための）ＢＣＳＭイベント報告（ EventReportBCSM(for EDP-N) ）

この場合、まだ、未検出の設定ＥＤＰが存在する。このイベントは、再び状態２．３「通知

あるいは要求待ち（ Waiting for Notification or Request ）」への遷移をもたらす。

－　（Ｅ２．９）最後のＥＤＰ－Ｎ（ Last_EDP-N ）：これは外部イベントであり、以下のオペレー

ションの受信により生じる。

－　（ＥＤＰ－Ｎのための）ＢＣＳＭイベント報告（ EventReportBCSM(for EDP-N) ）

この場合、未検出の設定ＥＤＰはない。このイベントは、ＳＣＳＭイベント（ｅ４）へマッピン

グされる。最後のＥＤＰ－Ｎが切断通知であった場合には、ＳＣＦは必ずＳＳＦに対して送達完了

通知のためにコンポーネントを伴わない終了メッセージを送出しなければならない。

　これで、状態２「ＳＳＦ指示準備中（ Preparing SSF Instructions ）」の記述を終了する。

3.1.2.5.3　状態３：「リソースへのルーチング（ Routing to Resource ）」

　リソースとは、任意のＳＲＦ設備（例えば、インテリジェントペリフェラル）である。

　この状態では、ＳＳＦとの相互動作が必要である。従って、以下のイベントが、この状態からの遷移を

もたらす。

－　（ｅ８）ハンドオフ要求（ Hand-off_Needed ）：網Ｂへのハンドオフ手順が起動されたとき、Ｓ

ＣＳＭは、網ＡのＳＳＦとの相互動作を終結する。このイベントは、状態１「空き（ Idle ）」への

遷移をもたらす。これ以降の処理は網Ｂのインプリメント依存であり、本標準では規定しない。

－　（Ｅ９）ＳＳＦからの失敗（ Failure_from_SSF ）：網ＡのＳＳＦにて要求されたリソースとの接

続ができなかったことにより、状態２「ＳＳＦ指示準備中（Preparing SSF Instructions  ）」への遷移

がもたらされる。

－　（ｅ１０）タイマ満了（ Timer_Expired ）：このイベントは、TASSIST/HAND-OFF 満了により生じる。

このイベントは、状態２「ＳＳＦ指示準備中（ Preparing SSF Instructions ）」への遷移をもたらす。

－　（ｅ１１）ＳＣＦ処理継続（Continue_SCF_Processing）：このイベントは、網Ｂ内でのユーザ相互

動作が終了したことを契機に、網Ａの起動元のＳＳＦへ網Ｂへのベアラ接続の切断を指示すること

により、あるいは、網ＢのＳＲＦへのＳＲＦ起動切断によって網Ａの起動元ＳＳＦとのベアラ接続

が切断されることにより、状態２「ＳＳＦ指示準備中（ Preparing SSF Instructions ）への遷移を生じ

る。

＃

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊



ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ - 166 -

　この状態に関する手順をさらに記述すると、この状態は、以下の２節に示すように、２つのサブ状態に

分割することができる（このサブ分割は、図 4-3-21/JT-Q1218-bに図示される）。

3.1.2.5.3.1　状態３．１：「モード決定（ Determine Mode ）」

　この状態では、ＳＣＳＭがＳＲＦへ呼を接続するためのユーザ相互動作モードを決定する。以下のイベ

ントがこの状態において考えられる。

－　（ｅ３．２）アシスト要求（ Assist_Needed ）：これは内部イベントであり、網Ｂ内のアシスト

ＳＳＦ、または、網Ｂ内での直接ＳＣＦ－ＳＲＦ接続が必要である時に生じる。この場合、ＳＣＳ

Ｍは、網Ｂ内のアシストＳＳＦアドレス、あるいは、ＳＲＦアドレスと一緒に、網Ａの起動ＳＳＦ

へ暫定接続確立（ EstablishTemporaryConnection ）オペレーションを送出し、状態３．３「網Ｂでの

アシスト処理中」へ遷移する。

－　（ｅ３．３）ハンドオフ要求（ Hand-off_Needed ）：これは内部イベントであり、ハンドオフの

場合にのみ生じる内部イベントである。この場合、ＳＣＳＭは網Ｂ内のハンドオフＳＳＦアドレス

を伴う接続（ Connect ）オペレーションを網Ａ内の起動ＳＳＦへ送出し、タイマ TASSIST/HAND-OFF を設

定し（設定の有無については網Ｂのインプリメント依存条件により決定される）、状態１「空き

（ Idle ）」へ遷移する。この遷移は、イベント（ｅ８）へマッピングされる。これ以降の処理は網

Ｂのインプリメント依存であり、本標準では規定しない。

3.1.2.5.3.2　状態３．２：「アシスト指示要求待ち（ Waiting for Assist Request Instructions ）」

3.1.2.5.3.3　状態３．３：「網Ｂでのアシスト処理中」

　この状態では、ＳＣＳＭは網Ｂ内のインプリメントに依存した条件により、網Ｂ内のＳＳＦからのアシ

スト手順用の回線の確立の通知を待ち受け、それが到達した以降、網Ｂ内のＳＣＦ、ＳＳＦ、ＳＲＦ間の

連携によりユーザ相互動作に関する処理を行う。この状態に入った時、ＳＣＳＭはタイマ TASSIST/HAND-OFF を

起動する。この状態では以下のイベントが考えられる。

－　（ｅ３．９）アシストタイマ満了(Assist_Timer_Expired)：これは内部イベントであり、TASSIST/HAND-

OFF の満了により生じる。この場合、ＳＣＳＭは、網Ａ内のＳＳＦへ順方向接続切断

（ DisconnectForwardConnection ）オペレーションを送出した後、ＳＣＭＥ及びＳＬＰに通知し、状

態２「ＳＳＦ指示準備中（　Preparing SSF Instructions ）」 へ遷移する。このイベントはイベント（ｅ

１０）にマッピングされる。

－　（Ｅ３．１０）起動ＳＳＦ失敗（ Initial_SSF_Failure ）：これは外部イベントであり、ＳＳＦ失

敗の受信により生じる。このイベントは、ＳＣＳＭイベント（Ｅ９）へマッピングされる遷移をも

たらす。

－　（ｅ３．１１）ＳＣＦ処理継続（ Continue_SCF_Processing ）：これは内部イベントであり、ＳＣ

ＳＭが、網Ｂ内でのユーザ相互動作を終了し、ＳＣＦ起動切断によって、網Ａ内の起動ＳＳＦと網

Ｂ内のＳＲＦの間のベアラ接続を切断するよう要求するときに発生する。この場合、ＳＣＳＭは、

網Ａ内の起動ＳＳＦへ順方向接続切断（ DisconnectForwardConnection ）オペレーションを送出し、

状態２「ＳＳＦ指示準備中（ Preparing SSF Instructions ）」へ遷移する。このイベントは、イベント

（ｅ１１）にマッピングされる。
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－　（ｅ３．１２）ＳＣＦ処理継続（ Continue_SCF_Processing ）：これは内部イベントであり、ＳＣ

ＳＭが、網Ｂ内でのユーザ相互動作の終了を前提にその最終指示時にＳＲＦ起動切断によって、網

Ａの起動ＳＳＦと網ＢのＳＲＦとの間のベアラ接続の切断を要求するときに発生する。この場合、

ＳＣＳＭは、網ＢのＳＲＦへＳＲＦ起動切断の許可を伴う、ユーザ相互動作指示オペレーションを

送出する。この場合、ＳＣＳＭは、状態２「ＳＳＦ指示準備中（ Preparing SSF Instructions ）」に遷

移する。このイベントは、イベント（ｅ１１）へマッピングされる。この遷移が完了する契機は網

Ｂ内でのユーザ相互動作が終了し、それにより網Ｂから網Ａへの暫定接続ベアラコネクションが切

断完了した時点であるが、この遷移完了契機をＳＣＳＭがどう認識するかは、網Ｂのインプリメン

ト依存である。

　ＳＣＳＭがこの状態から抜け出す時、ＳＳＦ及びＳＲＦ間のベアラ接続が切断されることに注意。

3.1.2.5.4　状態４：「ユーザ相互動作（ User Interaction ）」

3.1.2.5.5　ＳＤＦ関連状態

＃

＃
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図４－３－１８／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ　＊　ＳＣＳＭ　ＦＳＭ

(ITU-T Q.1218)

１．空き(Idle)

ＳＳＦへの例外
(Exception_to_SSF)

(ｅ５)特殊リソース設備要求
(SR_Fac._Needed)

(Ｅ９)ＳＳＦからの失敗
(Failure_from_SSF)

(e１０)タイマ満了 (Timer_Expired)
(ｅ１１)ＳＣＦ処理継続

(Continue_SCF_Processing)

（ｅ４）処理完了
(Processing_

 Completed)

３．リソースへの
ルーチング
(Routing to
 Resource)

２．ＳＳＦ指示準備中
(Preparing SSF
Instructions)

（Ｅ２）ＳＳＦからの問い
合わせ(Query_ from_SSF)

（ｅ６）処理失敗
(Processing_ Failure)

（ｅ８）ハンドオフ要求
(Hand-off_Needed)
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図４－３－１９／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ　＊　状態２ＦＳＭの部分拡張

(ITU-T Q.1218)

２．ＳＳＦ
指示準備中

(Preparing SSF
 Instructions)

（ｅ６）

（ｅ２．６）処理失敗
(Processing_Failure)

（Ｅ２）（Ｅ９）（ｅ１０）（ｅ１１）

（ｅ２．１）非呼処理指示
(Non-Call_Processing_
 Instructions) ２．１　ＳＳＦ指示準備中

(Preparing SSF
 Instructions)

ＳＳＦへの応答
(Response_to_SSF)

（ｅ２．２）特殊リソース設備要求
　(SR_Fac._Needed )

（ｅ２．４）呼処理指示可能
（監視要求なし）
（Call_Processing_
　Instruction_Ready
（Monitoring not
　Required))

（ｅ２．３）呼処理指示可能
（監視要求なし）
（Call_Processing_
　Instruction_Ready
（Monitoring not
　Required))

ＳＳＦへの応答
　(Response_to_SSF)

（Ｅ２．７）ＥＤＰ－Ｒ

（Ｅ２．８）最後ではない
ＥＤＰ－Ｎ

(Not_Last_EDP-N)

２．３　通知あるいは要求待ち
(Waiting for Notification or
Request)

（Ｅ２．９）最後の
ＥＤＰ－Ｎ
(Last_EDP-N)

（ｅ５） （ｅ４） （ｅ４）
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図４－３－２１／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ　＊　状態３　ＦＳＭ

(ITU-T Q.1218)

３．リソースへのルーチング
（Routing to Resource)

（ｅ１０）

（ｅ３．９）アシストタイマ満了
(Assist_Timer_Expired)

（Ｅ９）

（ｅ８）

ＳＳＦへの順方向
接続切断
(Disconnect_Forward_
Conn._ind._to_SSF)

（Ｅ３．１０）起動ＳＳＦ失敗
(Initial_SSF_ Failure)

暫定接続確立
　(Establish_Temporary_

Connection)

（ｅ３．１１）ＳＣＦ処理継続
(Continue_SCF_Processing)

（ｅ３．１２）ＳＣＦ処理継続
(Continue_SCF_Processing)

（ｅ１１）

ＳＳＦへの順方向
接続切断
(Disconnect_Forward_
Conn._ind._to_SSF)

（ｅ５）

（ｅ３．３）ハンドオフ要求
(Hand-off_Needed)

（ｅ３．２）アシスト要求
(Assist_Needed) ＳＳＦへの接続

(Connect_to_SSF)

３．１モード決定
(Determine Mode)

３．３網Ｂでのアシスト
処理中

（ｅ１１）
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3.1.3　ＳＲＦ応用エンティティ手順

3.1.4　ＳＤＦ応用エンティティ手順

3.2　エラー手順

　本節は本標準で規定する INAP の一般的なエラー手順について定義する。エラー手順記述は二つの節に分

割され、3.2.1 節に INAP オペレーションに関連するエラーを、3.2.2 節に INAP オペレーションに直接関連

しない異なった FE におけるエラー条件に関するエラーを載せている。

3.2.1　オペレーションに関連するエラー手順

　以下の節に、オペレーションに関連するエラーに関する一般的なエラー処理を定義する。これらのエラー

は、2.1.2 節でオペレーションエラーとして定義されている。オペレーションエラーの報告に使用される TC

サービスは、3.4 節に記述されている。

　オペレーションに特有の手順を有するエラーは、関連するオペレーションの詳細手順とともに、3.3 節に

記述される。

　ASN.1 デコーダにより検出できるすべてのエラーはすでに、TC メッセージをデコードしている間に検出

され、TC-U-拒否の TC エラー指示「未定義パラメータ(MistypedParameter)」によって示されているかもし

れない。

3.2.1.1　属性エラー(Attribute error)

3.2.1.2　取消完了(Canceled)

3.2.1.3　取消失敗(CancelFailed)

3.2.1.4　ETC 失敗(ETC Failed)

3.2.1.4.1　一般記述

3.2.1.4.1.1　エラー記述

　ETC 失敗(ETCFailed)は SSF から SCF へのエラーであり、網Ｂへの暫定接続の確立が成功しなかった事実

を示している（例　IAM 送信後の「逆方向解放(Backward Release)」受信）。

3.2.1.4.2　オペレーション SCF-＞SSF

暫定接続確立(EstablishTemporaryConnection)

起動エンティティでの手順（SCF）

A) SCF が暫定接続確立(EstablishTemporaryConnection)を SSF へ送信する。

前条件： SCSM 状態 3.1 「モード決定(Determine Mode)」

後条件： SCSM 状態 3.3 網Ｂでのアシスト処理中

B) SCF が ETC 失敗(ETCFailed)エラーを SSF から受信する。

前条件： SCSM 状態 3.3 網Ｂでのアシスト処理中

後条件： SCSM 状態 2.1 「SSF 指示準備中(Preparing SSF Instructions)」

＃

＃

＃

＃

＃

＊

＊

＊
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　エラー処理はサービス論理に依存する。例として、別の SRF の選択、または呼の処理を継続する。

応答エンティティでの手順（SSF）

A) SSF は暫定接続確立(EstablishTemporaryConnection)を SCF から受信するが、接続の確立が失敗し、SCF

へ ETC 失敗(ETCFailed)エラーを返送する。

前条件： SSF FSM 状態 c 「指示待ち(Waiting for Instructions)」

後条件： SSF FSM 状態 c 「指示待ち(Waiting for Instructions)」

3.2.1.5　不適切な発信者応答(ImproperCallerResponse )

3.2.1.6　カスタマレコードなし(MissingCustomerRecord)

3.2.1.6.1　一般記述

3.2.1.6.1.1　エラー記述

　要求されたカスタマレコードが存在しないので、サービス論理プログラムが SCF 内にみつからなかった。

「カスタマレコードなし(MissingCustomerRecord)」エラーの発生は保守機能に報告されるが、この状況は、

異常な状態のみならず、正常な状態においても発生するため、保守機能への報告はオプションであるべき

である。例えば、エンドユーザが誤ったフリーホン番号をダイヤルしたときに起こるかもしれない。

3.2.1.6.2　オペレーション SSF-＞SCF

イニシャル DP(InitialDP)

起動エンティティでの手順（SSF）

A)オペレーション送信

前条件： SSF FSM 状態 a 「空き(Idle)」

後条件： SSF FSM 状態 c 「指示待ち(Waiting for Instructions)」

B) SSF がエラー「カスタマレコードなし(MissingCustomerRecord)」を受信する

前条件： SSF FSM 状態 c 「指示待ち(Waiting for Instructions)」

後条件： SSF FSM 状態 a 「空き(Idle)」

　CCF は必要に応じて呼をルーチングする（例えば、終了アナウンスへのデフォルトルーチング）。

応答エンティティでの手順（SCF）

前条件： (1) SCSM 適当な状態

(2) SCSM オペレーション受信、適当なイベント発生

後条件： (1) SCSM 状態 1 「空き(Idle)」、上記に示された全てのオペレーションの場合

　SCSM は要求されたサービス論理プログラムが存在しないことを検出する。サービス論理プログラムは

まったく存在しないかもしれない（即ち、SCF のカスタマレコードが存在しない、例えば TDP の場合は、

サービス論理プログラムは起動されようと試みられる。）。エラーパラメータ「カスタマレコードなし

(MissingCustomerRecord)」は、この状況を起動エンティティに通知するために使用される。保守機能への通

知がなされる。（しかし、それは TDP オペレーションの場合、オプショナルである。）

＊

＃
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3.2.1.6.3　オペレーション SRF-＞SCF

3.2.1.7　パラメータなし(MissingParameter)

3.2.1.7.1　一般記述

3.2.1.7.1.1　エラー記述

　受信したオペレーションのアーギュメントにエラーがある。アーギュメントが不正であるために応答エ

ンティティは要求されたオペレーションの処理を開始できない：必須パラメータ（アプリケーションはASN.1

デコーダによって検出されない場合、常に本エラーを返送する）もしくはアプリケーションにとって重要

な期待されるオプションパラメータがオペレーションのアーギュメントに含まれていない。

3.2.1.7.2　オペレーション SCF-＞SSF

呼関連／非呼処理

BCSM イベント報告要求(RequestReportBCSMEvent)

呼関連／呼処理

接続(Connect)

暫定接続確立(EstablishTemporaryConenction)

起動エンティティでの手順（SCF）

A) 送信オペレーション

前条件： SCSM　上記の呼関連オペレーションが転送できる任意の状態

後条件： SCSM　上記オペレーションの任意の転送の結果としての任意の状態

B) SCF がエラー「パラメータなし(MissingParameter)」を受信

前条件： SCSM　上記の任意の呼関連オペレーションの転送の結果としての任意の状態

後条件： SCSM　初期状態への遷移（即ち、誤ったオペレーションの送信の前）

　サービス論理と保守機能には通知される。呼のそれ以降の処理は、サービス論理に依存する。

応答エンティティでの手順（SSF）

前条件： (1) SSF FSM　適当な状態

(2) SSF FSM　呼関連オペレーション受信、適当なイベント発生

後条件： (1) SSF FSM　同一状態への遷移

　SSF FSM は受信されたオペレーションにおけるエラーを検出する。エラーパラメータはこの状況を SCF

に通知するために返送される。

＃
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3.2.1.7.3　オペレーション SSF-＞SCF

イニシャル DP(InitialDP)

起動エンティティでの手順（SSF）

A) 送信オペレーション

前条件： SSF FSM　上記のオペレーションが転送できる任意の状態

後条件： SSF FSM　上記オペレーションの任意の転送の結果としての任意の状態

B) SSF がエラー「パラメータなし(MissingParameter)」を受信

前条件： SSF FSM　上記オペレーションの任意の転送の結果としての任意の状態

後条件： SSF FSM　状態 a　「空き(Idle)」

　このエラーを受信後に、SSF FSM は「空き(Idle)」状態へ戻る。もし必要ならば、CCF は呼をルーチング

する（終了アナウンスへのデフォルトルーチング）。

応答エンティティでの手順（SCF）

前条件： (1) SCSM　適当な状態

(2) SCSM　オペレーション受信、適当なイベント発生

後条件： (1) SCSM 状態 1　「空き(Idle)」；上記に示された任意のオペレーションの場合

　SCSM はエラー状況を検出する。エラーパラメータはこの状況を SSF へ通知するために使用される。サー

ビス論理と保守機能には通知される。

3.2.1.7.4　オペレーション SCF-＞SRF

3.2.1.7.5　オペレーション SRF-＞SCF

3.2.1.8　名称エラー(Name Error)

3.2.1.9　パラメータ範囲外(ParameterOutOfRange)

3.2.1.9.1　一般記述

3.2.1.9.1.1　エラー記述

　オペレーションアーギュメントのパラメータにおけるエラーが検出されたため、応答エンティティは要

求されたオペレーションの処理を開始することができない。即ち、パラメータ値は範囲外である。このエ

ラーは以下の二つの場合に適用される。（エラーがアプリケーションにより決定されるとき）

(1) 　INTEGER(x..y)、SEQUENCE SIZE(x..y) OF TYPE のような、その種別がサイズの範囲とともに定義

されるパラメータの場合。本エラーは、ｚ＜ｘもしくはｚ＞ｙにおいて、パラメータ値がｚである

ときに、もしくはパラメータサイズがｚであるときに適用される。

(2) 　その種別が列挙型(ENUMERATED)の値のリストとして定義されるパラメータにとって、パラメー

タ値がリストにある任意の列挙された値に等しくないとき、パラメータ範囲外(ParameterOutOfRange)

エラーは適用される。

＃

＃

＃
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3.2.1.9.2　オペレーション SCF-＞SSF

呼関連／呼処理

接続(Connect)

呼関連／非呼処理

BCSMC イベント報告要求(RequestReportBCSMEvent)

　適切なエラー手順に関しては 3.2.1.7 節パラメータなし(MissingParameter)を参照。

3.2.1.9.3　オペレーション SSF-＞SCF

イニシャル DP(InitialDP)

　適切なエラー手順に関しては 3.2.1.7 節パラメータなし(MissingParameter)を参照。

3.2.1.9.4　オペレーション SCF-＞SRF

3.2.1.10　要求情報エラー(RequestedInfoError)

3.2.1.11　サービスエラー(Service error)

3.2.1.12　セキュリティエラー(Security error)

3.2.1.13　システム故障(SystemFailure)

3.2.1.13.1　一般記述

3.2.1.13.1.1　エラー記述

　もしオペレーションによって要求されたような特定のタスクを履行できなければ、このエラーは物理エ

ンティティによって返送される。そして当該の呼インスタンスの範囲内での復旧が完了することは期待で

きない。

3.2.1.13.1.2　アーギュメント記述

PARAMETER

UnavailableNetwokResource

UnavailableNetwokResource::= ENUMERATED {

unavailableResources(0),

componentFailure(1),

basicCallProcessingException(2),

resourceStatusFailure(3),

endUserFailure(4)}

＃

＃

＃

＃
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3.2.1.13.2　オペレーション SCF-＞SSF

呼関連／非呼処理

BCSM イベント報告要求(RequestReportBCSMEvent)

呼関連／呼処理

接続(Connect)

順方向接続切断(DisconnectForwardConnection)

暫定接続確立(EstablishTemporaryConnection)

　適切なエラー手順に関しては 3.2.1.7 節パラメータなし(MissingParameter)を参照。

3.2.1.13.3　オペレーション SSF-＞SCF

イニシャル DP(InitialDP)

　適切なエラー手順に関しては 3.2.1.7 節パラメータなし(MissingParameter)を参照。

3.2.1.13.4　オペレーション SCF-＞SRF

3.2.1.13.5　オペレーション SRF-＞SCF

3.2.1.14　タスク拒否(TaskRefused)

3.2.1.14.1　一般記述

3.2.1.14.1.1　エラー記述

　もしオペレーションによって要求されたような特定のタスクを履行できなければ、このエラーは物理エ

ンティティによって返送される。そして当該呼インスタンスの範囲内で復旧が完了されることが期待でき

る。

3.2.1.14.1.2　アーギュメント記述

PARAMETER ENUMERATED {

generic(0),

unobtainable(1),

congestion(2)

}

3.2.1.14.2　オペレーション SCF-＞SSF

呼関連／非呼処理

BCSM イベント報告要求(RequestReportBCSMEvent)

呼関連／呼処理

接続(Connect)

順方向接続切断(DisconnectForwardConnection)

暫定接続確立(EstablishTemporaryConnection)

＃

＃



- 177 - ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ

　適切なエラー手順に関しては 3.2.1.7 節パラメータなし(MissingParameter)を参照。

3.2.1.14.3　オペレーション SSF-＞SCF

イニシャル DP(InitialDP)

　適切なエラー手順に関しては 3.2.1.7 節パラメータなし(MissingParameter)を参照。

3.2.1.14.4　オペレーション SCF-＞SRF

3.2.1.14.5　オペレーション SRF-＞SCF

3.2.1.15　リソース利用不可(UnavailableResource)

3.2.1.16　期待されないコンポーネントシーケンス(UnexpectedComponentSequence)

3.2.1.16.1　一般記述

3.2.1.16.1.1　エラー記述

　SACF または MACF 規則に違反する、あるいはオペレーションが FSM の現時点の状態において処理でき

ない為、応答エンティティは要求されたオペレーションの処理を開始できない。

3.2.1.16.1.2　オペレーション SCF-＞SSF

呼関連／非呼処理

BCSM イベント報告要求(RequestReportBCSMEvent)

呼関連／呼処理

接続(Connect)

順方向接続切断(DisconnectForwardConnection)

暫定接続確立(EstablishTemporaryConnection)

　この 場 合 、 SSF は エ ラ ー 状 況を 検出 し、 「 期 待 さ れな いコ ンポ ー ネ ン ト シー ケン ス

(UnexpectedComponentSequence)」エラーを送信し、同一状態に留まる。SCF においては、サービス論理と

保守機能に通知され、サービス論理はエラー処理について決定する。

3.2.1.16.3　オペレーション SSF-＞SCF

イニシャル DP(InitialDP)

　オペレーションが既存の相互関係のコンテクストにおいて、「起動側」SSF によって送信された場合、SCF

はエラーパラメータを返送する。サービス論理と保守機能に通知がなされる。本エラー受信時に SSF は「空

き(Idle)」に遷移する。

3.2.1.16.4　オペレーション SCF-＞SRF（直接 SCF-SRF の場合に適用されるのみ）

3.2.1.16.5　オペレーション SRF-＞SCF

＃

＃

＃

＃
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3.2.1.17　期待されないデータ値(UnexpectedDataValue)

3.2.1.17.1　一般記述

3.2.1.17.1.1　エラー記述

　パラメータが期待されないデータ値であるので、応答エンティティは要求されたオペレーションの処理

を完了できない。

　このエラーが「パラメータ範囲外(ParameterOutOfRange)」と重複しないことに注意。

例：startTimeAndTime::= --value indicating January 32 1993,12:154:01

応答側エンティティは本値を予期しておらず、「期待されないデータ値

(UnexpectedDataValue)」を返送する。

3.2.1.17.2　オペレーション SCF-＞SSF

呼関連／非呼処理

BCSM イベント報告要求(RequestReportBCSMEvent)

呼関連／呼処理

接続(Connect)

暫定接続確立(EstablishTemporaryConnection)

　適切なエラー手順に関しては 3.2.1.7 節パラメータなし(MissingParameter)を参照。

3.2.1.17.3　オペレーション SSF-＞SCF

イニシャル DP(InitialDP)

　適切なエラー手順に関しては 3.2.1.7 節パラメータなし(MissingParameter)を参照。

3.2.1.17.4　オペレーション SCF-＞SRF

3.2.1.17.5　オペレーション SRF-＞SCF

3.2.1.18　期待されないパラメータ(UnexpectedParameter)

3.2.1.18.1　一般記述

3.2.1.18.1.1　エラー記述

　受信されたオペレーションアーギュメントにエラーがある。有効だが期待されないパラメータがオペレー

ションアーギュメントに存在した。このパラメータの存在は、他のパラメータの存在と矛盾する。応答エ

ンティティはオペレーションの処理を開始できない。

3.2.1.18.2　オペレーション SCF-＞SSF

呼関連／非呼処理

BCSM イベント報告要求(RequestReportBCSMEvent)

＃

＃
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呼関連／呼処理

接続(Connect)

暫定接続確立(EstablishTemporaryConnection)

　適切なエラー手順に関しては 3.2.1.7 節パラメータなし(MissingParameter)を参照。

3.2.1.18.3　オペレーション SSF-＞SCF

イニシャル DP(InitialDP)

　適切なエラー手順に関しては 3.2.1.7 節パラメータなし(MissingParameter)を参照。

3.2.1.18.4　オペレーション SCF-＞SRF

3.2.1.19　未知のレグ ID(UnknownLegID)

3.2.1.20　未知のリソース(UnknownResource)

3.2.1.21　更新エラー(Update error)

3.2.2　エンティティ関連エラー手順

　以下の節では、エンティティ関連エラーに関するエラー処理を定義する。エラー状況はオペレーション

の受信によって起こらないので、起動エンティティはエラー状況が検出されたところとしてここでは示さ

れる。応答エンティティはエラー報告を受信したエンティティである。

　エラーを通知するために使用される TC サービスは、3.4 節に記述される。

3.2.2.1　TSSF（タイマ）の満了

3.2.2.1.1　一般記述

3.2.2.1.1.1　エラー記述

　タイムアウトは SCF からの応答において、SSF で発生する。

3.2.2.1.2　手順 SSF-＞SCF

起動エンティティでの手順（SSF）

　TSSFのタイムアウトが SSF で発生する。

前条件： SSF FSM 状態 c 「指示待ち(Waiting for Instructions)」

後条件： SSF FSM 状態 a 「空き(Idle)」

　SSF FSM はダイアログをアボートし、「空き(Idle)」状態へ遷移する。CCF は必要があれば、

呼をルーチングする（例えば、終了アナウンスへのデフォルトルーチング）。アボートは保守機能

に通知される。

応答エンティティでの手順（SCF）

SCF はダイアログアボートを受信する。

前条件：　任意の状態

後条件：　SCSM 状態 1　「空き(Idle)」；もし、アボートが SSF ダイアログに関連しているならば

＃

＃

＃

＃
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　もしアボートが SSF ダイアログ上で受信されたならば、SCF は全ての割り当てられたリソースを解放し、

保守機能にアボートを報告する。

3.2.2.2　TSRF（タイマ）の満了

3.2.2.3　Tack（タイマ）の満了

3.2.2.3.1　一般記述

3.2.2.3.1.1　エラー記述

　タイムアウトは SCF からの応答において、SSF で発生する。

3.2.2.3.2　手順 SSF-＞SCF

起動エンティティでの手順（SSF）

　Tackのタイムアウトが SSF で発生する。

前条件： SSF FSM 状態 g 「受信完了通知待ち(Waiting for Acknowledgement)」

後条件： SSF FSM 状態 a 「空き(Idle)」

　または SSF FSM 状態 g 「受信完了通知待ち(Waiting for Acknowledgement)」

　タイムアウトが発生した場合、SSF FSM は BCSM イベント報告(EventReportBCSM)オペレーションを SCF

に再度送出し、「受信完了通知待ち(Waiting for Acknowledgement)」状態に留まる。

　再度タイムアウトが発生した場合、SSF FSM はダイアログをアボートし、「空き(Idle)」状態へ遷移する。

アボートは保守機能に通知される。

応答エンティティでの手順（SCF）

　SSF で再度タイムアウトが発生時、SCF はダイアログアボートを受信する。

前条件：　任意の状態

後条件：　SCSM 状態 1　「空き(Idle)」；もし、アボートが SSF ダイアログに関連しているならば

　もしアボートが SSF ダイアログ上で受信されたならば、SCF は全ての割り当てられたリソースを解放し、

保守機能にアボートを報告する。

3.3　詳細オペレーション手順

　さらなる情報については、本標準第２編 6.4 節を参照のこと。

3.3.1　サービスフィルタ活性化(ActivateServiceFiltering)手順

3.3.2　活性化試験(ActivityTest)手順

3.3.2.1　概要

　このオペレーションは，ＳＣＦとＳＳＦ間に引き続き相互関係が存在する事の確認を行うために使用す

る。相互関係がまだ存在する場合，ＳＳＦは応答を返す。与えられた期間内に応答を受け取れない場合，

ＳＣＦはＳＳＦが何らかの理由により故障したと想定し，適切な動作をとるであろう。

3.3.2.1.1　パラメータ

　なし

＃

＃
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3.3.2.2　起動側エンティティ（ＳＣＦ）

3.3.2.2.1　正常手順

ＳＣＦ前条件：

(1) 　ＳＣＦとＳＳＦとの間に相互関係が存在する。

(2) 　「活性化試験(ActivityTest)」オペレーションを送信しなければならないと決定した。

ＳＣＦ後条件：

(1) 　もし「活性化試験(ActivityTest)」結果応答が受信されれば、ＳＣＭＥは活性化試験タイマをリセッ

トし、それ以上の動作は起こさない。

3.3.2.2.2　エラー処理

　もし「活性化試験(ActivityTest)」オペレーションのタイムアウトまたはＰ－アボートがＴＣＡＰから受信

されれば、これは、ＳＳＦとの相互関係が何らかの理由により消失されたことを示するものである。もし

タイムアウトが受信されたならば、そのタイムアウトが初めてであれば、ＳＣＦは適当な間隔をおいて再

度本手順を実行することを認識し、再試行でのタイムアウトであれば、ＳＣＦは対話をローカルにアボー

トする。

　この対話のユーザであるＳＬＰＩは通知を受け、対応しているＳＣＳＭ－ＦＳＭは「空き(idle)」状態へ

遷移する。

3.3.2.3　応答側エンティティ（ＳＳＦ）

3.3.2.3.1　正常手順

SSF 前条件：

(1) 　ＳＣＦとＳＳＦとの間に相互関係が存在する。

SSF 後条件：

(1) 　ＳＳＭＥ－ＦＳＭは現状態に留まる。

(2) 　もしダイアログＩＤが活性中であり、対話を使用しているＳＳＦ－ＦＳＭがあるならば、ＳＳＭ

Ｅは「活性化試験 (ActivityTest)」の結果応答をＳＣＦに送信する。もしダイアログＩＤが活性中で

ないならば、ＳＳＦにおけるＴＣＡＰは、Ｐ－アボートを発行し、この場合、ＳＳＭＥは「活性化

試験(ActivityTest)」要求指示は受信されず、したがって、応答することはできない。

3.3.2.3.2　エラー処理

　オペレーションに関連したエラー処理は、クラス３オペレーションのために適用されない。

3.3.3　エントリ追加(AddEntry)手順

3.3.4　情報分析完了(AnalyzedInformation)手順

3.3.5　情報分析(AnalyzeInformation)手順

3.3.6　課金適用(ApplyCharging)手順

3.3.7　課金適用報告(ApplyChargingReport)手順

＃

＃

＃
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3.3.8　アシスト指示要求(AssistRequestInstructions)手順

3.3.9　結合(Bind)手順

3.3.10　呼ギャップ（CallGap）手順

3.3.11　呼情報報告（CallInformationReport）手順

3.3.12　呼情報要求（CallInformationRequest）手順

3.3.13　取消（Cancel）手順

3.3.14　情報収集完了（CollectedInfromation）手順

3.3.15　情報収集（CollectInfromation）手順

3.3.16　接続（Connect）手順

3.3.16.1　概要

　このオペレーションは、特定の対地に呼をルーチングするための呼処理動作の実行をＳＳＦに要求する

ために用いられる。そのために、ＳＳＦは、発側からの対地情報（例えばダイヤル番号）とＳＣＦにより

提供される情報に依存した既存の呼設定情報を使用する。

　適切なパラメータがすでにＣＣＦにて受信されているとき、一般にＳＳＦの接続オペレーションで提供

される全てのパラメータは、ＣＣＦでの該当する信号パラメータに置き換わり、後続処理に使用される。

接続オペレーションで提供されないパラメータは、以降の呼処理のためにＣＣＦでその値（すでに与えら

れていれば）を記憶している。

3.3.16.1.1　パラメータ

－　ルーチング対地アドレス（destinationRoutingAddress）

　このパラメータは、呼がルーチングされる方向の着番号（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６２参照）を含

んでいる。パラメータの符号化はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３で定義している。

ハンドオフ手順のコンテクストが使用され、「相関ＩＤ（correlationID）」と「ＳＣＦ ＩＤ（scfID）」

が別々に指定されない場合のみ、「ルーチング対地アドレス（destinationRouting Address）」は、「相

関ＩＤ（correlationID）」や「ＳＣＦ ＩＤ（scfID）」を含むかもしれない。

－　相関ＩＤ（correlationID）

　このパラメータは、網Ｂ内のＳＳＦへの接続が確立したことを網Ｂ内のＳＳＦから網Ｂ内のＳＣ

Ｆに通知するケースにおいて、網Ａ内の起動ＳＳＦからの要求と対応づけるため、ＳＣＦによって

用いられる。「相関ＩＤ（correlationID）」が「ルーチング対地アドレス（destinationRouting Address）」

にはめ込まれない場合にのみ、相関ＩＤ（correlationID）は上記手順のコンテクストで用いられる。

－　ＳＣＦＩＤ（scfID）

　本標準第５編参照。ＳＣＦ ＩＤ（scfID）は、「ルーチング対地アドレス（destinationRoutingAddress）」

にはめ込まれない場合にのみ、ＳＣＦ ＩＤ（scfID）は上記相関ＩＤ（correlationID）のパラメータ

説明の項で示した手順のコンテクストで用いられる。

＃

＃

＃
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3.3.16.2　起動側エンティティ（ＳＣＦ）

3.3.16.2.1　正常手順

ＳＣＦ前条件：

(1) 　ＳＣＦとＳＳＦ間に制御相互関係が確立されている。

(2) 　ＳＬＰＩは、ＳＣＦが「接続（Connect）」を送信しなければならないと決定した。

ＳＣＦ後条件：

(1) 　ＳＬＰＩの実行は継続する。

　サービス論理が特定対地への呼のルーチングをＳＳＦへ要求することになった場合、ＳＣＳＭ－ＦＳＭ

が状態「ＳＳＦ指示準備中（Preparing SSF Instructions）」のとき、このオペレーションがＳＣＦから起動さ

れる。以前に送出したオペレーションで、監視イベントが全く要求されなかった場合、ＳＣＳＭ－ＦＳＭ

は状態「空き（Idle）」へ遷移する。一方、監視イベントが要求されたときには、ＳＣＳＭ－ＦＳＭは状態

「通知あるいは報告待ち（Waiting for Notification or Request）」に遷移する。「接続（Connect）」オペレー

ションが網ＢのＳＣＦと網ＡのＳＳＦとの相互関係を解除しつつ網Ｂ内での制御に移行する手順のコンテ

クスト内で用いられるとき、ＳＣＳＭ－ＦＳＭは状態「空き（Idle）」に遷移する。しかし、この場合ＳＣ

Ｆは、後続の網Ｂ内での接続が確立したことをＳＣＦに通知するためのオペレーション（網Ｂ内のＳＳＦ

あるいはＳＲＦから）と現存するＳＬＰＩを対応づけるための十分な情報を保持しなければならない。

3.3.16.2.2　エラー処理

　拒否かエラーメッセージが受信されたとき、ＳＣＳＭはＳＬＰＩに通知し、「ＳＳＦ指示準備（Preparing

SSF Instructions）」状態に留まる。

　オペレーション関連の一般的なエラー処理は、3.2 節に記述されている。オペレーションのエラー報告に

使用されるＴＣサービスは、3.4 節に記述されている。

3.3.16.3　応答側エンティティ（ＳＳＦ）

3.3.16.3.1　正常手順

ＳＳＦ前条件：

(1) 　発信者からの呼が起動されている。

(2) 　基本呼処理はＤＰで中断されている。

(3) 　ＳＳＦは指示を待っている。

ＳＳＦ後条件：

(1) 　ＳＳＦは特定の対地へ呼をルーチングするために、呼処理動作を実行する。

(2) 　呼処理はＰＩＣ３で再開する。

　ＳＳＦ－ＦＳＭが「指示待ち（Waiting for Instructions）」状態でこのオペレーションを受信したならば、

ＳＳＦは以下のように動作する。

－　ＳＳＦはタイマＴ
ＳＳＦ

を解除する。

－　ＳＣＦから送られる「ルーチング対地アドレス（destinationRoutingAddress）」パラメータは関連

呼のルーチングを完了するのに使用される。

－　設定されたＥＤＰがなかった場合、ＦＳＭは「空き（Idle）」状態になる（Ｅ９）。その他の場合

では、ＦＳＭは「監視中（Monitoring）」状態になる（ｅ１１）。

＊

＊
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　暗黙的なＤＰの活性化や非活性化は起こらない。

　統計カウンタは影響されない。

　接続は、オペレーションのＩＮＡＰ処理が完了し、ＳＳＰが回線を選択するのに必要な処理を始める前

に、完了する。

3.3.16.3.2　エラー処理

　オペレーション関連の一般的なエラー処理は、3.2 節に記述されている。オペレーションのエラー報告に

使用されるＴＣサービスは、3.4 節に記述されている。

3.3.17　リソース接続（ConnectToResource）手順

3.3.18　継続（Continue）手順

3.3.19　順方向接続切断（DisconnectForwardConnection）手順

3.3.19.1　概要

　このオペレーションは以下の２つの場合に使用される。

１）ＳＲＦへの接続を解放

２）網Ｂとの暫定接続を解放

　このオペレーションは網Ａから網Ｂへの暫定接続における網ＡのＳＳＦに送出される。これは網Ａの起

動ＳＳＦと網Ｂとの間の暫定接続を切断する際に用いられる。

3.3.19.1.1　パラメータ

　なし

3.3.19.2　起動側エンティティ（ＳＣＦ）

3.3.19.2.1　正常手順

ＳＣＦ前条件：

(1) 　ＳＣＦとＳＳＦとの間に相互関係が存在する。

(2) 　アシスト手順が進行中である。

(3) 　「順方向接続切断（DisconnectForwardConnection）」オペレーションをＳＣＦが送出しなければな

らないことをＳＬＰＩが決定する。

ＳＣＦ後条件：

(1) 　ＳＬＰＩの実行は継続される。

　「順方向接続切断（DisconnectForwardConnection）」オペレーションは、網Ｂ内のＳＲＦを含む物理エン

ティティとの関係する順方向接続を切断するよう網Ａ内のＳＳＦに対して指示する。

　ＳＣＳＭ　ＦＳＭの「リソースへのルーチング（Routing To Resource）」状態のサブ状態「網Ｂでのアシ

スト処理中」状態において、このオペレーションは、網Ａ内のＳＳＦに対し網Ｂとの暫定接続の切断を要

求することをサービス論理が決定した場合にＳＣＦによって起動される。

　ＳＣＳＭ  ＦＳＭは「ＳＳＦ指示準備中（Preparing SSF Instructions）」状態に遷移する。

＊
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3.3.19.2.2　エラー処理

　オペレーション関連の一般的なエラー処理は、3.2 節に記述されている。オペレーションのエラー報告に

使用されるＴＣサービスは、3.4 節に記述されている。

3.3.19.3　応答側エンティティ（ＳＳＦ）

3.3.19.3.1　正常手順

ＳＳＦ前条件：

(1) 　発呼受付が起動されている。

(2) 　基本呼処理がＤＰで中断されている。

(3) 　起動側ＳＳＦが「暫定接続終了待ち（Waiting for End of Temporary　Connection）」状態である。

ＳＳＦ後条件：

(1) 　網Ｂとのコネクションが解放される。

(2) 　ＳＳＦは指示待ち(Waiting for Instructions) 状態である。

　「順方向接続切断（DisconnectForwardConnection）」オペレーションを受信すると、網Ｂ内のＳＲＦを含

む物理エンティティは関連呼から切断される。ＳＳＦからエンドユーザへの逆方向の接続は解放されない。

　このオペレーションはＳＳＦ　ＦＳＭの状態「暫定接続終了待ち（  Waiting for End of Temporary

Connection ）」で受け付けられる。

　この状態で順方向接続切断（DisconnectForwardConnection）オペレーションを受けると、ＳＳＦは以下の

ように動作する。

－　起動側ＳＳＦは網Ｂとの接続を解放する。

－　ＳＳＦはＴＳＳＦを設定する。

－　ＳＳＦ　ＦＳＭは「指示待ち（Waiting for Instructions）」状態に遷移する（ｅ８）。

3.3.19.3.2　エラー処理

　オペレーション関連の一般的なエラー処理は、3.2 節に記述されている。オペレーションのエラー報告に

使用されるＴＣサービスは、3.4 節に記述されている。

3.3.20　暫定接続確立（EstablishTemporaryConnection）手順

3.3.20.1　一般的記述

　このオペレーションは、サービスアシスト手順の中で網ＡのＳＳＦと網Ｂとの間の暫定的なコネクショ

ンを生成するために用いられる。

3.3.20.1.1　パラメータ

－　アシストＳＳＰ－ＩＰルーチングアドレス（assistingSSPIPRoutingAddress）

　このパラメータは、網Ｂへのアシスト手順のための網Ｂ内の着アドレスを示す。「アシストＳＳ

Ｐ－ＩＰルーチングアドレス（assistingSSPIPRoutingAddress）」は「相関ＩＤ（correlation ID）」「Ｓ

ＣＦ ＩＤ（scfID）」が独立して指定されていない場合のみ「相関ＩＤ（correlationID）」「ＳＣＦ Ｉ

Ｄ（scfID）」を含む。

＊
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－　相関ＩＤ（correlationID）

　このパラメータは網Ｂ内のＳＳＦ（またはＳＲＦ）からの暫定接続の確立に関する網ＢのＳＣＦ

への通知と網Ａの起動ＳＳＦからの要求を対応づける為にＳＣＦが使用する。

　「相関ＩＤ（correlationID）」は、「アシストＳＳＰ－ＩＰルーチングアドレス

　（assistingSSPIPRoutingAddress）」に含まれない場合にのみ使用される。

－　ＳＣＦ　ＩＤ（scfID）：

　本標準第５編参照。「ＳＣＦ ＩＤ（scfID）」は「アシストＳＳＰ－ＩＰルーチングアドレス

（assistingSSPIPRoutingAddress）」に含まれていない場合にのみ使用される。

3.3.20.2　起動側エンティティ（ＳＣＦ）

3.3.20.2.1　正常手順

ＳＣＦ前条件：

(1) 　ＳＣＦとＳＳＦとの間に制御相互関係が成立している。

(2) 　サービス論理が網ＡのＳＳＦと網Ｂとの間の接続が要求されることを規定している。

(3) 　通話者が他の通話者と接続中でない。

ＳＣＦ後条件：

(1) 　ＳＣＦが「網Ｂでのアシスト処理中」状態である。

　ＳＣＳＭ　ＦＳＭの「リソースへのルーチング（Routing to Resource）」状態において、サービス論理が

網Ｂ内でのＳＣＦとＳＲＦの直接的あるいは間接的な関係が要求されることを決定する場合にこのオペ

レーションはＳＣＦによって起動される。ＳＣＳＭ  ＦＳＭは「網Ｂでのアシスト処理中」状態に遷移す

る。

3.3.20.2.2　エラー手順

　オペレーション関連の一般的なエラー処理は、3.2 節に記述されている。オペレーションのエラー報告に

使用されるＴＣサービスは、3.4 節に記述されている。

3.3.20.3　応答側エンティティ（ＳＳＦ）

ＳＳＦ前条件：

(1) 　発呼受付が起動されている。

(2) 　基本呼処理がＤＰ1,3,5,6,で中断されている。

(3) 　ＳＳＦは指示待ち（Waiting for Instructions）状態である。

(4) 　ＳＳＦはアシストＳＳＦではない。

ＳＳＦ後条件：

(1) 　 Ｓ Ｓ Ｆ は Ｓ Ｃ Ｆ が 要 求 し た 「 ア シ ス ト Ｓ Ｓ Ｐ － Ｉ Ｐ ル ー チ ン グ ア ド レ ス

（assistingSSPIPRoutingAddress）」に従って網Ｂへ呼をルーチングする基本呼処理を行う。

(2) 　ＳＳＦは「暫定接続終了待ち（Waiting for End of Temporary Connection）」状態である。

＊

＊

＊

＊
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　ＳＳＦ　ＦＳＭの「指示待ち（Waiting for Instructions）」状態でこのオペレーションを受信した場合、Ｓ

ＳＰは以下のように動作する。

－　「アシストＳＳＰ－ＩＰルーチングアドレス（assistingSSPIPRoutingAddress）」を用いて呼を網Ｂ

にルーチングする。

－　ＳＳＦ　ＦＳＭは「暫定接続終了待ち（Waiting for End of Temporary Connection）」状態に遷移す

る（ｅ７）。

3.3.20.3.2　エラー処理

　接続設定がアシストＳＳＦ／ＳＲＦによって受け付けられる（勧告Ｑ．７１参照）までの間、ＥＴＣを

確立した網から受信した失敗表示はすべて、ＥＴＣエラーのＥＴＣ失敗（例えば話中・輻輳）としてＳＣ

Ｆへ通知される。ＥＴＣに対するオペレーションタイマは、接続を受ける信号手順の最大許容時間より長

くなければならない。

　オペレーション関連の一般的なエラー処理は、3.2 節に記述されている。オペレーションのエラー報告に

使用されるＴＣサービスは、3.4 節に記述されている。

3.3.21　課金イベント通知（EventNotificationCharging）手順

3.3.22　BCSM イベント報告（EventReportBCSM）手順

3.3.22.1　概要

　このオペレーションは、送出済みの「ＢＣＳＭイベント報告要求（RequestsReportBCSMEvent）」オペレー

ションでＳＣＦにより明示的に要求された呼関連イベントをＳＣＦに通知するために使用する。「ＢＣＳ

Ｍイベント報告要求（RequestsReportBCSMEvent）」オペレーションでは、１つ以上のイベントの監視を要

求することができるが、これらの要求されたイベントは、それぞれ別の「ＢＣＳＭイベント報告

（EventReportBCSM）」オペレーションにて通知される。

3.3.22.1.1　パラメータ

－　ＢＣＳＭイベント種別（eventTypeBCSM）

　このパラメータは、通知するイベントの種別を特定する。

－　ＢＣＳＭイベント特有情報（eventSpecificInformationBCSM）

　このパラメータは、イベントに特定の呼関連情報を示す。

　発側－着信者話中の場合、可能なら「ビジー理由（BusyCause）」を含む。

　発側－無応答の場合、なにも設定しない。

　発側－応答の場合、なにも設定しない。

　発側－切断の場合、可能なら「切断理由（releaseCause）」と「接続時間（connectTime）」の両方

または１つを含む。

　接続時間の設定が可能な時は、着信者からの応答信号を受信した時から接続が解放されるまでの

通話時間を１００ｍｓ単位で表示する。

－　レグＩＤ（legID）

　このパラメータは、イベントが通知された呼の話者を表示する。ＳＳＦは、オプションの「受信

側ＩＤ（ReceivingSideID）」のみを使用する。

＃
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－　受信側ＩＤ（receivingSideID）

　「レグＩＤ（legID）」は以下の値を想定する。

　「レグＩＤ（legID）」＝１は、「イニシャルＤＰ（InitialDP）」で時点で存在した話者であるこ

とを示す。

　「レグＩＤ（legID）」＝２は、「接続（Connect）」オペレーションで生成された話者を示す。

　含まれない場合は、下記のデフォルトを想定する。

　「レグＩＤ（legID）」＝１は、発側－途中放棄のイベント。

　「レグＩＤ（legID）」＝２は、発側－着信者話中、発側－無応答、発側－応答のイベント。

「レグＩＤ（legID）」パラメータは、 発側－切断イベントの場合は、例外なく含まれるべきである。

－　その他呼情報（miscCallInfo）

　このパラメータは、検出ポイント関連情報を表示する。

－　メッセージ種別（message Type）

　このパラメータは、メッセージが要求（即ち、監視モードが中断である「ＢＣＳＭイベント報告要求

（RequestReportBCSMEvent）」に対する結果）であるか、メッセージが通知（監視モードが「通知し継続

（notify and continue）である「ＢＣＳＭイベント報告要求（RequestReportBCSMEvent）」に対する結果）の

いずれであるかを示す。

－　ＤＰ割当（dPAssignment）

　このオペレーションでは、このパラメータは省略される。

3.3.22.2　起動側エンティティ（ＳＳＦ）

3.3.22.2.1　正常手順

ＳＳＦ前条件：

(1) 　ＳＳＦ－ＦＳＭは「監視中（Monitoring）」状態であるか、または、ＳＳＦ－ＦＳＭは、発側－切

断ＤＰが設定され検出した場合は「指示待ち（Waiting for Instructions）」状態であるか、または、

ＳＳＦ－ＦＳＭは発側－途中放棄ＤＰが設定され検出した場合は任意の状態であるかも知れない。

(2) 　ＢＣＳＭは、設定されたＥＤＰに向け処理を進める。

ＳＳＦ後条件：

(1) 　ＳＳＦ－ＦＳＭは、メッセージ種別が通知でＥＤＰが設定中の場合は、「監視中（Monitoring）」

状態に留まっている。

(2) 　ＳＳＦ－ＦＳＭは、メッセージ種別が通知で、他にＥＤＰが設定されていない場合は、「空き（Idle）」

状態に遷移する。

(3) 　ＳＳＦ－ＦＳＭは、メッセージ種別が要求の場合、「指示待ち（Waiting for Instructions）」に遷移

する。呼処理は中断される。

　あるサービス機能のため、同じ発側ＢＣＳＭインスタンスを再使用することが必要である。例としては、

フォローオンコールである。

　同じ発側ＢＣＳＭインスタンスの再使用の決定は、ある設定済のＥＤＰ－Ｒが通知された後、ＳＣＦに

よってのみ行われる。

　考慮されるべきＥＤＰ－Ｒは、以下の通り。

　－発側－着信者話中

　－発側－無応答



- 189 - ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ

　ＥＤＰ－Ｒが対応するレグの切断により検出された場合、そのレグに関係する全てのＥＤＰは解除され、

そのイベントは「ＢＣＳＭイベント報告（EventReportBCSM）」で通知される。同じ発側ＢＣＳＭインスタ

ンスの再使用を可能とするため、ＢＣＳＭは呼に関連する全ての信号パラメータ（例：「発番号

（callingPartyNumber）」、「発ユーザ種別（callingPartyCategory）」）を、ＢＣＳＭインスタンスが解放さ

れるまで保持しておかなければならない。

　各ＥＤＰ－Ｒが検出された場合（上記のリストのレグＩＤ＝２の「発側－切断（O-Disconnect）」のみの

場合をみよ）、レグＡは保持され、レグＢは切断される。そしてＳＣＦは、「ＢＣＳＭイベント報告

（EventReportBCSM）」によって通知を受ける。

　もし発信者が呼を切断した場合、ＤＰが設定されて有ろうと無かろうとその呼は解放される。

3.3.22.2.2　エラー処理

　メッセージ種別が要求の場合、いかなるオペレーションも受信できないままタイマＴＳＳＦがタイムアウト

した時は、ＳＳＦはＳＣＦとの相互動作をアボートし、呼は終了処理を与えられる。

例：終了アナウンス。

　オペレーション関連のエラー処理は、クラス４オペレーションのため、適用されない。

3.3.22.3　応答側エンティティ（ＳＣＦ）

3.3.22.3.1　正常手順

ＳＣＦ前条件：

(1) 　ＳＳＦとＳＣＦ間に、制御相互関係が確立している。

(2) 　ＳＣＳＭ ＦＳＭは、「ＳＳＦ指示準備中（Preparing SSF Instructions）」状態の

　「通知または要求待ち（Waiting for Notificiation or Request）」サブ状態にある。

ＳＣＦ後条件：

(1) 　ＳＣＳＭ ＦＳＭは、メッセージ種別が通知で他にＥＤＰが設定されている場合「通知または要求

待ち（Waiting for Notificiation or Request）」サブ状態に留まっている。

　ＳＣＳＭ ＦＳＭは、メッセージ種別が通知であり他にＥＤＰが設定されていない場合は、「空き

（Idle）」に遷移する。

　ＳＣＳＭ ＦＳＭは、メッセージ種別が要求の場合、「ＳＳＦ指示準備中（Preparing SSF Instructions）」

状態に遷移する。

(2) 　ダイヤログＩＤにより、イベントはＳＬＰＩに通知される。ＳＣＦはＳＬＰＩに従いＳＳＦまた

はＳＲＦ指示を準備する。

3.3.22.3.2　エラー処理

　オペレーション関連のエラー処理は、クラス４オペレーションのため、適用されない。

3.3.23　課金情報提供（FurnishChargingInformation）手順

3.3.24　網内呼保留（HoldCallInNetwork）手順

3.3.25　イニシャルＤＰ（InitialDP）手順

3.3.25.1　概要

　このオペレーションは、呼を完了する指示をＳＣＦに要求する目的で、ＢＣＳＭでＴＤＰを検出した後

にＳＳＦによって送信される。

＃

＃
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3.3.25.1.1　パラメータ

－　サービスキー（serviceKey）

　このパラメータは、要求されたＩＮサービスをあいまいさがないようにＳＣＦに対して指定する。

このパラメータは、（ＳＣＰを特定するためではなく）ＳＣＦ内で正しいアプリケーション／ＳＬ

Ｐを特定するのに使用される。

－　発番号（callingPartyNumber）

　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６２発番号 信号情報参照。

－　発ユーザ種別（callingPartysCategory）

　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６２発ユーザ種別 信号情報参照。

－　ダイヤル番号（dialledDigits）

　本標準第５編参照。ダイヤル番号は、発側又は交換呼処理よりあらかじめＳＳＦに受信される実

際の番号である。

－　順方向呼表示（forwardCallIndicators）

　このパラメータは、呼が国内呼あるいは国際呼として扱われるべきかどうかを示す。また、網ア

クセスの信号能力、前位の網接続、および後続の網接続の際の優先信号能力も示す。網アクセス能

力は端末種別を示すものではない。例えば、ＩＳＰＢＸはＩＳＤＮアクセス種別を持つが、ＩＳＰ

ＢＸにつながるユーザの端末はＩＳＤＮかまたは非ＩＳＤＮであろう。

－　ベアラ能力（bearerCapability）

　このパラメータは、ユーザへのベアラ能力接続コネクションの種別または通信路要求表示を示す。

次の２つのパラメータのどちらを使用するかを選択するのは、網オプションである。

－　ベアラ能力（bearerCap）

　このパラメータは、ＳＳＦがローカル交換機レベルにある場合にはＤＳＳ１ベアラ能力（Bearer

Capability）パラメータ（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１）を含み、ＳＳＦが中継交換機レベルにある

場合にはＩＳＵＰユーザサービス情報（User Service Information）パラメータ（ＴＴＣ標準ＪＴ－

Ｑ７６３参照）を含む。

　「ベアラ能力」パラメータは、ＤＳＳ１ベアラ能力（Bearer Capability）パラメータやＩＳＵＰ

ユーザサービス情報（User Service Information）パラメータがＳＳＰで利用可能な場合のみ、「イ

ニシャルＤＰ（InitialDP）」オペレーションに含まれるべきである。

－　通信路要求表示（tmr）

　通信路要求表示（tmr）は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３に従ってＩＳＵＰの通信路要求表示

（Transmission Medium Requirement）パラメータとして符号化される。

－　ＢＣＳＭイベント種別（eventTypeBCSM）

　このパラメータは、「イニシャルＤＰ（InitialDP）」オペレーションを発生させることに至った、

設定されたＢＣＳＭ検出ポイントイベントを示す。

3.3.25.2　起動側エンティティ（ＳＳＦ）

3.3.25.2.1　正常手順

ＳＳＦ前条件：

(1) 　実行中のＤＰに対する判断基準を満たすイベントが検出された。

(2) 　Ｎｏ．７信号上の過負荷が呼に対して有効でない。

ＳＳＦ後条件：

(1) 　ＤＰがＴＤＰ－Ｒとして設定された場合は、制御相互関係が確立されている。ＳＳＦ ＦＳＭは「指

示待ち（Waiting for Instructions）」状態に遷移する。
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　発呼によってＢＣＳＭに設定されたＴＤＰに関連する（割り当てられたＤＰ判断基準を満たすための）

トリガ検出の後、ＳＳＦは、Ｎｏ．７信号上の過負荷が関連するコールセグメントに対して有効でないか

チェックする。

　これらの条件を満たせば、「イニシャルＤＰ（InitialDP）」オペレーションが SSF によって起動される。

「イニシャルＤＰ（InitialDP）」オペレーションが送信されるべきＳＣＦのアドレスはトリガ関連データを

元に決定される。ＳＳＦは利用可能なできる限り多くのパラメータを提供する。ある場合には、（「発番

号（callingPartyNumber）」あるいは「発ユーザ種別（callingPartysCategory）」のような）いくつかのパラ

メータが利用可能でなければならない。（そのようなパラメータがいくつかのトリガ条件のために必要で

あることを知るために）そのトリガテーブルにおいて、およびもしこれらのパラメータが利用できなけれ

ば、これらのパラメータを取得するための必要な動作を行って（例えば、もしＮｏ．７信号方式以外の方

式であれば、前位の交換機から「発ユーザ種別（callingPartyCategory）」を要求することが可能かもしれな

い）、ＳＳＦにて適切に処理されるべきである。

　それ以外の場合は、呼制御は下位のネットワークに戻される。

　もし、そのＤＰがＴＤＰ－Ｒとして設定されていれば、制御相互関係がＳＣＦに設定される。ＳＳＦが

ＳＣＦからの指示を要求するために「イニシャルＤＰ（InitialDP）」オペレーションを送信する時、ＳＳＦ

アプリケーションタイＴＳＳＦは設定される。それは、過度の呼中断を回避するために使用される。

3.3.25.2.2　エラー処理

　目的のＳＣＦにアクセスできない場合は、呼に最終処理が与えられる。

　オペレーションを受信する前にＴＳＳＦがタイムアウトした場合、ＳＳＦはＳＣＦとの相互動作をアボート

し、呼に最終処理（例えば、終了アナウンスへのルーチング）が与えれる。

　発呼者が「イニシャルＤＰ（InitialDP）」の送信後に放棄した場合は、ＳＳＦはＴＣに対するアボートに

よって制御相互関係をアボートする。ＴＣは、ＳＣＦからの最初の応答メッセージを受信してから、ＳＣ

Ｆにアボートを送信することに注意。（3.2 節も参照）。

　オペレーション関連の一般的なエラー処理は、3.2 節に記述されている。オペレーションのエラー報告に

使用されるＴＣサービスは、3.4 節に記述されている。

3.3.25.3　応答側エンティティ（ＳＣＦ）

3.3.25.3.1　正常手順

ＳＣＦ前条件：

なし

ＳＣＦ後条件：

(1) 　ＳＬＰＩが起動されている。

　「イニシャルＤＰ（InitialDP）」オペレーション受信の際、ＳＣＳＭは「空き（Idle）」から「ＳＳＦ指

示準備中（Preparing SSF Instructions）」状態に遷移し、関連する SSF との制御相互関係が生成される。サー

ビス論理プログラムインスタンス（ＳＬＰＩ）は「サービスキー（serviceKey）」パラメータを元に「イニ

シャルＤＰ（InitialDP）」オペレーションの処理のために起動される。この制御相互関係によって、ＳＣＦ

は起動されたサービス論理に従って基本呼処理に影響を与えるかもしれない。

　ＳＬＰＩで実行される動作は、このオペレーションで伝達されるパラメータとＳＬＰＩ、つまり要求さ

れたＩＮサービス自身に依存する。
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3.3.25.3.2　エラー処理

　「イニシャルＤＰ（InitialDP）」オペレーションが拒否された場合、ＳＣＳＭは「空き（Idle）」状態に

留まる。保守機能に通知され、ＳＬＰＩは起動されない。

　オペレーション関連の一般的なエラー処理は、3.2 節に記述されている。オペレーションのエラー報告に

使用されるＴＣサービスは、3.4 節に記述されている。

3.3.26　網起動呼生成（InitiateCallAttempt）手順

3.3.27　エントリ更新（ModifyEntry）手順

3.3.28　発側－応答（oAnswer）手順

3.3.29　発側－切断（oDisconnect）手順

3.3.30　発側－無応答（oNoAnswer）手順

3.3.31　発呼分析完了（originationAttemptAuthorized）手順

3.3.32　アナウンス送出（PlayAnnouncement）手順

3.3.33　ユーザ情報収集（PromptAndCollectUserInformation）手順

3.3.34　呼解放（ReleaseCall）手順

3.3.34.1　概要

　このオペレーションは、呼に関係するすべての話者に対して、呼の任意の段階において存在する呼をＳ

ＣＦによって消滅させるために使用される。

3.3.34.1.1 パラメータ

－　理由（Cause）：

　この特定の呼を解放する理由についてＳＳＦに表示を与えている番号。これは、呼内の異なる話

者に特定のトーンを生成するため、または、解放メッセージにおける「理由（Cause）」を満たすた

めにＳＳＦによって使用されるかもしれない。

3.3.34.2　起動側エンティティ（ＳＣＦ）

3.3.34.2.1　正常手順

ＳＣＦ前条件：

(1) 　状態２．１「ＳＳＦ指示準備中 (Preparing SSF instructions)」。

ＳＣＦ後条件：

(1) 　状態１「空き(Idle)」。呼に関するすべてのリソースはＳＣＦによって解放される。

3.3.34.2.2　エラー処理

　オペレーションに関連したエラー処理はクラス４オペレーションのため適用されない。

＊
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3.3.34.3　応答側エンティティ（ＳＳＦ）

3.3.34.3.1　正常手順

ＳＳＦ前条件：

(1) 　状態ｃ「指示待ち(Waiting for Instructions)」。

ＳＳＦ後条件：

(1) 　状態ａ「空き(Idle)」。起こり得る設定ＥＤＰは無視される。呼に関するすべての接続とリソース

は解放される。

3.3.34.3.2　エラー処理

　オペレーションに関するエラー処理はクラス４オペレーションのため適用されない。

3.3.35　エントリ削除（RemoveEntry）手順

3.3.36　現状態報告要求（RequestCurrentStatusReport）手順

3.3.37　初回状態一致報告要求（RequestFirstStatusMatchReport）手順

3.3.38　課金イベント通知要求（RequestNotificationChargingEvent）手順

3.3.39　ＢＣＳＭイベント報告要求（RequestReportBCSMEvent）手順

3.3.39.1　概要

　このオペレーションは、ＳＳＦに呼関連イベント（例：話中や無応答の様なＢＣＳＭイべント）の監視

を行い、イべントが検出された場合、ＳＣＦに通知を送り返すのを要求するのに使用する。

注－ もし、ＢＣＳＭイベント報告要求（RequestReportBCSMEvent）が呼処理が中断している現在のＤＰを

設定することを要求するならば、ＢＣＳＭ処理においてその時点以降に当該ＤＰに遭遇した場合に検出が

なされる（すなわち、呼が中断している現在のＤＰではない）。

3.3.39.1.1　パラメータ

－　ＢＣＳＭイベント(bcsmEvents)

　このパラメータは、報告を要求する一つまたは複数のイべントを規定する。

－　ＢＣＳＭイべント種別(eventTypeBCSM)

　このパラメータは、報告を要求するイべントの種別を規定する。発呼分析完了

（origAttemptAuthorized）の値は、ＢＣＳＭイべント種別のパラメータとしては妥当ではない。

－　監視モード（monitorMode）

　このパラメータは、イべント報告の方法を示す。「監視モード (monitorMode)」が「中断

（interrupted）」の場合、イべントは要求として報告されなければならない。「監視モード

（monitorMode）」が「通知し継続（notifyAndContinue）」の場合は、イべントは通知として報告

されなければならない。「監視モード(monitorMode)」が「透過（transparent）」の場合、イベント

は報告されない。

－　レグＩＤ(legID)

　このパラメータは、イべントが報告されるべき呼内のパーティを示す。ＳＣＦは、オプション

の「送出側ＩＤ(sendingSideID)」のみを使用する。

＃
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－　送出側ＩＤ(sendingSideID)

　「レグＩＤ(legID)」として以下の値が想定される：

　「レグＩＤ(legID)」＝１は、「イニシャルＤＰ（InitialDP）」の瞬間に存在した発着信者であ

ることを示す。

　「レグＩＤ(legID)」＝２は、「接続(Connect)」オペレーションで生成された着信者を示す。

　含まれない場合は、下記のデフォルトを想定する。

　発側－途中放棄（oAbandon）のイべントの場合、レグＩＤ(legID)＝１。

　発側－着信者話中（oCalledPartyBusy）、発側－無応答（oNoAnswer）、発側－応答（oAnswer）、

のイべントの場合、レグＩＤ(legID)＝２。

　「レグｌＤ(legID)」パラメータは、発側－切断（oDisconnect）イべントの場合は、例外なく

含まれるべきである。

－　ＤＰ特有判断基準（dPSpecificCriteria）

　このパラメータは、設定されるべきＥＤＰに特有の情報を示す。

－　アプリケーションタイマ（applicationTimer）

　このパラメータは、無応答（NoAnswer）イべントにおけるアプリケーションタイマを示す。

ユーザが既定の時間内に応答しなかった場合、ＳＳＦはＳＣＦにイべントを報告する。このタ

イマは、網の無応答タイマより小さいことが要求される。

3.3.39.2　起動側エンティティ（ＳＣＦ）

3.3.39.2.1　正常手順

ＳＣＦ前条件：

(1) 　ＳＣＦとＳＳＦ間に制御相互関係が確立されている。

(2) 　ＳＬＰＩは、ＢＣＳＭイべント報告の要求が必要であることを決定している。

(3) 　ＳＣＳＭ　ＦＳＭは、「ＢＣＳＭイべント報告要求（RequestReportBCSMEvent）」送出のため、

適切な状態にいる。

ＳＣＦ後条件：

(1) 　 ＳＣＳＭ　ＦＳＭは、同じ状態に留まる。

(2) 　 ＳＬＰＩの実行は継続される。

3.3.39.2.2　エラー処理

　オペレーション関連のエラーの一般的なエラー処理は、3.2 節に記述されている。オペレーションのエラー

報告に使用されるＴＣサービスは、3.4 節に記述されている。

3.3.39.3　応答側エンティティ（ＳＳＦ）

3.3.39.3.1　正常手順

ＳＳＦ前条件：

(1) 　ＳＳＦ  ＦＳＭは、状態「指示待ち（Waiting for Instructions）」である。

ＳＳＦ後条件：

(1) 　要求されたＥＤＰが指定されたように設定された。

(2) 　前に要求されたイベントは、透過（transparent）監視モードによる終了、呼の終了、ＥＤＰの検出、

または対応するレグの解放まで監視される。

(3) 　ＳＳＦ　ＦＳＭは、同じ状態に留まる。

＊

＊

＊
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3.3.39.3.2　エラー処理

　オペレーション関連のエラーに対する一般的なエラー処理は、3.2 節に記述されている。オペレーション

のエラー報告に使用されるＴＣサービスは、3.4 節に記述されている。

3.3.40　タイマ再設定（ResetTimer）手順

3.3.41　ルート選択失敗（RouteSelectFailure）手順

3.3.42　探索（Search）手順

3.3.43　ファシリティ選択（SelectFacility）手順

3.3.44　ルート選択（SelectRoute）手順

3.3.45　課金情報送出（SendChargingInformation）手順

3.3.46　サービスフィルタ応答（ServiceFilteringResponse）手順

3.3.47　特殊リソース報告（SpecializedResourceReport）手順

3.3.48　状態報告（StatusReport）手順

3.3.49　着側－応答（tAnswer）手順

3.3.50　着側－話中（tBusy）手順

3.3.51　着側－切断（tDisconnect）手順

3.3.52　着呼分析完了（termAttemptAuthorized）手順

3.3.53　着側－無応答（tNoAnswer）手順

3.3.54　結合解除（Unbind）手順

3.3.55　全状態変化報告要求（RequestEveryStatusChangeReport）手順

3.4　ＴＣで想定されるサービス

　この節では、ＳＳＦ－ＳＣＦ間でメッセージを送信するために使用されなければならない手順とＴＣプ

リミティブについて述べる。
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3.4.1　正常手順

　この節では、正常オペレーションにおいて、ＳＳＦ－ＳＣＦ間でメッセージを送信するために用いられ

なければならない手順とＴＣプリミティブについて述べる。

　ＩＮＡＰはＴＣ－ユーザとしてＴＣにより提供される構造化ダイアログ機能のみを使用する。以下に述

べる状況は、２つの物理エンティティ間のメッセージ送信時に生起し得る。

　－　ダイアログが確立されなければならない：ＴＣ－ユーザは、ＴＣ－開始要求プリミティブを発行す

る。

　－　ダイアログが継続されなければならない：ＴＣ－ユーザは、ＴＣ－継続要求プリミティブを発行す

る。

　－　ダイアログはもはや継続されてはならない：ＴＣ－ユーザは、以下の条件に応じて、基本終了また

は、プリアレンジド終了のどちらかを伴うＴＣ－終了要求プリミティブを発行する。

－　基本終了

－　ダイアログが確立されており、これらの送出されたオペレーションに対して、ＦＥが何らかの

エラーまたは拒否コンポーネントの受信に関心がない場合、相互関係を終結しようとするオペレー

ションは、ＦＥからＴＣ－終了要求プリミティブ（基本）とともに伝達され得る。いったんＦＥ

ダイアログリソースが解放されると、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７７４に記述されるように、これらの

オペレーションに対して受信された全てのエラーまたは拒否コンポーネントはＴＣにより破棄さ

れる。

－　ダイアログが確立されており、相互関係を終結させようとするオペレーションをすでにＦＥが

受信し、ダイアログの継続が不要で、また、送出すべきオペレーションも存在しない場合には、

コンポーネントの存在しないＴＣ－終了要求プリミティブ（基本）がＦＥから送出されうる。

－　プリアレンジド終了

　あるエンティティが相互関係を終了しようとする送出済オペレーションへの応答として受信し得

るエラーや拒否メッセージに関心がある場合、最後に関係したオペレーションタイマ満了ののち、

ダイアログはＴＣ－終了要求プリミティブ（プリアレンジド終了）で終了される。受信側エンティ

ティは、これらのオペレーション処理が成功した後、ＴＣ－終了要求プリミティブ（プリアレンジ

ド終了）でダイアログを終了させることができる。

　－　一般に、プリアレンジド終了の使用は、通信する双方のエンティティにとって，相手のエンティティ

がプリアレンジド終了を適用するということを明確に認識している場合に限られる。他のあらゆる場

合では、基本終了が使用されなければならない。

3.4.1.1　ＳＳＦからＳＣＦへのメッセージ

3.4.1.1.1　ＳＳＦ－ＦＳＭ関連メッセージ

　ＳＳＦ－ＦＳＭが、状態「空き(Idle)」から状態「指示待ち(Wating for Instrucition)」へ遷移したとき、ダ

イアログは確立されなければならない。。ＴＤＰ－Ｒのための関連したＩＮＡＰオペレーション、すなわ

ちイニシャルＤＰ(InitialDP)オペレーションは、この同じメッセージ上で伝達されなければならない。

　ＳＳＦ－ＦＳＭから送出された他の全てのオペレーションのため、以下に示す場合を除いてダイアログ

は継続されなければならない。

　ＳＳＦ－ＦＳＭが状態「空き(Idle)」へ異常なく状態遷移し、一つあるいは、複数の保留中のオペレーショ

ンがあり、ＴＣダイアログが確立されているとき、コンポーネントを伴うＴＣ－終了プリミティブにより、

ＴＣダイアログを終結することができる。ＳＳＦが最後のＢＣＳＭイベント報告(EventReportBCSM)を送出

したときでかつ、当該の報告イベントが切断ＤＰ以外の場合は、基本終了を伴うＴＣ－終了要求プリミティ

ブにより、ダイアログはＳＳＦから終了されるであろう。  ＳＳＦが最後のＢＣＳＭイベント報告

(EventReportBCSM)を送出したときでかつ、それが切断ＤＰのイベントを報告するものである場合は、その

報告はＴＣ－継続要求プリミティブで行われ、ダイアログはＳＣＦから終了される。
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　保留中のオペレーションがなく、ＴＣダイアログが確立している場合、コンポーネントの存在しない、

または、プリアレンジド終了を伴うＴＣ－終了プリミティブにより、ＴＣダイアログを終結することがで

きる。ＳＳＦ－ＦＳＭが、エラーなしで状態「空き(Idle)」に状態遷移し、送出すべきオペレーションがな

いときに、コンポーネントの存在しないＴＣ－終了要求プリミティブ（基本）によりダイアログは終了さ

れるか、あるいは、プリアレンジド終了を伴うＴＣ－終了要求プリミティブによりダイアログは局所的に

終了される。

　呼解放が他の任意のエンティティにより起動され、また、呼解放をＳＣＦに通知するために設定された

ＥＤＰが全くないとき、ＴＣダイアログが確立されているかいないかに従い、ＳＳＦはコンポーネントの

存在しない、または、プリアレンジド終了を伴うＴＣ－終了要求プリミティブにより、ダイアログを終了

できる（代用の方法については、3.4.2.2 節参照）。

　ＳＳＦが最後のＢＣＳＭイベント報告（EventReportBCSM）を送出してしまったとき、基本終了を伴う

ＴＣ－終了プリミティブにより、ダイアログはＳＣＦから終了されるであろう。

3.4.1.1.2　ＳＳＦ　ＦＳＭアシスト／ハンドオフ関連メッセージ

3.4.1.1.3　ＳＳＭＥ－ＦＳＭ関連メッセージ

　以下の手順は、次のようになる。

　－　活性化試験(ActivityTest)の結果応答が送出されるとき、ダイアログは継続されなければならない。

3.4.1.2　ＳＣＦからＳＳＦへのメッセージ

3.4.1.2.1　ＳＣＳＭ－ＦＳＭ関連メッセージ

　ＳＣＳＭ－ＦＳＭが、ＴＤＰ－ＲのためのイニシャルＤＰ(InitialDP)オペレーションを受信し、状態「空

き(Idle)」から状態「ＳＳＦ指示準備中(Preparing SSF Instructions)」へ遷移するとき，ダイアログは確立され

なければならない。

　ＳＣＳＭ－ＦＳＭから送出される後続オペレーションに対して，以下の場合を除いて、ダイアログが継

続されなければならない。すなわち、ダイアログがＳＳＦから確立された後に、他のオペレーションが送

出される（ＳＣＦは、すでにイニシャルＤＰ(InitialDP)オペレーションを伴う、ＴＣ－開始指示プリミティ

ブを受信している）。

　ＳＣＦでプリアレンジド終了状態に遭遇した時、ダイアログはもはや継続されてはならない。送出済オ

ペレーションに対する可能性のある拒否、あるいは、エラーメッセージ以外のどんなメッセージも、ＳＣ

Ｆが期待しないとき、加えて、最後の関連するオペレーションタイマが満了するとき、プリアレンジド終

了を伴うＴＣ－終了要求プリミティブにより、ダイアログは局所内に終了される。

　別の方法として、ＴＣ－終了要求プリミティブ（基本終了）により、相互関係を終結しようとするオペ

レーションの送出が可能である。

　ＳＳＦから最終のＢＣＳＭイベント報告(EventReportBCSM)を受信した場合、それが切断ＤＰのイベント

を報告するものである場合は、その報告（ＴＣ継続指示プリミティブにより通知されている）に対応して、

コンポーネントを伴わないＴＣ－終了要求プリミティブを用いて、対話はＳＣＦから終了される。

3.4.1.2.2　ＳＣＭＥ－ＦＳＭ関連メッセージ

　ＳＣＭＥ－ＦＳＭから送出されるオペレーションは、以下の手順に従って発行されなければならない。

　－　活性化試験(ActivityTest)オペレーションが送出された時、ダイアログは継続されなければならない。

3.4.1.3　ＳＣＦから／へのＳＲＦメッセージ

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＃

＃
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3.4.2　異常手順

　この節では、ＳＳＦ－ＳＣＦ間の異常状況の報告に使用されなければならない手順とＴＣプリミティブ

について記述する。エラー事例は、3.2 節に定義する。

　以下に示すプリミティブが異常状況の報告に使用されなければならない。

－　ＩＮＡＰで定義されているようなオペレーションエラーは、ＴＣ－Ｕ－エラー要求プリミティブ

で報告される。

－　ＴＣ－ユーザによるＴＣコンポーネントの拒否は、ＴＣ－Ｕ－拒否要求プリミティブで報告され

なければならない。

－　エラーを検出したか、あるいは、オペレーションを拒否したＦＥが、ＴＣダイアログの終了を決

定したとき、エラー、あるいは、拒否を伴うＴＣ－終了要求プリミティブ（基本）をＴＣダイアロ

グの終了のために使用することができる。

－　エラーを検出したか、あるいは、オペレーションを拒否したＳＳＦ、または、ＳＲＦが、ダイア

ログ継続の可能性を認識したとき、エラー、あるいは、拒否を伴うＴＣ－継続要求プリミティブを

ＴＣダイアログの継続のために使用することができる。

－　ＴＣ－Ｕ－アボート要求プリミティブで、ＴＣ－ユーザにより、ダイアログは放棄されなければ

ならない。

－　アプリケーションタイマＴＳＳＦの満了時、ＴＣダイアログが確立されているか否かにかかわらず、

アボート理由を伴うＴＣ－Ｕ－アボートプリミティブにより、ダイアログを終了しなければならな

い。

　ＴＣで検出される異常状況のため、ＴＣ－Ｕ－拒否要求伝達と同様の規則が、ＴＣ－Ｒ－拒否指示の受

信に適用され、また、ＴＣ－Ｕ－アボート要求プリミティブの伝達と同様の規則が、ＴＣ－Ｐ－アボート

指示の伝達にも適用されなければならない。

　以下の規則が異常状況下で、ＴＣダイアログ終了のため適用されなければならない。

－　アボート条件が検出され、ＴＣダイアログが確立されている場合、アボート理由を伴うＴＣ－Ｕ

－　アボートプリミティブによりＴＣダイアログは終結される。

－　アボート条件が検出され、ＴＣダイアログが確立されていない場合、ＴＣ－Ｕ－アボートプリミ

ティブにより、ＴＣダイアログは局所的に終結される（アプリケーションタイムアウトのような場

合）。

　エラー状況でのＴＣダイアログ終結には、プリアレンジド終了は使用してはならない。任意の応用エン

ティティがエラー状況に遭遇した場合、できることなら、対応するエンティティにはエラーについて明確

に知らせるべきである。どのエンティティの見地からも、遭遇したエラーが相互関係を終了するよう要求

する場合には、保留中のエラー、あるいは、拒否コンポーネントが送出されたか否かに従い、基本終了を

ともなうＴＣ－終了要求プリミティブにより、あるいは、ＴＣ－Ｕ－アボート要求プリミティブにより、

ダイアログを終了しなければならない。

　あるエンティティがＴＣ－終了指示プリミティブを受信し、全てのコンポーネントが処理された後に，

ＦＳＭが相互関係終結の状態にはない場合，適切な内部エラーが提供されるべきである。
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　ダイアログの確立が完了する前（ＴＣ－関始要求プリミティブに対する最初のＴＣ指示プリミティブを

応答側エンティティから受信する前）に、起動エンティティにより、ダイアログを終結する必要がある場

合、ＴＣ－ユーザは、プリアレンジド終了をともなうＴＣ－終了要求プリミティブ、あるいは、ＴＣ－Ｕ

－アボート要求プリミティブを発行しなければならない。これらのプリミティブの結果は単に局所的なも

のであり、このダイアログへ受信される任意の後続のＴＣ指示は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７７４に定義され

る異常手順に従って処理される。

3.4.2.1　ＳＣＦからＳＳＦへのメッセージ

　ＳＳＦが、ＳＣＦ－ＳＳＦインタフエースで検出されたエラー事例から回復する論理を持っていないこ

とを考えると、以下のことが適用されなければならない。

－　オペレーションエラー及びＴＣコンポーネントの拒否は、基本終了、ＴＣ－終了要求プリミティ

ブでＳＳＦへ転送されなければならない。

　上記の手順に反して、エラー、あるいは、拒否コンポーネントがＴＣ－継続指示プリミティブを受信し

たならば、ＳＳＦはＴＣ－Ｕ－アボート要求プリミティブでダイアログを放棄する。

3.4.2.2　ＳＳＦからＳＣＦへのメッセージ

　オペレーションエラー及びＴＣコンポーネントの拒否は、以下の規則に従ってＳＣＦへ転送されなけれ

ばならない。

－　誤ったコンポーネントを含んだ前のメッセージが、ダイアログを継続すべきだと指示していた場

合、ダイアログは継続される。すなわち、誤ったコンポーネントをＴＣ－継続指示プリミティブで

受信した場合、エラー、あるいは、拒否は、ＴＣ－継続要求プリミティブで転送されなければなら

ない。エラー、あるいは、拒否コンポーネントを受信すると直ちに、ＳＣＦは後続の処理を決定す

る。それはダイアログの継続か、明白な終了、あるいは、放棄のいずれかであろう。

－　その他全ての状況では、ダイアログはもはや継続されてはならない。すなわち、誤ったコンポー

ネントが、ＴＣ－開始指示プリミティブで受信されたとき、エラー、あるいは、拒否は、基本終了

によるＴＣ－終了要求プリミティブにて伝達されなければならない。

－　アプリケーションタイマＴSSF の満了時、ＴＣダイアログが確立されているか否かに関係なく、ア

ボート理由をともなうＴＣ－Ｕ－アボートプリミティブによってダイアログは終結されなければな

らない。

－　アプリケーションタイマＴack の満了時、それが１回目の満了である場合には、ＳＳＦはＴＣ－継

続要求プリミティブを用いて、切断ＤＰに関するＢＣＳＭイベント報告 (EventReportBCSM)を再送

する。それが２回目の満了である場合には、ＳＳＦはＴＣ－Ｕ－アボート要求プリミティブを用い

て、ダイアログを終了する。

　ダイアログが継続されているべき間、 ＳＳＦでのエラー処理が後続のＳＣＦオペレーションを処理する

ことができない状態となったならば、保留中のエラーまたは拒否コンポーネントを送出したか否かによっ

て、ＳＳＦは、基本終了を伴うＴＣ－終了要求プリミティブにより、あるいは、ＴＣ－Ｕ－アボート要求

プリミティブにより、ダイアログを放棄する。

　呼解放が他の任意エンティティにより起動され、さらにＳＣＦ及びＳＳＦに、ＳＣＦに呼解放を通知す

るために設定されたＥＤＰが 1 つもない場合に、ＳＳＦは、ＴＣ－Ｕ－アボート要求プリミティブにより、

ダイアログを終了することができる。（代用の方式は、3.4.1.1.1 節参照のこと）

＊

＊

＊

＊
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3.4.3　ダイアログの確立

　ＩＮＡＰダイアログの確立は、0.4 節に記述するように、２つのアプリケーションプロセスを含む。一つ

は、ダイアログ－起動部であり、他方は、ダイアログ－応答部である。

　全ての物理エンティティ及び／あるいは全ての網において、アプリケーションコンテクストネゴシエー

ションはサポートされていないかもしれない。

　この手順は、以下の信号により実行される。

－　ダイアログ起動部からのＴＣ－開始要求プリミティブ。

－　応答側で生じたＴＣ－開始指示プリミティブ。

－　起動側で生じた最初のＴＣ－継続指示プリミティブ、あるいは以下の特殊な状態。

－　起動側で生じたＴＣ－終了指示プリミティブ。

－　起動側で生じたＴＣ－Ｕ－アボート指示プリミティブ。

－　起動側で生じたＴＣ－Ｐ－アボート指示プリミティブ。

3.4.3.1　ＴＣ－開始要求プリミティブの送信

　ＴＣ－開始要求プリミティブを送出する前に、ＳＡＣＦは、アプリケーションコンテクスト名と、もし

あるならば、ユーザ情報パラメータを蓄積しなければならない。

　ＳＡＣＦは、ＴＣ－起動サービスを使用して、関連するオペレーションの起動を要求しなければならな

い。起動手順の記述は，3.4.8 節参照のこと。

　最後の起動要求の処理の後、ＳＡＣＦは、ＴＣ－開始要求プリミティブを発行しなければならない。

　そして起動側ＳＡＣＦは、ＴＣ指示プリミティブを待ち受け、ＴＣ－Ｕ－アボート要求、あるいは、解

放方法パラメータに「プリアレンジド解放」を設定したＴＣ－終了要求を除いては、他の要求を起動しな

い。

　3.4.1 節及び 3.4.2 節に記述されている規則に従い、ダイアログが確立されないため、ＴＣ－指示プリミティ

ブが期待されていないとき、ＳＡＣＦは、最後に関連したＴＣオペレーションタイマが満了するのを待ち、

解放方法パラメータに「プリアレンジド解放」を設定したＴＣ－終了要求を送出する。

3.4.3.2　ＴＣ－開始指示の受信

　ＴＣ－開始指示プリミティブを受信したとき、応答側ＳＡＣＦは以下のように動作しなければななない。

－　アプリケーションコンテクスト名がプリミティブに含まれているならば、これを分析する。サポー

トしている場合には、3.4.8 節で記述されるように、ＴＣから受信されるその他の指示プリミティブ

を処理する。

－　3.4.1 節及び 3.4.2 節に記述される規則に従い、ダイアログが確立されないとき、ＳＡＣＦは、ＴＣ

からの最後の指示プリミティブを待ち、解放方法パラメータに「プリアレンジド解放」を設定した

ＴＣ－終了要求を送出する。

－　プリミティブに含まれるアプリケーションコンテクスト名がサポートされていないとき、ＴＣ－

Ｕ－アボート要求プリミティブを送出する。代わりのアプリケーションコンテクストが提供可能な

らば、その名称は、ＴＣ－Ｕ－アボート要求プリミティブに含まれる。
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3.4.3.3　最初のＴＣ－継続指示の受信

　ダイアログのための最初のＴＣ－継続指示プリミティブを受信すると、ＳＡＣＦはアプリケーションコ

ンテクスト名パラメータの値をチェックしなければならない。この値がＴＣ－開始要求プリミティブに使

用されたものと一致すれば、3.4.8 節に記述されているように、ＳＡＣＦは後続のＴＣ－コンポーネント処

理用指示プリミティブを処理しなければならない。一方、一致しないときには、ＴＣ－Ｕ－アボート要求

プリミティブを送出しなければならない。

3.4.3.4　ＴＣ－終了指示の受信

　ダイアログ開始状態において、ＴＣ－終了指示プリミティブを受信すると、ＳＡＣＦはアプリケーショ

ンコンテクスト名パラメータの値をチェックする。この値が、ＴＣ－開始要求プリミティブに使用された

ものと一致すれば、3.4.8 節に記述されているように、ＳＡＣＦは後続のＴＣ－コンポーネント処理用指示

プリミティブを処理しなければならない。

3.4.3.5　ＴＣ－Ｕ－アボート指示の受信

　ＴＣ－Ｕ－アボート指示プリミティブの受信は、ユーザアボート手順の一部として記述されている（3.4.6.2

参照）。アボート理由が未サポートアプリケーションコンテクスト名であれば、応答側はＴＣ－Ｕ－アボー

ト指示で代わりのアプリーションコンテクスト名を提示してもよい。代わりのアプリケーションコンテク

ストが提示された場合、受信側エンティティはこの名称をチェックし、それがサポートされているならば、

新しいダイアログを確立してもよい。

3.4.3.6　ＴＣ－Ｐ－アボート指示の受信

　ＴＣ－Ｐ－アボート指示プリミティブの受信は、プロバイダアボート手順の一部として記述されている

（3.4.7.1 節参照）。

3.4.4　ダイアログの継続

　一度ダイアログが確立されると継続フェーズと呼ばれる状態となる。

　双方のアプリケーションプロセスは、どちらかがダイアログの終了を要求するまでｌＮＡＰ　ＡＰＤＵ

の転送を要求することができる。

3.4.4.1　送信側エンティティ

　3.4.8 節に記述するように、ＳＡＣＦはあらゆるコンポーネント処理用要求プリミティブを処理しなけれ

ばならない。

　最後のコンポーネント処理用要求プリミティブを処理した後、ＳＡＣＦはＴＣ－継続要求プリミティブ

を発行しなければならない。

3.4.4.2　受信側エンティティ

　ＴＣ－継続指示プリミティブを受信すると、ＳＡＣＦは０以上のＴＣコンポーネント処理用指示プリミ

ティブを受けつけ、3.4.8 節に記述されているように、これらを処理しなければならない。
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3.4.5　ダイアログの終了

　ダイアログが確立された後、3.4.1 節及び 3.4.2 節に記述されている規則に従い、確立されるべきダイアロ

グがないとき、あるいは、ダイアログが継続される必要がないとき、ダイアログ起動部、及び、ダイアロ

グ受信部の双方は、ダイアログの終了を要求することができる。

　ダイアログ終結手順は、以下のイベントにより起動される。

－　ＴＣ－終了要求プリミティブ。

－　ＴＣ－終了指示プリミティブ。

3.4.5.1　ＴＣ－終了要求の送信

　ダイアログがこれ以上継続されるべきでないとき、ＳＡＣＦは 3.4.8 節に記述するように、あらゆるコン

ポーネント処理用要求プリミティブを処理しなければならない。

　（もしあるならば）最後のコンポーネント処理用要求プリミティブを処理した後、ＳＡＣＦは、3.4.1 節

及び 3.4.2 節に記述される規則に従い、解放方法パラメータに「基本終了」、あるいは、「プリアレンジド

解放」を設定したＴＣ－終了要求プリミティブを発行しなければならない。

　ダイアログが確立されるべきでない場合については、3.4.3.1 節及び 3.4.3.2 節参照のこと。

3.4.5.2　ＴＣ－終了指示の受信

　ＴＣ－終了指示プリミティブを受けとり次第、ＳＡＣＦは、あらゆるコンポーネント処理用指示プリミ

ティブを受けつけ、3.4.8 節に記述されるように、これらを処理しなければならない。

　最後のコンポーネント処理用プリミティブを処理した後、ダイアログに関連する全てのリソースを解放

する。

3.4.6　ユーザアボート

　ダイアログ起動部、ダイアログ応答部ともに、いつでもダイアログを放棄することができる。

ユーザアボート手順は、以下のイベントのうちの一つで起動される。

－　ＴＣ－Ｕ－アボート要求プリミティブ。

－　ＴＣ－Ｕ－アボート指示プリミティブ。

3.4.6.1　ＴＣ－Ｕ－アボート要求の送信

　ＴＣ－Ｕ－アボート要求プリミティブを発行した後、ダイアログに関連する全てのリソースは解放され

る。

3.4.6.2　ＴＣ－Ｕ－アボート指示の受信

　ＴＣ－Ｕ－アボート指示を受信すると、ダイアログに関連する全てのリソースは解放される。

3.4.7　プロバイダアボート

　ＴＣは、ダイアログ起動部側からも、ダイアログ応答部側からもダイアログをアボートすることがてき

る。

　プロバイダアボート手順は、以下のイベントにより起動される。

－　ＴＣ－Ｐ－アボート指示プリミティブ。

3.4.7.1　ＴＣ－Ｐ－アボート指示の受信

　ＴＣ－Ｐ－アボート指示を受信すると、ダイアログに関連する全てのリソースは解放される。
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3.4.8　ＩＮＡＰオペレーションのための手順

　この節では、ＩＮＡＰオペレーションのための手順について記述する。

3.4.8.1　オペレーション起動

　ＳＡＣＦは、取得したパラメータからオペレーションのアーギュメントを組み立て、ＴＣ－起動手順を

用いて、関連するオペレーションの起動を要求する。関連ＩＤパラメータがプリミティブに挿入されてい

たならば、これは子のオペレーションの送信を指示しており、該当オペレーションが親オペレーションに

リンクされることを暗に示している。

3.4.8.2　オペレーション起動の受信

　ＴＣ－起動指示プリミティブを受信した場合、ＳＡＣＦは以下のように動作しなければならない。

－　オペレーションコードが、アプリケーションコンテクストにてサポートされるオペレーションに

対応しないならば、適切な問題コード（認識されないオペレーション）を伴うＴＣ－Ｕ－拒否要求

プリミティブで、拒否コンポーネントの伝達を要求する。

－　関連ＩＤが含まれているならば、以下のチエックを行う。関連ＩＤで参照されるオペレーション

は、関連オペレーションを許容しないか、オペレーションコードが、許容される関連オペレーショ

ンに対応しないか、あるいは、親オペレーション起動が動作中でない場合、適切な問題コード（期

待されない関連応答、あるいは、期待されない関連オペレーション）を伴うＴＣ－Ｕ－拒否要求プ

リミティブを発行する。

－　アーギュメントの種別が、オペレーションのために定義されたものでないとき、適切な問題コー

ド（不正パラメータ）を伴う、ＴＣ－Ｕ－拒否要求プリミティブで、拒否コンポーネントを伝達す

るよう要求する。

－　ＩＮＡＰ関連ダイアログが、まさに解放されようとしているために、オペレーションが起動でき

ないとき、問題コード（解放起動）を伴うＴＣ－Ｕ－拒否要求プリミティブで、拒否コンポーネン

トの伝達を要求する。

－　十分なＩＮＡＰ関連リソースが要求されたオペレーションの処理に使用できないとき、問題コー

ド（リソース限界）を伴うＴＣ－Ｕ－拒否要求プリミティブで、拒否コンポーネントの伝達を要求

する。

－　以上のいずれにも該当しなければＴＣ－起動指示プリミティブを受け入れる。オペレーションが

ユーザに確認されるべきものならば、ＳＡＣＦは対応する応答を待つ。

3.4.8.3　オペレーションの応答

　ユーザに確認されたオペレーションのため、ＳＡＣＦは以下のように動作しなければならない。

－　クラス１、あるいは、３オペレーションの応答に、エラー指示が含まれていないならば、受信し

たパラメータから結果情報要素を構成し、ＴＣ－結果－Ｌサービスを使用し、それを伝達するよう

要求する。

－　クラス１、あるいは、２オペレーションの応答に、エラー指示が含まれているならば、受信した

パラメータからエラーパラメータを構成し、ＴＣ－Ｕ－エラー要求プリミティブを使用し、それを

伝達するよう要求する。
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3.4.8.4　応答の受信

3.4.8.4.1　ＴＣ－結果－ＮＬ指示の受信

　ＴＣ－結果－ＮＬ指示を受信時、ＳＡＣＦは以下のように動作しなければならない。

－　適切な問題コード(不正パラメータ)を伴う、ＴＣ－Ｕ－拒否要求プリミティブで、拒否コンポーネ

ントの伝達を要求する。

3.4.8.4.2　ＴＣ－結果－Ｌ指示の受信

　ＴＣ－結果－Ｌ指示を受信時、ＳＡＣＦは以下のように動作しなければならない。

－　結果パラメータの種別が、このオペレーションの結果のために定義されたものではないとき、適

切な問題コード（不正パラメータ）を伴う、ＴＣ－Ｕ－拒否要求プリミティブで、拒否コンポーネ

ントの伝達を要求する。

－　上記以外の場合、ＴＣ－結果－Ｌ指示プリミティブを受け入れる。

3.4.8.4.3　ＴＣ－Ｕ－エラー指示の受信

　ＴＣ－Ｕ－エラー指示を受信時、ＳＡＣＦは以下のように動作しなければならない。

－　エラーコードが、ＳＡＣＦのために定義されていなかったり、あるいは、起動識別子により参照

されたオペレーションと関連がないものであるとき、適切な問題コード（認識不能エラー、または、

期待されないエラー）を伴う、ＴＣ－Ｕ－拒否要求プリミティブで、拒否コンポーネントの伝達を

要求する。

－　エラーパラメータの種別が、このエラーのために定義されているものではないとき、適切な問題

コード（不正パラメータ）を伴う、ＴＣ－Ｕ－拒否要求プリミティブで、拒否コンポーネントの伝

達を要求する。

－　上記以外の場合に、ＴＣ－Ｕ－エラー指示プリミティブを受け入れる。

3.4.8.4.4　ＴＣ－Ｕ－拒否指示の受信

　保留中のオペレーションに影響するＴＣ－Ｕ－拒否指示プリミティブの受信時には、ＳＡＣＦはＴＣ－

Ｕ－拒否指示プリミティブを受け入れなければならない。

3.4.8.4.5　ＴＣ－Ｌ－拒否指示の受信

　ローカルＴＣが、オペレーションに影響を与える受信コンポーネント内に、プロトコルエラーを検出し

たときに、このイべントが生じる。

　「結果応答問題、期待されないエラー応答」を示すＴＣ－Ｌ－拒否を受信した時、ＳＡＣＦはアプリケー

ションプロセスに通知しなければならない。

　「エラー応答問題、期待されないエラー応答」を示すＴＣ－Ｌ－拒否を受信した時、ＳＡＣＦはアプリ

ケーションプロセスに通知しなければならない。

　問題コードが、一般問題を示すとき、たとえＴＣから、起動ＩＤが提供されていたとしても、イベント

は動作中のオペレーションに関連づけることができないと考えられていることに注意。これは、起動ＩＤ

が、ローカルあるいはリモート起動のどちらを参照するかが明確でないためである。このような場合、Ｓ

ＡＣＦは 3.4.8.5.3 節に記述されるように動作する。
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3.4.8.4.6　ＴＣ－Ｌ－取消指示の受信

　ＴＣ－Ｌ－取消指示を受信したとき、ＳＡＣＦは以下のように動作しなければならない。

－　当該オペレーションがクラス１オペレーションである場合、アプリケーションプロセスへ通知す

る。

－　当該オペレーションがクラス２オペレーションであり、このオペレーションのための、関連オペ

レーションが定義されていないとき、プリミティブを無視する。

－　当該オペレーションがクラス３オペレーションであるとき、アプリケーションプロセスへ通知す

る。

－　当該オペレーションがクラス４オペレーションであるとき、プリミティブを無視する。

3.4.8.5　その他のイベント

　この節では、どのオペレーションとも関連づけることができない、あるいは、保留中のオペレーション

ヘ影響を与えないコンポーネント処理用指示プリミティブを受信したときの、ＳＡＣＦの動作について記

述する。

3.4.8.5.1　ＴＣ－Ｕ－拒否指示の受信

　動作しているオペレーションに影響しない（すなわち、結果応答、あるいは、エラー応答問題を示す）

ＴＣ－Ｕ－拒否指示プリミティブを受信した時、3.4.2 節に述べられている規則に従って、送信側アプリケー

ションプロセスにより、まだダイアログが終了していないならば、ダイアログを放棄、継続、あるいは、

終了するかは、アプリケーションプロセスに任される。これは、クラス４の関連オペレーションに関する

起動問題にもまた適用可能である。

3.4.8.5.2　ＴＣ－Ｒ－拒否指示の受信

　動作しているオペレーションに影響しないＴＣ－Ｒ－拒否指示を受信した時（すなわち、プロトコルエ

ラーが対応するＴＣエンティティで検出してる時）、3.4.2 節に述べられている規則に従って、送出側アプ

リケーションプロセスにより、まだダイアログが終了していないならば、ダイアログを放棄、継続、ある

いは、終了するかは、アプリケーションプロセスに任される。

3.4.8.5.3　ＴＣ－Ｌ－拒否指示の受信

　動作しているオペレーションに関連付けられないＴＣ－Ｌ－拒否指示プリミティブ（則ち、プロトコル

エラーがローカルＴＣエンティティで検出されている時）を受信したとき、ダイアログを継続するか、あ

るいは、終了して暗に拒否コンポーネントの転送の契機を与えるか、アボートするかはアプリケーション

プロセスに任される。

3.4.8.5.4　ＴＣ－通知指示の受信

　これは、ネットワークレイヤによりメッセージを伝達することができなかったことを、ＳＡＣに通知す

る。このことは、応答オプションが、設定されているときにだけ生ずる（3.4.9.1.8 節参照）。アプリケーショ

ンプロセスが、ダイアログを終結、あるいは、リトライするかどうかを決定する。

3.4.9　ＴＣサービスへのマッピング

3.4.9.1　ダイアログ制御

　ＴＣ－ＵＮＩサービスは、ｌＮＡＰでは使用されない。
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3.4.9.1.1　着アドレス

　着アドレスはダイアログ起動側アプリケーションプロセスによって設定され、オプションとして，最初

の逆方向ＴＣ－継続で、応答するダイアログにより変更されるかもしれないが、起動側ユーザからは見え

ない。

3.4.9.1.2　発アドレス

　このパラメータは、ダイアログ起動側アプリケーションプロセスにより設定される。

3.4.9.1.3　ダイアログＩＤ

　このパラメータの値は、インプリメントに依存した方式でＩＮＡＰ起動に関連づけられる。

3.4.9.1.4　アプリケーションコンテクスト名

　アプリケーションコンテクスト名パラメータは、2.1.5 節で定義されるように、ＳＡＣＦにより設定され

る。

3.4.9.1.5　ユーザ情報

　このパラメータは、起動側及び応答側、双方のアプリケーションプロセスにより使用されるかもしれな

い。

3.4.9.1.6　コンポーネント表示

　このパラメータは、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７７１で記述されるように、ＳＡＣＦによって使用される。

3.4.9.1.7　終了

　ＴＣ－終了要求プリミティブの解放方法パラメータの値は、3.4.1 節及び 3.4.2 節に記述されている規則に

従い、ＳＡＣＦにより設定される。

3.4.9.1.8　サービス品質

　ＴＣ要求プリミティブのサービス品質は、ＳＡＣＦにより以下の値に設定される。

－　順序保証要。

－　リターンオプション。このパラメータは、インプリメント方式に依存して、ＳＡＣＦにより設定

される。

3.4.9.2　オペレーション手順

3.4.9.2.1　起動ＩＤ

　このパラメータは、送信側アプリケーションプロセスにより設定される。

3.4.9.2.2　関連ＩＤ

3.4.9.2.3　ダイアログＩＤ

　このパラメータの値は、インプリメントに依存した方法で、ＩＮＡＰ起動に関連づけられる。

＃
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3.4.9.2.4　クラス

　このパラメータの値は、2.1 節に従い、起動されるべきオペレーションの種別によりＳＡＣＦにより設定

される。

3.4.9.2.5　オペレーション

　ＴＣ－起動要求プリミティブのオペレーションコードは、2.4 節に定義されるように、送信側アプリケー

ションプロセスにより設定される。

　ＳＡＣＦは、（要求されれば）起動時に受信されたものと同じ値を、ＴＣ－結果－Ｌプリミティブのオ

ペレーションコードに設定しなければならない。

3.4.9.2.6　エラー

　ＴＣ－Ｕ－エラー要求プリミティブのエラーパラメータは、2.4 節に定義されるように、送信側アプリケー

ションプロセスにより設定される。

3.4.9.2.7　パラメータ

　ＴＣ－起動プリミティブのアーギュメントパラメータは、2 節に定義されるように、送信側アプリケーショ

ンプロセスにより設定される。

　ＴＣ－結果－Ｌプリミティブの結果パラメータは、2 節に定義されるように、送信側アプリケーションプ

ロセスにより設定される。

　ＴＣ－Ｕ－エラープリミティブのパラメータは、2 節に定義されるように、送信側アプリケーションプロ

セスにより設定される。

3.4.9.2.8　タイムアウト

　このパラメータの値は、起動されたオペレーションの種別に従って、ＳＡＣＦにより設定される。

3.4.9.2.9　最終コンポーネント

　このパラメータは、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７７１に記述されるように、ＳＡＣＦにより使用される。

3.4.9.2.10　問題コード

　このパラメータは、3.4.8 節に記述されるように、ＳＡＣＦにより使用される。

3.4.9.2.11　アボート理由

　このパラメータは、ＳＡＣＦにより使用され、属性及びコーディングは、網Ａ、網Ｂの協議により規定

される。
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第４編　付属資料Ａ

ＩＮＡＰのＳＤＬ図

（本付属資料は本標準に不可欠な部分である）

Ａ．１　概要

　本資料は 3.1.1.5 節、3.1.2 節及び 3.1.3 節に、関連する詳細なオペレーション手順と共に記述されている

ＳＳＦ、ＳＣＦ及びＳＲＦの有限状態機構のＳＤＬ図を含んでいる。

　必要な箇所にはＳＤＬの図中に注として詳細を記述してある。ＳＤＬは関連する文及び図と同等の記述

レベルであり､特に断りのない限り､標準本体以上の記述は含んでいない。

　ここで使用するＳＤＬは､最新のＳＤＬに関するＩＴＵ－Ｔ勧告（Ｚ．１００（１９９３））に沿ったも

のであるが､１９８８年版のＩＴＵ－Ｔ勧告Ｚ．１００に含まれていない記号は含んでいない。

　ＳＤＬ図と本文中の記述が整合しない場合は､本文中の記述の内容を正しいとする。

Ａ．２　ＳＤＬ図

　以下のＳＤＬ図は高レベルの記述であるため､タイマ及び信号に関するデータ宣言は含んでいるが､信号

の中のデータの宣言は含んでいない。

　オペレーションに使用される名前はＪＴ－Ｑ１２１８－ｂのものと全く同じである。他にここで定義さ

れた名前は一般的にＪＴ－Ｑ１２１８－ｂで使用されているイベントの名前に関連している。しかし､ＪＴ

－Ｑ１２１８－ｂで使用していない名前を信号名として使用している場合もある。オペレーション名が１

つのシンボルに収まるように分割されてしまう場合は､アンダーラインに続くスペースにより行を分割する

という､ＳＤＬの手法が用いられる。アンダーラインとスペースの組み合わせはＳＤＬでは無視される。つ

まり､Ａ＿　ＢはＡＢと同一の名前である。

　モデル化した機能エンティティの外の機能エンティティからの信号の受信は､一般にサービス論理処理を

要する。しかし､この処理の詳細は（処理結果としての）有限状態機構の範囲外である。このサービス論理

処理は､Ｐｒｏｃｅｓｓ＿Ｉｎｐｕｔと呼ぶ一般的な手順に包含されることで示される。また､ＳＤＬのタ

スクは､必要とされる処理の範囲を示すために用いられる。

　ＳＤＬの中でタイマに対して「リセット」が使用された場合､タイマの再起動ではなく､停止を意味する。

またＳＤＬの中のタイマの「セット」はタイマの起動及び再起動の両者を意味する。
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付図－Ａ－１／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ（1/11 ページ）＊　ＳＳＦ ＦＳＭのＳＤＬ

(ITU-T Q.1218)

/*　データ宣言　*/

TIMER Tssf, Tack;

/*

ここで定義されたＰｒｏｃｅｓｓ＿Ｉｎｐｕｔ手順は、ＳＳＦ有限状態機構外のサービス

論理処理が必要か否かを決定する外部からの入力の分析結果を示すために使用される。

この手順はサービス論理処理が必要であることを示すだけのものであることから、この手

順自体の処理はここでは記述していない。

*/

Process_Input

/*

ＩＮＡＰのＳＳＦ ＳＤＬ

3.1.1.5 節「ＳＳＦ状態遷移図」に基づいている。

第１．０版１９９７年　月

*/

/*

タイマＴｓｓｆは 3.1.1.5 節に記述されているように、以下の２つの異なる値を持つこ

とが出来る。

ｖａｌｕｅ１：起動のための情報フローをＳＣＦに送出後、「指示待ち（Waiting For
Instructions）」状態に遷移した場合の値。

ｖａｌｕｅ２：上記以外の任意の条件のもと、「指示待ち（Waiting For Instruction）」

状態に遷移した場合の値。

タイマＴａｃｋは以下の値を持つことができる。

ｖａｌｕｅ５：ＤＰ９（O_Disconnect）におけるＥＤＰイベントをＳＣＦに送出後、「イ

ベント応答待ち（Waiting For Acknowledgement）」状態に遷移した場合の値。（ｖａｌ

ｕｅ５＝１０秒）

*/
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/*　信号定義－第２部

内部（ＳＳＦ）の論理からの信号はＪＴ－Ｑ１２１８－ｂでは定義されない内部的な通知である。

そのため、それらの信号名は局所的な名前のみである。

*/

/*　ＳＳＦのサービス論理から　*/

SIGNAL TDP_R,  EDP_N, EDP_R:
/*　ＳＳＦからＳＣＦへの信号のために定義されている局所的な信号名。　*/

SIGNAL TDPEvent:　/*　イニシャルＤＰ（InitialDP）を示す。　*/

SIGNAL EDPEvent:　/*　ＢＣＳＭイベント報告（EventReportBCSM）を示す。　*/

/*　信号定義－第３部。　ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂで定義されている。　*/

/*　ＳＳＦからＳＣＦへの信号。　*/

SIGNAL InitialDP, EventReportBCSM;

/*　ＳＣＦから　*/

SIGNAL EstablishTemporaryConnection, RequestReportBCSMEvent, Connect,
DisconnectForwardConnection, ReleaseCall;

/*　信号定義－第１部

ＣＣＦから／への信号はＪＴ－Ｑ１２１８－ｂでは定義されない内部的な通知である。その

ため、それらの信号名は局所的な名前に過ぎない。

*/

/*　 ＣＣＦから　*/

SIGNAL ForwardConnectionReleased, Abandon, Release;

/*　ＣＣＦへ　*/

SIGNAL TerminateCall, ConnectSRF,
 RouteToDefault, SRFReleaseRequest;

PAGE (2/11)PROCESS INAP_SSF ;
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Waiting For
Instructions

/*　ＴＤＰイベント（TDPEvent）はＳＳＦから送出される信号のために局

所的に定義された名前であり、イニシャルＤＰ（InitialDP）（3.1.1.5

節の中で定義されている）を送出する。

*/

SET (NOW +
value1, Tssf)

TDPEvent TO
SCF

Idle

TDP_R

Process_Input

ＴＤＰ－Ｒが検出さ
れた場合、起動のた
めの情報フローをＳ
ＣＦに送出する
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(ITU-T Q.1218)

Waiting For
Instructions 状態ｃ　５、６ページにも現れる。

Establish_
Temporary_
Connection

/* ＳＣＦから */

Tssf /*
タイマ満了
*/

Process_Input

RouteTo_
Default TO
CCF

ConnectSRF TO
CCF

‘Abort
transaction’

Waiting For
End Of
Temporary
Connection

Idle

Process_Input
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(ITU-T Q.1218)

Waiting For
Instructions

Process_Input

４、６ページにも現れる。

ReleaseCall
/* ＳＣＦ
から*/

Process_Input

TerminateCall
TO CCF

Idle

‘EDP armed’

Connect
ＳＣＦからの
呼処理に関
わる信号

Monitoring

‘Yes’

‘No’
Idle

PAGE (5/11)PROCESS INAP_SSF ;



ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ - 214 -

付図－Ａ－１／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ（6/11 ページ）＊　ＳＳＦ ＦＳＭのＳＤＬ

(ITU-T Q.1218)

Process_Input

Waiting For
Instructions

RequestReport_
  BCSMEvent
 /* ＳＣＦから
 */

RequestReportBCSMEvent は
その前に要求したイベントの監視を
終了させることも可能である。

SET (NOW +
value2, Tssf)

４、５ページにも現れる。
Waiting For
Instructions

PAGE (6/11)PROCESS INAP_SSF ;



- 215 - ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ

付図－Ａ－１／ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ（7/11 ページ）＊ＳＳＦ ＦＳＭのＳＤＬ
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SRFRelease_
Request TO
CCF

Forward_
Connection_
Released  /*
ＣＣＦから  */

Disconnect_
Forward_
Connection　/*
ＳＣＦ　から*/

Process_Input Process_Input

Waiting For
Instructions

SET (NOW +
value2, Tssf)

Waiting For
End Of
Temporary
Connection
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/*　ＥＤＰのみが既存の有限状態機構の中で扱われる。ＴＤＰが設定されていた場合は，

相互動作を取り扱う有限状態機構の新たなインスタンスを生成する。

発側ＢＣＳＭ側のＤＰ５，６に関して示す。ＤＰ９，１０（切断および途中放棄）におけ

るＥＤＰの取り扱いは１１ページに示す。

状態 f　９ページ
にも現れる。

EDP_R

Process_Input Process_Input

Monitoring

EDP_N

EDPEvent
TO SCF

続く DPイベン
トの応答を SCF
に送出する。

Waiting For
Instructions

SET (NOW +
value2, Tssf)

EDPEvent
TO SCF

‘LAST EDP’

‘Yes’

‘No’

Monitoring
Idle
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(ITU-T Q.1218)

状態 f　８ページ
にも現れる。Monitoring

TC_END,
 TC_ABORT /*
ＳＣＦから */

Process_Input

Idle
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(ITU-T Q.1218)

１回超過‘No’

Tack
/*　満了
*/

TC_END(空)
/*　SCF
　から*/

EDPEvent
TO
SCF
(TC CONT)

Waiting For
Acknowledgement

Process_Input Process_Input

Idle

‘Yes’

Idle

SCF からの TC_END
受信を監視するための
タイマ。

SET (NOW +
value5, Tack)

Waiting For
Acknowledgement

TC_ABORT
/*　SCF へ　*/
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(ITU-T Q.1218)

/*

Ａ側途中放棄及びＡ側とＢ側の切断時の処理

*/

‘DP armed’

Waiting For Instructions,
Waiting For End Of Temporary Connection,
Monitoring;

Abandon  /*
ＣＣＦから
*/

Ａ側からの途中放棄。
発側ＢＣＳＭのＤＰ１０

Ａ側あるいはＢ側から
の解放。
発側ＢＣＳＭのＤＰ９

Terminate_
Call TO
CCF

Process_Input Process_Input

Release  /*
ＣＣＦから
*/

EDP-N のみ。

‘Yes’

‘No’

EDPEvent
TO
SCF

Idle

‘Yes’

Waiting For
Acknowledgement

SET (NOW +
value5, Tack)

‘DP armed’ ‘No’

EDPEvent
TO
SCF

Idle

当該レグに対して。
EDP-N のみ。
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/*　データ宣言　*/

TIMER Tassist_handoff;

/*

Ｐｒｏｃｅｓｓ＿Ｉｎｐｕｔ手順は、処理が必要かどうかを判定するために、外部からの入

力を分析する。Ｐｒｏｃｅｓｓ＿Ｉｎｐｕｔ手順はＳＣＦのサービス論理を起動可能であ

る。

Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ Ｔｏ ＳＳＦの出力は、付記されたコメントのリストにある一つ以上の

信号を、ＳＳＦに送出する。

ＳＳＦに対する例外処理は、種々のシステムエラーが処理されることを示している。

*/

Process_Input

/*

ＩＮＡＰのためのＳＣＦ ＳＤＬ

3.1.2.5 節におけるＳＣＳＭを基にしている。

第１．０版１９９７年　月

*/

/*

タイマＴａｓｓｉｓｔ＿ｈａｎｄｏｆｆはｖａｌｕｅＥと表す。

*/
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/*　信号定義－第１部の続き　*/

/*　ＳＣＦのサービス論理から　*/

SIGNAL Notification_or_Request_Continuing_Instruction,
Monitoring_Cancel_Instruction, Release_Call_Instruction_e2.15;

/*　信号定義－第２部

外部のＦＥへの／からのこれらの信号は、ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂで定義されていない通知である。

従って、その名称は局所的なものに過ぎない。

*/

/*　ＳＳＦからＳＣＦへの信号に対して定義された局所的な名前　*/

SIGNAL TDPEvent;　/*　イニシャルＤＰ（InitialDP）を示す　*/

SIGNAL EDPEvent;　/*　ＢＣＳＭイベント報告（EventReportBCSM）を示す　*/

/*　ＳＳＦへ　*/

SIGNAL Exception, Null_TC_End;

/*　ＳＳＦから　*/

SIGNAL Initial_SSF_Failure;

/*　信号定義－第１部

（内部の）ＳＣＦサービス論理からのこれらの信号は全て、ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂにおいて内

部イベントとして定義されている内部的な通知である。その名称はイベントの名称に準じてい

る。

*/

/*　ＳＣＦサービス論理から　*/

SIGNAL Non-Call_Processing_Instructions. SR_Facilities_Needed,
Call_Processing_Instruction_Ready_e2.3,  Call_Processing_Instruction_Ready_e2.4,
Processing_Failure, Assist_Needed, Hand_off_Needed, Continue_SCF_Processing_e3.11;
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(ITU-T Q.1218)

/*　信号定義　－　第３部。　ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂにおいて定義されている。

*/

/*　ＳＳＦからの他のオペレーション　*/

SIGNAL　InitialDP,　EventReportBCSM;

/*　信号定義　－　第４部。　ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂにおいて定義されている。　*/

/*　ＳＳＦへ　*/

SIGNAL　RequestReportBCSMEvent, Connect, ReleaseCall,
EstablishTemporaryConnection, DisconnectForwardConnection;

PROCESS INAP_SCF ; PAGE (3/11)
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(ITU-T Q.1218)

Preparing SSF
Instructions

Idle

TDP_Event
/*  ＳＳＦ
から  */

状態１

InitialDP
ＳＳＦからの
E2（問合せ）

Process_Input

PROCESS INAP_SCF ; PAGE (4/11)
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(ITU-T Q.1218)

Preparing SSF
Instructions

Preparing SSF
Instructions

Operation TO
SSF /*  一つ
だけ送出　*/

Idle

/*
状態２　ＳＳＦ指示
準備中の一部
*/

Operation TO
SSF /*  一つ
のみ送出　*/

Call_
 Processing_
 Instruction_
Ready_e2.3

Non-Call_
 Processing_
 Instructions
/*  e2.1  */

Request_
ReportBCSMEvent

RequestReportBCSMEvent

Connect,
ReleaseCall

Operation TO
SSF /* ０以上
送出　*/

状態２．１

監視不要

PROCESS INAP_SCF ; PAGE (5/11)
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(ITU-T Q.1218)

Preparing SSF
Instructions 状態２．１

Operation TO
SSF /*  一つ
だけ送出　*/

RequestReportBCSMEvent

Connect,
ReleaseCall

Operation TO
SSF /*  ０以
上送出　*/

/*
状態２　ＳＳＦ指示
準備中の一部
*/

Waiting For
Notification
Or Request

SR_
  Facilities_
  Needed /*
 e2.2  */

Call_
 Processing_
 Instruction_
Ready_e2.4

監視必要

Determine
Mode
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(ITU-T Q.1218)

Exception
TO SSF

Processing_
  Failure
/*  e2.6  */

Preparing SSF
Instructions

Idle
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(ITU-T Q.1218)

Waiting For
Notification
Or Request

Process_Input

Preparing SSF
Instructions

Process_Input

Waiting For
Notification
Or Request

EDPEvent
  /* ＳＳＦ
から  */

状態２．３

/*

状態２　ＳＳＦ指示準備中の一部。

ＥＤＰイベント（EDPEvent）は、ＳＳＦからＢＣＳＭイベント報告

（EventReportBCSM）を受信したことを示す。

*/

EDP_R;
E2.7

最後の EDP-N
でない；
E2.8

EDPEvent,
  /* ＳＳＦ
から */

PROCESS INAP_SCF ; PAGE (8/11)
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(ITU-T Q.1218)

Waiting For
Notification
Or Request

最後の EDP-N
である；
E2.9

EDPEvent,
/* ＳＳＦから */

Process_Input

‘DP9’ ‘Yes’

‘No’

Null_TC_End
TO SSF

切断ＥＤＰ通知に
対する受信完了応
答のため Null_End
を送出。

Idle

Idle

PROCESS INAP_SCF ; PAGE (9/11)
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(ITU-T Q.1218)

Determine
Mode

Idle

未完了のＥ

ＤＰが存在

しない場合

に限る。

網Ｂのインプリメン
ト依存条件により設
定の有無が決定され
る。

/*

状態３　リソースへ

のルーティングの一

部*/

Establish_
Temporary_
Connection
TO SSF

Assist
Processing
In Network B

Hand_off_
  Needed  /*
 e3.3  */

Assist_
Needed  /*
e3.2  */

状態３．１

Operation TO
SSF

SET (NOW +
valueE,
Tassist_handoff

Connect

SET (NOW +
valueE,
Tassist_handoff
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(ITU-T Q.1218)

Assist
Processing
In Network B

Process_Input

Preparing SSF
Instructions

Process_Input

/*

状態３　リソースへ

のルーティングの一

部*/

Disconnect_
Forward_
Connection TO
SSF

Initial_SSF_
  Failure /*
  E3.8 SSF
 から　*/

  Tassist_
   handoff
   /* e3.7
タイマ満了 */

Continue_
  SCF_
  Processig_
e3.11

Disconnect_
Forward_
Connection TO
SSF

PROCESS INAP_SCF ; PAGE (11/11)
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付録Ⅲ

　拡張ＡＳＮ．１コーディング

(本付録は本標準の一部ではない。)

本付録は SCF/SSF/SRF インタフェースの拡張 ASN.1 記述を含む。

ASN.1 型定義については本編 2.1 節を参照すること。

注

1　範囲値の"??"は網固有値を示す。

2　オペレーションはアルファベット順に並んでいる。

activityTest OPERATION

 ::= localValue 55

connect OPERATION

ARGUMENT

SEQUENCE {

destinationRoutingAddress [0] IMPLICIT SEQUENCE SIZE (1..3) OF

OCTET STRING (SIZE (??..??)),

-- alertingPattern [1] IMPLICIT OCTET STRING (SIZE (3)) OPTIONAL,

correlationID [2] IMPLICIT OCTET STRING (SIZE (??..??)) OPTIONAL,

-- cutAndPaste [3] IMPLICIT INTEGER (0..22) OPTIONAL,

-- forwardingCondition [4] IMPLICIT ENUMERATED {

-- busy (0),

-- noanswer (1),

-- any (2)} OPTIONAL,

-- iSDNAccessRelatedInformation [5] IMPLICIT OCTET STRING OPTIONAL,

-- originalCalledPartyID [6] IMPLICIT OCTET STRING (SIZE (??..??)) OPTIONAL,

-- routeList [7] IMPLICIT SEQUENCE SIZE (1..3) OF

-- OCTET STRING (SIZE (??..??)) OPTIONAL,

scfID [8] IMPLICIT OCTET STRING (SIZE (1..20)) OPTIONAL,

-- travellingClassMark [9] IMPLICIT OCTET STRING (SIZE (??..??)) OPTIONAL,

extensions [10] IMPLICIT SEQUENCE SIZE (1) OF

SEQUENCE {

type INTEGER,

criticality ENUMERATED {

ignore (0),

abort (1)} DEFAULT ignore ,

value [1] ANY DEFINED BY type  } OPTIONAL,

-- carrier [11] IMPLICIT OCTET STRING OPTIONAL,

-- serviceInteractionIndicators [26] IMPLICIT OCTET STRING (SIZE (??..??)) OPTIONAL,

-- callingPartyNumber [27] IMPLICIT OCTET STRING (SIZE (2..12)) OPTIONAL,

-- callingPartysCategory [28] IMPLICIT OCTET STRING (SIZE (1)) OPTIONAL,

-- redirectingPartyID [29] IMPLICIT OCTET STRING (SIZE (??..??)) OPTIONAL,



- 233 - ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ

-- redirectionInformation [30] IMPLICIT OCTET STRING (SIZE (2)) OPTIONAL}

ERRORS {

missingParameter -- localValue 7,

parameterOutOfRange -- localValue 8,

systemFailure -- localValue 11,

taskRefused -- localValue 12,

unexpectedComponentSequence -- localValue 14,

unexpectedDataValue -- localValue 15,

unexpectedParameter -- localValue 16}
 ::= localValue 20
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disconnectForwardConnection OPERATION

ERRORS {

systemFailure -- localValue 11,

taskRefused -- localValue 12,

unexpectedComponentSequence -- localValue 14}
 ::= localValue 18

establishTemporaryConnection OPERATION

ARGUMENT

SEQUENCE {

assistingSSPIPRoutingAddress [0] IMPLICIT OCTET STRING (SIZE (??..??)),

correlationID [1] IMPLICIT OCTET STRING (SIZE (??..??)) OPTIONAL,

legID [2] CHOICE {

sendingSideID [0] IMPLICIT OCTET STRING (SIZE (1)),

receivingSideID [1] IMPLICIT OCTET STRING (SIZE (1))} OPTIONAL,

scfID [3] IMPLICIT OCTET STRING (SIZE (1..20)) OPTIONAL,

-- extensions [4] IMPLICIT SEQUENCE SIZE (1) OF

-- SEQUENCE {

-- type INTEGER,

-- criticality ENUMERATED {

-- ignore (0),

-- abort (1)} DEFAULT ignore ,

-- value [1] ANY DEFINED BY type  } OPTIONAL,

-- carrier [5] IMPLICIT OCTET STRING OPTIONAL,

-- serviceInteractionIndicators [30] IMPLICIT OCTET STRING (SIZE (??..??)) OPTIONAL}

ERRORS {

eTCFailed -- localValue 3,

missingParameter -- localValue 7,

systemFailure -- localValue 11,

taskRefused -- localValue 12,

unexpectedComponentSequence -- localValue 14,

unexpectedDataValue -- localValue 15,

unexpectedParameter -- localValue 16}

 ::= localValue 17
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eventReportBCSM OPERATION

ARGUMENT

SEQUENCE {

eventTypeBCSM [0] IMPLICIT ENUMERATED {

origAttemptAuthorized (1),

-- collectedInfo (2),

analysedInformation (3),

-- routeSelectFailure (4),

oCalledPartyBusy (5),

oNoAnswer (6),

oAnswer (7),

-- oMidCall (8),

oDisconnect (9),

oAbandon (10),

-- termAttemptAuthorized (12),

-- tBusy (13),

-- tNoAnswer (14),

-- tAnswer (15),

-- tMidCall (16),

-- tDisconnect (17),

-- tAbandon (18)},

-- bcsmEventCorrelationID [1] IMPLICIT OCTET STRING (SIZE (??..??)) OPTIONAL,

eventSpecificInformationBCSM [2] CHOICE {

-- collectedInfoSpecificInfo [0] IMPLICIT SEQUENCE {

-- calledPartynumber [0] IMPLICIT OCTET STRING (SIZE (3..12))},

-- analyzedInfoSpecificInfo [1] IMPLICIT SEQUENCE {

-- calledPartynumber [0] IMPLICIT OCTET STRING (SIZE (3..12))},

-- routeSelectFailureSpecificInfo [2] IMPLICIT SEQUENCE {

-- failureCause [0] IMPLICIT OCTET STRING (SIZE (2..??)) OPTIONAL},

oCalledPartyBusySpecificInfo [3] IMPLICIT SEQUENCE {

busyCause [0] IMPLICIT OCTET STRING (SIZE (2..??)) OPTIONAL},

oNoAnswerSpecificInfo [4] IMPLICIT SEQUENCE {},

oAnswerSpecificInfo [5] IMPLICIT SEQUENCE {},

-- oMidCallSpecificInfo [6] IMPLICIT SEQUENCE {

-- connectTime [0] IMPLICIT INTEGER (0..2147483647) OPTIONAL},

oDisconnectSpecificInfo [7] IMPLICIT SEQUENCE {

releaseCause [0] IMPLICIT OCTET STRING (SIZE (2..??)) OPTIONAL,

connectTime [1] IMPLICIT INTEGER (0..2147483647) OPTIONAL},

-- tBusySpecificInfo [8] IMPLICIT SEQUENCE {

-- busyCause [0] IMPLICIT OCTET STRING (SIZE (2..??)) OPTIONAL},

-- tNoAnswerSpecificInfo [9] IMPLICIT SEQUENCE {},

-- tAnswerSpecificInfo [10] IMPLICIT SEQUENCE {},

-- tMidCallSpecificInfo [11] IMPLICIT SEQUENCE {
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-- connectTime [0] IMPLICIT INTEGER (0..2147483647) OPTIONAL},

-- tDisconnectSpecificInfo [12] IMPLICIT SEQUENCE {

-- releaseCause [0] IMPLICIT OCTET STRING (SIZE (2..??)) OPTIONAL,

-- connectTime [1] IMPLICIT INTEGER (0..2147483647) OPTIONAL}} OPTIONAL,
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legID  [3] CHOICE {

sendingSideID [0] IMPLICIT OCTET STRING (SIZE (1)),

receivingSideID [1] IMPLICIT OCTET STRING (SIZE (1))} OPTIONAL,

miscCallInfo [4] IMPLICIT SEQUENCE {

messageType [0] IMPLICIT ENUMERATED {

request (0),

notification  (1)},

dpAssignment [1] IMPLICIT ENUMERATED {

individualLine (0),

groupBased (1),

officeBased (2)} OPTIONAL} DEFAULT {

messageType request    },

-- extensions [5] IMPLICIT SEQUENCE SIZE (1) OF

-- SEQUENCE {

-- type INTEGER,

-- criticality ENUMERATED {

-- ignore (0),

-- abort (1)} DEFAULT ignore ,

-- value [1] ANY DEFINED BY type   } OPTIONAL}

 ::= localValue 24

initialDP OPERATION

ARGUMENT

SEQUENCE {

serviceKey [0] IMPLICIT INTEGER (0..2147483647) OPTIONAL,

dialledDigits [1] IMPLICIT OCTET STRING (SIZE (??..??)) OPTIONAL,

-- calledPartyNumber [2] IMPLICIT OCTET STRING (SIZE (3..12)) OPTIONAL,

callingPartyNumber [3] IMPLICIT OCTET STRING (SIZE (2..12)) OPTIONAL,

-- callingPartyBusinessGroupID [4] IMPLICIT OCTET STRING OPTIONAL,

callingPartysCategory [5] IMPLICIT OCTET STRING (SIZE (1)) OPTIONAL,

callingPartySubaddress [6] IMPLICIT OCTET STRING OPTIONAL,

-- cGEncountered [7] IMPLICIT ENUMERATED {

-- noCGencountered (0),

-- manualCGencountered (1),

-- scpOverload (2)} OPTIONAL,

-- iPSSPCapabilities [8] IMPLICIT OCTET STRING (SIZE (??..??)) OPTIONAL,

-- iPAvailable [9] IMPLICIT OCTET STRING (SIZE (??..??)) OPTIONAL,

-- locationNumber [10] IMPLICIT OCTET STRING (SIZE (??..??)) OPTIONAL,

miscCallInfo [11] IMPLICIT SEQUENCE {

messageType [0] IMPLICIT ENUMERATED {

request (0),

notification (1)},
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dpAssignment [1] IMPLICIT ENUMERATED {

individualLine (0),

groupBased (1),

officeBased (2)} OPTIONAL} OPTIONAL,

-- originalCalledPartyID [12] IMPLICIT OCTET STRING (SIZE (??..??)) OPTIONAL,

-- serviceProfileIdentifier [13] IMPLICIT OCTET STRING OPTIONAL,

terminalType [14] IMPLICIT ENUMERATED {

unknown (0),

dialPulse (1),

dtmf (2),

isdn (3),

-- isdnNoDtmf (4),

spare (16)} OPTIONAL,

extensions [15] IMPLICIT SEQUENCE SIZE (1) OF

SEQUENCE {

type INTEGER,

criticality ENUMERATED {

ignore (0),

abort (1)} DEFAULT ignore ,

value [1] ANY DEFINED BY type   } OPTIONAL,

-- triggerType [16] IMPLICIT ENUMERATED {

-- featureActivation (0),

-- verticalServiceCode (1),

-- customizedAccess (2),

-- customizedIntercom (3),

-- emergencyService (12),

-- aFR (13),

-- sharedIOTrunk (14),

-- offHookDelay (17),

-- channelSetupPRI (18),

-- tNoAnswer (25),

-- tBusy (26),

-- oCalledPartyBusy (27),

-- oNoAnswer (29),

-- originationAttemptAuthorized (30),

-- oAnswer (31),

-- oDisconnect (32),

-- termAttemptAuthorized (33),

-- tAnswer (34),

-- tDisconnect (35)} OPTIONAL,

-- highLayerCompatibility [23] IMPLICIT OCTET STRING (SIZE (2)) OPTIONAL,

-- serviceInteractionIndicators [24] IMPLICIT OCTET STRING (SIZE (??..??)) OPTIONAL,

-- additionalCallingPartyNumber [25] IMPLICIT OCTET STRING (SIZE (2..12)) OPTIONAL,
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forwardCallIndicators [26] IMPLICIT OCTET STRING (SIZE (2)) OPTIONAL,

bearerCapability [27] CHOICE {

bearerCap [0] IMPLICIT OCTET STRING (SIZE (2..10)),

tmr [1] IMPLICIT OCTET STRING (SIZE (1))} OPTIONAL,

eventTypeBCSM [28] IMPLICIT ENUMERATED {

origAttemptAuthorized (1),

-- collectedInfo (2),

analysedInformation (3),

-- routeSelectFailure (4),

oCalledPartyBusy (5),

oNoAnswer (6),

oAnswer (7),

-- oMidCall (8),

oDisconnect (9),

oAbandon (10),

-- termAttemptAuthorized (12),

-- tBusy (13),

-- tNoAnswer (14),

-- tAnswer (15),

-- tMidCall (16),

-- tDisconnect (17),

-- tAbandon (18)} OPTIONAL,

-- redirectingPartyID [29] IMPLICIT OCTET STRING (SIZE (??..??)) OPTIONAL,

-- redirectionInformation [30] IMPLICIT OCTET STRING (SIZE (2)) OPTIONAL}
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ERRORS {

missingCustomerRecord -- localValue 6,

missingParameter -- localValue 7,

parameterOutOfRange -- localValue 8,

systemFailure -- localValue 11,

taskRefused -- localValue 12,

unexpectedComponentSequence -- localValue 14,

unexpectedDataValue -- localValue 15,

nexpectedParameter -- localValue 16}
 ::= localValue 0

releaseCall OPERATION

ARGUMENT

OCTET STRING (SIZE (2..??))

 ::= localValue 22

requestReportBCSMEvent OPERATION

ARGUMENT

SEQUENCE {

bcsmEvents [0] IMPLICIT SEQUENCE SIZE (1..7) OF

SEQUENCE {

eventTypeBCSM [0] IMPLICIT ENUMERATED {

origAttemptAuthorized (1),

-- collectedInfo (2),

analysedInformation (3),

-- routeSelectFailure (4),

oCalledPartyBusy (5),

oNoAnswer (6),

oAnswer (7),

-- oMidCall (8),

oDisconnect (9),

oAbandon (10),

-- termAttemptAuthorized (12),

-- tBusy (13),

-- tNoAnswer (14),

-- tAnswer (15),

-- tMidCall (16),

-- tDisconnect (17),

-- tAbandon (18)},

monitorMode [1] IMPLICIT ENUMERATED {

interrupted (0),

notifyAndContinue (1),

transparent (2)},

legID [2] CHOICE {

sendingSideID [0] IMPLICIT OCTET STRING (SIZE (1)),
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receivingSideID [1] IMPLICIT OCTET STRING (SIZE (1))} OPTIONAL,

dpSpecificCriteria [30] CHOICE {

numberOfDigits [0] IMPLICIT INTEGER (1..255),

applicationTimer [1] IMPLICIT INTEGER (0..2047)} OPTIONAL},

-- bcsmEventCorrelationID [1] IMPLICIT OCTET STRING (SIZE (??..??)) OPTIONAL,

-- extensions [2] IMPLICIT SEQUENCE SIZE (1) OF

-- SEQUENCE {

-- type INTEGER,

-- criticality ENUMERATED {

-- ignore (0),

-- abort (1)} DEFAULT ignore ,

-- value [1] ANY DEFINED BY type   } OPTIONAL}

ERRORS {

missingParameter -- localValue 7,

parameterOutOfRange -- localValue 8,

systemFailure -- localValue 11,

taskRefused -- localValue 12,

unexpectedComponentSequence -- localValue 14,

unexpectedDataValue -- localValue 15,

unexpectedParameter -- localValue 16}
 ::= localValue 23

eTCFailed ERROR

 ::= localValue 3

missingCustomerRecord ERROR

 ::= localValue 6

missingParameter ERROR

 ::= localValue 7

parameterOutOfRange ERROR

 ::= localValue 8

systemFailure ERROR

PARAMETER

unavailableNetworkResource ENUMERATED {

unavailableResources (0),

-- componentFailure (1),

-- basicCallProcessingException (2),

-- resourceStatusFailure (3),

-- endUserFailure (4)}

 ::= localValue 11

taskRefused ERROR

PARAMETER

ENUMERATED {
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generic (0),

unobtainable (1),

congestion  (2)}

 ::= localValue 12

unexpectedComponentSequence ERROR

 ::= localValue 14

unexpectedDataValue ERROR

 ::= localValue 15

unexpectedParameter ERROR

 ::= localValue 16
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付録Ⅳ

　優先度表示の実現方法

１．概要

　本付録では優先度表示(ＰＲＩ)の実現方法について記す。

２．ＰＲＩの有効性

　輻輳を防止するために、各々のメッセージ(ＩＮＡＰオペレーション、ＴＣメッセージ等)ごとに優先度を

表示することは有効である。

３．ＰＲＩ設定方法

　ＰＲＩ設定の実現方法はインプリメントに依存する。

４．設定されるＰＲＩ値

　ＩＮＡＰオペレーションの、活性化試験(Activity Test)、及びイニシャルＤＰ(InitialDP)に対してはＰＲＩ

として１を付与する。その他のメッセージについては、ＰＲＩとして２を付与する。

＊

＊
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第５編　インテリジェントネットワーク定義で使われた用語の用語解説

１．概要

1.1　序論

　この勧告は、インテリジェントネットワークのドキュメントに適用するために研究されている用語と定

義の解説を規定する。

　また、これらの用語は交換と信号用語の語彙としてＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９に含まれるであろう。

　実用性を広げるため、以前に定義された用語は変更なく使用され、その用語の次に記述された括弧内に

は定義された出典を示す。

　このアプリケーションに適切なように変更した定義は、新定義であると考えられる。この場合でも元の

定義の参照を括弧で示す。

1.2　規約

　次の表記法とスタイルが、この勧告のテキストで使われる :

(1) 　IN CS 1 情報フローの名称は、各構成単語の最初の文字を大文字で、これらの単語間にはスペース

を挿入して書かれる。

そして、適切なタイプデスクリプタが含まれる（例えば、Call Information Report req.ind）。

(2) 　IN CS 1 情報フローでの情報エレメントの名称は、構成単語の最初の文字を大文字で、これら単語

間にはスペースを挿入して書かれる（例えば、Request Information）。

(3) 　IN CS 1 情報エレメントの Identifyという単語は、省略してＩＤと書く。

(4) 　IN CS 1 検出ポイントの名称は、各構成単語の最初の文字を大文字で、これらの単語間はアンダー

バーを挿入して書かれる（例えば、発側切断Ｏ_Disconnect）。

(5) 　他に定義された名称は、大文字化されない（例えば、detection point）。

(6) 　ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．７１で定義された情報フローの名称は、上記に示す規約にそって書かれ、適

切なタイプデスクリプタが含まれる（例えば、SETUP req.ind）。

２．用語と定義

この勧告の目的のために、次の定義が適用される :

アーキテクチャ：システムが要求する構成要素の配置。

アクセス：ユーザとネットワーク間の相互動作手段。

アクセス機能：ユーザ・網間の相互動作を提供するネットワークのプロセスのセット。

アクセス・コード：「顧客番号計画」コード：受付台アクセス、外線接続等。
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アクセス・チャネル：特徴を示す情報転送能力に指定された部分。ユーザ網インタフェースで提供される。

アジャンクト（ＡＤ）：サービス交換局に直接接続されるが、サービス制御局と同等の機能性をもつイン

テリジェントネットワークエンティティ。

アソシエーション：ある機能を行う上で動作するエンティティ間の論理的な相互関係。

アプリケーション：「ジョブ」を実行するために要求される機能のセット。

アプリケーションエンティティ起動（ＡＥＩ）：AE タイプ仕様で定義された、通信機能のすべてあるいは

サブセットを実行する実際の「実行時間」プログラム。

アプリケーションコンテクスト（ＡＣ）：一つのアプリケーションコンテクストはある特定の通信インス

タンスに使われる機能を規定する。

アプリケーションコンテクストネゴシエーション（ＡＣＮ）：コンテクストネゴシエーションは、ユーザ

プロトコルＡＳＥのセットで交換されるトランザクションの開始時に確立される。

アプリケーションサービス要素（ＡＳＥ）：例えば応用エンティティ間などのアプリケーション通信を補

助する統合機能のセット。

アプリケーションプログラミングインタフェース（ＡＰＩ）：生成、インストール、試験、修正等、ＩＮ

アプリケーションプログラム処理をサポートするインタフェース。

アプリケーションプログラム：ＩＮサービスフィーチャの提供かつまたは管理するために網の動作実行を

管理かつまたは制御するサービス制御およびサービス管理領域に存在する論理。

アプリケーションプロトコルデータ単位（ＡＰＤＵ）：アプリケーションプロトコルで規定されているア

プリケーションデータの単位で、アプリケーションプロトコル制御情報およびアプリケーションプロトコ

ルのユーザデータから成り立つ。

ＩＳＤＮユーザパート (ＩＳＤＮ－ＵＰ)：サービス統合ディジタル網での音声および非音声アプリケー

ションのための基本ベアラサービスや付加サービスのサポートするために要求される信号化機能を提供す

るＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６１信号方式Ｎｏ．７プロトコル。

ＩＳＵＰ:ＩＳＤＮユーザ部の頭文字で表した略語。

イベント:ある状態から他の状態への遷移をもたらす有限状態モデル上からの入出力。

イベント検出ポイント（ＥＤＰ）:動的に設定された検出ポイント。

インタフェース:共有境界線、例えば２つのサブシステムあるいは２つのデバイス間の境界線。
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インテリジェントネットワーク(ＩＮ):顧客管理下のものも含めた新しい能力やサービスを導入するための

設備を柔軟に提供することができるテレコミュニケーションネットワークのアーキテクチャ。

インテリジェントネットワークアプリケーションプロトコル（ＩＮＡＰ）:（ＯＳＩモデルのアプリケーショ

ン層にあたる）第 7層に含まれるインテリジェントネットワークアプリケーションのためのプロトコル。

インテリジェントペリフェラル（ＩＰ）:インテリジェントネットワークの特殊リソース機能を実装する物

理エンティティ。

ＩＮ概念モデル（ＩＮＣＭ）:インテリジェントネットワークアーキテクチャを定義するための立案モデル。

ＩＮ交換管理（ＩＮ－ＳＭ）:ユーザへのＩＮサービスフィーチャ提供の中でＳＣＦと相互動作するＳＳＦ

エンティティ。

ＩＮ交換状態モデル(ＩＮ－ＳＳＭ):ＩＮ呼／接続状態の間、ＳＳＦ／ＣＣＦＩＮ呼／接続処理のオブジェ

クトオリエンテッドな有限状態管理機構仕様を提供する。

ＩＮサポートサービス:インテリジェントネットワーク能力を使用して提供するサービス。

インバンド（インバンド信号）:ユーザ通信に提供される同一伝送チャネル、回線、周波数帯上で信号を送

る信号方式。例えばＤＴＭＦ。

一次群（速度）アクセス（ＰＲＩ）:１５４４ｋｂｉｔ／ｓと２０４８ｋｂｉｔ／ｓの一次群速度に対応す

るユーザネットワークアクセス割当。

このアクセスタイプのＤチャネルビットレートは６４ｋｂｉｔ／ｓである。

エージェント：他のエンティティを代表して動作するエンティティ。

エレメント:識別可能な物理ユニット。

エンティティ:構成要素やデバイス、サブシステム、機能ユニット、装置あるいはシステムで、個々に存在

しうるもの。ＩＳＤＮ 用語では､ユーザ端末あるいはディジタル交換機などの特定のシステムやサブシス

テムを指し示す時に用いる。また、ある場所の特定のシステムの機能の組み合わせで、例えば、ユーザ端

末で信号システムのレイヤ２機能を参照するのに使われる。

オープンシステム相互接続（ＯＳＩ）:オープンシステム相互接続参照モデルに記述されたアーキテクチャ

に従った相互接続システム概念。ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２００参照。

オブジェクト:属性および機能の点から抽象的で適切なレベルで記述されるエンティティの本質的構成。

応用エンティティ（ＡＥ）：システムに依存しないアプリケーション動作であり、アプリケーションエー

ジェントによりアプリケーションサービスとして利用できる。　例えば、１つのアプリケーション処理の

通信面の一部あるいはすべてを担うアプリケーションサービス要素のセットがこれにあたる。
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加入者線交換機（ＬＥ）:加入者線終端の交換機。

簡易電話サービス（ＰＯＴＳ）:基本呼制御以上を要求しない呼。

監視ウィンドウ:サービス制御機能の指示でエンティティが監視機能を実行している期間。

官庁：この勧告で、「官庁」という用語は、電気通信官庁と電気通信事業者両方を簡潔に示すために使わ

れる。

管理:指示、維持かつまたは管理する機能。

管理機能:エンティティ管理のために使用される処理のセット。（例えば、オペレーション、管理、メンテ

ナンスおよび設備のメンテナンスをカバーするデータベース管理能力）

機能:特定されたオブジェクト達成の目的のために定義された処理のセット。

機能エンティティ:ある箇所の特定機能のセットを構成するエンティティ。

機能エンティティ「アプリケーションを提供する通信サービスにおける」:ある 1 ヶ所で､機能を提供する

サービスの組み合わせと、サービスを提供する上で必要となるすべての機能サブセット。

機能エンティティ動作（ＦＥＡ）:機能エンティティが特定状態でいる間、特定スティミュラスの結果とし

て、機能エンティティにより実行される動作。

機能ルーチン:｢ルーチン｣タスクを遂行する動作セットの実行を制御する論理。

基本機能:これ以上分解不可能な初期または基本機能。

基本呼：付加フィーチャを含まない、二者間の呼（例えば、通常電話呼）。

基本呼状態モデル（BCSM）：基本呼制御における呼処理のハイレベルな有限状態機構モデル。（即ち、２

者間の非ＩＮ呼）

基本呼プロセス（BCP）：基本発呼処理で使用される一連の動作。

基本レートインタフェース（BRI）：２Ｂチャネルと１Ｄチャネルから成るインタフェース構成に対応する

ユーザ網アクセス設備／割付。このアクセスタイプのＤチャネルは１６ｋｂｉｔ/ｓである。

契約者番号：その呼に対して課金されるべき番号。

検出ポイント（ＤＰ）:基本呼処理上のポイント。ここでの処理イベントはサービス制御機能に通知され、

処理制御の遷移が起こりうる。
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呼：２者のユーザかつまたはユーザとサービス間で設定する 1 以上のコネクションを使用するあるいは、

使用するかもしなれい。

呼管理（ＣＭ）： 一つの呼にＩＮサービス論理インスタンスおよび非ＩＮサービス論理インスタンスの複

数同時並行インスタンスをサポートするためのメカニズムを規定するＳＳＦのエンティティ。

呼／サービス処理：発呼あるいはサービス要求を進める交換および制御機能による論理の実行。

呼種別:例えば、「ローカル」、「国内」、「国際」など。

呼制御：呼を処理するための機能のセット（例えば、サービスフィーチャの提供およびコネクションの確

立、監視、保持、そして解放）。

呼制御エージェント機能エンティティ（ＣＣＡＦ）：ユーザにネットワークアクセス機能を提供する機能

エンティティ。サービスを提供する際に呼制御機能エンティティと相互動作する。

呼制御機能（ＣＣＦ）：呼／コネクション処理と制御を提供するネットワークインテリジェント。

呼制御機能エンティティ：ネットワーク発呼処理機能を提供するために相互に協調して動作する機能エン

ティティ。

呼セグメント：呼処理の特定部分。

呼セグメントモデル（ＣＳＭ）：呼セグメントの観点からの呼処理の表現。

コネクション：通信網の 2 以上のポイント間の情報伝送の手段を提供する伝送チャネルあるいは回線、交

換機および他の機能装置のアソシエーション。

コネクション制御：2 人のユーザおよびユーザ･網エンティティ間の通信パスの確立、保持および解放に使

用される機能のセット。例えば、ＤＴＭＦレシーバ。

呼のポイント（ＰＩＣ）:基本呼状態モデル上の状態。

呼モデル：呼処理に含まれる機能の表現。

コンシューマ：ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．８８０を参照。

公衆交換電話網 (ＰＳＴＮ):公衆加入者向けの電話サービスを実施する設備を持つ（そして、「官庁」に

よって管理されている）テレコミュニケーションネットワーク。

サービス:テレコミュニケーション要求を満たす加入者に対して官庁または、ＲＯＡによって提出されるも

の。
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サービスアドレス情報:トリガ分析結果を示しＳＣＦが、適切なサービス論理を選択可能とする情報。

サービス加入者(ＳＳ)：サービス提供事業者により提供されるサービスを契約するエンティティ。

サービス管理:サービスの適切な処理に要求される、ユーザかつまたはネットワーク情報管理。

サービスキー:トリガ分析結果を示し、ＳＣＦが適切なサービス論理を選択可能とする情報。

サービス交換／制御局（ＳＳＣＰ）:サービス制御機能、サービスデータ機能とサービス交換／制御機能を

含む物理エンティティ。

サービス交換管理エンティティ（ＳＳＭＥ）:ノードシステム管理を制御するエンティティの機能。

サービス交換機能（ＳＳＦ）:呼制御機能とサービス制御機能間の相互動作を提供するプロセスのセット。

サービス交換局（ＳＳＰ）:サービス交換機能を実装する物理エンティティ。

サービス処理:サービスを提供するサービス制御と基本発信処理機能の実行。

サービス制御:特定テレコミュニケーションサービス提供に使用する機能やプロセスの指示。

サービス制御カスタマイズ:クライアントのためにサーバにより同じ仕様で提供する商品を個人向けに設定

する機能。

サービス制御機能（ＳＣＦ）:インテリジェントネットワークサービスにより提供されるサービスにおいて､

機能エンティティを制御するサービス論理のアプリケーション。

サービス制御機能識別子（ＳＣＦＩＤ）:ＳＣＦを識別し、アシストＳＳＦがどのＳＣＦにアシスト要求指

示を送出すべきかの識別を可能とする。

サービス制御局（ＳＣＰ）:サービス制御機能を実装するインテリジェントネットワーク内のエンティティ。

サービスデータ:サービスを適正に機能させるために要求される加入者かつまたはネットワーク情報。

サービスデータ機能（ＳＤＦ）:サービスデータのテンプレートに準じてサービスデータ管理を行う機能の

セット。

サービスデータ局（ＳＤＰ）:サービスデータ機能を実装する物理エンティティ。

サービスデータテンプレート:特定サービス論理プログラムに関連したデータテンプレート。

サービス提供事業者：サービス加入者に提供するサービスを商業的に管理する組織。

＊
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網運用者はサービス提供事業者であるかも知れない。

サービス統合ディジタル網（ＩＳＤＮ）:ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．１１２、２.３　定義３０８参照。

サービス独立性:１サービスに特定される必要性がない。

サービストリガ情報（ＳＴＩ）:動作開始のスティミュラス情報。

動作中の「サービス論理」イベントを報告する「トリガ検出ポイント」と「サービス論理」を起動する「イ

ベント検出ポイント」に分類されるかも知れない。

サービスノード（ＳＮ）:サービス制御機能、サービスデータ機能、特殊リソース機能とサービス交換／呼

制御機能を含む物理エンティティ。

ＳＳＦ／ＣＣＦはＳＮの中でＳＣＦと密接に結合され、他のＳＣＦではアクセスできない。

サービスフィーチャ（ＳＦ）:全てかつまたは部分サービスを形成する１あるいはそれ以上の再利用可能な

サービス能力。

サービス論理（ＳＬ）:ある特定のサービスを提供するために用いられる一連のプロセス／機能。

サービス論理制御プログラム（ＳＬＣＰ）:サービス制御ノードがサービスフィーチャを実現するために動

作させる機能。

サービス論理処理プログラム（ＳＬＰ）:サービス論理を含むソフトウェアプログラム。

サービス論理処理プログラムインスタンス（ＳＬＰＩ）:特定の呼／サービス実行に対してサービスあるい

はサービスフィーチャを提供する特定のサービス論理プログラムの起動と応用。

サービスユーザ（ＳＵ）：サービスを利用する網の外側のエンティティ。

識別名（ＤＮ）:ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ５００（４．５章）を参照。

事業者アクセスコード（ＣＡＣ）：キャリア選択のためのコード。

事業者（商用電気通信）：特定サービスを提供する機能をもつ組織。例えば私設網／ファシリティ、網内

サービスエリアのエージェント、あるいは特定市外キャリアまたは国際キャリア。

実行処理:他の処理の実行を制御するプロセス。

収集アドレス情報：アドレスの特徴や着番号を特定するダイヤル数字の翻訳。

収集数字：収集した可変のダイヤル番号。

状態（ＦＳＭでの）:ある時点でオブジェクト属性値により定義されるエンティティの記述。

状態（ＳＤＬでの）:処理動作が入力待ちで、中断している状態。
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情報フロー:機能エンティティ通信間の相互動作。

シングル･エンド・サービスフィーチャ:呼／サービス起動に含まれるかもしれない話者の一方だけに適用

される、例えば、呼／サービス処理のようなフィーチャ。

シングルポイント制御:呼／サービスの同じ段階や側面では、唯一のサービス制御機能だけに影響される制

御機能。

制御：直接影響を及ぼすこと。

制御ウィンドウ：呼／サービス処理に含まれるエンティティがサービス制御機能の制御を受けている期間。

静的データ:呼が持続しているか、あるいはサービスを使用している間、不変な情報。

（通常、ネットワークの外側のソースによってコントロールされる。）

静的設定／設定解除：呼／サービス処理の特定ポイントに遭遇した場合に呼／サービス処理に特定動作を

引き起こすため、サービス管理機能により管理される、検出ポイントの有効性／非有効性。

遷移:有限状態機構モデルにおいてエンティティ状態がそのオブジェクト付属値の変更により変化すること。

相互関係:存在するならば２機能エンティティ間の情報フローの完全なセット。

相対識別名（ＲＤＮ）:ＴＴＣ標準ＪＴ―Ｘ５００（４.５章）参照。

属性：ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ５００（４．４章）を参照。

ダイアログ:会話や情報交換。

ダイナミックデータ:呼処理／サービス処理結果として変更の対象となる情報。

ダイヤル数字:発回線／トランクから収集されたアドレス収集／受信したまだ翻訳されていないアドレス情

報。

単一アソシエーションオブジェクト（ＳＡＯ）:単一のアプリケーションアソシエーションを通じて相手と

通信するために必要となる機能。

単一アソシエーション制御機能（ＳＡＣＦ）:単一のアプリケーションアソシエーションを通じて相手と通

信するために用いられるＡＳＥの利用を制御する規則と規制。

端末種別: ＳＣＦへ端末のタイプを示す。（例えばＤＴＭＦ電話、ＩＳＤＮ端末）

着ユーザ:呼の着信先エンティティ。

データ:呼／サービス処理に関連して使用されるネットワークで蓄積されたユーザ／ネットワーク情報。



ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ - 252 -

データオブジェクトのインスタンス。

データオブジェクト:データテンプレートで特定される個々にアドレス可能な情報ユニット。

データ管理:ネットワーク内でのデータベースの設定、更新および管理。

データテンプレート:データオブジェクト収集の論理構成。値やデータ内容の一貫性のために許容される範

囲を含む。

データベース:情報を蓄積するエンティティ。

ディジタル加入者線信号 Ｎｏ．１プロトコル（ＤＳＳ１）:フレームモード基本呼制御のＱ．９３１信号

仕様。

ディレクトリ:ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ５００（４．２章）を参照。

ディレクトリアクセスプロトコル（ＤＡＰ）:ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ５００（１２章）を参照。

ディレクトリエントリ（ＤＥ）:ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ５００（４章）を参照。

ディレクトリシステムプロトコル（ＤＳＰ）:ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ５００（１２章）を参照。

ディレクトリ情報木（ＤＩＴ）:ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ５００（１４章）を参照。

ディレクトリユーザエージェント : ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ５００（４．２章）を参照。

提供者:ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．８８０参照。

電気通信事業者（ＲＯＡ）:「官庁」参照。

転送先情報:ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３（３章）参照。

伝達制御：伝送の低レイヤ（共通）手段を指示する機能のセット。

トランザクション（分冊Ｉ．３）:ＴＣ提供者間のアソシエーション。

トランザクション機能（ＴＣ）:通信網でのアプリケーションをサポートするＴＴＣ標準ＪＴ―Ｑ７７１

ＯＳＩ参照モデルを基本とした手段。

トランザクション機能応用部（ＴＣＡＰ）:コンポーネントサブレイヤとトランザクションサブレイヤで構

成されるＯＳＩモデルの第７層における応用層のサービスとプロトコル（ＴＴＣ標準ＪＴ―Ｑ７７１～４）。

トリガ:動作開始のスティミュラス。
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トリガ検出ポイント（ＴＤＰ）:静的に設定された基本呼処理内の検出ポイント。

動的設定／解除 : 特定呼／サービス要求のためのサービス制御実行中のサービス制御機能による検出ポイ

ントの有効化／非有効化。

特殊リソース機能（ＳＲＦ）:インテリジェントネットワークでのサービスを提供するために使用するリソー

スの制御とアクセスを提供する機能のセット。

二重トーン多周波数信号（ＤＴＭＦ）:インバンド信号エンティティへの指示に使用されるプッシュボタン

ダイヤル法。

ネットワーク機能アーキテクチャ（ＮＦＡ）:ネットワークエレメントを構成する機能ブロック。

ネットワークデータ:ネットワーク機能に特有なデータ。

能力セット（ＣＳ）：標準化活動が目的としているインテリジェントネットワークの能力のセットで、あ

る期間内に勧告を標準化することを目的としている。

ファシリティ制限レベル（ＦＲＬ）:入りファシリティと関連する許可レベル。例えば回線ライン。

フィーチャ:網内の一つのまたはそれ以上のサービスにより、ユーザに提供される再利用可能な能力。

フィーチャ相互動作:あるフィーチャのある動作が他のサービスフィーチャの動作や能力に影響する時に生

じる状態。

フィーチャ相互動作管理:１つの呼でＩＮサービス論理インスタンスおよび非ＩＮサービス論理インスタン

スの複数同時発生をサポートする機構を提供するＳＳＦエンティティ。

発ユーザ：サービスをうけるために発信したエンティティ。

複数アソシエーション制御機能（ＭＡＣＦ）:アプリケーションエンティティインボケーション(AEI)内で、

同位間通信の調整を管理する規則を示す。

物理プレーン:機能エンティティを実現するエレメントとそれらのインタフェースを含むインテリジェント

ネットワーク概念モデル上の１プレーン。

プレーン:インテリジェントネットワーク概念モデルの一部。

プレフィックス:発信者からの入力が必要なプレフィックスディジット。例えば００。

プロトコルレイヤ（Ｑ．９－２１６０に基づく 「レイヤ」の定義）:プロトコル参照モデル内での上層あ

るいは下層論理範囲での１つ以上の機能のグループ。

分散機能プレーン（ＤＦＰ）:機能エンティティとそれらの関連を含むインテリジェントネットワーク概念

モデル上のプレーン。
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ベンダあるいは実装独立:同環境での同動作を可能にする異なるベンダから生産された製品の特性かつまた

は、異なるベンダにより製造された同機能エンティティとして動作する物理装置は互換性を許容する。

ポピュレーション規則:例えば､特定情報エレメントを使用してＳＳＦからＳＣＦに送られるオペレーショ

ンの形成が可能となるような意味などを持つ個々の設定値や状態。

マネージャ:期待される機能エンティティ動作の全てあるいは一部を実行することを機能エンティティへ許

可するため機能あるいは機能集合のオペレーションを指示かつまたは制御する機能。

網:ＩＴＵ－Ｔ　Ｖｏｌ．Ｉ分冊Ｉ.３参照。

網アクセス局（ＮＡＰ）:ユーザーへネットワークアクセスを提供する物理エンティティ。

呼制御エージェント機能を含み、さらに呼制御機能を含むかも知れない。

網運用者:網運用者はリアルタイム網間サービスの開発、提供およびメンテナンスと自網の運用に対し責任

がある。

網提供者:ＩＮ機能に要求されるネットワーク構成要素を維持し、運用する組織。

例えばサービス提供者としても活動するなど、１つ以上の役割を担うかもしれない。

有限状態機構（ＦＳＭ）:有限数な状態と状態間の特定の遷移もつシステム。

有限状態機構モデル:エンティティに存在しうる状態の有限のセットと一つの状態から他へ遷移可能な有限

のセットで、記述されたエンティティ運用モデル。

ライブラリ:機能を実行する上で使用するために集められたオブジェクト、ルーチン、プログラムなどの集

合。

リソース:電気通信において、サービス提供に実装可能なあらゆるネットワークエレメント。例えば回線、

受信器など。

領域:ＩＮ領域参照。

ルーチング対地アドレス:着番号リスト（第一および他の選択）。

ルート索引:特定トランクグループのポインタ。

レイヤ:機能階層内の上層または、下層論理境界間の１あるいはそれ以上の機能を具体化する概念領域。

レグ:あるアドレス可能エンティティに向けての通信パスを表示する呼処理状態モデル内の表示。

（例えば、ユーザ・ＩＰユニットなどへの通信パス）

ユーザ:サービスを使う網の外側のエンティティ。
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呼出パターン：加入者を呼び出す特定パターン。（例えば、呼出音識別、トーン等。）

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１を参照。



ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ - 256 -

付属資料Ａ

略　語

AC: Application Context

ACN: Application Context Negotiation

ACSE: Application Control Service Element

AD: Adjunct

AE: Application Entity

AEI: Application Entity Invocation

AOC: Advice Of Charge

APCI: Application Protocol Control Information

APDU: Application Protocol Data Unit

API: Application Programming Interface

ASE: Application Service Element

BCP: Basic Call Process

BCSM: Basic Call State Model

BRI: Basic Rate Interface

CAC: Carrier Access Code

CCAF: Call Control Agent Function

CCF: Call Control Function

CHA: Component Handler

CM: Call Manager

CS: Capability Set

CSM: Call Segment Model

DAP: Directory Access Protocol

DET: Determination

DFP: Distributed Functional Plane

DHA: Dialogue Handler

DLE: Destination Local Exchange

DN: Directory Number

DN: Distinguished Name

DSA: Directory System Agent

DSP: Directory System Protocol

DSS1: Digital Subscriber Signalling No. 1 Protocol

DP: Detection Point

DTMF: Dual Tone Multi Frequency

DUA: Directory User Agent

EDP: Event Detection Point

EDP-N: Event Detection Point-Notification

EDP-R: Event Detection Point-Request

FEA: Functional Entity Action

FEAM: Functional Entity Access Manager

FIM: Feature Interactions Manager
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FPLMTS: Future Public Land Mobile Telecommunications Services

FRL: Facility Restriction Level

FSM: Finite State Machine

GEN: Generation

LAF: Intelligent Access Function

IEC: International Electrotechnical Commission

IN: Intelligent Network

INAP: Intelligent Network Application Protocol

INCM: IN Conceptual Model

IN-SM: IN Switching Manager

IN-SSM: IN Switching State Model

IP: Intelligent Peripheral

ISDN: Integrated Services Digital Network

ISDN-UP: ISDN User Part

ISO: International Organization for Standardization

ISUP: Integrated Services Digital Network-User Part

ISUP: ISDN-UP

ITU-T: International Telecommunication Union - Telecommunication Standardization

LE: Local Exchange

MACF: Multiple Association Control Function

NAP: Network Access Point

NEF: Network Element Function

NFA: Network Functional Architecture

NSAP: Network Service Access Point

OFC: Off-line Charging (billing/accounting information)

OLE: Originating Local Exchange

ONC: On-line Charging (user access information)

OSF: Operator System Function

OSI: Open Systems Interconnection

OUT: Output

PIC: Point In Call

PRI: Primary Rate Interface

PSTN: Public Switched Telephony Network

RDN: Relate Distuished Name

REG: Registration

RLF: Radio Link Function

RPOA: Recognised Private Operating Agency

ROS: Remote Operations

ROSE: Remote Operations Service Element

SACF: Single Association Control Function

SAO: Single Association Object

SCF: Service Control Function

SCF FSM: Service Control Function Finite State Machine
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SCFID: Service Control Function Identifier

SCME: Service Control Function Management Entity

SCME FSM: Service Control Function Management Entity Finite State Machine

SCP: Service Control Point

SCSM: Service Control Function Call State Model

SDF: Service Data Function

SDF FSM: Service Data Function Finite State Machine

SDL: Specification and Description Language

SDME: Service Data Function Management Entity

SDP: Service Data Point

SDSM: Service Data Function Call State Model

SF: Service Feature

SL: Service Logic

SLCP: Service Logic Control Program

SLP: Service Logic Processing Program

SLPI: Service Logic Processing Program Instance

SN: Service Node

SRF: Specialised Resource Function

SRF FSM: Specialised Resource Function Finite State Machine

SRME: Specialised Resource Function Management Entity

SRSM: Specialised Resource Function Call State Model

SS: Service Subscriber

SS7: Signalling System No.7

SSCP: Service Switching and Control Point

SSF: Service Switching Function

SSF FSM: Service Switching Function Finite State Machine

SSME: Service Switching Function Management Entity

SSME FSM: Service Switching Function Management Entity Finite State Machine

SSP: Service Switching Point

STI: Service Trigger Information

SU: Service User

TC: Transaction Capabilities

TCAP: Transaction Capabilities Application Part

TDP: Trigger Detection Point

TDP-N: Trigger Detection Point-Notification

TDP-R: Trigger Detection Point-Request

WSF: Work Station Function
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